大 いな る 神秘 の 鍵 


隠さ れ た 知 の 絶対 の 鍵 


「 宗 教 は 『 信 じ な さい 。 そ うす れ ば 、 理 解す る で あろ う 』 と 話す 。 

学問 も 来 て 『 理 解 し な さい 。 そ うす れ ば 、 信 じ る で あろ う 』 と 話す 。 

その 時 、 学 問 全体 が 面 を 変え る で あろ う 。 

非常 に 長い 間 、 王 座 か ら 追 われ て いた 忘れ られ て いた 、 精 神 が 古代 の 地位 を 取り 戻 
す で あ ろう 。 

古代 の 口伝 が 全く の 真理 で ある 、 と 実証 され る で あろ う 。 

カト リッ ク 以 前 の 宗教 は 全て 、 真 理 か ら の 堕落 を 組織 し た 物 、 真 理 へ の 見 当 違 い を 
組織 し た 物 に 過ぎ な い 、 と 実証 され る で あろ う 。 


全 き 真理 の 光線 の 輝き と 共に カト リッ ク 以 前 の 宗教 を 見 る に は 、 カ トリ ッ ク 以 前 の 宗 
教 を 洗浄 し て 真理 に 戻せ ば 十分 で ある 、 と 言え る 。 
要する に 、 全 て の 概念 が 変わ る で あろ う 。 
全 方 面 で 、 神 に 選ば れ た 人 の 群れ が 『 来 て くだ さい ! 主 よ ! 来 て くだ さい !』 と 一 
致し て 叫ん で いる 。 
大 いな る 未来 に 打ち 込ん で いる 人 々 、 大 いな る 未来 を 予見 し た 事 を 誇り に 思っ て い 
る 人 々 を 、 ど うし て 非難 で きよ うか ?」 

(ジョ ゼ フ ド メー スト ル 著 「Soirees de St. Petersbourg.( サ ンク トペ テル ブル ク 
の 夜会 )」) 


神秘 の 一 歩 手前 で 、 人 の 精神 は 、 め まい に 襲わ れる 。 

神秘 は 、 神 秘 の 深 さ へ の 長 区 に よっ て 、 人 の 落ち 着 か な い 好 奇 心 を 絶え 間 無 く 引 
き 寄 せる 、 底 無し の 淵 で ある 。 

無限 の 者 で ある 神 の 無 上 の 大 いな る 神秘 と は 、 神 の 存在 で ある 。 

な ぜ な ら 、 全 て の も の で ある 神 に と っ て の み 全 て の も の は 神秘 で は な い 。 

基本 的 に 理解 不能 で ある 無限 を 理解 し て いる 神 は 、 無 限 の 永遠 の 理解 不能 の 神 
秘 で ある 。 

言い 換え る と 、 基 本 的 に 理解 不能 で ある 無限 を 理解 し て いる 神 は 、 ど う 見 て も 、 テ 
ルト ウゥ リア ヌス が 信じ て いた 無 上 の 不条理 で ある 者 で ある 。 

神 は 、 必 然 的 に 、 不 条 理 で ある 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 人 の 理性 は 、 神 に 到達 する 計画 を 永遠 に あき ら め る 必要 が 有る 。 

必然 的 に 、 神 は 存在 する 、 と 信頼 で きる 。 

な ぜ な ら 、 知 と 論理 は 、 神 の 不在 を 実証 で き な い 。 

必然 と いう 戦車 は 、 神 の 存在 を 信じ る 様 に 、 知 と 論理 を 引き ずり 込む 。 

必然 と いう 戦車 は 、 目 を 閉じ て 、 神 を 見 な いで 、 神 を 敬礼 する 様 に 、 知 と 論理 を 引 
きず り 込 む 。 

な ぜ か ? 

な ぜ な ら 、 神 と いう 不条理 は 、 論 理 の 無限 の 源泉 で ある 。 

神 と いう 永遠 の 聞か ら 、 光 は 永遠 に 湧き 出る 。 

知 は 、 人 の 精神 の バベル の 塔 で ある 。 

知 は 、 螺 旋 状 に 、 身 を よじ ら せ て 、 と ぐろ を 巻い て 、 望 ん だ 通り に 常に 上 昇 し て いく 。 

し か し 、 人 の 知 は 、 地 を 賑わせ る か も し れ な い が 、 天 空 に は 到達 で き な い 。 

神 は 、 人 が 、 よ り 良 く 知 る た め に 永遠 に 学ぶ 事 に 成る 者 で ある 。 

結果 と し て 、 神 は 、 人 が 完全 に は 知る 事 が で き な い 者 で ある 。 


神秘 と いう 王国 は 、 知 が 獲得 で きる よう に 開か れ て いる 戦場 で ある 。 

知 は 、 大 胆 に 思い 通り に 、 神 秘 へ 進行 で きる が 、 神 秘 の 無限 の 広がり を 小さ くす る 
事 は で き な い 。 

知 は 、 知 の 限界 を 変え る 事 し か で き な い 。 

全て を 知る 事 は 、 不 可能 な 夢 で ある 。 

し か し 、 全 て を 学ば ぼう と 望ま な い 人 に は 災い が 有る ! 

人 は 何 を 知る に し て も 永遠 に 学ぶ 必要 が 有る 、 と 知ら な い 人 に は 災い が 有る ! 

人 は 良く 学ぶ た め に は 何 度 か 忘れ る 必要 が 有る 、 と 言わ れ て いる 。 

人 は 良く 学ぶ た め に 何 度 か 忘れ て きた 。 

古代 人 は 、 現 代 人 が 未 解決 で ある 全て の も の を 解決 し て いた 。 

有史 以前 に 、 象 徴 で 記さ れ た 、 古 代 人 の 解決 法 を 、 も は や 既に 現代 人 は 理解 で き 
な い 。 

独り の 人 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 人 の 鍵 を 再発 見 し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 の 知 の 墓所 を 開け た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 忘 れ ら れ て いた 原理 の 一 大 世界 、 自 然 の 様 に 簡潔 な 無 上 な 
統合 の 一 大 世界 を 、19 世紀 に も た ら す 。 

統合 、 統 一 は 、 常 に 光 を 放っ て いる 。 

統合 、 統 一 は 、 数 の 様 に 、 既 知 の も の か ら 未 知 の も の を 実証 し て 明か す 事 が で き 
る ほど 正 確 に 、 つ り 合 っ て 、 自 身 を 増殖 し て いる 。 

神 の 知 を 理解 する 事 は 、 神 を 見 る 事 で ある 。 

本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 著 作 を 終え る 時 に は 、「 神 の 知 を 理解 する 事 は 、 
神 を 見 る 事 で ある 」 と 実証 で き て いる で あろ う 、 と 思っ て いる 。 

人 が 神 を 見 た 時 に 、 秘 儀 祭司 は 「 振 り 返 りな さい !」 と 人 に 話す で あろ う 。 


する と 、 知 的 存在 で ある 神 と いう 太陽 を 前 に し て 人 が 背後 に 投じ る 影 の 中 に 、 悪 
魔 が 人 の 前 に 現れ る で あろ う 。 

人 が 神 を 注視 し て いな い 時 に 、 人 が 自分 の 影響 を 天空 に 満た せる と 思う 時 に 、 人 
は 悪魔 と いう 黒い 霊 、 黒 い 幻 を 見 て し まう 。 

な ぜ な ら 、 地 の 蒸気 は 、 高 く 成 る ほど 、 ま すま す 、 大 きく 見 える 。 

宗教 に お いて 、 知 と 啓示 を 一 致 させ る 事 。 

宗教 に お いて 、 論 理 と 信心 を 一 致 さ せる 事 。 

哲学 に お いて 、 全 て の 対立 し て いる も の を 一 致 さ せる 、 絶 対 の 原理 を 実証 する 事 。 

自然 の 2 つの 力 の 普遍 の つり 合い を 明か す 事 。 

論理 と 信心 を 一 致 させ る 事 、 絶 対 の 原理 を 実証 する 事 、 自 然 の 2 つの 力 の つり 合 
い を 明か す 事 は 、 本 書 の 三重 の 目的 で ある 。 

結果 と し て 、 本 書 は 3 部 に 分 か れ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 信 じ よ うと 信じ まい と 誰 も が 認め ざる を えな い 、 真 の 宗教 を 見 
せる つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 宗 教 に お ける 、 絶 対 の 物 と 成る で あろ う 、 真 の 宗教 を 見 せる つ 
も り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 哲 学 に お いて 、 真 の 宗教 と いう 真理 の 不変 性 を 確証 する つも 
り で ある 。 

真理 は 、 自 然 科学 に お いて は 、 現 実 で ある 。 

真理 は 、 判 断 に お いて は 、 論 理 で ある 。 

真理 は 、 倫 理 道徳 に お いて は 、 正 義 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 自 然 の 法 を 教え る つも り で ある 。 

自然 の つり 合い は 不変 で ある 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 運 動 と 命 に よる 豊か な 現実 の 前 で は 、 い か に 人 の 妄想 が 空 
虚 で ある か 見 せる つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 未 来 の 大 いな る 詩人 達 が 、 人 の 妄想 に よっ て で は な く 、 神 の 
数 学 に よっ て 、 神 曲 を 再び 作る 様 に 読 うつ も り で ある 。 

他 の 諸 世界 の 神秘 。 

隠さ れ た 2 つの 力 。 

不思議 な 啓示 。 

謎 の 病気 。 

超常 的 な 能力 。 

霊 の 出現 。 

魔術 的 な 逆説 。 

ヘル メス の 錬金術 の 秘密 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 全 て を 話し て 説明 する つも り で ある 。 

何者 が 全て を 話し て 説明 する 力 を エリ ファ ス レヴ ィ に 与え た の か ? 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 何者 が 全て を 話し て 説明 する 力 を エリ ファ ス レヴ ィ に 与え た 
の か ?」 読 者 に 明か す 事 を 起 れ な い 。 

隠さ れ た 神 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト が 存在 する 。 

古代 ヘブライ 人 は 、 文 字 の 創造 者 は エノク で ある 、 と し て いる 。 

古代 エジプト 人 は 、 文 字 の 創造 者 は トー ト ま た は ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス で ある 、 
と し て いる 。 

(ヘル メス 、 メ ルク リウ ス 、 ト ー ト は エノク で ある 。) 

古代 ギリ シャ 人 は 、 文 字 の 創造 者 は カド モス や パラ メデ ス で ある 、 と し て いる 。 

(カド モス 、 パ ラメ デス は エノク で ある 。) 


ピタ ゴラス の 弟子 達 は 、 神 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 知っ て いた 。 

象徴 と 数 を 伴う 絶対 の 概念 が タロ ッ ト を 形成 し て いる 。 

組み 合わ せ に よっ て 、 タ ロッ ト は 、 思 考 の 数 学 、 概 念 の 数 学 を 実現 する 。 

ソロ モン は 、 神 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 、36 の タリ スマ ン に 記し た 72 の 名 
前 に よっ て 表し た 。 

未だ に 、 東 の 秘伝 伝授 者 は 、 タ ロッ ト を 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と 呼ん で いる 。 

口伝 で は 21 祖 ア ブラ ハム の 教え を 起源 と する 「 形 成 の 書 」 と 呼ば れ て いる 本 は 、 
鍵 タ ロッ ト を 説明 し 、 タ ロッ ト の 使用 方 法 を 説明 し て いる 。 

「 形 成 の 書 」 の 助け に よっ て 、 人 は 「 光 輝 の 書 」 の 隠さ れ た 意味 を 見 通す 事 が で き 
る 。 

「 光 輝 の 書 」 は 、 ヘ へ ブラ イ 人 の カバ ラ の 大 いな る 教え に つい て の 文書 で ある 。 

や が て 、 ソ ロモ ン の 小 鍵 タロ ッ ト は 忘れ られ て し まっ た 。 

ソロ モン の 小 鍵 タ ロッ ト は 失わ れ た と 思わ れ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ソ ロモ ン の 小 鍵 タ ロッ ト を 再発 見 し た 。 

難 無 く 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 古 代 の 聖 所 の 全て の 門 を 開け た 。 

古代 の 聖 所 で 、 絶 対 の 真理 は 、 お と ぎ 話 の 姫 の 様 に 、 常 に 若い まま 、 常 に 美しい ま 
ま 、 眠 っ て いる よう に 思わ れる 。 

お と ぎ 話 の 姫 は 、 百 年 の 眠り の 中 で 、 姫 を 目覚 め さ せ る 運命 の 花 嬉 を 待っ て いた 。 

本 書 の 後 も 、 神 秘 は 未だ に 存在 し 続け る で あろ う 。 

し か し 、 神 秘 の 無限 の 深 さ は 、 よ り 高 く 、 よ り 遠 くに 、 成 っ て いる で あろ う 。 

本 書 の 公表 は 光 と 成る 。 そ う で な けれ ば 、 本 書 の 公表 は 愚行 で ある 。 

本 書 は 記念 碑 で ある 。 そ う で な けれ ば 、 本 書 は 迷惑 と 成る 。 

本 書 の 公表 は 光 と 成る か 愚行 で ある か 、 本 書 は 記念 碑 で ある か 迷惑 と 成る か 、 読 
み 、 熟 考 し 、 判 断 し な さい 。 


第 1 部 宗教 の 神秘 


解決 する べき 問題 


(①) 確 実 な 絶対 な 方 法 で 、 神 の 存在 を 証明 する 事 と 、 神 を 全て の 人 の 精神 に 確信 
させ られ る 、 神 の 概念 を も た ら す 事 

(2) 議 論 の 余地 が 無い 様 に 、 真 の 宗教 の 存在 を 確証 する 事 

(3③ 唯 一 の 真 の 普遍 の 宗教 の 全て の 神秘 の 意味 と ! 存 在 理由 」 を 表す 事 

(④ 匠 学 の 反対 を 真 の 宗教 に 役立つ 論拠 へ 変え る 事 


(⑤) 宗 教 と 迷信 の 間 に 境 界 線 を 引く 事 と 、 奇 跡 と 驚異 現象 の 論理 を も た ら す 事 


第 1 部 予備 考察 


論理 の 大 いな る 熱烈 な 愛好 者 ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 が 絶望 し て 「 世 界 に は 
宗教 が 無い 」 と 話し た 時 、「 神 は 存在 し な い 」 と 軽率 に 話す 大 衆 に ジョ ゼ フ ド メー ス 
トル 伯 有 は 似 て いた 。 

大 半 の 不信 心 者 が 妄想 し て いる 様 な 神 は 存在 し な い 様 に 、 実 に に ジョゼフ ド メー 
スト ル 伯 爵 が 話し て いる 様 な 宗教 は 世界 に は 無い 。 

宗教 は 唯一 の 不変 の 普遍 の 真実 に 基づく 概念 で ある 。 

人 は 信心 深い 者 で ある 。 

「 宗 教 」 と いう 言葉 に は 必然 な 絶対 な 意味 が 有る 。 

自然 は 自ら 「 宗 教 」 と いう 言葉 が 表す 概念 を 認め る 。 

自然 は 自ら 「 宗 教 」 と いう 言葉 が 表す 概念 を 原理 に まで 高め る 。 

信じ る 必然 性 は 愛す る 必然 性 と 密接 に 繋が っ て いる 。 

その た め 、 人 の 魂 は 同一 の 希望 と 同一 の 愛 の 共有 を 必要 と する 。 

孤立 し た 信心 は 不信 だ け で ある 。 

共通 の 確信 に よる 結束 は 、 宗 教 を 形成 し て 、 宗 教 を 構成 し て いる 。 

政治 的 な 一 致 に よっ て 宗教 が 創造 され る の で は な い 。 

治 的 な 一 致 に よっ て 宗教 が 強制 され る の で は な い 。 
治 的 な 一 致 に よっ て 宗教 が 定着 する の で は な い 。 

命 の 様 に 、 一 種 の 必然 に よっ て 宗教 は あら われ る 。 

全て の 人 の 予見 に も か か わら ず 、 同 一 の 力 が 、 自 然 の 現象 を 定め 、 宗 教 の 超自然 
的 な 領域 の 境界 を 定め て いる 。 

人 が 宗教 の 啓示 を 想像 し て 創造 する の で は な い 。 


人 は 宗教 の 啓示 を 経験 し て 信じ る の で ある 。 

むなしく も 人 の 精神 は 宗教 の 教義 の 不明 さ に 対し て 抗議 し て いる 。 

し か し 、 他 な ら ぬ 、 宗 教 の 教義 の 不明 さ へ の 好奇 心 で 人 の 精神 は 支配 され て いる 。 

また 、 大 抵 、 最 も 強情 な 理論 家 で も 「 不 信心 者 」 と いう 称号 を 受け る の を 恥じ る で 
あろ う 。 

無 宗 教 で 過ごし て いる 人 々 、 と いう か 、 無 宗教 で 過ごし て いる と 虚偽 の 主張 を し て 
いる 人 々 が 思い 込 も うと し て いる より も 、 宗 教 は 人 生 の 現実 の 中 で 大 いな る 地位 を 
占め て いる 。 

精神 的 な 正しい 愛 、 献 身 的 な 愛 、 貞 波 や 胃 散 と いっ た 、 人 を 動物 的 人 間 よ り 高 め 
る 全て の 概念 は 、 本 質 的 に 宗教 的 な 神聖 な 感情 で ある 。 

祖国 と 家族 へ の 敬礼 。 

区 い と 死後 の 名 声 へ の 忠実 。 

祖国 と 家族 へ の 敬礼 、 碑 い と 死後 の 名 声 へ の 上 忠実 を 放棄 する 人 の 名 声 は 必ず 完 
全 に 地 に 堕ち る で あろ う 。 

祖国 と 家族 へ の 敬礼 、 著 いと 死後 の 名 声 へ の 忠実 は 、 浮 き 沈 みす る 愚か な 惨め 
な 死に 至る 減 び る 「 こ の 世 」 よ り も 、 大 いな る 何 も の か を 信じ る 事 に よっ て 生じ る 。 

仮に 、 祖 国 と 家族 へ の 敬礼 、 碑 いと 死後 の 名 声 へ の 貞 実 と いっ た 、 人 が 永遠 で あ 
る べき と 感じ る 、 崇 高 な も の へ の 人 の 向上 の 結果 が 全て 、 人 の 魂 の 消滅 に 成っ て し 
まう の で あれ ば 、 目 先 の 現在 だ け を 楽し み 、 過 去 を 完全 に 忘れ 、 未 来 を 軽視 する 事 
だ けが 人 の 本 分 に 成っ て し まう で あろ う 。 

また 、 か つて 有名 な 似非 学者 ルソー が 誤っ て 話し て いた 「( 社 会 、 文 明 、 学 問 に よっ 
て ) 思 考 す る 人 は 堕落 し た 人 で ある 」 と いう 誤り が 正確 に 正しい と 言え る 様 に 成っ て 
し まう で あろ う 。 

し た が っ て 、 人 の 全て の 情熱 の 中 で 、 宗 教 的 な 情熱 は 最も 強い 。 


育 定 し よう が 否定 し よう が 、 宗 教 的 な 情熱 は 、 相 当 す る 熱狂 の 、 宗 教 的 な 情熱 を 
引き 起こ す 。 

ある 者 は 想像 で 創造 し た 神 を 頑固 に 育 定 する 。 ま た 、(「 無 限 の 者 で ある 神 」 と い 
う ) 神 の 大 いな る 呼称 に 相応 し い 無限 の 世界 の 全て を 一 考 し た だ け で 理解 で き 破壊 
で きた か の 様 に 、 あ る 者 は 神 を 軽率 に 否定 する 。 

哲学 者 は 、 人 に お ける 宗教 と いう 生理 学 的 な 事実 を 十分 に 考察 し な か っ た 。 

その た め 、 実 に 、 全 て の 教義 に つい て の 考察 と は 別に 、 宗 教 は 存在 する 。 

知力 や 愛 と 全く 同じ で 、 宗 教 は 人 の 魂 の 能力 の 1 つ で ある 。 

人 が 存在 する 限り 、 宗 教 は 存在 する で あろ う 。 

前 記 の 見 方 で 考え る と 、 宗 教 は 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 に 他 な ら な い 。 

宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 は 、 全 て の 向上 心 を 正しい 物 と する 。 

宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 は 、 全 て の 信心 を 抱か せる 。 

宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 だ けが 、 強 い 者 で ある 賢者 の た め に 成る 
様 に 、 弱 い 者 で ある 愚者 の 虚栄 心 を 利用 し て 、 徳 と 名 声 が 空虚 な 口先 だ け に 成る 事 
を 防ぐ 。 

人 は 「 自 然 宗 教 」 と いう 名 前 を 宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 、 信 心 が 元 
か ら 持 っ て いる 欲求 に 正 に 与え た の か も し れ な い 。 

信心 の 活動 を 制限 する 傾向 が 有る 全て の も の は 、 宗 教 の 段階 に お いて は 、 自 然 に 
反する 。 

宗教 の 目標 の 実体 は 神秘 で ある 。 

宗教 の 目標 の 実体 は 謎 で ある 。 

な ぜ な ら 、 信 心 は 、 既 知 を 知 の 探究 に 任せ て 、 未 知 に よっ て 始ま る 。 

不信 は 信心 に と っ て 不 倶 戴 天 の 敵 で ある 。 


有限 と 無限 を 隔て て いる 底無し の 淵 を 埋め る た め に 、 神 と いう 存在 の 介入 が 必要 
で ある と 信心 は 感じ る 。 

また 、 有 限 と 無限 を 隔て て いる 底無し の 淵 を 埋め る た め の 、 神 と いう 存在 の 介入 
を 信心 は 全て の 心 の 暖か さ に よっ て 、 全 て の 知 の 柔和 さ に よっ て 認め る 。 

も し 、 有 限 と 無限 を 隔て て いる 底無し の 淵 を 埋め る た め の 、 神 と いう 存在 の 介入 を 
認め る 信心 の 作用 か ら 離 れ て し まう と 、 宗 教 へ の 欲求 は 、 満 足 を 感じ られ な く 成 り 、 
宗教 へ の 不信 や 失望 へ 変わ っ て し まう 。 

その た め 、 信 心 の 作用 が 狂 患 の 作用 に 成っ て し まわ な いた め に 、 理 性 は 信心 が 
導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む 。 

何 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む べき か ? 

知 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む べき か ? いい え ! 

すでに 話し た 様 に 、 宗 教 の 領域 に お いて は 知 は 何 も で き な い 。 

国家 の 権威 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む べき か ? いい え ! 

国家 の 権威 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む の は 馬鹿 げ て いる 。 
警察 旨 に よっ て 、 信 心 深 い 人 達 の 祈り は 指図 され る べき か ? いい え ! 

そう する と 、 残 っ て いる の は 、 倫 理 道徳 的 な 権威 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れ 
る 事 を 望む 事 で ある 。 

倫理 道徳 的 な 権威 だ けが 、 国 家 の 権 威 と 協力 し て 、 国 家 の 権 威 の 指図 に 従わ ず 
に 、 教 義 と 宗教 の 戒律 を 設立 で きる 。 

要する に 、 信 心 は 、 完 全 な 永遠 の 疑う 余地 の 無い 、 現 実 の 満足 を 宗教 的 な 欲求 に 
与え る 必要 が 有る 。 

信心 が 現実 の 満足 を 得る に は 、 公 認 の 位階 制 が 保存 し て いる 教義 へ の 絶対 不変 
の 確認 を 保持 し て いる 必要 が 有る 。 


信心 が 現実 の 満足 を 得る に は 、 絶 対 の 信心 に よっ て 、 信 心 の 象徴 の 有効 な 実現 
を も た ら す 、 有 効 な 宗教 を 保持 し て いる 必要 が 有る 。 

信心 の 象徴 の 実現 を も た ら す と 理解 され た 宗教 は 、 宗 教 へ の 自然 な 欲求 を 満足 
させ る 事 が で きる 唯一 の 宗教 で あり 、 必 然 的 に 、 唯 一 の 現実 の 自然 宗教 で ある 。 

他人 の 助け を 借り ず に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 信 心 の 象徴 の 実現 を も た ら す と 理解 
され た 宗教 は 、 宗 教 へ の 自然 な 欲求 を 満足 させ る 事 が で きる 唯一 の 宗教 で あり 、 唯 
ー の 現実 の 自然 宗教 で ある 」 と いう 二 重 の 定義 に 到達 し た 。 

本 物 の 「 自 然 宗 教 」 は 「 啓 示 宗 教 」 で ある 。 

本 物 の 「 啓 示 宗 教 」 は 、 教 会 の 「 信 仰 、 希 望 、 愛 」 に お ける 交流 に よっ て 人 の 考察 
を 超越 し て 絶対 的 に 自認 する 、 位 階 制 の 正統 な 宗教 で ある 。 

人 が 悪徳 と 過誤 に 従っ て し まう の と 同じ くら い 、 倫 理 道徳 的 な 権威 を 表し て 、 倫 理 
道徳 的 な 権威 で ある 祭司 の 効力 に よっ て 倫理 道徳 的 な 権威 を 実現 し て 、 祭 司 と は 
神 的 で あり 誤り が 無い 。 

祭司 と は 祭司 と し て は 常に 神 の 代行 者 で ある 。 

(邪悪 な 聖職 者 の 、) 人 と し て の 誤り や 悪事 で すら 取る に 足り な い 。 

史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 が 司教 達 を 任命 し た 時 に 、 ア レク サン デル 6 
世 は 毒殺 者 と し て で は な く 法 王 と し て 両手 を 司教 達 の 頭 の 上 に 置い た 。 

史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 は 、 法 王 ア レク サン デル 6 世 を 罪 に 定め る 教 
義 を 破損 し な か っ た し 改悪 し な か っ た 。 

また 、 史 上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 が 手 ず か ら 施 し た 洗礼 と いっ た 秘跡 は 、 
人 を 救っ た が 、 法 王 ア レク サン デル 6 世 を 正当 化し な か っ た 。 

全て の 時 代 で 、 全 て の 場所 で 、 嘘 つき と 犯罪 者 は 存在 し て きた 。 

し か し 、 神 の 力 で 公認 され た 位 階 制 の カト リッ ク 教 会 に 、 法 王 と し て の 悪人 や 祭司 
と し て の 悪人 は 存在 し た 事 が な か っ た し 、 未 来 永 効 、 存 在 し な い 。 


「 悪 」 と いう 言葉 と 「 祭 司 」 と いう 言葉 の 意味 は 矛盾 し て いる 。 
「 邪 悪 な 祭司 」 と いう 表現 は 意味 が 矛盾 し て いる 表現 に 成る 。 
(「 邪 悪 な 祭司 」 と 言う より も 「 祭 司 の ふり を し た 悪人 」 と 言う べき で ある 。) 
エリ ファ ス レヴ ィ は 史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世に つい て 話し た 。 
史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世に つい て 、 す で に 話し た 前 科 と 同じ くら い 非 
難 さ れる に 相応 し い 他 の 記録 を 話さ な く て も 、「 法 王 ア レク サン デル 6 世 」 と いう 名 
前 を 話し た だ け で 十分 で あろ うと エリ ファ ス レヴ ィ は 考え て いる 。 
邪悪 な 聖職 者 と いう 重 犯罪 者 は 、 任 命 さ れ て いた 祭司 と いう 神 性 に 反する の で 、 
自身 を 二 重 に 辱め る 事 に 成る 。 
し か し 、 邪 悪 な 聖職 者 と いう 重 犯罪 者 に は 、 任 命 さ れ て いた 祭司 と いう 神 性 を 辱 
め る 力 は 無い 。 
堕落 し た 人 を 超越 し て 、 祭 司 と いう 神 性 は 常に 光 を 放ち 交 い て いる まま 存在 し て 
いる 。 
すでに 話し た 様 に 、 神 秘 の 無い 宗教 は 存在 し な い 。 
言い 足す と 、 象 徴 の 無い 神秘 は 存在 し な い 。 
神秘 の 象徴 は 、 神 秘 の 手段 、 ま た は 、 神 秘 の 表現 で ある 。 
神秘 の 象徴 だ けが 、 既 知 の 形 か ら 借 り た 逆説 的 な 形 に よっ て 、 神 秘 の 未知 の 深 
み を 表す 。 
神秘 の 象徴 の 形 は 、 象 徴 の 対象 の た め に 、 神 秘 が 科学 の 理 を 超越 し て いる 事 を 
表す 必要 が 有 っ て 、 必 然 的 に 、 神 秘 を 科学 の 理 の 外 に 表す 必要 が 有る 。 
教会 の 教父 テル トゥ リア ヌス の 高 名 な 完全 に 正確 な 言葉 、「 不 条 理 だ か ら 私 は 信 
< 還 
仮に 、 科 学 が 科学 に は 未知 の も の を 断言 し て 話し た ら 、 科 学 は 自 壊 し て し まう で あ 
ろう 。 


(仮に 、 科 学 が 科学 の 対象 外 の も の を 断言 し て 話し た ら 、 科 学 は 自 壊し て し まう で 
あろ う 。) 

科学 の 問題 に お いて 信心 は 決定 で き な い 、 の と 同様 に 、 科 学 に は 信心 の 務め を 
果たす 事 が で き な い で あろ う 。 

科学 に よる 全く 軽率 な 干渉 で の 信心 の も の へ の 断言 は 信心 に と っ て 馬鹿 げた 断 
言 に し か 成り 得 な い 。 

科学 的 な 断言 が 信仰 箇条 と し て も た ら さ れ た ら 宗 教 に と っ て 馬鹿 げた 断言 で あ 
る 、 の と 正 に 同様 に 。 

「 知 っ て いる 」 事 と 「 信 じ る 」 事 を 決し て 混同 し て は いけ な い 。 

し か し 、 同 様 に 、「 知 っ て いる 」 事 と 「 信 じ る 」 事 は 同時 に 相対 する の は 不可 能 で あ 
ろう 。 

事実 、 知 っ て いる 事 と は 正反対 の 事 を 信じ る の は 、 知 っ て いる 事 を た だ ち に 止め る 
事 に 成る 。 

また 、 同 様 に 、 信 じ て い た 事 と は 正反対 の 事 を 知っ た ら 、 信 じ る 事 を た だ ち に 止め 
る 事 に 成る 。 

科学 の 名 前 に よっ て 宗教 上 の 決定 を 否定 し た り 異議 を 唱え る 人 は 自分 が 科学 も 
宗教 も 理解 し て いな い 事 を 証明 し て し まう 。 

結局 、 神 の 三位一体 の 神秘 は 数 学 の 問題 で は な い 。 

人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス の 処女 懐胎 は 産科 学 上 の 現象 で は な い 。 

イエ ス に よる 身代わり に よる 救い と いう 仕組 み は 、 歴 史家 の 批評 と は 隔絶 し て い 
て 、 揺 る ぎ な い 。 

神 の 教え を 信じ る べき か 信じ な い べ きか に つい て 人 が 正しい か 誤っ て いる か 決定 
する 力 が 科学 に は 絶対 的 に 無い 。 

科学 は 宗教 の 結果 を 観察 で きる だ け で ある 。 


また 、 も し 、 明 ら か に 、 宗 教 が 人 を 向上 させ た ら 、 
さら に 、 も し 、 宗 教 を 生理 学 的 な 事実 と 見 な す 事 が で き て 、 明 ら か に 、 宗 教 自体 が 絶 
対 に 必要 な 物 の 1 つ で あり 、 宗 教 自体 が 1 つの 力 で ある な ら ば 、 
科学 は 宗教 を 認め る 必要 が 絶対 に 有る で あろ うし 、 
科学 は 常に 宗教 を 考慮 に 入れ る 賢明 な 役割 を 果たす 必要 が 絶対 に 有る 。 

さて 、 大 胆 に 断言 し よう 。 

双方 共に 重要 な 、 宗 教 と 学問 に よる 、「 思 いや り 」 と いう 、 計 り 知 れ な い 真 実 が 存 
在 する 。 

(ある 意味 で 、)「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 地 上 で 神 を 目 に 見 える 
者 に する 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 議 論 の 余地 が 無い 真実 で ある 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 普 遍 な 真実 で ある 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 こ の 世 で 人 に 成っ た 神 で ある 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 キ リス ト 教 の 啓示 が 行わ れ た 時 代 に 
始ま っ た 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 古 代 人 に は 未知 だ っ た 精神 の 真実 
で ある 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 明 ら か に 神 の 精神 の 真実 で ある 。 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 功 績 と し て 、 科 学 よ り も 、 現 実 的 な 真 


実 で ある 。 
「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 大 志 と し て 、 最 高 の 詩 より も 、 雄 大 な 
理想 で ある 。 


「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、「 チ ャ リティ ー」 と いう 新しい 名 前 、 古 
代 の 聖 所 で 全く 前 代 未 聞 の 名 前 を 創造 する 必要 が 有 っ た 精神 で ある 。 


「 思 いや り 」 な ど を 意味 する 「 チ ャ リティ ー」 と いう 新しい 名 前 が 創造 され た 。 
宗教 に と っ て 、 ま た 、 宗 教 と 同じ くら い 学 問 に と っ て 、「 思 いや り 」 な ど を 意味 する 
「 チ ャ リティ ー」 と いう 新しい 名 前 、「 思 いや り 」 と いう 言葉 は 、 絶 対 で ある 神 が 表 れ た 
も の で ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 実証 し た い 。 
絶対 で ある 神 が 表 れ た も の で ある 「 思 いや り 」 な ど を 意味 する 言葉 は 「 チ ャ リ 
ティ ー」 で ある 。 
エリ ファ ス レヴ ィ が 話し て いる 精神 と は 、「『 思 いや り 』 の 精神 」 で ある 。 

思い や り の 前 に 、 宗 教 は 平伏 し 、 圧 倒さ れ た 学問 は ひざ まず く 。 

明らか に 、 思 いや り に は 、 人 性 より も 、 大 いな る 何 も の か が 存在 する 。 

思い や り は 、 慈 善行 為 に よっ て 、 思 いや り が 夢 起 で は な い 事 を 証明 する 。 

思い や り は 、 全 て の 肉欲 より も 、 強 いも の で ある 。 

思い や り は 、 苦 難 と 死に 勝利 する 。 

思い や り は 、 神 を 全て の 心 に 理解 させ て くれ る 。 

すでに 、 開 始 さ れ て いる 正統 な 希望 の 実現 に よっ て 、 思 いや り は 、( 魂 の ) 永 遠 を 満 
た し て いる 、 様 に 思わ れる 。 

実 践 中 の 生き て いる 思い や り の 前 で は 、 神 を 大 胆 に 冒 済 し た 無政府 主義 者 プ 
ルー ドン が 何 ほ どの 者 で あろ うか ? 思い や り の 前 で は 、 無 政府 主義 者 プル ー ド ン 
は 無 価値 で ある ! 

思い や り の 前 で は 、 神 を 大 胆 に 括 い も の に し た ヴォ ル テ ー ル が 何 ほ どの 者 で あろ 
うか ? 思い や り の 前 で は 、 ヴ ォ ル テー ル は 無 価値 で ある ! 

無神論 者 ディ ドロ の こじ つけ 、 シ ュ ト ラウ ス の 粗 探 し 、 ヴ ォ ル ネイ の 「 残 骸 」、 叫 び が 
血 と 傷 辱 の 黙殺 で 挿 き 消さ れ た フラ ンス 革命 で の 神 へ の 冒 済 を 積み 上 げ て みな さ 


い 。 


さら に 、 未 来 に 我々 を 待ち 受け て いる 全て の 奇形 な も の と 空虚 な 妄想 を 積み 上 げ 
な さい 。 

と ころ で 、「 残 骸 」 と いう 名 前 は 非常 に 正当 で ある 。 な ぜ な ら 、 ヴ ォ ル ネイ に は 「 残 
骸 」 を 作る 事 し か で き な か っ た 。 

し か し 、 そ こ に 、 全 て の 思い や り の 姉妹 達 の 無 上 の 謙虚 と 純粋 が 来る と 、 思 いや り 
と いう 崇高 な 現実 の 前 に ひざ まず く た め に 、 世 界 は 全て の 狂 愚 、 全 て の 罪 、 全 て の 妄 
想 を 離れ る で あろ う 。 

思い や り ! 

「 思 いや り 」 は 、 神 の 言葉 で ある ! 
「 思 いや り 」 は 、 神 を 理解 させ て くれ る 唯一 の 言葉 で ある ! 


「 思 いや り 」 は 、 普 遍 の 啓示 を 含ん で いる 言葉 で ある ! 
「 思 いや り 」 と 「 精 神 」 と いう 2 つの 言葉 の 結合 は 、 完 全 な 解決 で あり 、 完 全 な 約 
束 で ある ! 


結局 、 ど の 問題 へ も 思い や り の 精神 は 解決 策 を 見 つけ る の で は な いか ? は い ! 
どの 問題 へ も 思い や り の 精神 は 解決 策 を 見 つけ る ! 

も し 神 が 思 いや り の 精神 で な けれ ば 、 人 に と っ て 、 神 と は 何者 で あろ うか ? 
正統 な 教え と は 何 か ? 

正統 な 教え と は 、 純 粋 な 人 々 の 確信 と 普遍 の 交流 の 平和 を 乱 さ な い 様 に 、 信 心 に 
つい て の 論争 を 拒絶 する 、 思 いや り の 精神 で は な いか ? は い ! 正統 な 教え と は 、 
純粋 な 人 々 の 確信 と 普遍 の 交流 の 平和 を 乱 さ な い 様 に 、 信 心 に つい て の 論争 を 拒 
絶する 、 思 いや り の 精神 で ある ! 

普遍 の 教会 と は 、 思 いや り の 精神 に よる 交流 の 他 に ある か ? いい え ! 普遍 の 
教会 と は 、 思 いや り の 精神 に よる 交流 で ある ! 

思い や り の 精神 に よっ て 、 教 会 は 絶対 で ある 。 


思い や り の 精神 に よっ て 、 教 会 は 誤り が 無い 。 

教会 と は 思い や り の 精神 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 祭 司 の 、 神 の 様 な 徳 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 人 の 義務 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 人 の 権利 の 保証 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 正 し い 人 の 魂 の 不死 の 証拠 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 地 上 で 正しい 人 の た め に 開始 され て いる 、 幸 せ の 永遠 性 で あ 
る 。 

思い や り の 精神 は 、 人 と いう 存在 に 与え られ た 、 栄 光 の 目標 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 人 の 全て の 戦い の 経路 で あり 、 目 標 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 個 人 と し て の 倫理 道徳 性 の 完成 形 、 国 民 と し て の 倫理 道徳 性 
の 完成 形 、 人 の 宗教 的 な 倫理 道徳 性 の 完成 形 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 全 て を 理解 させ て くれ る 。 

思い や り の 精神 は 、 全 て を 望む 事 を 可能 に させ て くれ る 。 

思い や り の 精神 は 、 全 て に 取り 組ま せ て くれ る 。 

思い や り の 精神 は 、 全 て を 成 読 させ て くれ る 。 

ヨハ ネ に よる 福音 19 章 26 節 で 、 思 いや り の 精神 に よっ て 、 十 字 架 の 上 で 死ぬ 時 
に 、 イ エス は 使徒 ヨハ ネ を 聖母 マリ ア に 息子 と し て 与え た 。 

ルカ に よる 福音 23 章 46 節 で 、 イ エス は 「 父 で ある 神 よ 、 あ な た 、 父 で ある 神 の 手 
の 中 に 、 私 イエ ス の 霊 を 委ね ます 」 と 、 肉 体 か ら の 解放 と 魂 の 救い を 叫ん で 、 思 いや 
り の 精神 に よっ て 、 イ エス は 無 上 に 恐ろし い 十 字 架 刑 と いう 捕 問 の 苦し み に 勝 利 し 
fe 后 

キリ スト 教 の 達 道 者 で ある 、12 使徒 は 、 思 いや り に よっ て 、 世 界 を 圧倒 し た 。 
12 使徒 は 、 命 より も 、 真 理 で ある イエ ス を 愛し た 。 


(ヨハ ネ に よる 福音 14 草 6 節 「 私 イエ ス は 真理 で ある 」) 
12 使徒 は 、 信 者 を 伴わ ず に 独り で 、 真 理 で ある イエ ス に つい て 大 衆 と 権力 者 の 所 
へ 話し に 行っ た 。 
描 問 に よっ て 試さ れ て 、12 使徒 は 、 真 理 で ある イエ ス に 忠実 で ある と 知ら れ た 。 
12 使徒 は 、 死に 様 に よっ て 、 生き て いる 魂 の 不死 性 を 大 衆 に 見 せ た 。 
12 使徒 は 、 血 に よっ て 、 大 地 を 潤し た 。 
12 使徒 が 流し た 血 の 熱 は 絶え な か っ た 。 
な ぜ な ら 、 思 いや りか ら の 熱意 に よっ て 、12 使徒 の 心 は 燃え て いた 。 
思い や り に よっ て 、12 使徒 は 、 キ リス ト 教 を 築き 上 げた 。 
キリ スト 教徒 は 、「 共 に 信じ る 事 は 、 分 像 し て 疑う より も 、 価 値 が ある 」 と 話し た 。 
キリ スト 教徒 は 、 従 順 と いう 基礎 の 上 に 位階 制 を 建て た 。 
役に立つ 事 が 統治 する 事 に 成る くら い 、 思 いや り の 精神 は 、 従 順 を 気 高 い 物 、 大 
いな る 物 に し た 。 
キリ スト 教徒 は 、 全 て の 信心 と 希望 を 形 に し た 。 
キリ スト 教徒 は 、 キ リス ト 教 と いう 力 を 全て の 思い や り の 保持 に 注ぎ 込ん だ 。 
神 の 言葉 イエ ス の 遺産 で ある 、 キ リス ト 教 の 言葉 を 一 言 だ け で も 私 物化 する 利己 
主義 者 に は 、 災 い が 有 る ! 
キリ スト 教 の 言葉 を 一 言 で も 私 物化 する 利己 主義 者 は 、 神 殺し で ある 。 
な ぜ な ら 、 キ リス ト 教 の 言葉 を 一 言 で も 私 物化 する 利己 主義 者 は 、 主 で ある 神 イ 
エス の 体 の 分 裂 を 望む 者 で ある 。 
キリ スト 教 は 、 思 いや り の 、 契 約 の 引 で ある 。 
キリ スト 教 と いう 契約 の 箱 に 触れ た 人 は 誰 で も 永遠 の 死に 打ち 倒さ れる 事 に 成る 。 
な ぜ な ら 、 思 いや り は 、 思 いや り の 禁忌 に 触れ た 人 か ら 差し 伸 べ て いた 手 を 引き 
還 了 大 る 。 


思い や り は 、 子 孫 へ の 神 的 な 遺産 で ある ! 

思い や り は 、 祖 先 の 血 の 価値 で ある ! 

ロー マ 皇 帝 ど も の ロー マ 帝 国 の 獄 の 中 で 、 思 いや り に よっ て 、 疾 教 者 は 慰め を 
得 た 。 

思い や り に よっ て 、 閣 教 者 は 味 獄 の 看守 や 死刑 執行 人 すら 説得 し て キリ スト 教 を 
信じ させ た 。 

思い や り と いう 名 前 に よっ て 、 ト ゥ ー ル の 聖人 マル ティ ヌス は 、 プ リ シ ラ リア ン 派 の 
異端 者 へ の 振 問 に 対し て 抗議 し た 。 

思い や り と いう 名 前 に よっ て 、 ト ゥ ー ル の 回 人 マル ティ ヌス は 、( 暴 力 で ある ) 合 に 
よっ て 宗教 を 強制 し た い 暴 君 の 様 な 似非 信者 の 宗派 と 絶縁 し た 。 

宗教 の 名 前 を か た っ て 犯さ れ た 罪 の つぐ な いと し て 、 聖 所 に 潜り 込ん だ 大 衆 に よ 
る 醍 聞 の つぐ な いと し て 、 多 数 の 聖人 達 が 、 思 いや り に よっ て 、 世 界 に 宗教 を 認め さ 
せ た 。 

不信 心 な 世紀 で すら 、 思 いや り に よっ て 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル と フラ ン ソ ワ フェ ヌ 
ロン は 、 た た えら れ た 。 

思い や り に よっ て 、 徳 の 気 高 さ で 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル と フラ ン ソ ワ フェ ヌ ロ ン は 、 
ヴォ ル テ ー ル の 弟子 の 笑い 声 を 事前 に 黙ら せ た 。 

思い や り に よっ て 、 十 字 架 の 患 か さ は 、 諸 国民 の 知 に 成っ た 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 18 節 か ら 24 節 「 減 びる 人 に は 十字 和 架 の 伝道 は 
愚か さ で ある 。 神 は 伝道 の 黒 か さ に よっ て 信じ る 人 を 救う 事 を 望ん だ 」) 

な ぜ な ら 、 気 高い 心 の 持ち 主 は 、 利 己 主義 者 や 快楽 の 奴隷 と 共に 疑う より も 、 思 
いや る 人 や 献身 的 な 人 と 共に 信じ る の は 偉大 で ある 、 と 理解 し た 。 
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大 いな る 神秘 の 象徴 


第 1 の 問題 の 解決 


確実 な 絶対 な 方 法 で 、 神 の 存在 を 証明 する 事 と 、 神 を 全て の 人 の 精神 に 確信 さ 
せら れる 、 神 の 概念 を も た ら す 事 


真 の 神 


神 の 教え だ けが 神 を 定義 で きる 。 

科学 は 神 の 存在 を 育 定 も 否定 も で き な い 。 

神 は 人 の 信心 の 絶対 の 目標 で ある 。 

神 に と っ て は 、 神 は 秩序 の 無 上 の 創造 する 知 で ある 。 

世界 に と っ て は 、 神 は 思い や り の 精神 で ある 。 

普遍 の 存在 で ある 神 は 、 知 性 を 持つ 人 を 永遠 に 運 任せ に 摩耗 させ る 必然 の 機械 
で は ? いい え ! 

また は 、 神 は 、 人 の 精神 を 改善 する た め に 2 つの 力 を 傾け る 神意 を 持つ 知 的 存在 
で ある か ? は い ! 

「 神 は 、 人 を 運 任せ に 摩耗 させ る 必然 の 機械 で は ?」 と いう 仮説 は 、 理 性 に 反する 。 

「 神 は 、 人 を 運 任 せ に 摩耗 させ る 必然 の 機械 で は ?」 と いう 仮説 は 、 悲 観 的 で あり 、 
不道徳 で ある 。 

知 と 論理 は 「 神 は 、 人 の 精神 を 改善 する た め に 2 つの 力 を 傾け る 神意 を 持つ 知 的 


SE 

神 を 冒 潮 し た 無政府 主義 者 プ ブルー ドン よ 。 

神 は 仮定 で ある 。 

し か し 、 神 無し で は 全て の 原理 が 不 衝 理 に 成っ て し まう か 疑わ し く 成 っ て し まう く 
らい 、 神 は 絶対 に 必要 な 仮定 で ある 。 

カバ ラ の 秘伝 伝授 者 に と っ て は 、 神 は 、 数 を 創造 し 、 命 を 数 に 与え て いる 、 絶 対 の 
統一 性 で ある 。 

人 の 知性 の 統一 性 は 、 神 の 統一 性 を 実証 する 。 

数 の 鍵 は 諸 宗 教 の 鍵 で ある 。 

な ぜ な ら 、 宗 教 の 象徴 は 、 数 が も た らし て いる 調和 に よる 類推 可能 な 形 で ある 。 

数 学 は 、( 存 在 し な い ) 盲 目的 な 不可 避 の 運命 を 決し て 証明 で き な い 。 

な ぜ な ら 、 数 は 、 無 上 の 理性 の 性 質 で ある 正確 さ の 、 表 れ で ある 。 

統一 性 は 正反対 の も の の 類推 可能 性 を 実証 する 。 

統一 性 は 、 数 の 基礎 、 数 の つり 合い 、 数 の 目的 で ある 。 

信心 の 作用 は 、 統 一 性 か ら も た ら さ れ 、 統 一 性 へ 戻る 。 

さて 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 数 の 助け を 借り て 聖書 の 説明 を 大 ま か に 話す つも り で あ 
る 

な ぜ な ら 、 聖 書 は 神 の 象徴 の 書 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 永 遠 の 神 の 教え の 論理 を 知ら せる 様 に 、 数 へ 求め る つも り で 
ある 。 

統一 性 と いう 統合 に お いて 、 数 の 再 統一 に よっ て 、 常 に 、 数 は 答え て くれ る で あろ 
う 。 

後記 は 、 数 に つい て の カバ ラ に よる 推測 の 簡潔 な 概要 で ある 。 

後記 は 、 宗 教 の 教義 と は 別 の 物 で ある 。 


後記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 探究 へ の 好奇 心 と し て 示す に 留め る 。 

後記 に より 、 宗 教 の 教義 で 変革 を 行う 事 は エリ ファ ス レヴ ィ の 務め で は な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 秘 伝 伝授 者 と し て の 資格 に よる 主張 を 、 キ リス ト 教 徒 と し て の 
性 質 に よる 帰順 先 ( で ある カト リッ ク 教 会 の 判断 ) に 完全 に 従わ せる つも り で ある 。 
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単 一 性 


単 一 性 は 、 原 理 で ある 、 数 の 統合 体 で ある 。 

単 一 性 は 、 神 の 概念 で あり 、 人 の 概念 で ある 。 

単 一 性 は 、 論 理 と 信心 の 一 致 で ある 。 

信心 が 論理 に 反する の は 不可 能 で ある 。 

愛 が 信仰 を 必然 に する 。 

信仰 は 希望 と 一 致す る 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 13 節 「 信 仰 、 希 望 、 愛 」) 

愛す る 事 は 、 信 じ る 事 で あり 、 望 む 事 で ある 。 

魂 か ら 3 つ 1 組 で 爆発 的 に 出 て 来る 、 信 仰 、 希 望 、 愛 は ( 対 神 ) 徳 と 呼ば れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 徳 行 を 行う に は 、 勇 気 の 力 が 必要 で ある 。 

(virtue は 徳 、 徳 行 、 力 を 意味 する 。) 

と ころ で 、 仮 に 、 疑 う 能 力 が 無けれ ば 、 徳 行 に お いて 、 ど ん な 勇気 を 望む で あろ う 
か ? いい え ! 仮に 、 疑 う 能力 が 無けれ ば 、 徳 行 に お いて 、 勇 気 は 不要 と 成っ て し 
まう ! 

さて 、 疑 う 事 が 可能 で ある と いう 事 は 疑っ て いる と いう 事 で ある 。 

疑う 力 は 、 信 じ る 力 と 、 つ り 合 う 力 で ある 。 

疑っ た 事 は 、 信 じ る 様 に 成っ た 事 に 完全 に 役立つ 様 に 成る 。 


自然 は 自ら 、 人 が 信じ る 様 に 誘導 する 。 

し か し 、 信 仰 の 諸 形態 は 、 当 時 の 信仰 の 傾向 の 社会 的 な 表現 で ある 。 

「 信 仰 の 諸 形態 は 、 当 時 の 信仰 の 傾向 の 社会 的 な 表現 で ある 」 事 は 、 明 ら か に 、 
事実 と し て 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 誤り が 無い 事 を 証明 する 物 で ある 。 

必然 的 に 、 神 は 、 全 て の 存在 の 中 で 最も 未知 の 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 人 を 拒絶 する 経験 に に っ て の み 、 神 は 、 定 義 さ れる 。 

神 は 、 人 に は 無い も の 全て で ある 。 

神 は 、 仮 定 に よる と 、 有 限 と は 正反対 の 、 無 限 で ある 。 

信仰 、 ま た は 、 信 仰 、 希 望 、 愛 は 、 人 が 決し て 他人 に 強制 で き な い くら い 、 人 が 自身 
に すら 強制 し な いく らい 、 自 由 な も の で ある 。 

キリ スト 教 は 、「 信 仰 、 希 望 、 愛 は 、 神 の 思い や り で ある 」 と 話し て いる 。 

さて 、 神 の 思い や り は 、 人 か ら の 要求 や 強要 に 従う べき で ある 、 と 考え られ る か ? 
いい え ! 神 の 思い や り は 、 人 か ら の 要求 や 強要 に 従う べき で は な い 、 と 考え られ 
る ! 

言い 換え る と 、 天 か ら 自 由 に 報い を 求め ず に 来る も の で ある 、 神 の 思い や り へ 無 
理 に 押し 入る 事 を 要求 で きる 人 は 誰か ? 神 の 思い や り へ 無理 に 押し 入る 事 を 要 
求 で きる 人 は 存在 し な い ! 

人 は 、 自 分 や 他人 の た め に 、 神 の 思い や り を 望む だ け に 留め な さい 。 

科学 の 論理 で 信心 に つい て 論理 的 に 考え る 事 は 、 非 論理 的 に 考え る 事 に 成っ て 
し まう 。 

な ぜ な ら 、 信 心 の 目標 で ある 神 は 、 科 学 の 論理 の 領域 の 外 に 存在 する 。 

も し 人 が エリ ファ ス レヴ ィ に 「 神 は 存在 する の か ?」 と 尋ね た ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 
「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 神 が 存 在 す る と 信じ て いる 」 と 答え る 。 


「 し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 神 が 存 在 する と 確信 し て いる の か ?」 


「 仮 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 神 は 存在 する と 確信 し て いた ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 神 が 
存在 する と 信じ て いる の で は な く 知 っ て いる で あろ う 」 


信心 の 公式 化 は 、 神 と いう 共通 の 仮定 の 諸 条 件 を 決定 する 事 で ある 。 

学問 の 力 が 絶え た 所 で 信心 は 生じ る 。 

学問 の 領域 を 拡大 する 事 は 、 宗 教 の 領域 を 減少 する 事 に 誤っ て 見 えて し まう 。 

し か し 、 実 際 は 、 学 問 の 領域 を 拡大 する 事 は 、 同 じ 割 合 で 、 宗 教 の 領域 を 拡大 する 
事 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 学 問 の 領域 を 拡大 する 事 は 、 宗 教 の 基礎 を 拡大 する 事 に 成る 。 

人 は 、 既 知 の も の と 未知 の も の の 仮定 され て いる 関係 や 仮定 で きる 関係 に よっ て 
の み 、 未 知 の も の を 定義 で きる 。 

類推 可能 性 は 古代 の 祭司 マギ の 唯一 の 考え で あっ た 。 

実際 に は 、 多 分 、 祭 司 マ ギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 「 仲 介する も の 」 と 言え 
る 。 

な ぜ な ら 、「 仲 介する も の 」 と 言え る 、 祭 司 マ ギ の 考え で ある 「 類 推 可 能 性 」 は 、 半 
分 は 知 で あり 、 半 分 は 仮定 で ある 。 

「 仲 介する も の 」 と 言え る 、 祭 司 マギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 、 半 分 は 論理 
で あり 、 半 分 は 詩 で ある 。 

「 仲 介する も の 」 と 言え る 、 祭 司 マギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 、 他 の 全て の も 
の の 父 で あっ た し 、 淀 に 、 他 の 全て の も の の 父 で あろ う 。 

人 に 成っ た 神 イ エス と は 何者 な の か ? 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 最 も 人 的 な 一 生 に よっ て 、 最 も 神 的 な 理想 を 実現 し た 。 


信心 は 、 自 然 と 論理 の 指針 に 導 か れ た 知 に よる 予見 で あり 、 自 然 と 論理 の 指針 に 
導 か れ た 思い や り に よる 予見 で ある 。 

科学 に と っ て 近づき 難い 事 、 哲 学 に と っ て 疑わ し い 事 、 確 信 に と っ て 不明 で ある 事 
は 、 信 心 の も の の 本 質 で ある 。 

信心 は 、 希 望 の 最終 目標 の 仮定 的 な 実現 で あり 、 希 望 の 最終 目標 へ の 慣行 的 な 
決意 で ある 。 

信心 は 、 人 の 目 に は 見 えな いも の に つい て の 、 目 に 見 える 象徴 へ の 支持 で ある 。 


「 信 心 は 、 希 望 し て いる も の の 実体 で あり 、 目 に は 見 えな いも の の 証拠 で ある 」 


神 の 存在 、 ま た は 、 神 の 不在 を 、 狂 わ ず に 断言 する に は 、 論 理 的 に 、 ま た は 、 非 論 
理 的 に 、 神 の 定義 か ら 始 め る 必要 が 有る 。 

神 の 定義 が 論理 的 で ある に は 、 神 の 定義 は 、 仮 定 的 で 、 類 推 可能 的 で 、 有 限 の 既 
知 の も の の 否定 で ある 必要 が 有る 。 

有限 の 劣っ た 神 ( と いう 妄想 ) を 否定 する 事 は 可能 で ある 。 

し か し 、 無 限 の 絶対 の 神 の 存在 の 証明 は 不可 能 で ある 、 の と 同じ く 、 無 限 の 絶対 
の 神 の 否定 は 不可 能 で ある 。 

無限 の 絶対 の 神 は 、 人 が 信じ る 、 論 理 的 な 仮定 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 5 章 8 節 で 、 主 イエ ス は 「 心 の 清 い 人 達 は 幸い で ある 。 心 の 清 い 
人 達 は 神 を 見 る か ら 」 と 話し て いる 。 

「 心 の 清 さ で 神 を 見 る 」 と いう の は 、「 心 の 清 さ で 神 を 信じ る 」 事 で ある 。 

も し 、 心 の 清 さ に よる 神 へ の 信心 が 本 物 の 療 を 愛せ ば 、 個 人 的 な 無知 か ら 生じ る 
冒険 的 な 帰納 法 に 従っ て 本 物 の 善 を あま り に も 定義 し 過ぎ よう と し な い 限 り 、 心 の 
清 さ に よる 神 へ の 信心 に 誤っ た 印象 を 与え る 事 は 決し て で き な い 。 


心 の 清 さ に よる 神 へ の 信心 に よっ て 、 他 人 を 裁く 裁き は 自身 に も 適用 され て 、 他 人 
を 裁く 裁き で 自分 も 裁 か れる 。 

(マタ イ に よる 福音 7 章 1 節 か ら 2 節 「 他 人 を 裁く な か れ 。 自 分 が 裁 か れ な いた め 
に で ある 。 他 人 を 裁く 裁き で 自分 も 裁 か れる で あろ う 」) 

人 が 信じ た 方 法 で 人 は 裁 か れる で あろ う 。 

言い 換え る と 、 人 は 自身 を 自分 の 理想 の 形 に 創造 する 。 

詩 編 115 章 8 節 で 、 詩 編 の 作者 は 「 神 の 偶像 を ね つ 造 し た 者 と 、 ね つ 造 し た 神 の 
偶像 を 信じ る 者 は 、 全 て 、 ね つ 造 し た 神 の 偶像 に 似 た 者 に 成っ て し まう 」 と 話し て い 
る 。 

古代 の 世界 の 神 的 な 理想 は 文明 を 創造 し た 。 

古代 の 世界 の 神 的 な 理想 が 創造 し た 文明 は 終わ っ た 。 

無 学 な 祖先 の 神 が 、 よ り 啓蒙 され て いく 子孫 の 悪魔 と 成っ て し まう の を 見 て 、 絶 望 
する な か れ 。 

人 は 捨て た 神々 に よっ て 諸々 の 悪魔 を ね つ 造 する 。 

その た め 、 サ タン は 形 が 、 と て も 支 離 滅 像 で ある 。 

な ぜ な ら 、 サ タン は 、 古 代 の 神 統 系 譜 学 の 残骸 の 全て で 、 ね つ 造 され て いる 。 

サタ ン は 、 神 秘 を 失 く し た スフィンクス で ある 。 

サタ ン は 、 答 え を 失 く し た 謎 で ある 。 

サタ ン は 、 真 理 を 失 く し た 神秘 で ある 。 

サタ ン は 、 真 実 と 光 を 失 く し た 絶対 者 で ある 神 で ある 。 

人 は 、 神 の 子 で ある 。 

な ぜ な ら 、 マ タイ に よる 福音 9 章 6 節 な ど で 、 地 上 に 表れ た 神 イ エス 、 地 上 で 実現 
し た 神 イ エス 、 地 上 で 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 自 身 を 「 人 の 子 」 と 呼ん で いた 。 


人 は 、 神 の 知性 と 神 の 思い や り を 想像 し て 神 を 創造 し た 後 で 、「 光 あれ !」 と 言う 崇 
高 な 神 の 言葉 を 理解 し た 。 

人 は 、 神 的 な 思考 の 形 に 成る 。 

神 は 、 人 の 思考 の 理想 の 統合 体 で ある 。 

前 記 の 様 に し て 、 神 の 言葉 イエ ス は 、 人 を 啓示 する 。 

人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス は 、 神 を 啓示 する 。 

人 は 、 こ の 世 の 神 で ある 。 

神 は 、 天 の 人 で ある 。 

「 神 が 望ん で いる 」 と 話す 前 に 、 す で に 、 人 が 望ん で いた 。 

全能 の 神 を 理解 し し た た える た め に 最 重 要 な の は 人 は 自由 で ある 必要 が 有る 事 
で ある 。 

仮に 、 人 が 、 神 の 言葉 に 従っ て 、 恐 れ か ら 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を あき ら め て いた 
ら 、 人 は 、 子 羊 の 様 に 無知 で あっ た で あろ うし 、 光 を も た ら す 天使 ル シ フ ェ ル の 様 に 
疑い 深く 反抗 的 で あっ た で あろ う 。 

人 は 、「 無 知 」 と いう 「 へ その 緒 」 を 自ら の 手 で 断ち 切っ て 、 自 由 意 思 で 地 に 基 ち 、 
神 ( に つい て の 想像 ) を 堕天 に 引き ずり 込ん だ 。 

その た め 、 人 は 、 有 罪 に され て し まっ た ゴル ゴ タ の 丘 の 大 いな る イエ ス と 共に 、 崇 
高 な 堕 天 か ら 再 び 栄 光 に 満ち て 復活 し 、 神 の 王国 に 入る 。 

な ぜ な ら 、 神 の 王国 は 、 知 と 思い や り に よる 物 で ある 。 

知 と 思い や り は 、 共 に 、 自 由 の 子 で ある 。 

神 は 、 美 し い 女性 の 形 に よっ て 、 自 由 を 人 で ある 男性 に 表し て 見 せ た 。 

神 は 、 人 で ある 男性 の 勇気 を 試す た め に 、 人 で ある 男性 と 自由 で ある 女性 の 間 に 、 
死 の 幻 を 生じ させ た 。 

人 で ある 男性 は 、 自 由 で ある 女性 を 愛し 、 自 身 が 神 に 成っ た と 感じ た 。 


人 で ある 男性 は 、 神 か ら 与 えら れ た ば か り の も の で ある 、 永 遠 の 希望 を 自由 で あ 
る 女性 に 譲り 渡し た 。 

人 で ある 男性 は 、 死 の 幻 を 超越 し て 、 花 嫁 で ある 自由 で ある 女性 へ 向かっ た 。 

人 で ある 男性 は 、 自 由 で ある 女性 を 自分 の 物 に し た 。 

人 で ある 男性 は 、 命 で ある 自由 で ある 女性 を 抱い た 。 

栄光 の 罪 を つぐ な いな さい ! お お っ ! プロ メ テ ウ ス よ ! 

絶え 間 無 く ワ シン に 食い 物 に され て いる プロ メ テ ウ ス の 心 は 死ぬ 事 が で き な い 。 

し か し 、 死 ぬ の は ワシ で ある 。 

死ぬ の は 主 で ある 神 ユ ピ テ ル で ある 。 

主 で ある 神 ユ ピ テ ル は 、 い つか 死ぬ で あろ う ! 

いつ か 、 最 後に は 、 人 は 、 苦 し い 一 生 と いう 、 苦 し い 夢 か ら 目 覚め る で あろ う 。 

人 へ の 試練 は 終わ る で あろ う 。 

人 は 、 不 死に 成 れ る くら い 十 分 に 労苦 に 対し て 強く 成る で あろ う 。 

人 は 、 よ り 豊 富 な 命 で 、 神 の 中 で 生き る で あろ う 。 

人 は 、 神 の 思考 の 光 と 共に 、 神 の 作品 の 中 に 降臨 する で あろ う 。 

神 の 思い や り の ささ や き が 、 人 を 無限 の 者 で ある 神 の 中 に 、 さ ら う で あろ う 。 

疑い 無く 、 人 は 、 新 し い 民 族 の 兄 、 後 世 の 天 使 に 成る で あろ う 。 

天使 で ある 人 は 、 無 限 の 中 を 散策 する で あろ う 。 

星々 は 、 天 使 で ある 人 の 輝く 船 と 成る で あろ う 。 

天使 で ある 人 は 、 涙 を 流し て 泣い て いる 人 の 目 を 静め る た め に 、 甘 美 な 姿 に 変身 
する で あろ う 。 

天使 で ある 人 は 、 未 知 の 草原 で 、 光 を 放つ 白百合 を 集め る で あろ う 。 

天使 で ある 人 は 、 光 を 放つ 白百合 の 露 を 地上 に 撤 き 散ら す で あ ろう 。 


天使 で ある 人 は 、 眠 っ て いる 幼子 の まぶた に 触れ て 、 最 愛 の 子 の 美 の 光景 で 、 
の 心 を 喜ば せる で あろ う ! 


第 1 部 第 1 打数 2 


2 つ 1 組 


特に 、2 つ 1 組 は 、 妻 で あり 社会 の 母 で ある 、 女 性 の 数 で ある 。 

男性 は 、 知 に よる 思い や り で ある 。 

女性 は 、 思 いや り に よる 知 で ある 。 

女性 は 、 自 身 に 満足 し た 創造 主 で ある 神 の 微笑 で ある 。 

神 の 例え 話 で ある 創世 記 に は 、 神 が 女性 を 創造 し た 後に 安息 し た 、 と 記さ れ て い 
る 。 

女性 は 、 母 で ある た め 、 男 性 より 優先 され る 。 

女性 は 、 労 苦し て 産む の で 、 事 前 に 、 全 て の 事 が 許さ れ て いる 。 

女性 は 、 男 性 より 先 に 、 死 を 通じ て 、 不 死に 入門 し た 。 

その た め 、 男 性 は 、 男 性 より 先 に 死 を 通じ て 不死 に 入門 し た 女性 が 美しく 思い や 
り 深 いと 理解 し た の で 、 女 性 より 長生 きす る 事 を 望ま ず 、 自 分 の 命 よ り も 、 自 分 が 永 
速 に 幸せ で ある より も 、 女 性 を 愛し た 。 

男性 アダ ム は 、 幸 せな 国外 追放 者 で ある ! 

な ぜ な ら 、 神 は 、 男 性 の 国外 追放 中 に 、 男 性 の 対 と し て 女性 エヴァ を 男性 アダ ム 
に 与え た ! 

し か し 、 カ イン の 子 失 は 、 ア ベル の 母 エ ヴァ で ある 女性 に 反抗 し た 。 

カイ ン の 子孫 は 、 母 エヴァ で ある 女性 を 奴隷 に し た 。 

女性 の 美 は 、 女 性 を 愛す る 力 が 無い 男性 の 食い 物 に され た 。 

その た め 、 女 心 が 秘密 の 聖 所 で ある か の 様 に 、 女 性 は 女心 を 閉ざし た 。 


女性 は 「 処 女 は 母 に 成る 事 を 望む 。 処 女 の 息 子 イ エス は 、 あ な た た ち 男 性 に 女性 
を 愛す る 事 を 教え る で あろ う 」 と 、 女 性 に 相応 し く な い 男 性 へ 話し た 。 

お お っ ! 女性 エヴァ ! 

女性 エヴァ の 誘惑 へ の 敗北 が 敬礼 され ます 様 に ! 

お お っ ! 処女 懐胎 し た 聖母 マリ ア ! 

処女 懐胎 し た 聖母 マリ ア の 労苦 と 栄光 が 祝福 され て 敬礼 され ます 様 に ! 

後に 、 十 字 架 に は りつ け に され た 、 聖 母 マ リア は 、 人 息子 イエ ス を 埋葬 する た め に 、 
人 に 成っ た 神 イ エス の 死後 、 生 き 残っ て いた 。 

聖母 マリ ア が 、 人 に と っ て 、 神 の 啓示 の 究極 の 言葉 に 成り ます 様 に ! 

モー セ は 、 神 を 主 と 呼 ん だ 。 


イエ ス は 、 神 を 父 と 呼ん だ 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 神 に つい て 思考 し て 、「 神 意 は 人 の 母 と 言え る か も し れ な い 」 
と 思考 する 。 


女性 エヴァ の 子孫 で ある 、 人 よ 、 誘 惑 に 負け た 女性 を 許 そ う ! 

女性 エヴァ の 子孫 で ある 、 人 よ 、 改 心 し た 女性 を 明 散 し よう ! 

女性 エヴァ の 子孫 で あり 、 母 の 胸 で 眠っ た 事 が 有る 、 母 の 腕 に 抱か れ た 事 が 有る 、 
母 に 撫で られ て 慰め られ た 事 が 有る 、 人 よ 、 女 性 を 愛 そ う ! 母 を 愛 そう ! 

そし て 、 人 よ 、 互 い に 愛 し 合い な さい ! 


(ヨハ ネ に よる 福音 15 章 12 節 か ら 17 節 イ エス 「 互 い に 愛 し 合い な さい !」) 


第 1 部 第 1 打数 3 


3 つ 1 組 


数 3 は 、 創 造 の 数 で ある 。 

神 は 、 永 遠 に 、 自 身 を 創造 する 。 

神 が 神 の 作品 で 満た す 無限 は 、 絶 え 間 無い 無限 の 創造 で ある 。 

( 神 が 無 限 を 神 の 作品 で 満た す の で 、 無 限 の 中 で は 神 の 絶え 間 無 い 無限 の 創造 
が 行わ れ て いく 。) 

無 上 の 思い や り は 、 美 を 見 本 と し て 自身 に つい て 熟考 する 。 

無 上 の 思い や り は 、 諸 形態 を 装飾 品 と し て 試す 。 

な ぜ な ら 、 無 上 の 思い や り は 、 命 の 愛好 者 で ある 。 

同様 に 、 人 は 、 自 身 を 確認 し て 、 自 身 を 創造 する 。 

人 は 、 自 分 が 勝ち 取っ た 戦利 品 で 自身 を 飾る 。 

人 は 、 自 分 自身 の 考え に よっ て 、 自 身 を 教え る 。 

マタ イ に よる 福音 22 章 の 例え 話 の 様 に 、 人 は 、 自 分 の 行為 を 「 結 婚 式 用 の 礼服 」 
と し て 身 に つけ る 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 の 例え 話 の 「 結 婚 式 用 の 礼服 」 は 「 人 の 生前 の 正しい 行 
い 」 を 意味 する 例え で ある 。) 

人 の 知性 は 、 自 然 の 諸 形 態 を 見 抜い て 、 創 世 記 の 、 創 造 の 大 いな る 7 日 間 を 模 
條 し た 。 

日 々 は 、 新 し い 啓 示 を も た らし た 。 

この 世 の 新 興 の 王 は 、 全 て 、 一 日 間 限 定 の 、 人 に 成っ た 神 の 様 な 存在 で あっ た ! 


( 
ロー マ の 信徒 へ の 手紙 13 章 「 神 が 立た せ て いる の で は な い 権 力 者 は 存在 し な い 。 
神 が 現 在 の 権力 者 を 立た せ て いる 」 

出 エジプト 記 9 章 16 節 と ロー マ の 信徒 へ の 手紙 9 章 17 節 「 神 が ファ ラオ と いっ た 
権力 者 を 王 の 地位 に 昇 ら せ た の は 、 人 で ある 王 に 代行 させ て 神 の 力 を 発揮 する た 
めで ある 」 

) 

前 記 は 、 イ ンド の 神秘 を 説明 し て 、 全 て の 象徴 を 正しい 物 と する 、 岩 高 な 夢 で ある ! 

人 に 成っ た 神 に つい て の 気 高 い 概念 は 、 人 アダ ム の 創造 と 対応 し て いる 。 

地上 の 楽園 に お ける 人 アダ ム の 最初 の 日 々 の 様 に 、 キ リス ト 教 は 、 結 婚 相手 だ け 
を 望み 求め る 未亡人 で ある 。 

(創世 記 2 章 の 例え 話 で 、 神 は 人 アダ ム が 独り で ある の は 良く な いと し 、 男 性 アダ 
ム に 相応 し い 「 助 け 手 」、「helper」 が 見 つか ら な い の で 、 女 性 エヴァ を 創造 し た 。) 

人 は 、 花 嫁 や 母 と し て 敬礼 で きる キリ スト 教 を 待ち 望ん で いる 。 

人 は 、 神 と の 新しい 約束 に よる 結婚 を 望ん で いる 。 

ルカ に よる 福音 14 章 の 例え 話 の 様 に 、 神 は 、 古 代 の 世界 の 貧者 、 盲 人 、 不 法 入 
国 の 難民 の 様 な 者 を 神 の 宴 に 招い て 、( 報 いと し て 人 の 生前 の 行い に 対応 する )「 結 
婚 式 用 の 礼服 」 を 与え る で あろ う 。 

神 に 招 か れ て 、 神 に 選ば れ た 人 達 は 、 貧 者 、 盲 人 、 不 法 入 国 の 難民 の 様 に 長い 間 
この 世 で 苦し め ら れ て 涙 を 流し て 悲し ん で いた の で 、 言 い 表 せな いく らい 大 いな る 思 
いや り と 、 言 い 表 せな いく らい 大 いな る 微笑 と 共に 、 見 つめ 合う で あろ う 。 

(マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 「 悲 し ん で いる 人 達 は 幸い で ある 。 神 が 慰め て くれ る 
か ら 」) 


第 1 部 第 1 条 数 4 


4 つ 1 組 


数 4 は 、( 四 大 元素 と いう ) 自 然 の 力 の 数 で ある 。 

数 4 は 、 数 3 が も た らし た も の が 数 3 を 補足 し た も の で ある 。 

数 4 は 、 従 順 で は な い 単 一 性 が 、 王 で ある 神 の 三位一体 を 認め た 、 統 一 性 で ある 。 

生 の 最初 の 激情 に よっ て 、 人 は 、 母 を 忘れ 、 も は や 神 を 理解 し て いな く て 、 神 が 柔 
軟 性 の 無い 災 如 深い 父 で ある と 誤解 し て いる 。 

悲観 的 な 神 サ トゥ ル ヌ ス は 、 親 殺し の 鎌 で 武装 し て 、 我 が 子 を 食らう 気 に 成っ て し 
まだ 。 

主神 ユピテル は 、 眉 を ひそ め た だ け で 、 オ リュ ン ポ ス 山 を 揺るが す 。 

父 で ある 神 ヤ ハ ウェ は 、 シ ナイ 半島 の 遠く 離れ た 場所 まで 轟 いて 他 の 音 を か き 消 
す 雷 を 行使 し た 。 

それ に も か か わら ず 、 人 の 父 で ある 神 は 、 創 世 記 9 章 21 節 の 柳 町 し て 裸 を さら し 
た ノア の 様 に 酔っ て 、 世 界 中 の 人 が 命 の 神秘 を 理解 する の を 許す 時 が 有る 。 

プシ ュ ケ は 、 労 苦し て 自身 を 神 化し て 、 愛 の 神 エロ ス の 花嫁 に 成っ た 。 

アド ニス は 、 死 か ら 復活 し て 、 オ リュ ン ポス 山 で 女神 アフ ロディ ー テ と 再会 し た 。 

ヨブ 記 42 章 10 節 で 、 ヨ ブ は 、 悪 に 勝利 し て 、 失 っ た 分 より も 多く の 富 を 取り 戻し 
7 

勇気 を 試す 事 が 、( 神 の ) 法 で ある 。 

死 の 脅威 を 恐れ る より も 、 命 を 愛す る 事 は 、 命 に 値する 行い で ある 。 

神 に 選ば れ た 人 は 、 大 胆 な 人 、 勇 気 が 有 る 人 で ある 。 


勝 病 者 に は 災い が 有る ! 

その た め 、 良 心 を 迫害 する 暴君 や (迫害 な どの ) 慈 怖 の 下僕 に 成る (悪法 と いっ た ) 
法律 の 奴隷 、 人 が 求め る 必要 が 有る (生活 費 と いっ た ) 物 を 出し 惜しむ 人 、 ユ ダ ヤ 教 
の 似非 信者 、 キ リス ト 教 の 似非 信者 を 父 で ある 神 は 非難 し 呪う 。 

神 の 教え を 改悪 し た ユダ ヤ 教 徒 が 、 イ エス キリ スト を 破門 し 、 十 字 架 に は りつ け て 
殺し た の で は な いか ? は い ! 神 の 教え を 改悪 し た ユダ ヤ 教 徒 が 、 イ エス キリ スト 
を 破門 し 、 十 字 架 に は りつ け て 殺 し た ! 

史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 の 命令 で 、 サ ヴォ ナロー ラ は 、 揃 問 さ れ 、 絞 
首 刑 に され 、 死 体 が 火 刑 で 燃やさ れ た の で は な いか ? は い ! 

正しく な い 人 の 教え を 守る よう に 強制 する 、 見せかけ だ け の 、 現 代 の 似非 信者 は 、 
正 に 、 マ タイ に よる 福音 26 章 57 節 か ら 68 節 で イエ ス を 死罪 に 定め た 大 祭司 カイ 
アフ ァ の 時 代 の ファ リサ イ 派 で は な いか ? は い ! 

知性 と 思い や り の 名 前 に お いて 、 知 性 と 思い や り に よる 権威 に よっ て 、 も し 誰か が 
似非 信者 に 話し た ら 、 似 非 信者 は 聞く 耳 を 持つ で あろ うか ? いい え ! 

出 エ ジ プ ト 記 で 、 悪 い フ ァ ラ オ ど も の 迫害 か ら 、 ガ ラテ ヤ の 信徒 へ の 手紙 4 章 の 
「 自 由 民 の 子孫 」 で ある へ ブラ イ 人 を 救っ て 、 父 で ある 神 の 統治 権 に より 、 モ ー セ は 
へ ブラ イ 人 を 統括 し た 。 

モー セ の 律 法 に お ける ファ リサ イ 派 に よる 我慢 で き な い 束縛 を 破壊 し て 、 イ エス は 、 
全て の 人 を 神 の 独り 子 イ エス と の 兄弟 愛 に 招い た 。 

最後 の 妄想 が 地 に 堕ち た 時 、 良 心 に 対す る 最後 の 物質 的 な 東 縛 が 打ち 倒さ れ た 
時 、 預 言 者 を 殺し た 最後 の 人 と 、 神 の 言葉 イエ ス の キリ スト 教 を 人 迫害 し た 最後 の 人 
が 負け た 時 、 神 の 聖霊 が 世界 を 統治 する で あろ う 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 15 章 24 節 「 時 の 終わ り が 来 た 時 、 イ エス は 王国 を 
父 で ある 神 に 手渡 す 」) 


出 エ ジ プ ト 記 で ファ ラオ の 軍団 を 紅海 で 湧 死 さ せ た 、 父 で ある 神 に 栄光 あれ ! 

マタ イ に よる 福音 27 章 51 節 で 、 神 殿 の ヴェ ー ル を 2 つ に 裂 い た 、 神 の 子 イ エス 
に 貯 光 あれ ! 

イエ ス の 十字 架 は 、 ロ ー マ 和 皇帝 の 王冠 、 ロ ー マ 帝 国 の 王位 より も 価値 の 重 さ で 超 
越し 、 額 を 地 に 押し つけ て ロー マ 皇 帝 を 平伏 せ さ せ た ! 

神 の 子 達 の 宴 の た め の 場 所 を 作る た め に 、 塁 散 す る べき 息 で 、 盗 人 と 死刑 執行 
人 を 全て 地 か ら 一 掃 す る 、 神 の 聖霊 に 栄光 あれ ! 

天 と 地 の 統 治 を 、 知 性 に 光 を も た ら す 自由 の 天使 ル シ フ ェ ル に 約束 し た 、 神 の 避 
嘉 に 洒 光 あれ ! 

自由 の 天使 ル シ フ ェ ル は 、 創 世 記 の 天地 創造 の 第 1 日 の 夜明け 前 に 生ま れ た 。 

知性 に 光 を も た ら す 自由 の 天使 ル シ フ ェ ル は 、 人 アダ ム が 知性 に 目覚 め る 前 に 生 
まれ た 。 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 で 、 神 は 天使 ル シ フ ェ ル を 明け の 明星 と 呼ん だ 。 

お お っ ! 天使 ル シ フ ェ ル よ ! 

自発 的 に 、 自 信 に 満ち て 、 天 使 ル シフ ェ ル は 堕天 し た ! 

天 で 、 天 の 太陽 は 、 夜 と いう 未開 の 領域 を 光 で 耕す た め に 、 天 使 ル シフ ェ ル を 輝き 
に 湧 れ させ た ! 

天使 ルン シフ ェ ル は 、 日 没 す る と 輝く ! 

天使 ル シ フ ェ ル の 輝く 視線 は 、 夜 明け を 先導 する ! 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 昇 天 す る た め に 、 堕 天 し た 。 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 命 を より 良く 理解 する た め に 、 死 を 経験 する 。 

古代 の 世界 の 栄光 に と っ て は 、 天 使 ル シフ ェ ル は 、 胃 の 明星 で ある 。 

復活 し た 真理 (で ある 、 イ エス ) に と っ て は 、 天 使 ル シフ ェ ル は 、 美 し い 明 け の 明星 で 
ある 。 


(ヨハ ネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 イエ ス は 真理 で ある 」) 

自由 と は 、 自 由 春 放 で は な い 。 

な ぜ な ら 、 自 由 寿 放 は 、 横 暴 で ある 。 

自由 は 、 義 務 の 守護 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 自 由 は 、 権 利 を 改心 させ る 。 

天使 ル シ フ ェ ル よ 、 暗 黒 時 代 の 無知 な 大 衆 は 、 知 性 に 光 を も た ら す 天使 ル シ フ ェ 
ル を 悪魔 に し て し まっ た 。 

天使 ル シ フ ェ ル は 、「 天 使 ル シフ ェ ル は 悪魔 で ある 」 と いう 誤っ た 汚名 の 代わ り に 
自由 を 勝ち 取っ て いて 、 実 に 、 元 の 、 知 性 に 光 を も た ら す 天使 に 成る で あろ う 。 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 自 発 的 な 従順 と いう 栄光 の 初 祖 で あり 、 永 遠 の 秩序 に 従う た 
め に 自由 を 用 いる で あろ う 。 

権利 は 、 義 務 の 基礎 に 過ぎ な い 。 


与え る た め に 、 所 有する 必要 が 有る 。 


後記 は 、 堕 天使 達 の 堕天 を 説明 する 、 と て も 気 高 い 深 い 詩 で ある 。 


神 は 、 神 が 創造 し た 霊 で ある 天使 達 に 、 光 と 命 を 与え た 。 

そし て 、 神 は 、「 愛 し な さい !」 と 天使 達 に 話し た 。 

報 で ある 天使 達 は 、「 愛 する と は 、 ど うす る 事 で すか ?」 と 神 に 応じ た 。 

神 は 、「 愛 する と は 、 自 身 を 他 者 に ささ げ る 事 で ある 」、「 愛 する 者 は 苦し む で あろ う 
が 、 愛 され る 様 に 成る で あろ う 」 と 天使 達 に 答え た 。 

勝 病 で 、 愛 する 事 を た め ら っ て 嫌がっ た 、 サ タン と いっ た 堕天 使 達 は 、「 私 達 、( 堕 ) 
天使 に は 、 さ さげ な い 権 利 が 有る 。 そ れ に 、 私 達 、( 堕 ) 天 使 は 苦し みた く な い 」 と 神 に 
話し た 。 


神 は 、「 サ タン と いっ た 堕 天使 達 よ 、 さ さげ な い 権 利 と や ら で 立 ち 止 まっ て いな さ 
い ! そし て 、 愛 する 神 と 天使 達 は 、 愛 せな い サ タン と いっ た 堕天 使 達 と 隔絶 し よう ! 
私 、 神 と 、 神 の 者 で ある 天使 達 は 、 愛 の た め に 苦し む 事 と 愛 の た め に 死ぬ 事 す ら 望 
む 。 愛 の た め に 苦し む 事 と 愛 の た め に 死ぬ 事 を 望む の が 、 神 と 天使 達 の 義務 で あ 
る !」 と サタ ン と いっ た 堕 天使 達 に 答え た 。 


し た が っ て 、 サ タン と いっ た 堕天 使 は 、「 最 初 」 か ら 、 愛 する 事 を 拒ん だ 者 で ある 。 

剖 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 愛せ ず 、 愛 せな い 事 が 大 き な 苦 し み に 成 る 。 

唱 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 与え られ ず 、 与 えら れ な い 事 が 心 の 貧し さ に 成る 。 

悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 労苦 せ ず 、 労 苦し な い 事 が 虚無 感 と 成る 。 

悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 死ね ず 、 死 ね な い 事 が 神 の 王国 か ら の 国外 追放 と 、 
さま よう 事 の 原因 に 成る 。 

堕天 使 と は 、「( 知 性 に ) 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する ル シ フ ェ ル の 事 で は な い 。 

堕天 使 は 、 愛 を 中 傷 し た 、 悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン で ある 。 


「 富 む 」 と いう 事 は 、「 与 えら れる 」 と いう 事 で ある 。 

「 何 も 与え られ な い 」 と いう 事 は 、「 心 が 貧し い 」 と いう 事 で ある 。 

「 生 き て いる 」 と いう 事 は 、「 愛 し て いる 」 と いう 事 で ある 。 

「 何 も 愛せ な い 」 と いう 事 は 、「 心 が 死ん で いる 」 と いう 事 で ある 。 

「 幸 せ を 感じ る 」 事 は 、「 自 身 を ささ げ て いる 」 事 で ある 。 

自分 の た め に だ け 存 在 す る 事 は 、 自 分 を 孤立 させ て 他 者 に 見 捨て させ る 事 、 神 の 
王国 か ら 追 放さ れ て 孤立 し て 地獄 を さま よう 事 で ある 。 

天 は 、 思 いや り の ある 思考 の 調和 で ある 。 


地獄 は 、 膳 病 に よる 、 人 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 に よる 、 利 害 の 対立 に よる 争い 
で ある 。 

権利 だ け を 主張 する 人 は 、 如 か ら ア ベル を 殺し た 、 カ イン で ある 。 

誇り を 持っ て 義務 を 果たす 人 は 、 愛 の た め に 死ん だ 、 カ イン の た め に 死ん だ 、 ア ベ 
ル で ある 。 

愛 の た め に 苦し む 事 と 、 愛 の た め に 死ぬ 事 が 、 思 いや り に よる 、「 大 いな る アベ 
ル 」 と 言え る イエ ス キリ スト の 務め で あっ た 。 

権利 の た めで は な く 、 義 務 の た め に 、 人 は 、 全 て 大 胆 に 行う べき で ある 。 

義務 と は 、 自 由 の 拡大 で あり 、 自 由 を 楽し む 事 で ある 。 

自分 の た め だ け に 、 孤 立 し て 権利 を 主張 する 人 は 、 奴 隷 の 父 と し て 、 自 身 を 肉欲 
な どの 奴隷 に し て し まう 。 

義務 と は 、 献 身 で ある 。 

権利 と は 、 利 己 心 で ある 。 

義務 と は 、 自 身 を ささ げ る 事 で ある 。 

権利 と は 、 盗 み で あり 、 強 奪 で ある 。 

義務 と は 、 愛 で ある 。 

権利 と は 、 嫌 が る 事 で ある 。 

義務 は 、 無 限 の 命 に 成る 。 

権利 は 、 永 遠 の 死に 成る 。 

権利 を 勝ち 取る た め に 戦う 必要 が 有る 場合 と は 、 義 務 を 行う 権利 を 勝ち 取る 場合 
だ け で ある 。 

神 か ら 人 へ の 愛 に 報い る た め 、 神 を 愛し て 身 を ささ げ る 権利 以外 の 、 ど の 権利 を 
人 は 自由 の た め に 所 有 し て いる と いう の か ? 


悪法 と いっ た 法律 を 破る 必要 が 有る 場合 と は 、 悪 法 が 愛 を 恐怖 に よっ て 制限 する 

合 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 16 草 25 節 に は 、「 自 分 の 命 を 救 お うと する 人 は 自分 の 命 を 失 
い 、 イ エス の た め に イエ ス に 従っ て 自分 の 命 を 失う 人 は ( 魂 の 永遠 の ) 命 を 得る 」 と 記 
され て いる 。 

義務 と は 、 愛 で ある 。 

愛 を 妨げ る 者 は 全て 減 び な さい ! 

愛す る 事 を 嫌がっ て 偽 の 啓示 を する 者 は 黙 り な さい ! 

利己 心 と 騰 病 に よっ て 、 ね つ 造 され た 偽 の 神々 に 減 び を ! 

肉欲 の 奴隷 よ 、 愛 を 出し 惜しむ 人 よ 、 恥 を 知り な さい ! 

神 は 、 愛 を 惜しま な い 神 の 子 達 を 愛す る ! 神 は 、 ル カ に よる 福音 15 章 11 節 か 
ら 32 節 の 様 に 、 労 苦し た 「 放 漠 息 子 」 達 を 愛す る ! 


第 1 部 第 1 条 数 5 


5 つ 1 組 


数 5 は 、 宗 教 の 数 で ある 。 

な ぜ な ら 、 数 5 は 、( 三 位 一 体 で ある ) 神 の 数 3 を 、 女 性 (で ある 教会 ) の 数 2 に 結び 
つけ た 数 で ある 。 

信心 は 、 無 知 に よる 勝 病 に よる 狂 愚 な 軽 信 で は な い 。 

信心 は 、 愛 で ある 神 の 存在 の 確信 と 認識 で ある 。 

信心 は 、 未 知 な も の で も 、 非 論理 的 な も の に は 否定 を 員 く 、 理 性 の 叫び で ある 。 

呼吸 が 命 に は 必要 で ある 、 の と 正 に 同様 に 、 信 心 は 魂 に 必要 な 感情 で ある 。 

信心 は 、 勇 気 に よ る 気 高 さ で ある 。 

信心 は 、 神 が か り の 本 質 で ある 。 

信心 は 、 あ れこ れ の 信条 の 青 定か ら 成 り 立 っ て お ら ず 、 諸 象徴 が ヴェ ー ル に 隠し 
て いる 真理 へ の 絶え 間 無 い 真 の 向上 で ある 。 

も し 、 あ る 人 が 、 神 に 相応 し く な い 妄 想 を 否定 し 、 神 へ の 誤っ た 妄想 を 打ち 破り 、 
憎む べき 誤っ た 偶像 崇拝 者 ども に 対し 嫌悪 を 感じ て 反対 し た ら 、 無 知 な 大 衆 に よっ 
て 不信 心 者 と 呼ば れる で あろ う ! 

堕落 し た ロー マ で 初期 キリ スト 教徒 を 迫害 し た 人 々 は 、 初 期 キ リス ト 教 徒 を (ロー 
マ 皇 帝 を 神 と し て 崇拝 し な い 、 主 神 ユ ピ テ ル と いっ た ロー マ の 多神教 の 神々 を 崇拝 
し な い 、) 不 信心 者 と 呼ん だ 。 

な ぜ な ら 、 初 期 キリ スト 教徒 は 、 ロ ー マ 和 皇帝 カリ ギュ ラ や ロー マ 皇 帝 ネ ロ を 神格 化 
し た 偶像 を 散 礼 し な か っ た 。 


良心 が 拒絶 する 教義 に 固執 せ ず 、 一 宗教 を 否定 する 事 や 、 全 宗教 を 誤っ て 否定 
する 事 す ら 、 信 心 に よる 勇気 ある 崇高 な 行い で ある 。 

自分 の 確信 の た め に 苦し む 人 は 、 全 て 、 信 心 の 疾 教 者 で ある 。 

信心 の 疾 教 者 は 、 自 身 に つい て 下手 な 説明 を し て し まう か も し れ な い が 、 何 より も 
正義 と 真理 を 好む 。 

信心 の 狗 教 者 を 理解 せ ず に 非難 する な か れ 。 

「 無 上 の 真理 を 信じ る 」 と いう 事 は 、 無 上 の 真理 を 定義 する 事 で は な い 。 

無 上 の 真理 を 信じ て いる と 話す 事 は 、 無 上 の 真理 は 知る 事 が で き な い 対象 で ある 
と 認め る 事 で ある 。 

へ ブラ イ 人 へ の 手紙 11 章 6 節 で 、 使 徒 パ ウロ (と いう 説 が 有る 「 へ ブラ イ 人 へ の 
手紙 」 の 著者 ) は 、「 神 の 存在 を 信じ る 事 と 、 神 は 神 を 求め る 人 に 報い て くれ る と 信じ 
る 事 」 が 、 全 て の 信心 を 含ん で いる (、 信 心 の 総合 で ある ) と 話し て いる 。 

全 宗 教 よ り も 、 信 心 は 大 いな る 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 宗 教 よ り も 正確 さ は 欠く が 、 信 心 は 、 全 て の 信仰 箇条 (に 相当 する 物 ) を 
話す 事 が で きる 。 

各 宗 派 独 自 の 、 ど の 教義 も 、 一 宗派 の み へ の 信仰 を 定め 、 一 宗派 独自 の 物 で あ 
る 。 

信心 は 、 全 て の 人 に 共通 する 感情 で ある 。 

人 は 、 よ り 正 確 さ を 獲得 する 目的 で 、 話 し 合い を 増やす と 、 自 分 の 信心 を 減ら し て 
レジ ま すき 。 

新興 宗派 の 教義 は 、 全 て 、 一 宗派 が 私 物化 し て いる 、 一 宗派 の み へ の 信仰 で ある 。 

その た め 、 新 興 宗派 の 教義 は 、 全 て 、 あ る 程度 、 普 遍 の 共通 の 信心 を 盗ん で いる 
事 に 成る 。 


宗派 心 の 強い 人 が 盗作 し た り 改悪 し た り し て 宗派 独自 の 教義 を ね つ 造 する の を 
放っ て 置き な さい 。 

迷信 家 が 迷信 を 並べ 立て た り 、 ね つ 造 する の を 放っ て 置き な さい 。 

マタ イ に よる 福音 8 章 22 節 で 、 主 イエ ス が 「 死 ん だ 者 の 埋葬 は 死ん だ 者 に 任せ 
な さい !」 と 話し て いる 様 に 。 

言葉 で は 言い 表せ な い 真 理 を 信じ よう 。 

人 の 理性 が 理解 する 事 は で き な い が 、 人 の 理性 が 認識 し た 絶対 で ある 神 を 信じ 
よう 。 

人 が 知る 事 は で き な い が 、 人 の 心 の 琴線 に 触れ る も の を 信じ よう ! 

無 上 の 論理 で ある 神 を 信じ よう ! 

無限 の 愛 で あ る 神 を 信じ よう ! 

スコ ラ 哲 学 に よる 愚行 と 、 偽 の 宗教 に よる 残忍 な 行い を 残念 に 思 お う ! 

人 よ ! あな た が 望む も の を 明らか に し な さい 。 

そう すれ ば 、 あ な た に 相応 し い 事 を 教え よう 。 

祈り な さい 、 断 食し な さい 、 徹 夜 し な さい 。 

そう 、 あ な た だ けが 、 ま た は 、 ほ ぼ 、 あ な た だ けが 、 良 い 意 味 で 既 始 深い 神 が 減 ぼ 
す 悪 人 に 対す る 甚大 な 破滅 か ら 免 れ ら れる と で も 信じ て いる の か ? 

あな た は 、 不 信心 で あり 、 見 せ か け だ け の 偽善 者 で ある 、 で は な いか 。 

あな た は 、 生 活 を 乱れ た 物 に 変え て 、 人 事 不 省 に 陥っ て 人 生 を 無為 に 過ごし た い 
の か ? 

乱れ た 生活 を し 、 人 事 不 省 に 陥り 、 人 生 を 無為 に 過ごす 人 は 、 病 気 で あり 、 狂 愚 で 
ある 。 

(正しい ) 他 人 の た め に 苦し む 覚 悟 が 有る か ? 

全て の (正しい ) 人 が 救 わ れる 事 を 望む か ? 


正しい 他人 の た め に 苦し お 覚悟 が 有り 、 全 て の 正しい 人 が 救 われ る 事 を 望む 人 
は 、 賢 者 で あり 、 義 人 で ある 。 

望む 事 は 、 恐 れ な い 事 で ある 。 

神 を 誤っ て 恐れ る と は 、 何 と いう 神 へ の 冒 か ! 

希望 に よる 行為 は 、 祈 り で ある 。 

祈る 事 は 、 永 遠 の 知 と 思い や り に よっ て 、 魂 を 開花 させ る 事 に 成る 。 

祈り は 、 真 理 を 向い て 向上 する 精神 に よる 凝視 で ある 。 

祈り は 、 無 上 の 美 に 対し て 恋い 焦 が れ る 、 心 か ら の 溜め 息 で ある 。 

祈り は 、 母 に 対す る 幼子 の 微笑 で ある 。 

祈り は 、 恋 人 で ある 彼女 と 接 史 す る た め の 、 恋 人 で ある 彼氏 か ら の ささ や き で ある 。 

祈り は 、 愛 し て いる 魂 の 、 愛 の 大 海 に 広がる 様 な 、 穏 や か な 喜び で ある 。 

祈り は 、 花 嫁 に よる 花 婚 の 不在 へ の 悲し み で ある 。 

祈り は 、 祖 国 を 想う 旅人 の 溜め 邊 で ある 。 

祈り は 、 妻 と 子 を 養う た め に 働く 貧者 の 思い や り で ある 。 

沈黙 し て 祈 ろ う 。 

確信 と 愛 の 心 の 目 で 、 未 知 の 、 人 の 父 で ある 神 を 見 よう 。 

信じ 、 あ きら め て 、 人 生 と いう 労苦 に お いて 神 が 各 人 に 割り 当て た 務め を 引き 受け 
よう ! 

そう すれ ば 、 胸 の 鼓動 は 、 祈 り の 言葉 と 成る で あろ う ! 

(人 生 に お ける 心 胸 の 動き は 、 祈 り に 変換 され る で あろ うり ) 

人 が 神 に 求め る も の に つい て 、 人 は 神 に 知ら せる 必要 が あっ た か ? いい え ! 
マタ イ に よる 福音 6 章 8 館 で イエ ス は 「 神 は 人 が 求め る 前 か ら 人 に 必要 な も の を 
知っ て いる 」 と 話し て いる ! 


神 は 人 に 必要 な も の を 知ら な いで あろ うか ? いい え ! マタ イ に よる 福音 6 章 8 
節 で イエ ス は 「 神 は 人 が 求め る 前 か ら 人 に 必要 な も の を 知っ て いる 」 と 話し て いる ! 

涙 を 流し て 悲し ん で いる 時 は 、 涙 を 神 に ささ げ よ う 。 

喜ん で いる 時 は 、 神 に 笑顔 を 向け よう 。 

神 に 打 た れ て いる 時 は 、 頭 を 下げ て 謙虚 に 成 ろう 。 

神 が 優 し くし て くれ て いる 時 は 、 神 の 腕 の 中 で 眠 ろう ! 

誰 の 事 を 祈っ て いる の か 知ら ず に 祈っ て いる 時 、 人 の 祈り は 完全 に 成る で あろ う 。 

祈り と は 、 耳 に つく 騒音 で は な い 。 

祈り と は 、 心 を 貫く 沈黙 、 心 に 浸透 する 沈黙 で ある 。 

気持 ちの 良い 涙 が 瞳 を 潤す 。 

溜め 息 が 香 の 煙 の 様 に 口 か ら 漏れ る 。 

美 、 真 理 、 正 義 で ある 全て の も の へ の 愛 に よっ て 、 心 で 、 人 は 自身 に 触れ る 。 

人 は 、 新 し い 命 、 魂 の 永遠 の 命 に 感動 し て 、 も う ( 肉 体 が ) 死 ぬ 事 を 恐れ な い 。 

な ぜ な ら 、 祈 る 事 が 、 知 性 と 思い や り に よる 永遠 の 生き 方 で ある 。 

祈る 事 が 、 地 上 で の 神 (と 言え る 正しい 人 ) の 生き 方 で ある 。 

ヨハ ネ に よる 福音 15 章 12 節 か ら 17 節 の 「 互 い に 愛し 合い な さい !」 と いう イエ 
ス の 言葉 は 、 法 で ある 。 

預言 者 よ ! 「 互 い に 愛し 合い な さい !」 と いう イエ ス の 言葉 を 熟考 し 理解 し な さい 。 

「 互 い に 愛 し 合い な さい !」 と いう イエ ス の 言葉 を 理解 し た ら 、 最 早 、 読 み 取 っ て 学 
ぶ だ け に 留まっ て いる な か れ ! 

探し に 隣人 か ら 離 れ て 行く な か れ ! 

存在 を 疑わ ず に 信じ な さい ! 

愛し な さい ! 


最早 、 慎 重 過 ぎ る な か れ ! 


習う だ け に 留まっ て いる な か れ ! 

愛し な さい ! 

「 互 い に 愛し 合い な さい !」 と いう イエ ス の 言葉 は 、 真 の 宗教 の 教義 の 全て で ある 。 

宗教 と は 、 思 いや り で ある 。 

神 と は 、 愛 で し か な い 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 1 部 第 1 条 数 4」 で 、 す で に 話し た 様 に 、 愛 する と は 、( 自 
身 を 他 者 に ) さ さげ る 事 で ある 。 

不信 心 者 と は 、 他 人 か ら 吸 い 取 っ て 搾取 する 人 で ある 。 

信心 深い 者 と は 、 思 いや る 事 に 専念 する 人 で ある 。 

神 は 命 を 熱意 に よっ て 人 の 心 に 与え る が 、 も し 人 が 熱意 を 自身 の た め に だ け 専 念 
させ て し まっ た ら 、 人 の 心 は 、 全 て の も の を 滅ぼし て 灰 だ け に 満た され た 地獄 に 成っ 
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神 は 命 を 熱意 に よっ て 人 の 心 に 与え る 。 

も し 人 が 熱意 を 自分 以外 の 他 者 へ 広げ た ら 、 熱 意 は 、 思 いや り と いう 穏やか な 太 


陽 に 成る 。 
人 は 、 家族 か ら 慈 人 愛 に る 恩恵 を 受け て いる 。 
家族 は 、 祖国 か ら 慈 愛 る 恩恵 を 受け て いる 。 


祖国 は 、 国 民 一 人 一 人 か ら 慈愛 に よる 恩恵 を 受け て いる 。 

人 の 利己 主義 は 、 孤 立 と 失望 に 値する 。 

家族 の 利己 主義 は 、 自 壊 と 国外 追放 に 値する 。 

祖国 の 利己 主義 は 、 敵 と の 争い と 、 敵 か ら の 内 政 へ の 侵害 に 値する 。 

「 私 は 神 の 役に立っ て いる と 思う 」 と 言っ て 、 全 て の 隣人 を 思い や る 事 か ら 離 れ て 
怠 情 に 孤立 し て いる 人 は 、 自 分 を だ まし て いる 事 に 成っ て し まう 。 


な ぜ な ら 、 ヨ ハネ の 第 1 の 手紙 4 章 20 節 で 、 使 徒 ヨ ハネ は 「 目 に 見 える 隣人 (、 神 
の 子 の 兄弟 、 正 し い 人 ) を 愛せ な い 人 が 、 な ぜ 目 に 見 えな い 神 を 愛せ る と 言え る の 
か ? いい え ! 目 に 見 える 隣人 (、 神 の 子 の 兄弟 、 正 し い 人 ) を 愛せ な い 人 は 、 目 に 
見 えな い 神 を 愛せ な い !」 と 話し て いる 。 

人 は 、 神 の 物 は 神 に 返す 必要 が 有る 。 

た だ し 、 人 は 、 カ エサ ル の 物 は カエ サル に 与え る 事 を 拒む な か れ 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 21 節 「 カ エサ ル の 物 は カエ サル に 、 神 の 物 は 神 に 」) 

神 は 、( 永 遠 の 魂 の ) 命 を 与え る 者 で ある 。 

カエ サル と いっ た 、 人 が 動物 的 人 間 と し て 与え る 事 が で きる の は ( 心 の ) 死 だ け で 
ある 。 

人 は 、 神 を 愛す る 必要 が 有る 。 

人 は 、 カ エサ ル と いっ た 、 権 力 者 を 恐れ る な か れ 。 

な ぜ な ら 、 マ タイ に よる 福音 26 章 52 節 に 「( 手 段 と し て 暴力 で ある ) 剣 を 取る 人 は 
剣 に よっ て 減 び る 」 と 記さ れ て いる 。 

善 恨 な 思い や り 深 い 人 に 成り た いと 望む の か ? 

善 情 な 思い や り 深 い 人 に 成り た い の な ら 、 正 し く あ りな さい 。 

正しく あり た いと 望む の か ? 

正しく あり た いな ら 、( 神 の 知 に よっ て 肉欲 な どか ら ) 自 由 で あり な さい 。 

人 を 動物 的 人 間 に し て し まう 悪徳 は 、 自 由 の 第 一 の 敵 で ある 。 

酷 町 者 を 見 て みな さい ! 

酷 丁 者 の 様 な 汚 ら わし い 動物 的 人 間 が (肉欲 な どか ら ) 自 由 で ある と 言え る か ど 
うか 言っ て みな さい ! 本 町 者 の 様 な 汚 ら わし い 動 物 的 人 間 が 肉欲 な どか ら 自 由 
で ある と は 言え な い ! 

死 ( 体 ) を 求め る 飼え た カラ ス の 様 に 、 金 銭 な ど に 貧 欲 な 人 は 、 父 が 死ぬ 様 に 呪う 。 


野心 家 の 行 き 着く 先 は 、 破 減 で ある 。 

野心 家 の 行き 着く 先 は 、 巡 始 に よる 精神 錯乱 で ある ! 

放 苔 者 は 、 母 の 心 胸 に 貴 を 吐き 、 死 の 内 臓 を 中 絶 で 満た す 。 

愛せ な い 心 は 、 憎 悪 と いう 最も 残酷 な 苦し み に よ っ て 、 こ らし め ら れる 。 

な ぜ な ら 、(「 こ らし め ら れ 方 、 罰 され 方 は 、 罪 に 対応 し て いる 」、)「 罪 の つぐ なわ さ 
れ 方 は 、 罪 に 潜在 し て いる 」。 

心 に 受け 止め て お き な さ い ! 

悪事 を 行う 人 は 、 出 来 の 悪い 「 陶 器 の 器 」、 出 来 の 悪い 「 土 の 器 」 に 例え られ る 。 

( 
詩 編 2 草 9 節 と ヨハ ネ の 問 示 録 2 章 27 節 「 陶 器 の 器 」、「 土 の 器 」 

人 は 「 土 」 や 「 器 」 に 例え られ る 。 

) 

悪事 を 行う 人 は 、 自 減 さ せら れる 。 

(ヨハ ネ の 回 示 録 2 章 23 節 「 私 イエ ス は 行い に 応じ て 報い る 」) 

運命 は 、 悪 事 を 行う 人 の 自 減 を 望む 。 

不可 避 の 必然 は 、 悪 事 を 行う 人 の 自 減 を 望む 。 

諸 天 体 の 破片 で 、 神 は (新しい ) 星 々 を 作っ て いる 。 

魂 の 破片 で 、 神 は 神 の 聖霊 で ある 天使 を 作っ て いる 。 


第 1 部 第 1 条 数 6 


6 つ 1 組 


数 6 は 、 試 練 に よる 入門 の 数 で ある 。 

数 6 は 、 つ り 合 い の 数 で ある 。 

数 6 の 形 で ある 、 六 芋 星 は 、 善 悪 の 知 の 象徴 で ある 。 

悪 の 起源 を 探求 する 人 は 、 存 在 し な い 物 の 起源 を 探求 する 事 に 成る 。 

( 

この 世 以 外 で 仮想 敵 と し て 以外 で 悪 は 存在 し な い 。 

この 世 で 、 神 は 、 存 在 し な い 悪 が 存在 する か の 様 に させ て いる 。 

) 

悪 と は 、 元 は 善い 物 で あっ た 欲望 が 混乱 し て いる 物 で ある 。 

悪 と は 、 未 熟 な 意思 に よる 実り の 無い 試み で ある 。 

人 は 、 全 て 、 自 分 の 行為 の 結果 を 身 に つけ る 事 に 成る 。 

貧し さだ けが 、 人 を 労苦 へ と 駆り 立て る 。 

人 と いう 羊 の 群れ に と っ て 、( 良 心 の 町 責 に よる 心 の 痛み や 、 不 節制 に よる 肉体 の 
不調 に よる 痛み と いっ た 、) 痛 み は 牧 羊 大 に 似 て いる 。 

(良心 の 町 責 に よる 心 の 痛み や 、 不 節制 に よる 肉体 の 不調 に よる 痛み と いっ た 、) 
痛み と いう 牧羊 大 は 、 人 と いう 羊 を 正しい 道 へ 戻す た め に 、 人 と いう 羊 の 羊毛 に 噛 
みつ く 。 

連 の お か げ で 、 人 は 光 を 見 る 事 が で きる 。 

冷た さ の お か げ で 、 人 は 暖か さ を 感じ る 事 が で きる 。 


痛み の お か げ で 、 人 は 好ま し い 事 が 分 か る 。 

その た め 、( 本 当 は 、) 悪 と は 、 人 に と っ て 、 善 へ の 機会 で あり 、 善 へ の きっ か け で あ 
る 。 

し か し 、 人 の 不 完全 な 知性 に よる 夢想 に よっ て 、 人 は 、 神 意 を 理解 で きず 、「 人 を 正 
し い 道 へ 戻す た め に 、 良 心 の 思 責 に よる 心 の 痛み や 、 不 節制 に よる 肉体 の 不調 に よ 
る 痛み を 人 に 与え る 」 と いう 神意 の 作法 を 非難 する 。 

人 は 、 他 者 が 人 の 絵 の 断 片 と し て 頭 部 の 絵 か ら 描き 始め る と 、「 何 で 人 の 絵 に 頭 
部 だ け で 体 が 無い の !?」 と 言っ て 決め つけ て 判断 し て し まう 愚者 に 似 て いる 。 

し か し 、 自 然 は 静か に 自分 の 務め を 果たす 。 

土 を 耕す 狂 は 、 土 の 胸中 を 引き 裂く 時 、 残 酷 で は な い 。 

その た め 、 世 界 の 大 変革 は 、 神 に よる 、 人 と いう 土 の 耕 作 で ある 。 
創世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創造 し た 」 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブライ 語 で アダ ム は 赤い 土 を 意味 する 」 

アダ ム は 人 の 代表 。 

全て の も の に は 、 定 位置 が 存在 する 。 

未開 の 民族 に は 、 未 開 の 主 が 。 

家畜 の 様 な 人 に は 、 居 殺人 が 。 

人 に は 、 裁 判 家 と 保護 者 が 。 

仮に 、 時 間 が 羊 を ライ オン に 変え る 事 が で きた ら 、 羊 は ライ オン に 変わ っ て 居 灯 人 
や 羊 飼い を 食っ て し まう で あろ う 。 

動物 の 壮 は 、 ラ イオ ン な ど に 変わ る 事 は 決し て 無い 。 

な ぜ な ら 、 動 物 の 羊 は 、 自 分 を 教育 し な い 。 


し か し 、 人 は 、 自 分 を 教育 する 。 

大 衆 と いう 羊 の 群れ の 、 羊 飼い や 層 殺 人 で ある 権力 者 が 、 大 衆 と いう 羊 の 群れ に 
話し か ける 人 を 敵 と 見 な す の は 当然 で ある (、 と 言え る か も し れ な い )。 

大 衆 と いう 羊 の 群れ は 、 過 去 の 権力 者 と いう 羊 飼い の 事 を 未だ 覚え て いる 。 

また 、 大 衆 と いう 羊 の 群れ は 、 羊 飼い と 層 殺 人 の 取引 、 権 力 者 同士 の 取引 を 知ら 
な いま まで いた い 。 

各 人 の 権利 に つい て 大 衆 へ 話し て 、 大 衆 に 恥 を か か せ た り 、 大 衆 の 心 を か き 乱 し 
た りす る 人 を 大 衆 が 石 を 投げ て 殺す の は 無理 も 無い (、 か も し れ な い )。 

お お っ ! イエ ス キリ スト よ ! 

権力 者 は 、 イ エス キリ スト を 迫害 し た 。 

弟子 は 、 イ エス キリ スト を 否定 し て し まっ た 事 が 有 っ た 。 

ユダ ヤ 教 徒 の 大 軍 は 、 イ エス キリ スト を 呪い 、 イ エス キリ スト の 殺害 を 要求 し た 。 

聖母 マリ ア だ けが 、 イ エス キリ スト の た め に 、 涙 を 流し て 悲し ん だ 。 

神 さ え 、( 一 時 的 に 、 予 定 通 り 、 イ エス キリ スト に 知ら せ て いた 通り 、) イ エス キリ ス 

ト を 敵 に 引き 渡し た ! 


詩 編 22 章 1 人 節 と マタ イ に よる 福音 27 章 46 節 「 エ リ ! エリ ! レ マ 、 サ バク タニ !」、 
「 神 よ ! 神 よ ! どう し て 私 を 見 捨て た の で すか ?1!」 


第 1 部 第 1 打数 7 


7 つ 1 組 


数 7 は 、 聖 書 に あら われ る 大 いな る 数 で ある 。 

数 7 は 、 創 世 記 と いっ た モー セ の 書 に お いて 、 創 世 の 鍵 に 成っ て いる 。 

数 7 は 、 全 て の 宗教 の 象徴 で ある 。 

モー セ は 、「 モ ー セ 五 書 」 を 書き 残し た 。 

「 旧 約 聖 書 」 と 「 新 約 聖 書 」 と いう 2 種類 の 「 聖 書 」 に よっ て 、「 モ ー セ 五 書 」、「 律 
法 」、「 ト ー ラ ー」 は 完成 し て いる 。 

(「 モ ー セ 五 書 」 の 数 5 と 「 旧 約 聖 書 」 と 「 新 約 聖 書 」 と いう 2 種類 の 「 聖 書 」 の 数 2 
を 足す と 、 数 7 で ある 。) 

聖書 は 、 歴 史書 で は な い 。 
E 書 は 、 詩 を 集め た 物 で ある 。 

聖書 は 、 諸 々 の 例え 話 と 象徴 の 書 で ある 。 

創世 記 の 、 ア ダム と エヴァ は 、 人 性 の 原型 に 過ぎ な い 。 

創世 記 の 、 誘 惑 する 蛇 は 、 人 を 試す 、「 時 」 で ある 。 

創世 記 の 、 善 悪 の 知 の 木 は 、「 権 利 」 で ある 。 

創世 記 3 草 の 、 労 苦 に よる 罪 の つぐ な い は 、「 義務 」 で ある 。 

創世 記 の 、 カ イン と アベ ル は 、 肉 と 霊 、 力 と 知 、 破 壊 と 調和 を 表す 。 

創世 記 6 章 の 巨人 は 、( 肉 欲 に よっ て 、) 地 を 暴力 で 奪い 合う 古代 の 権力 者 ども を 
表す 。 

創世 記 7 章 の 、 大 洪水 は 、 大 変革 を 表す 。 


モー セ の 、 契 約 の 箱 は 、 ヘ ブライ 人 が 保存 し て いる 口伝 で ある 。 

前 記 の 時 代 、( 後 に キリ スト 教 と し て 表れ る 真 の 神 の 教え で ある ) 宗 教 は 、 へ ブライ 
人 所 有 の 神秘 、 ヘ へ ブラ イ 人 の 所 有 物 に 成る 。 

ハム は へ ブラ イ 人 所 有 の 宗教 を へ ブラ イ 人 以外 に 口外 し た た め 、 創 世 記 9 章 25 
節 で ノア は ハム の 子 カ ナン を 呪っ た 。 

創世 記 10 章 の ニム ロ デ と 創世 記 11 章 の バベル の 塔 は 、 人 の 夢想 に 常に 満ち あ 
ふれ て いる 、 独 裁 と 世界 帝国 と いう 2 つの 原初 の 象徴 で ある 。 

アッ シリ ア 人 、 メ ディ ア 人 、 ペ ル シ ャ 人 、 ア レク サン ダー、 ロ ー マ 帝 国 、 ナ ポレ オン 、 初 
代 ロ シア 星 天 ビ ピョートル 1 世 の 後 継 者 で ある ロシア 皇 帝 た ち は 、 次 々 と 、 独 裁 と 世界 
帝国 と いう 夢想 の 実現 を 求め 、 常 に 、 利 害 に よる 分 像 に よっ て 実現 で き な か っ た 。 

創世 記 11 章 の 「 言 葉 の 混乱 」 は 、 利 害 に よる 分 裂 の 例え で ある 。 

(人 は 利害 が 衝突 する 相手 の 言葉 に は 聞く 耳 を 持た な い 。) 

知 と 思い や り 無し で は 、 暴 力 で は 、 世 界 帝国 を 実現 で き な か っ た 。 

創世 記 10 章 の ニム ロ デ は 、 未 開 の 、「 権 利 」 を 象徴 する 人 で ある 。 

ニム ロ デ と は 正反対 で 、 創 世 記 の アブ ラ ハ ム は 、 義 務 を 象徴 する 人 で ある 。 

創世 記 12 章 で 、 ア ブラ ハム は 、 自 由 意 思 で 、 自 由 を 求め 、 カ ル デ ア の 都市 国家 ウ 
ル を 出 て 旅 を し 、 未 知 の 地 カ ナン で 戦っ た 。 

アブ ラ ハ ム は 、 ア ブラ ハム の 「 知 」 の 力 に よっ て 、「 神 」 の 力 に よっ て 、 未 知 の 地 カ ナ 
ン を 所 有 し た 。 

アブ ラ ハ ム の 不妊 の 妻 サ ラ は 、 ア ブラ ハム の 考え 、 知 を 表す 。 

アブ ラ ハ ム の 多 産 の 奴隷 ハ ガ ル は 、 ア ブラ ハム の 力 を 表す 。 

た だ し 、 力 が 結果 を も た ら す と 、 考 え 、 知 は 多 産 に 成る 。 

ハ ガ ル が 子 イ シュ マエ ル を も た ら す と 、 サ ラ は 多 産 に 成っ た 。 

知 で ある 息子 に よっ て 、 力 の 子 は 追放 され る 事 に 成る 。 


イサ ク に よっ て 、 イ シュ マエ ル は 追放 され る 事 に 成る 。 

知 の 人 は 、 荒 っ ぽい 試練 を 甘んじ て 受け る 。 

知 の 人 アブ ラ ハ ム は 、 荒 っ ぽい 試練 を 甘んじ て 受け る 。 

知 の 人 は 、 自 己 犠 牲 に よっ て 、 克 己 を 確認 する 必要 が 有る 。 

知 の 人 アブ ラ ハ ム は 、 自 己 犠 牲 、 独 り 子 イサ ク を 神 に ささ げ る 事 に よっ て 、 克 己 を 
確認 する 必要 が 有る 。 

神 は 、 知 の 子 (、 知 の 結果 で ある 行い ) を 神 に ささ げ る 様 に 知 へ 命令 する 。 

創世 記 22 章 で 、 神 は 、 ア ブラ ハム の 息子 イサ ク を 神 に ささ げ る 様 に アブ ラ ハ ム へ 
する 。 
言い 換え る と 、 疑 心 は 、 考 え 、 知 を 試す 必要 が 有る 。 
神 は 、 ア ブラ ハム の 考え 、 知 を 試す 必要 が 有 っ た 。 
知 の 人 は 全て の も の を 無 上 の 論理 で ある 神 の 祭壇 の 上 に ささ げ る 覚悟 が 有る べ 


命 


導 


さき さ で ある 。 

知 の 人 アブ プラハ ム は 全て の も の を 無 上 の 論理 で ある 神 の 祭壇 の 上 に ささ げ る 覚 
悟 が ボ 有 る べき で ある 。 

アブ ラ ハ ム が イサ ク を 誤っ て 生 将 に し よう と する と 、 神 は 、 和 干渉 し て 生 費 を 止め る 。 

普遍 の 論理 は 、 労 苦 の 結果 を 許し て 、 普 遍 の 論理 を 知 に 知ら せる 。 

普遍 の 論理 で ある 神 は 、 ア ブラ ハム の 労苦 の 結果 を 許し て 、 普 遍 の 論理 を 知 の 象 
徴 で ある アブ ラ ハ ム に 知ら せる 。 

考え 、 知 の 物質 的 な 面 だ けが 、 さ さげ られ る 。 

創世 記 22 章 13 館 で 、 ア ブラ ハム に よっ て 、「 や ぶ に 角 が 引っ か か っ て いる 羊 」 が 、 
ささ げ ら れ た 。 

創世 記 22 章 13 節 の 「 や ぶ に 角 が 引っ か か っ て いる 羊 」、「 面 を や ぶ に 向け て いる 
壮 」 は 、「 知 の 物質 的 な 面 」 を 意味 する 。 


その た め 、 創 世 記 の アブ ラ ハ ム の 話 は 、 古 代 の 作法 に よる 、 例 え 話 で ある 。 

創世 記 の アブ ラ ハ ム の 話 は 、 人 の 魂 の 運命 の 高尚 な 啓示 を 含ん で いる 。 

文字 通り に 受け 取る と 、 創 世 記 の アブ ラ ハ ム の 話 は 、 非 論理 的 で 反感 を 抱か せる 
話 で ある 、 と 誤解 され て し まう 。 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 、 ア プレ イ ウ ス の 「 黄 金 の ロバ 」 と いう 話 を 文字 通り に 受け 取ら 
が か つた か ? 

あわ れ な 偉人 達 ! あわ れ な 学者 達 ! 

イサ ク の 話 は 、 も う 一 つの 口伝 で ある 。 

イサ ク の 妻 リ り ベ カ は 、 オ リエ ント の 女性 の 典型 で あり 、 勤 労 的 で あり 、 親 切 に も て な 
し 、 子 の うち 弟 ヤ コブ を ひい き し 、 子 ヤコブ の た め に 夫 イ サク を だ ます 策 を 考え る 抜け 
目 の 無 さ が 有 っ た 。 

ヤコブ は アベ ル を 象徴 する 。 

ヤコブ の 兄 エ サウ は カイ ン を 象徴 する 。 

た だ し 、 ヤ コブ プ は アベ ル と し て 、 カ イン で ある エサ ウ に 報復 し て 、 父 イサ ク か ら の 祝 
福 を 横取り し た 。 

自由 に 成っ た 知 は 、 機 知 に よっ て 勝利 する 。 

ヤコブ は 、 機 知 に よっ て エサ ウ に 勝利 する 。 

ヤコブ の 気質 に 、 ヘ ブライ 人 の 精神 の 全て が 存在 する 。 

忍耐 強く 勤労 的 な 「 押 し の けた 者 」、「 取 っ て 代わ っ た 者 」、「 ヤ コブ 」 は 、 エ サウ の 
怒り に 自ら 従 お うと し て 、 冨 者 に 成り 、 兄 エサ ウ か ら の 許し を 手 に 入れ た 。 

「 古 代 人 は 、 哲 学 的 に 考え る 時 は 常に 、 例 え 話 を 作る 」 事 を 忘れ る な か れ 。 

ヨセフ の 史実 、 ま た は 、 ヨ セ フ の 伝説 は 、 福 音 の 精神 の 全て を 芽生 えと し て 含ん で 
いる 。 


イエ ス キリ スト は 、 兄 弟 に 誤解 され た 時 は 度々 、 創 世 記 45 章 の 「 エ ジ プ ト の 統治 
者 で ある ヨセフ は 、『 私 は ヨセフ だ !』 と 大 声 で 叫ん で 正体 を 明か し て か ら 、 ベ ニヤ ミ 
ン の 首 に すがり つい た 」 と いう 話 を 読み 返し て 涙 を 流し て 悲し ん で いた に 違い な い 。 

イス ラ エ ル は 、 神 の 民族 に 成っ た 。 

言い 換え る と 、 イ スラ エル は 、 知 と いう 財産 の 管理 人 に 成っ た 。 

イス ラ エ ル は 、 神 の 言葉 の 保管 者 に 成っ た 。 

イス ラ エ ル の 知 と は 、 労 苦 に よる 、 人 の 自立 の た め の 知 で あり 、 王 者 の た め の 知 で 
ある 。 

イス ラ エ ル は 、 貴 重 な 種 の 様 に 、 イ スラ エル の 知 を 用 心して 隠し た 。 

イス ラ エ ル の 秘伝 伝授 者 は 、 難 し い 忘 れ ら れ な い 象 徴 を 記憶 に 焼き つけ た 。 

イス ラ エ ル で は 、 真 理 の 、 全 て の 偶像 が 禁じ られ た 。 

イス ラ エ ル で ある ヤコブ の 子 擦 は 、 聖 所 が まとまっ て いる 周囲 を 剣 を 手 に 監視 し た 。 

創世 記 34 章 で 、 ハ モル と シェ ケム は 、 神 聖 な 家族 で ある へ ブラ イ 人 の 中 に 力ずく 
で 不法 に 入り 込 も うと し て 、 ヤ コブ の 子 達 に 割礼 と いう 心 に も 無い 入門 の 儀式 を 受 
けさ せら れ た 後 で 減 ぼ され た 。 

大 衆 を 統治 する に は 、 聖 所 を 自己 犠牲 と 恐怖 で 囲む 必要 が 十分 に 有る 。 

イス ラ エ ル で ある ヤコブ の 子孫 が 奴隷 に され る 事 は 、 イ スラ エル へ の 救い を 用 意 
する 事 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 イ スラ エル に は 、 唯 一 の 神 、 唯 一 の 知 が 有る 。 

そし て 、 人 は 、 神 (と いう 概念 ) を 束縛 で き な い し 、 知 (と いう 概念 ) を 東 縛 で き な い 。 

イス ラ エ ル に は 、 唯 一 の 神 の 教え が 有る 。 

そし て 、 人 は 、 宗 教 (と いう 概念 ) を 侵害 で き な い 。 

結局 、 イ スラ エル は 、 唯 一 の 民族 で ある 。 

その た め 、 人 は 、 民 族 の 実質 性 を 束縛 で き な い 。 


迫害 は 、 イ スラ エル の 復讐 者 を 目覚 め さ せ る 事 に 成る 。 

神 、 知 は 、 人 に 成っ た 。 

神 の 知 は 、 イ エス と いう 人 に 成っ た 。 

モー セ が 現れ て 、 悪 い フ ァ ラオ は 失墜 し た 。 

出 エジプト 記 13 章 20 節 か ら 22 節 で 、( 昼 は ) 雲 の 柱 が 、( 夜 は ) 火 の 柱 が 、 解 放さ 
れ た 民族 へ ブラ イ 人 の 前 に 先立っ て 、 荒 れ 野 へ 雄大 に 進ん だ 。 

イエ ス キリ スト は 、 知 と 思い や り に よる 、( 大 ) 祭 司 で あり 、 王 で ある 。 

イエ ス は 、 寺 、 信 心 、 徳 の 油 に よる 「 油 を 注 が れ た 者 」、「 キ リス ト 」 で ある 。 

霊 、 信 心 、 徳 の 油 と は 、 力 で ある 。 

イエ ス は 、 聖 職 者 が 退廃 し た 時 に 、 も は や 古代 の 象徴 に 力 が 無く 成っ た 時 に 、 知 
に よる 光明 が 消え た 時 に 、 降 臨 し た 。 

イエ ス は 、 イ スラ エル を 命 に 呼び 戻し て 復活 させ る た め に 、 降 臨 し た 。 

も し ファ リサ イ 派 が 命 を 奪っ た イス ラ エ ル を 刺激 し て 復活 させ る 事 が で き な く て も 、 
イエ ス は 、 死 ん で いる 偶像 崇拝 に ふけ っ て いる 世界 中 の 人 々 を 復活 させ る つも り で 
あっ た 。 

イエ ス キリ スト は 、( 他 ) 人 の 義務 を 果たす 権利 で ある 。 

人 に は 、 イ エス へ の 義務 を 果たす 権利 以外 の 権利 は 無い 。 

お お っ ! 人 よ ! 

人 に は 、 完 全 に 死に 至る まで 、 自 分 の 義務 を 果たす 事 を 妨げ る 全て の 者 に 対し て 
抵抗 する 権利 が 有る 。 

母 よ ! 

子 が 湧 れ て いる 時 、 母 が 、 子 を 助け る の を 妨げ る 人 を な ぐり 、 子 を 助け に 走っ た と 
し て 、 誰 が 母 を あえ て 非難 する で あろ うか ? 母 は 子 を 助け る の を 妨げ る 人 を な ぐっ 


て 善い ! 


イエ ス キリ スト は 、 義 務 を 果たす 権利 を 、 権 利 を 主張 する 義務 に 対立 させ た 。 

「 権 利 」 は 、 ヘ へ ブライ 人 に と っ て 、 フ ァ リ サイ 派 の 教え で あっ た 。 

実に 、 フ ァ リ サイ 派 は 、 教 えと し て 主張 する 特権 を 得 て い た 様 に 思わ れる 。 

ファ リサ イ 派 は 、 ユ ダ ヤ 教 の 正統 な 継承 者 で は な いか ? 

ファ リサ イ 派 に は 、 救 い 主 イエ ス を 迫害 する 権力 が 有 っ た 。 

救い 主 イ エス は 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 義務 が ファ リサ イ 派 に 反対 する 事 で ある と 
知 う い た 。 

イエ ス キリ スト と は 、 抗 議 の 精神 で ある 。 

イエ ス の 抗議 の 精神 と は 、 何 に 対す る 抗議 な の か ? 

知 に 対す る 肉欲 の 抗議 か ? いい え ! 

義務 に 対す る 権利 の 抗議 か ? いい え ! 

倫理 道徳 に 対す る 科学 の 抗議 か ? いい え ! 

精神 に 対す る 肉体 の 抗議 か ? いい え ! 

普遍 の 論理 に 対す る 妄想 の 抗議 か ? いい え ! 

知 に 対す る 狂 愚 の 抗議 か ? いい え ! 

千 回 で も 何 回 で も 、 い いえ ! さら に 、 い いえ ! 

イエ ス キリ スト は 、 妄 想 に 対す る 永遠 の 抗議 で ある 現実 で あり 、 権 利 に 対す る 永 
遠 の 抗議 で ある 義務 で ある 。 

イエ ス は 、 肉 欲 に よる 奴隷 状態 を 打ち 破る 、 精 神 の 解放 で ある 。 

イエ ス は 、 利 己 主義 に 抗議 する 、 献 身 で ある 。 

イエ ス は 、 マ タイ に よる 福音 4 章 の 様 に 「 私 は 、 お 前 に 従う つも り は 無い !」 と 信 慢 
の 精神 に 対し て 答え る 、 気 高い 謙 且 で ある 。 

イエ ス キリ スト は 、 未 婚 の 独身 で あっ た 。 

イエ ス キリ スト は 、 孤 独 で あっ た 。 


イエ ス キリ スト は 、 悲 し ん だ 。 

な ぜ な の か ? 

な ぜ な ら 、 人 の 女性 は 、 金 銭 で 性 的 に 身体 を 売っ て いる 。 

社会 は 、( 搾 取 に よっ て 、) 盗 む 罪 を 犯し て いる 。 

自分 の た め だ け に 自分 だ けが 喜ぶ 事 は 、 不 信心 で ある 。 

イエ ス キリ スト は 裁 か れ て 死罪 に 定め られ 、 迫 害さ れ 、 十 字 貯 刑 で 処刑 され て 殺 
害さ れ た が 、 大 衆 は イエ ス を 敬礼 し て いる ! 

この 世 で イエ ス が 身代わり に 成っ て 苦し み 無 実 の 罪 で 殺害 され た 事件 が 起き た 
の は 、 恐 らく 、 個 々 の 人 自身 と 同じ くら い 、 重 要 で ある 。 

人 が 生き て いる 、 こ の 世 の 裁 判官 た ちよ 、 気 を つけ な さい ! 

人 の 裁き を 革 く つも り で ある 人 に 成っ た 神 イ エス に つい て 考え な さい ! 

( 
マタ イ に よる 福音 7 章 1 節 か ら 2 節 「 他 人 を 裁く な か れ 。 自 分 が 裁 か れ な いた め に 
で ある 。 他 人 を 裁く 裁き で 自分 も 裁 か れる で あろ う 」 
ヨハ ネ に よる 福音 5 章 30 節 「 私 イエ ス は 聞い た 通り に 裁く だ け で ある 。 私 イエ ス の 
裁き は 正しい 」 

) 

救い 主 イ エス は 、 死 ぬ 前 に 、 救 い の 手段 で ある 不死 の 象徴 で ある 聖体 の パン と 赤 
ワイ ン を イエ ス の 子孫 で ある キリ スト 教徒 達 に 残し た 。 

聖体 ! 全員 一 致 の 統一 体 ! この 世 の 救い 主 イ エス の 究極 の 言葉 ! 

要約 する と 、 ヨ ハネ に よる 福音 6 章 で 、 イ エス は 「( 思 いや りか ら ) 全 員 で 分 か ち 
合っ た 、 パ ン と 赤ワイン は 、 私 イエ ス の 血 肉 で ある (思い や り の 象徴 で ある )」 と 話し て 
いる 。 

イエ ス は 、 肉 を 死刑 執行 人 に 与え 、 血 を 地 に 吸わ せ た 。 


な ぜ な の か ? 

全て の 人 が 、 知 と いう 聖体 の パン と 、 思 いや り と いう 聖体 の 赤ワイン を いた だ く 事 
が で きる 様 に する た めで ある 。 

お お っ ! 人 の 統一 体 の 象徴 で る わる イエ ス よ ! 

お お っ ! 普遍 の 騎士 団 の 円 還 で ある イエ ス よ ! 

お お っ ! 兄弟 愛 と 平等 の 宴 で ある イエ ス よ ! 友愛 と 平等 の 宴 で ある イエ ス よ ! 

イエ ス が 、 よ り 良 く 理 解 さ れる の は 、 い つ で あろ うか ? 

思い や り に よる 痴 教 者 達 よ 

全て の 人 が 、( 知 と いう 魂 の ) 糧 と 成る 聖体 の パン と 、( 思 いや り と いう 心 を ) 強 め る 
聖体 の 赤ワイン を 保持 で きる 様 に する た め 、 命 を ささ げた 全て の 交 教 者 達 よ 。 

全て の 痢 教 者 達 は 、 普 遍 の 聖体 の パン と 赤ワイン と いう 象徴 に 手 を 置い て 、「 聖 
体 の パン と 赤ワイン は 、 私 、 麺 教 者 の 血 肉 で ある 」 と 話し て いな か っ た か ? 全て の 
殊 教 者 達 は 、 普 遍 の 聖体 の パン と 赤ワイン と いう 象徴 に 手 を 置い て 、「 聖 体 の パン と 
赤ワイン は 、 私 、 狗 教 者 の 血 内 で ある 」 と 話し て いた ! 

主 イ エス が 兄弟 、 同 胞 と 呼ん だ 、 全 世界 の 人 々 よ 。 

「 普 遍 の パン 、 兄 弟 愛 か ら の パン 、 友 愛 か ら の パン 、 聖 体 の パン は 、 神 で ある 」 と 心 
に 感じ な いか ? 

十字 架 に は りつ け に され て 殺害 され た 人 に 成っ た 神 イ エス に よっ て 金銭 を 稼ぐ 商 
売 人 と 成っ て し まっ て いる 了 邪悪 な 聖職 者 ども よ ! 

血 肉 と 命 を ( 他 ) 人 に ささ げ る 覚悟 が 無い 邪悪 な 聖職 者 ども は 、 全 て 、 神 の 子 イエ 

の 聖体 の パン と 赤ワイン を 受け る 価値 が 無い ! 

(邪悪 な 聖職 者 ども は 、 魂 の 永遠 の 命 を 受け 取れ ず に 、 魂 まで 滅び な さい !) 

邪悪 な 聖職 者 ども は 、 イ エス の 血 を 自分 に 注ぐ な か れ ! 
な ぜ な ら 、 イ エス の 血 は 、 罪 人 の 焼き 印 を 邪悪 な 聖職 者 ども の 額 に 押す で あろ う ! 


E 悪 な 聖職 者 ども は 、 唇 を 神 の 胸 に 近づけ る な か れ ! 
神 は 、 邪 悪 な 聖 『 職 者 ども の 心 や 言葉 の 球 を 感じ 取る 事 が で きる ! 
邪悪 な 聖職 者 ども は 、( 思 いや り と いう ) イ エス キリ スト の 血 の 象 徴 で ある 赤ワイン 
を 飲む な か れ 
イエ ス の 血 の 象 徴 で ある 赤ワイン は 、 邪 悪 な 聖職 者 ども の 内 臓 、 心 の 内 奥 を 焼く 
で あろ う 。 
B 悪 な 聖職 者 ども の た め に 無駄 に イエ ス の 血 が 流さ れる の は 、 も う 十 分 で ある ! 
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数 8 


数 8 は 、 反 作用 の 数 で ある 。 

数 8 は 、 つ り 合 わせ る 正義 の 数 で ある 。 

全て の 作用 は 、 反 作用 を も た ら す 。 

作用 が 反作用 を も た ら す の は 、 世 界 の 普遍 の 法 で ある 。 

キリ スト 教 は 、 反 キリ スト 教 を 必ず 引き 起こ す 。 

反 キ リス ト と は 、 イ エス キリ スト の 影 、 引 き 立て 役 、 証 明 で ある 。 

使徒 の 時 代 に 、 教 会 に 、 反 キリ スト は 、 す で に 生じ て いた 。 

テ サ ロニ ケ の 信徒 へ の 第 2 の 手紙 2 章 6 節 か ら 8 節 で 、 使 徒 パ ウロ は 、「 な ぜ な 
ら 、 不 法 の 秘密 の 力 は 、 す で に 働い て いる 。 た だ し 、 今 、( 不 法 の 秘密 の 力 を ) 阻 止 し て 
いる 者 が 取り 除 か れる まで で 、 取 り 除 か れる と 、 不 法 の 者 が 現れ る 。.……」 と 話し て い 
る 。 

プロ テス タン ト は 、「 反 キリ スト と は 、 カ トリ ッ ク の 法王 で ある 」 と 話し た 。 

法王 は 、「 異 端 者 は 、 全 て 、 反 キリ スト で ある 」 と 応え た 。 

反 キ リス ト と は 法王 で は な い 、 の と 同じ くら い 、 反 キリ スト と は プロ テス タン ト の ル 
ター で は な い 。 

反 キ リス ト と は 、 キ リス ト の 精神 と は 正反対 の 精神 で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 自 分 の 権利 の た め の 、 他 人 の 権利 の 侵害 で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 優 勢 に よる 信 慢 で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 思 考 へ の 圧政 で ある 。 


反 キ リス ト の 精神 と は 、 悪 い カ トリ ッ ク 教 徒 の 軽 信 な 信 慢 な 軸 か さ で ある 、 だ け で 
は な く 、 プ ロ テ ス タン ト の 利己 心 で あり 、 プ ロ テ ス タン ト が 自認 し て いる 教え で ある 。 

反 キ リス ト と は 、 人 々 を 結び つけ る 代わ り に 、 人 々 を 分 像 させ る も の で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 言 い 争い の 精神 で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 神 学者 や 党派 心 の 強い 人 の 頑固 さ で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 他 人 を 真理 か ら 排 兵 し て 真理 を 私 物化 する 不信 心 な 欲望 
で あり 、 世 界 の 全て の 人 を 人 に よる 裁き に よる 心 が 狭 い 圧 政 に 力ずく で 従わ せよ うと 
する 不信 心 な 欲望 で ある 。 

反 キ リス ト と は 、 祝 福 す る 代わ り に 、 呪 う 聖 職 者 で ある 。 

反 キ リス ト と は 、 心 を 引き 寄せ る 代わ り に 、 心 を 遠ざけ させ る 聖職 者 で ある 。 

反 キ リス ト と は 、 教 訓 的 で ある 代わ り に 、 嫌 悪さ せる 聖職 者 で ある 。 

反 キ リス ト と は 、 救 う 代 わり に 、 地 獄 へ 落と す 聖 職 者 で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 善 意 を 失わ せる 、 憎 むべ き 和 狂信 で ある 。 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 死 、 悲 し み 、 配 さ の 尊重 や 賛美 で ある 。 

多数 の 愚 か な 親 が 「 ど の 仕事 を 息子 の た め に 選 ぼ うか ?」 と 話し て いる 。 

「 息 子 は 、 精 神 的 に も 肉体 的 に も 弱い し 、 少 し も 勇気 が 無い 。 
息子 を 聖職 者 に し て 『 祭 壇 で 生計 を 立て る 』 事 が で きる 様 に させ よう 」 

多数 の 愚か な 親 は 、「 祭 壇 は 、 怠 怖 な 動物 的 人 間 の た め の 飼 葉 桶 で は な い 」 と い 
う 事 を 理解 し て いな い 。 

祭壇 の 偽 の 下僕 で ある 、 祭 司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども を 見 て みな さい ! 

過度 に 肥満 の 、 ま た は 、 死 ん だ 人 の 様 に 青白 い 痩 せ た 、 祭 司 に 相応 し く な い 聖 職 
者 ども は 、 澄 ん で いな い 輝 き の 無 い 目 で 、 人 歪ん だ 口 で 、 ま た は 、 呆 然 と 大 口 を 開け て 、 
あな た の 心 に 何 を 訴え か ける と 言う の か ? 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども が 、 話 す の が 聞こ える 。 


祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども の 、 不 快 な 単調 な 雑音 が 、 何 を あな た に 教え る 所 
が 有る と 言う の か ? 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 眠 る 様 に 、 祈 る (ふり を する )。 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 む さぼ る 様 に 、 供 え 物 を ささ げ る 。 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 パ ン 、 肉 、 赤 ワイ ン 、 無 意味 な 言葉 に 満ち た 、 機 
械 的 に 対応 する だ け の 人 間 で ある 。 

人 は 、 考 えも 思い や り も 無く 太陽 の 中 の 真珠 具 の 様 に 派手 に 着飾っ て いる 祭司 に 
相応 し く な い 聖 職 者 ども に は 、 魂 の 平和 が 有る と 言う ! 祭司 に 相応 し く な い 聖 職 
者 ども に 、 魂 の 平和 が 有る 訳 が 無い ! 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども に は 、 動 物 的 人 間 の 平和 が 有る の で ある 。 

人 に と っ て は 、 動 物 的 人 間 の 平和 より も 、 墓 の 中 の 平和 の 方 が より 良い で あろ う 。 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 愚 か さ に 従う 聖職 者 で ある 。 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 反 キリ スト に 従う 聖職 者 で ある 。 

イエ ス キリ スト の 真 の 祭司 は 、 魂 が 生き て いる 人 、 労 苦 を 忍耐 する 人 、 思 いや る 人 、 
正義 の た め に 戦う で ある 。 

真 の 祭司 は 、 言 い 争 い を し な い 。 

真 の 祭司 は 、 人 迫害 し な い 。 

真 の 祭司 か ら は 、 許 し 、 知 、 思 いや り が 出 て 来る 。 

真 の キリ スト 教徒 は 、 党 派 心 を 知ら な い 人 で ある 。 

真 の キリ スト 教徒 は 、 全 て の 人 の た め に 、 全 て の も の に 成る 。 

真 の キリ スト 教徒 は 、 全 て の 人 を 、 全 て の 人 を 救う つも り で ある 唯一 の 共通 の 父 で 
ある 神 の 子 の 様 に 見 る 。 

真 の キリ スト 教徒 に に っ て 、 キ リス ト 教 の 全部 が 、 甘 美 な 思い や り 深 い 意 味 だ け を 
持っ て いる 。 


真 の キリ スト 教徒 は 、( 茂 し い ) 正 義 の 神秘 を 神 に 任せ て 、 思 いや り だ け を 理解 する 。 

真 の キリ スト 教徒 は 、 悪 人 を 、 同 情 と 治療 が 必要 な 病人 と 見 な す 。 

真 の キリ スト 教徒 に と っ て 、 過 誤 と 悪徳 に 満ち た 世界 は 神 の 病院 で あり 、 真 の キリ 
スト 教徒 は 、 世 界 と いう 神 の 病院 で 神 の 役に立つ 事 を 望む 。 

真 の キリ スト 教徒 は 、「 自 分 は 、 他 者 より 優れ て いる 」 と 思考 し た り し な い 。 

真 の キリ スト 教徒 は 、「 健 康 状態 が 良好 で ある 限り 、 私 が 他 者 の 役に立て ます 様 
に 。 ま た 、 私 が 倒れ て 死な な けれ ば いけ な い 時 は 、 よ ろ し けれ ば 、 他 人 が 私 の 代わ り 
に 成っ て くれ て 役に立っ て くれ ます 様 に 」 と 話す だ け で ある 。 
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数 9 


数 9 の タロ ッ ト に は 、 隠 者 が 描か れ て いる 。 

数 9 は 、 秘 伝 伝授 者 と 予言 者 に 関係 する 数 で ある 。 

予言 者 は 、 孤 独 で ある 。 

な ぜ な ら 、 大 衆 が 予言 者 の 言葉 に 常に 耳 を 傾け な い の は 、 予 言 者 の 宿命 で ある 。 

予言 者 は 、 他 人 と は 違っ た も の の 見 方 を する 。 

予言 者 は 、 不 運 を 予知 する 。 

その た め 、 大 衆 は 、 予 言 者 を 、 伝 染 病 患 者 で ある か の 様 に 、 投 獄 し 、 殺 すか 笑い も 
の に し 、 追 放し 、 優 死す る まで 放置 する 。 

そし て 、 予 言 が 実現 する と 、 大 衆 は 、「 不 運 を も た らし た の は 、 予 言 者 で ある 」 と 言 
い が か り を つけ る 。 

さて 、 い つも の 事 だ が 、 大 いな る 災い の 直前 に は 、 通 り は 予言 者 で 満ち あふ れる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 貴 獄 の 中 で 何人 か の 予言 者 に 出会っ た 事 が 有る 。 

また 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 屋 根 裏 部 屋 で 大 衆 か ら 忘 れ 去 られ て 死ん で いる 予言 者 
達 を 見 た 事 も 有る 。 

大 都市 の 全て の 大 衆 が 、 ば ぼろぼろ の 衣 で 体 を 覆い 殴 と 富 を 尽く し た 宮殿 で 絶え 間 
無く 回 転 す る 沈黙 の 予言 者 を 見 た 事 が 有る 。 

マタ イ に よる 福音 17 章 2 節 で 太陽 の 様 に 輝い た イエ ス キリ スト の 顔 の 様 に 、 顔 
が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 を エリ ファ ス レヴ ィ は 見 た 事 が 有る 。 

顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 手 の 皮膚 に 「 た こ 」 が 有り 、 仕 事 着 を 着 て いた 。 


顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 泥 を こね て 大 作 を 作っ た 。 

顔 が 太陽 の 様 に 煙 く 予言 者 は 、 権 利 の 剣 と 義務 の 王 多 を 絡み 合わ せ た 物 を 作っ 
7 が 

顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 思 いや り の 創造 的 な 象徴 を 、 黄 金 と 鉄 を 絡み 合 
わせ た 柱 、 権 利 の 剣 と 義務 の 王 和 効 を 絡み 合わ せ た 柱 の 上 に 置い た 。 

ある 日 、 人 気 の 有る 大 いな る 集会 で 、 上 顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 道 を 下り な 
が ら 、「 神 の パン よ 、 全 て の 人 の た め の パ ン に 成り な さい !」 と 話し て 、 手 で パン を 像 
いて 一 欠片 ずつ 分 けた 。 


エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、「 私 は 最早 、 悪 魔 の 神 を 敬礼 する つも り 
は 無い ! 私 は 私 の 神 の た め に 絞首刑 執行 人 を 持ち た く な い !」 と 叫ん だ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 神 を 冒 潮 し て いる と 大 衆 に 思わ れ て いた 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 神 を 冒 潮 し て いな か っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 た だ 、 信 心 の 強 さ が 、 不 正確 な 無 思慮 な 
言葉 で 、 あ ふれ 出 て いた だ け で あっ た 。 

後記 の 様 に 、 さ ら に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 思 いや り が 傷つけ ら 
れ て 手 っ て 、 話 し て いた 。 


「 全 て の 人 の 責任 の 罪 は 共通 で あり 、 相 互 の 徳 を た た え 合 う 様 に 、 相 互 の 責任 の 罪 
を つぐ な い 合 う 。 

罪 へ の 衣 は 死 で ある 。 

さら に 、 罪 自体 が 、 最 も 大 いな る 罰 で ある 1 つの 罰 で ある 。 

大 罪 は 、 大 いな る 不運 に し か 成ら な い 。 

最悪 の 人 と は 、 他 の 悪人 より も 、 自 分 が 優れ て いる と 思い 込ん で いる 人 で ある 。 


人 が 肉欲 に 夢中 に 成っ て し まう の に は 、 原 因 が 有る 。 
肉欲 に 夢中 に 成っ て し まう 人 は 、 肉 欲 に 無 抵抗 な の で ある 。 
肉欲 は 、 苦 し み と 成る 。 

悲し みな が ら 肉 欲 に よる 罪 を つぐ な う 羽 目 に 成る 。 

人 が 自由 と 呼ん で いる 物 は 、 神 聖 な 衝動 の 全能 性 で し か な い 。 
狗 教 者 達 は 、『 人 に 従う より も 神 に 従う 方 が 良い 』 と 話し て いる 」 


「 信 心 に よる 最良 の 行為 より も 、 思 いや り に よる 最も 不 完全 な 行為 は 価値 が 大 きい 」 


「 裁 く な か れ 。 
ほとん ど 話 す な か れ 。 
思い や りな さい 。 


そし て 、 行 いな さい .」 


別 の 予言 者 が 来 て 「 善 行 に よっ て 悪し き 教え に 抗議 し な さい 。 た だ し 、 離 れる な か 
れ 」 と 話し た 。 ま た 、 後 記 の 様 に 、 話 し た 。 


「 全 て の 祭壇 を 建て 直し な さい 。 

全て の 神殿 を 清め な さい 。 

神 の 聖霊 の 訪れ に 備え て 自分 の 気持 ち を 抑え な さい 。 
各 人 の 祈り 方 で 祈 ら せな さい 。 

深く 内 省 し な さい 。 

た だ し 、 他 者 を 非難 する な か れ 。 

宗教 的 行為 の 実践 を 軽 蔵 す る な か れ 。 


な ぜ な ら 、 宗 教 的 行為 の 実践 は 、 大 いな る 神聖 な 思考 の 表れ で ある 。 
『 共 に 祈る 』 と は 、 同 じ 信 仰 、 希 望 、 愛 で 、 理 解 し 合い 通じ 合う 事 で ある 。 
象徴 は 、 単 独 で は 大 し た 物 で は な い 。 

信心 が 、 象 徴 を 神聖 な 物 に する 。 

宗教 は 、 最 も 神聖 な 最も 強い 、 人 と 人 の 結び つき で ある 。 
宗教 的 行為 の 実践 と は 、 思 いや りか ら の 行為 の 実践 で ある 」 


つい に 、 人 々 が 、 知 ら な いも の に つい て 言い 争っ て は いけ な い 、 と 理解 する 時 、 
人 々 が 、 多 く の も の に 影響 を 及ぼ す 事 より も 、 多 く の も の を 支配 する 事 よ り も 、 さ さや 
か な 思い や り は 価値 が 大 きい 、 と 心 に 感じ る 時 、 
創造 主 で ある 神 さ えも 被 造物 の 中 で 敬愛 する 2 つの 物 で ある 、 従 順 の 自発 性 と 義 
務 の 自由 を 、 全 世界 の 人 々 が 敬愛 する 時 、 
世界 に は 、 唯 一 の 宗教 (で ある 仏教 を 含む キリ スト 教 )、 思 いや り 深 い 普 遍 の キリ スト 
教 、 真 の カト リッ ク し か 存在 し な く 成 る で あろ う 。 

最早 、 環 境 的 な 制約 や 人 的 な 制約 に よっ て 、 真 の カト リッ ク は 自制 し な い 。 

「 サ マリ ア の 女 」 に 、 救 い 主 イエ ス は 、 ヨ ハネ に よる 福音 4 章 21 節 で 「 真 に 私 イエ 
ス は 、 あ な た 、『 サ マリ ア の 女 』 に 次 の 様 に 話す (の で 、 信 じ な さい )。 最 早 エル サレ ム 
に よっ て で は な く 、 ゲ リ ジ ム 山 に よっ て で は な く 、( 霊 と 真理 に よっ て 、) 人 が 神 を 敬礼 す 
る 時 が 来る 」 と 、 ヨ ハネ に よる 福音 4 章 24 節 で 「 な ぜ な ら 、 神 は 霊 で ある 。 そ の た め 、 
神 を 敬礼 する 人 は 、 霊 と 真理 に よっ て 神 を 敬礼 する 必要 が 有る 」 と 話し て いる 。 


第 1 部 第 1 条 数 10 


カバ ラ の 絶対 の 数 


数 10 は 、 セ フィ ロト の 鍵 で ある 。 
(高等 魔術 の 教理 10 章 と 、 高 等 魔術 の 祭儀 10 章 を 、 参 照 し て くだ さい 。) 
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数 11 


数 11 は 、( 勇 気 と いっ た ) 心 の 力 の 数 で ある 。 

数 11 は 、 戦 い の 数 で ある 。 

数 11 は 、 狗 教 の 数 で ある 。 

理想 の た め に 死ん だ 人 は 、 全 て 、 独 教 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 理 想 の た め に 死ん だ 人 の 心中 で は 、 精 神 の 向上 が 、 動 物 的 人 間 と し て 
の 恐怖 に 勝利 し て いた 。 

戦い の 中 で 倒れ て 死ん だ 人 は 、 全 て 、 狗 教 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、( 他 者 の た め の ) 戦 い の 中 で 死ん だ 人 は 、 他 者 の た め に 死ん だ の で ある 。 

角 死 し た 人 は 、 全 て 、 狗 教 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 錠 死 し た 人 は 、 生 きる と いう 戦い の 中 で 、 打 ち 倒 され て 死ん だ 戦士 の 様 
な 者 で ある 。 

(生き る と は 、 戦 いで ある 。) 

権利 を 守る た め に 死ん だ 人 は 、 義 務 の 犠牲 者 と 同じ くら い 、 献 身 に よっ て 、 神 聖 で 
ある 。 

権力 に 対す る 大 いな る 戦い や 革命 で は 、 双 方 で 等 し く 、 独 教 者 達 が 倒れ て 死ん で 
いる 。 

権利 は 、 義 務 の 基礎 で ある 。 

人 の 義務 と は 、 人 の 権利 を 守る 事 で ある 。 

何 が 罪 と 成る の か ? 


権利 の 誇張 は 罪 に 成る 。 

殺し と 盗み は 、 社 会 へ の 否定 と 成る 。 

殺し と 盗み は 、 王 位 を 奪っ て 自分 勝手 に 戦う 個人 に よる 孤立 し た 独裁 で ある 。 

疑い 無く 、 罪 は 抑制 され る べき で ある 。 

社会 は 自己 防衛 する 必要 が 有る 。 

し か し 、 他 者 を 処罰 する 権利 が 有る と 過 分 に 主張 で きる ほど 、 正 し い 大 いな る 清 ら 
か な 人 は 存在 する か ? いい え ! 

それ ゆえ 、 戦 い の 中 で 倒れ て 死ん だ 全て の 人 に 、 安 ら か な 眠り を ! 

不法 な 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 に さえ 、 安 ら か な 眠り を ! 

な ぜ な ら 、 戦 いや 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 は 、 自 分 の 首 、 自 分 の 命 を 賭け て 亡 
く な っ た の で ある 。 

戦い や 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 は 既に 自分 の 命 を 支払 っ て いる 。 

だ か ら 、 戦 いや 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 に 、 こ れ 以 上 、 何 を 求め る 事 が で きよ う 
か ? いい え ! で き な い ! 

勇気 を 奪っ て 忠義 を 尽く し て 戦っ た 全て の 人 に 、 敬 意 を ! 

裏 切 者 と 肛 病 者 は 本 当 に 恥 を 知り な さい ! 

ルカ に よる 福音 23 章 と マタ イ に よる 福音 27 章 で 、 イ エス キリ スト は 2 人 の 盗人 
の 間 で 死ん で 、 悔 い 改め て いた 方 の 盗人 を イエ ス 自 身 と 共に 天 に 連れ て 行っ た 。 

マタ イ に よる 福音 11 章 12 節 で 、 イ エス は 「 天 の 王国 は 激しい 力 を 受容 する 。 激 し 
い 力 が 天 の 王 国 を 勝ち 取る で あろ う 」 と 話し て いる 。 

神 は 、 神 の 全能 の 力 を 、 思 いや り に 与え て くれ る 。 

神 は 、 憎 悪 に 勝利 する 事 を 好む 。 


た だ し 、 ヨ ハネ の 回 示 録 3 章 16 節 で 、 神 、 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 生 ぬる い 人 を 
口 か ら 吐 き 出す ( 様 に 、 神 の 心 で 出来 て いる 神 の 王国 に 受け 入れ な い )、 と 話し て い 
る 。 

人 の 義務 と は 、 仮 に 、 ほ ん の 一 瞬 の 間 だ け で も 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 で ある ! 

一 日 間 だ け で も 、 一 時 間 だ け で も 、 王 位 に 在 る 事 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 は 、 優 れ 
て いる ! 

た と え 、 仮 に 「 ダ モク レス の 剣 」 の 下 で も 、 ア ッ シ リ ア の 最後 の 王 サ ル ダ ナ パー ル 
の 燃やさ れ た 宮殿 の 上 で も 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 は 、 優 れ て いる ! 

し か し 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 よ り も 、「 私 は 、 マ タイ に よる 福音 5 章 3 節 の 『 心 に お 
いて 貧し い 人 達 』 の 王 で ある 事 を 望む 。 私 の 王座 は 、 イ エス が 十字 架 に は りつ け に さ 
れ て 人 の 身代わり に 成っ て 人 を 救っ た ゴル ゴ タ の 丘 で ある 事 を 望む 」 と 話し て 、 俗 世 
の 全て の 頂点 の 権力 を イエ ス の 足下 に も 及ば な いと 見 る 事 は 優れ て いる 。 

他 者 を 救う た め に 死ん だ 人 は 、 他 者 を 殺す 人 より も 、 強 い 者 で ある 。 

孤立 し た 罪 も 、 孤 立 し た 罪 の つぐ な いも 、 存 在 し な い 。 

( 

全て の も の は 芋づる 式 に 繋が っ て いる 。 

存在 は 全て で ある 。 

) 

(自分 の 中 だ け で 完結 する ) 個 人 だ け の 徳 も 、 無 駄 に 成る 献身 も 、 存 在 し な い 。 

欠点 が 有る 全て の 人 は 、 全 て の 悪 の 共犯 者 と 成る 。 

( 

欠点 が 無い 人 は 存在 し な い 。 
マタ イ に よる 福音 19 章 17 節 「 完 全 に 善い 者 は 神 だ け で ある 」 

) 


完全 に 邪悪 で は な い 人 は 、 全 て の 善い 事 に 参加 で きる 。 

その た め 、 常 に 、 苦 し み は 、 人 道 的 な 、 人 と し て の 正しい 道 に か な っ た 、 罪 の つぐ な 
いと 成る 。 

断頭 台 の 上 で 切り 落と され た 全て の 頭 を 、 狗 教 者 の 頭 と し て 、 た た えて も 良い 。 

また 、 そ の た め 、 最 も 気高く 最も 神聖 な 狗 教 者 は 、 自 分 自身 の 良心 に 問い か け 、 
受け よう と し て いる 罰 に 相応 し い 罪 を 自身 に 見 つけ 、 自 分 を 討つ 用 意 が 出来 て いる 
剣 を 敬 っ て 、「 正 義 が 行わ れ ます 様 に !」 と 言う 事 が で きた 。 

ロー マ の 地下 墓所 カタ コン べ の 清らか な 犠牲 者 で ある キリ スト 教徒 よ ! 

キリ スト 教徒 に 相応 し く な い 似 非 信者 が 虐殺 し た へ ブラ イ 人 と プロ テス タン ト よ ! 

ラベ イ と レ カル ム の 祭司 達 よ 

フラ ンス 革命 時 の ジャ コバ ン 派 の 「 恐 怖 政 治 」 の 犠牲 者 達 よ 

殺さ れ た フラ ンス の 王 党派 遺 よ ! 

層 牲 に 成る 順番 が 来 て し まっ た 革命 家達 

自分 の 骨 を この 世に 散ら し た 、 大 いな る 軍 の 戦士 達 よ 


処刑 され た 全て の 人 達 よ 
労働 者 達 よ 

闘士 達 よ 
各種 の 勇者 達 よ 


主神 ゼウス の 雷 も ワシ も 恐れ な か っ た プロ メ テ ウ ス の 勇気 ある 子孫 達 よ ! 
散っ た 、 あ な た た ちの 遺 灰 に 、 あ ら ゆ る 栄光 を ! 

あな た た ちの 思い 出 に 、 安 ら か な 眠り と 敬意 を 

あな た た ち は 、( 人 の ) 進 歩 に お ける 英雄 で ある ! 

あな た た ち は 、 人 性 の 疾 教 者 で ある ! 
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数 12 


数 12 は 、 周 期 の 数 で ある 。 

数 12 は 、 循 環 の 数 で ある 。 

数 12 は 、 普 遍 の 信条 の 数 で ある 。 

後記 は 、 自 由 な 、 魔 術 的 な 、 カ トリ ッ ク の 信条 の 解釈 の 、 ア レク サン ドラ ン と いう 形 
式 の 詩 で ある 。 


私 は 、 人 の 全能 の 父 で ある 神 を 信じ る 。 
唯一 の 男性 神 が 、 男 性 神 の 計画 で 、 万 物 を 創造 し た 。 


私 は 、 神 の 息子 イエ ス 、 人 の 頭 イ エス を 信じ る 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 11 章 3 節 「 全 て の 男性 の 頭 、 か し ら は イエ ス キリ スト 
で ある 。 女 性 の 頭 、 か し ら は 男性 で ある 」) 

イエ ス は 、 神 の 言葉 、 無 上 の 存在 で ある 神 の 表れ で ある 。 

で あり ます 。 


イエ ス は 、 愛 で ある 神 の 、 永 遠 の 「 神 の 力 」 の 中 の 、 生 き て いる 「( 神 の ) 知 」 で ある 。 
神 は 、 光 の 行為 と し て 、( イ エス と し て 、) 肉 体 を 纏っ て 現れ た 。 
コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キ リス ト は 神 の 力 で あり 神 の 知 で ある 」 


ルカ に よる 福音 24 章 5 節 「 な ぜ 、 あ な た は 死ん だ 者 の 中 に 生き て いる 者 で ある イエ 
ス を 探す の か ?」 
) 


イエ ス と いう 神 の 降臨 は 、 全 て の 場所 で 、 全 て の 時 代 で 、 望 まれ て いた 。 
イエ ス は 分 像 し た 神 で は な い 。 
( 
イエ ス は 神 が 神 を 客観 的 に 把握 し た 神 で ある 。 
ヨハ ネ に よる 福音 1 章 神 の 言葉 イエ ス は 神 で ある 。 
) 


地 の 人 を ( 魂 の ) 減 び か ら 解放 する た め に 、 人 の 中 に 、 イ エス は 降臨 し た 。 
イエ ス は 、 聖母 マリ ア の 中 で 、 女 性 を 清め て 神聖 な 者 に し た 。 


イエ ス は 、 甘 美 な 「 神 の 知 」 が 飾っ た 人 で ある 。 
人 が 労苦 し て か ら 死 ぬ 様 に 、 労 苦し て か ら 死 ぬ た め に イエ ス は 生じ た 。 


無知 な 人 は イエ ス を 人 迫害 し 、 怒 始 し た 競合 し た 聖職 者 は イエ ス を 無実 の 罪 で 訴え 
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イエ ス は 、 命 を 人 に 与え る 事 が で きる 様 に 、 十 字 架 に は りつ け に され て 死ん だ 。 


導き 支え る イエ ス に よる 救い を 信じ る 全て の 人 は 、 イ エス の 実例 に よっ て 、 イ エス の 
様 に 、 神 の 元 へ 到達 で きる 。 


イエ ス は 、 揺 れる 「 時 」 の 最初 か ら 最後 まで 常に ( 地 を 、 人 を ) 統 治す る た め に 、 死 か 
ら 復活 し て 見 せ た 。 
イエ ス は 、 無 知 と いう 雲 を 徐々 に 無く す 、 太 陽 で ある 。 


まもなく 、 よ り 良 く 知 られ る 様 に 成り 、 よ り 強 く 成 る 予定 で ある 、 神 イエ ス キリ スト の 
教え は 、 生 き て いる 人 と 死ん だ 人 を 永遠 に 裁く で あろ う 。 


私 は 、 神 の 究極 の 「 神 の 聖霊 」 と 、「 神 の 聖霊 」 の 火 を 信じ る 。 
聖人 と 預言 者 の 心 と 精神 は 、「 神 の 聖霊 」 の 火 と いう 霊感 を 吸い 込む 。 


イエ ス は 、 命 の 息 で あり 、 豊 か な 才能 の 息 で ある 。 

イエ ス は 、 神 と 人 性 か ら 生 じ た 。 

( 

神 が 才 能 を 人 に 与え て いる 。 

イエ ス は 、 父 で ある 神 の 神 性 と 聖母 マリ ア の 人 性 か ら 生 じ た 。 
) 


私 は 、 唯 一 の 究極 の 、 神 の 兄弟 愛 、 友 愛 、 同 胞 愛 を 信じ る 。 
私 は 、 善 と いう 神 の 命令 を 曳 散 する 正しい 人 々 に よる 、 兄 弟 愛 、 友 愛 、 同 胞 愛 を 信 
じ る 。 


私 は 、 唯 一 の 務め 、 唯 一 の 法王 、 唯 一 の 正義 を 信じ る 。 
唯一 に 集中 させ る 結び つき に よる 、 唯 一 の (男性 ) 神 の 唯一 の 徴 イ エス 。 
(ルカ に よる 福音 2 草 34 節 「 幼 子 イ エス は 徴 に 成る 」) 


私 は 、「 死 が 、 人 を 変化 させ て 、 人 を 生ま れ 変 わら せる 」 と 信じ る 。 
私 は 、「 神 の 様 に 、 人 に お いて 、 命 は 不死 の し ずく を 発散 する 」 と 信じ る 。 
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数 13 


数 13 は 、 死 と 誕生 の 数 で ある 。 

数 13 は 、 所 有 と 相続 の 数 (、 所 有 と 貸与 の 数 ) で ある 。 

数 13 は 、 社 会 と 家庭 の 数 で ある 。 

数 13 は 、 戦 いと 約束 の 数 で ある 。 

社会 の 基礎 は 、 権 利 と 義務 と 善意 の 交流 で ある 。 

権利 と は 、 所 有 で ある 。 

交流 は 、 不 可 避 の 必然 で ある 。 

普 意 と は 、 義 務 で ある 。 

(慈愛 や 物 や 金銭 な ど を 、) 与 える より も 多く も ら お うと する 人 や 、 与 え ず に も ら お う 
と する 人 は 、 盗 人 で ある 。 

所 有 と は 、 公 共 の 福祉 の 自分 の 分 け 前 を 譲渡 する 権利 で ある 。 

所 有 と は 、 公 共 の 福祉 を 損失 させ る 権利 で は な いし 、 公 共 の 福祉 を 押収 する 権利 
で は な い 。 

公共 の 福祉 の 損失 や 、 公 共 の 福祉 の 押収 は 、 所 有 で は な い 。 

悪い 権力 者 に よる 税金 の 無駄 遣い 等 に よる 、) 公 共 の 福祉 の 損失 や 、 公 共 の 福 
祉 の 押収 は 、 盗 み で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 公 共 の 福祉 」 と いう 言葉 を 使用 し た 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 物 の 真 の 所 有 者 は 神 で ある 。 

そし て 、 神 は 、 全 て の 人 が 全て の 物 を 所 有 し て 分 か ち 合う 事 を 望ん で いる 。 


人 が 何 を し て も 、 死 ん だ ら 、 こ の 世 の 物 を 何 も 持 っ て 行く 事 は で き な い 。 

あな た か ら 、 い つか 必ず 奪わ れる 物 は 、 実 は 、 あ な た の 所 有 物 で は な い 。 

あな た か ら 、 い つか 必ず 奪わ れる 物 は 、 神 が 、 あ な た に 貸し て いる 物 に 過ぎ な い 。 

使用 権 に 関し て 言え ば 、 使 用 権 は 、 労 働 の 結果 と し て (周囲 の 人 か ら 認め られ て ) 
生じ る 物 で ある 。 

使用 権 は 、 耕 作 の 結果 と し て (周囲 の 人 か ら 認 め ら れ て ) 生 じ る 物 で ある 。 

し か し 、 労 働 すら 、 所 有 を 確実 に 保証 する 物 で は な い 。 

耕作 すら 、 所 有 を 確実 に 保証 する 物 で は な い 。 

破壊 と 火 を 招く 、 戦 争 が 起き て 、 所 有 先 を 移し て し まう か も し れ な い 。 

滅び る 物 を 善 用 し な さい ! 

お お っ ! 減 び る 物 が 全て 滅び る より 先 に 、 あ な た は 減 び る で あろ う ! 

「 利 己 主 義 は 、 利 己 主義 を 引き 起こ す 」 と いう 事 を 熟考 し な さい 。 

「( 神 に よっ て 、) 不 道徳 な 金持ち は 、 貧 者 が (貧し さか ら ) 犯 罪 を 犯し て し まう 責任 を 
取る 羽目 に 成る で あろ う 」 と いう 事 を 熟考 し な さい 。 

貧者 が 正しい 人 で あれ ば 、 正 し い 人 で ある 貧者 は 何 を 望む か ? 

正しい 人 で ある 貧者 は 、 仕 事 を 望む 。 

権利 を 使用 し な さい 。 

た だ し 、 義 務 も 果たし な さい 。 

金持ち の 義務 は 、 富 を 分 け 与 える 事 で ある 。 

循環 し な い 富 は 、 死 と 成る 。 

死 を 蓄え る な か れ ! 

死蔵 する な か れ ! 

循環 し な い 様 な 形 で 富 を 蓄え る な か れ ! 


似非 学者 プル ー ド ン は 「 所 有 と は 盗み で ある 」 と 話し た 。 


疑い 無く 、、 プ ルー ドン は 、「 所 有 と は 盗み で ある 」 と 話し た 時 に 、 吸 い 取 られ 搾取 さ 
れ た 所 有 物 、 自 由 な 交流 か ら 引 き 上 げ ら れ た 所 有 物 、 公 共 の 共用 か ら 引き 上 げ ら 
れ た 所 有 物 に つい て 話し た か っ た 。 

仮に 、「 金 持ち が 富 を 循環 させ な いで 蓄え る の を 非難 する 」 の が プル ー ド ン の 思い 
で あっ た な ら ば 、 プ ルー ドン は 、 更 に 考え を 進め て 、「 金 持ち が 富 を 循環 させ な いで 
蓄え た 事 に よる 、 公 共 の 生活 の 抑圧 は 、 実 際 の 負 人 で ある 」 と 話し た か も し れ な い 。 

金持ち が 富 を 循環 させ な いで 蓄え た 事 に よる 、 貧 者 の 鍼 死 や 犯罪 は 、 金 持ち に よ 
る 富 の 独占 に よる 犯罪 で ある 。 

常に 、 直 感 的 に 、 大 衆 は 、 金 持ち に よる 富 の 独占 を 人 類 全体 に 対す る 裏切り 行為 
と 見 な し て きた 。 

家庭 は 、 結 婚 が も た ら す 、 自 然 な 社会 の 1 つ で ある 。 

結婚 と は 、 生 まれ て 来る か も し れ な い 子 の た め に 相互 に 愛 を 約束 し た 、 愛 に よっ て 
一 緒 に 成っ た 、2 人 の 連合 国家 で ある 。 

子持ち な の に 離婚 し た 人 は 、 不 信心 者 で ある 。 

子持ち な の に 離婚 し た 人 は 、 列 王 紀 上 3 草 の 「 子 を 真っ 二 つ に 切断 し な さい 」 と 
いう 反応 を 探っ て 見 る た め の 「 ソ ロモ ン の 裁き 」 に お ける 嘘 を 嘘 だ と は 思わ ず に 実行 
する 事 を 望む の で は な いか ? 

永遠 の 愛 を 誓う の は 、 稚 抽 で ある 。 

性 欲 的 な 愛 は 、 疑 い 無く 神聖 な 感情 で は ある が 、 突 発 的 な 、 思 い が け な い 、 瞬 発 
的 な 物 で ある 。 

し か し 、 相 互 の 愛 の 約束 は 、 結 婚 の 本 質 で あり 、 家 庭 の 基本 原理 で ある 。 

相互 の 愛 の 約束 の 批准 と 保証 は 、 絶 対 の 信頼 と 成る は ず で ある 。 

巡 如 は 、 全 て 、 疑 心 で ある 。 

疑心 は 、 全 て 、 怒 り に 成る 。 


(疑心 は 、 全 て 、 心 を 昔 立 た せる 。) 
実質 の 、 不 倫 は 、 結 婚 と いう 相互 の 愛 の 約束 に よる 信頼 に 対す る 違反 で ある 。 
夫 へ の 不満 を 夫 以 外 の 男性 に 話す 女性 と 、 心 中 の 希望 や 失望 を 妻 以外 の 女性 
に 話す 男性 は 、 実 質 、 結 婚 に よる 信頼 を 裏切っ て いる 。 
多かれ 少な か れ 、 快 楽 の ささ や き に 身 を 任せ て し まっ た 事 に よる 、 一 時 の 感情 で 
ある 、 人 の 心 に 突然 現れ た 不意 打ち だ け で も 、 結 婚 に よる 信頼 に 対す る 背信 で ある 。 
さら に 、 快 楽 の ささ や き に 身 を 任せ て し まう 原因 は 、 恥 じ る 必要 が 有る 、 隠 す 必 要 
が 有る 、 事 前 に 機会 を 排除 し て 避け る 必要 が 有る 、 決 し て 不意 打ち され な い 様 に 実 
に 努め る 必要 が 有る 、 下 品 な 淫ら さ で ある 。 
倫理 道徳 は 、 不 倫 と いう 醍 聞 を 禁じ て いる 。 
貞 源 は 、 不 倫 と いう 醐 聞 を 禁じ て いる 。 
不倫 と いう 醒 聞 は 、 全 て 、 劣 悪 で ある 。 
人 は 、 慎 み 深い 人 が 名 前 を 言わ な い 器 官 を 所 有 し て いる か ら と いっ て 、 淫 ら で は 
な い 。 
人 は 、 性 器 を 所 有 し て いる か ら と いっ て 、 淫 ら で は な い 。 
人 は 、 恥 部 を 所 有 し て いる か ら と いっ て 、 淫 ら で は な い 。 
し か し 、 人 は 、 性 器 を 誇示 する と 、 淫 ら に 成る 。 
人 は 、 恥 部 を 誇示 する と 、 淫 ら に 成る 。 
夫 よ 、 家 庭 の 恥 を 隠し な さい 。 
笑い も の に する 大 衆 の 前 で 、 妻 を 裸 に する な か れ 。 
妻 よ 、 夫 婦 間 の 性 行為 に お ける 不愉快 事 を 公 に 広く 知ら せる な か れ 。 
家庭 に と っ て の 恥 を 赤裸々 に する 事 や 、 夫 婦 間 の 性 行為 に お ける 不愉快 事 を 公 に 
広く 知ら せる 事 は 、「 自 分 は 金銭 な ど で 自分 の 性 的 な 物 を 売る 」 と 世論 に 公言 する 
様 な 物 で ある 。 


結婚 に よる 信頼 を 保持 する に は 、 気 高い ほど の 勇気 が 必要 で ある 。 

結婚 に よる 約束 は 、 大 いな る 人 だ けが 全体 を 理解 で きる 勇気 に よる 約束 で ある 。 

破綻 する 結婚 は 、 結 婚 で は な い 。 

破綻 する 結婚 は 、 良 く ある 、 性 行為 で ある 。 

夫 を 捨て た 女性 は 、 何 者 に 成る か 、 わ か る か ? 

夫 を 捨て た 女性 は 、 も は や 妻 で は な いし 、 未 亡 人 で も な い 。 

それ で は 、 夫 を 捨て た 女性 は 、 何 者 に 成る の か ? 

夫 を 捨て た 女性 は 、( 神 の 王国 や 国家 の ) 名 誉 国民 か ら 、 淫 ら な 放 湯 者 で あっ て も 
仕方 が 無い 人 、 育 信者 、 裏 切 者 に 成り 下がっ て し まう 。 

な ぜ な ら 、 夫 を 捨て た 女性 は 、 処 女 で も な いし 、 神 の 法 的 に は 結婚 可能 な 女性 で 
も な い 。 

妻 を 捨て た 男性 は 、 元 妻 を 性 的 に 売る 様 な 者 で ある 。 

妻 を 捨て た 男性 は 、 名 誉 を 汚し て 殺さ れ た 女性 の 不備 相 手 の 男性 に 適用 する 様 
な 、 悪 評 を 受け る の が 相応 し い 。 

真 の 結婚 が 存在 する と すれ ば 、 真 の 結婚 と は 、 神 聖 で あり 、 解 消 で き な い 物 で ある 。 

し か し 、 気 高い 知性 と 心 を 持つ 夫婦 で な けれ ば 、 真 の 結婚 は 、 あ り 得 な い 。 

(人 と は 異な り 、) 動 物 は 結婚 し な い 。 

動物 的 人 間 と し て 生き て いる 人 は 、 動 物 的 人 間 の 本 質 に よる 、 不 可 避 の 不運 を 経 
験 する 羽目 に 成る 。 

当然 な が ら 、 絶 え 間 無 く 、 動 物 的 人 間 は 、 不 運 を も た ら す 未遂 罪 を 犯す 羽目 に 成 
る 。 

動物 的 人 間 の 約束 は 、 約 東 違 反 の 多数 の 未遂 罪 と 成っ て 、 偽 物 の 約束 と 成る 。 

動物 的 人 間 の 結婚 は 、 不 備 の 多数 の 未遂 罪 と 成っ て 、 偽 物 の 結婚 と 成る 。 

動物 的 人 間 の 愛着 は 、 愛 を 違え る 多数 の 未遂 罪 と 成っ て 、 愛 の 偽物 と 成る 。 


動物 的 人 間 は 、 常 に 要求 し て 待つ だ け で 、 望 ん で 行動 する 事 は 決し て 無い 。 

動物 的 人 間 は 、 常 に 約束 する が 、 決 し て 実現 し な い 。 

動物 的 人 間 に は 、 法 の 抑圧 的 な 面 だ けが 当て は まる 。 

動物 的 人 間 は 、 子 は 持て る か も し れ な い が 、 家 庭 は 決し て 持て な い 。 

(動物 的 人 間 は 、 子 を 作れ る が 、 正 し い 家 庭 を 作れ な い 。) 

結婚 と 家庭 は 、 知 性 と 自由 意思 を 持つ 人 、( 肉 欲 か ら ) 自 由 な 人 、 完 全 な 人 が 持つ 
事 の で きる 権利 で ある 。 

また 、 裁 判 記録 を 尋ね 、 親 殺し の 記録 を 読み な さい 。 

親 殺 し の 切り 落と され た 首 か ら 、 黒 い ヴ ェ ー ル を 外し な さい 。 

結婚 と 家庭 が 何で ある と 考え て いた か 、 死 ん だ 親 殺 し に 尋ね て みな さい 。 

どん な 乳 を 飲ん で いた か 、 死 ん だ 親 殺 し に 尋ね て みな さい 。 

どん な 愛撫 を 名 誉 と し て 授け られ て いた か 、 死 ん だ 親 殺 し に 尋ね て みな さい .………。 

そし て 、 知 性 と 思い や り の パン を 子 に 与え な い 全 て の 親 よ 、 良 い 見 本 と 成る 善行 
に よっ て 父親 らし い 権 威 を 批准 し な い 全 て の 親 よ 、 岩 えな さい ! 

悲惨 な 境 退 の 子 は 、 精 神 的 に 心 的 に 孤児 で あり 、 悲 惨 な 境 遇 の 生ま れ の 復讐 を 
親 に する 。 

家庭 が 持っ て いる 、 威 厳 と 神聖 さ の 性 質 を 帯び る 物 の 全て に お いて 、 今 まで 以上 
に 、 大 衆 が 家庭 の 価値 を 認め て いな い 19 世紀 に 人 は 生き て いる 。 

(目先 の ) 物 質 的 な 利益 が 、 知 性 と 思い や り を 殺 し て いる 。 

大 衆 は 、 経 験 に よる 教訓 を 軽 蔵 し て いる 。 

(大 衆 は 、 失 敗 す る 事 を 軽 蔵 し て いる 。) 

通り の 辺り で 、 邪 悪 な 聖職 者 は 、 神 の 物 を 金銭 で 売り 歩い て いる 。 

肉体 が 精神 を 傷 辱 し て いる 。 

大 衆 は 、 忠 義 面 し た 顔 に 、 偽 物 の 笑顔 を 浮か べ て いる 。 


最早 、 理 想 主 義 は 無い し 、 正 義 は 無い 。 

(中 絶 や 育 児 放 棄 な ど に よっ て 、) 父 と 母 は 人 の 命 で ある 子 を 殺し て いる 。 
勇気 を 持ち な さい ! 

忍 耐 し な さい ! 

重 犯罪 者 が 行く べき 場所 まで 、19 世紀 の 大 衆 は 行き 着く で あろ う 。 

19 世紀 の 大 衆 が 犯す 重 犯罪 を 見 て みな さい ! 

何 て 悲惨 で あろ う ! 

馬 戦 が 、19 世紀 の 大 衆 の 顔 を 覆っ て いる 黒い ヴェ ー ル で あろ う .……。 

フラ ンス 革命 の 死刑 囚 移送 車 が 走っ て いて 、 王 冠 を か ぶっ た 権力 者 が 岩 え な が 


まもなく 歴史 が 更 な る 世紀 で ある 19 世紀 を 裁 い て 、 大 衆 は 残骸 で 出来 た 大 き な 
墓 の 上 に 「 こ こ (19 世紀 ) に 、 親 殺し の 世紀 、 神 と イエ ス キリ スト を 殺し た 世紀 が 終 
わっ た !」 と 記す で あろ う 。 

戦い に お いて 、 人 に は 、 死 な な いた め に 、 他 人 を 殺 す 権利 が 有る 。 

し か し 、 人 生 と いう 戦い に お いて 、 無 上 の 権利 は 、 他 人 を 殺さ な いた め に 、 死 ぬ 権 
利 で ある 。 

知 と 思い や り は 、 死 ぬ ま で 抑圧 に 抵抗 する べき で ある が 、 す に まで 至る べき で は 
な い 。 

勇気 が 有る 人 よ 、 あ な た を 傷つけ た 敵 の 命 は 、 あ な た の 手中 に ある 。 

な ぜ な ら 、 勇 気 が 有 る 人 よ 、 あ な た は 、 あ な た に 対し て 思い や り が 無い 他人 で ある 、 
敵 の 命 の 主人 で ある .…。 

勇気 が 有る 人 よ ! 敵 を 許し な さい ! 敵 を 許す と いう 偉大 さ で 、 敵 を 圧倒 し な さ 


い ! 


「 し か し 、 人 を 脅かす 虎 を 殺す の は 禁じ られ て いる の か ? 
も し 人 面 虎 、 虎 の 様 に 他人 を 食い 物 に する 人 で あれ ば 、 人 に 食い 物 に され る 方 が 良 
い ( の か も し れ な い )。 

けれ ども 、 人 を 食い 物 に する 人 を 殺し て 良い か 等 に つい て 、 倫 理 道徳 は 何 も 言 っ て 
いな い 。 

し か し 、 も し 人 面 虎 、 席 の 様 に 他人 を 食い 物 に する 人 が 私 の 子 を 脅かし た ら 、 他 人 を 
食い 物 に する 人 を 殺す の は 禁じ られ て いる の か ?」 


「 あ な た に 、 自 然 が 自ら 応え る 事 を 許し な さい !」 


古代 ギリ シャ に は 、 敵 を 殺し た ハル モデ ィ オ ス と アリ スト ゲイ トン の 祭 と 像 が 有 っ た 。 

外典 の ユ デ ィ ト 記 に は 敵 を 殺し た へ ブラ イ 人 の 女性 ユ デ ィ ト が 、 土 師 記 3 章 に は 
敵 を 殺し た エフ ド が 神聖 な 人 と し て 記さ れ て いる 。 

士 師 記 16 章 30 節 に は 、 無 上 の 象徴 の 1 つと し て 、 両 目 を えぐ られ て 盲目 に され 
て 鎖 で 拘束 され た サム ソン が 「 ペ リ シ テ 人 と 共に 死 の う !」 と 叫ん で ペリ シテ 人 が ね 
つ 造 し た 偽 の 神 ダ ゴン の 神殿 の 2 つの 柱 を 引き 倒し (て 敵 を 殺し ) た 、 と 記さ れ て い 
る 。 

けれ ども 、 考 えて くだ さい 。 

仮に 、 イ エス が 死ぬ 前 に ロー マ へ 行き 短剣 を 当時 の ロー マ て 皇帝 ティ ベリ ウス の 胸 
に 突き 立て た ら 、 死 刑 執行 人 と 当時 の ロー マ 皇 帝 テ ィ ベ リウ ス で さえ も 許し て 実際 に 
死ん だ 様 に 、 イ エス は 世界 の 人 々 を 救え た で あろ うか ? いい え ! 

ブル ー タ ス は 、 カ エサ ル を 殺し て 、 ロ ー マ 人 の 自由 を 守れ た か ? いい え ! 

カエ レア は 、 ロ ー マ 旦 帝 カ リ ギ ュ ラ を 殺し た が 、 ロ ー マ 旦 帝 ク ラウ ディ ウス と ロー マ 
皇帝 ネロ に 場所 を 作っ た だ け に 終わ っ た 。 


暴力 に よっ て 暴力 に 対し て 抗議 する と 、 暴 力 を 正当 化し て 、 暴 力 の 増殖 を も た らし 
CC まう 。 

実に 、 善 に よる 悪 へ の 勝利 、 自 制 に よる 利己 心 へ の 勝利 、 許 し に よる 思い や り の 無 
さ へ の 勝利 は 、 キ リス ト 教 の 秘訣 で あり 、 永 遠 の 勝利 の 秘訣 で ある 。 


「 私 は 、 地 が アベ ル の 殺害 か ら 未 だ に 血 を 流し て いた 場所 を 見 た 事 が 有る 」 


そし て 、 地 が アベ ル の 殺 害 か ら 未 だ に 血 を 流し て いた 場所 に は 、 涙 の 細い 小川 が 
流れ て いた 。 

何 世紀 も の 導き の 下 で 、 涙 の 細い 小川 の 中 に 涙 を 落と し て 、 無 数 の 人 が 進歩 し て 
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永遠 の 真理 は 、 悲 し げに 身 を か が め て 、 無 数 の 人 が 落と し た 涙 を 見 つめ た 。 

永遠 の 真理 は 、 無 数 の 人 が 落と し た 涙 を 1 つ ず つ 数 えた 。 

無数 の 人 が 落と し た 涙 は 、1 つの 血 の 染 み を 洗い 清め る の に 決し て 十分 で は な 
が かつ た 。 

し か し 、 古 代 と 現代 と いう 2 つの 時 代 の 間 に 、 古 代 人 と 現代 人 と いう 2 つの 時 代 
の 大 衆 の 間 に 、 血 の 気 は 無い が 、 光 を 放つ 象徴 で も わる 、 イ エス キリ スト が 降臨 し た 。 

血 と 涙 の 地 に 、 イ エス は 、 兄 弟 愛 、 同 胞 愛 、 友 愛 と いう 、 つ る 植物 ぶどう の 木 を 植え 
だ 8 

イエ ス が 地 に 植え た 、 兄 弟 愛 、 同 胞 愛 、 友 愛 と いう 、 つ る 植物 ぶどう の 木 、 神 の 木 
は 、 根 で 血 と 涙 を 吸い 上 げ て 、 未 来 の ( 神 の ) 子 達 を 思い や り に 夢中 に させ る 様 に 運 
命 づ ける 美味 し い 赤 ワイ ン に 変え た 。 


第 1 部 第 1 条 数 14 


数 14 


数 14 は 、 融 合 の 数 で ある 。 

数 14 は 、 共 同 の 数 で ある 。 

数 14 は 、 普 遍 の 統一 の 数 で ある 。 

大 いな る 神秘 の 鍵 第 1 部 第 1 条 数 14 で は 、 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 に 描か れ て 
いる 天使 、 神 の 聖 圭 の 名 前 に お いて 、 最 も 古い 最も 神聖 な 民族 へ ブラ イ 人 か ら 最 初 
に 訴え か け て 行っ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 諸 民 族 や 諸国 民 に 訴え か け て 行く つも り で 
ある 。 


へ ブラ イ 人 よ 、 イ スラ エル の 子孫 よ 、 な ぜ 、 諸 民族 や 諸国 民 が 運動 し て いる 最 中 、 
不動 で 、 祖 先 の 墓守 に 留まっ て いる の か ? 

へ ブラ イ 人 の 祖先 は 、 こ こ に は いな い 。 

へ ブラ イ 人 の 祖先 は 墓 に は いな い 。 

へ ブラ イ 人 の 祖先 は 復活 し て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 6 節 「 天 使 は 『 イ エス は 、 こ こ に は いな い 。 イ エス は 、 慕 に 
は いな い 。 イ エス は 、 復 活 し て いる 』 と 話し た 」) 

な ぜ な ら 、 マ タイ に よる 福音 22 章 32 節 「 ア ブラ ハム 、 イ サク 、 ヤ コブ の 神 は 、 死 ん 
だ 人 の 神 で は な い (。 肉 体 の 死後 も 、 魂 が 、 精 神 が 、 生 き て いる 人 の 神 で ある )」。 

な ぜ 、 い つま で も 、 へ ブラ イ 人 は 、「 割 礼 」 と いう 血 の 印 を 子 に 短剣 で 刻む の か ? 

も う 神 は へ ブラ イ 人 が 他 の 人 々 か ら 離 れ て いる 事 を 望ま な い 。 


へ ブラ イ 人 よ 、 キ リス ト 教 徒 の 兄 と 成り な さい 。 

へ ブラ イ 人 よ 、 キ リス ト 教 徒 と 共に 、 決 し て 血 が 汚さ な い 祭壇 の 上 の 、 平 和 と いう 、 
イエ ス の 聖体 の パン を 食べ な さい 。 

モー セ の 律 法 は 成 読 され て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 5 章 17 節 「 私 イエ ス は 律 法 を 成就 する た め に 降臨 し た 」) 

へ ブラ イ 人 よ 、 諸 々 の 聖書 を 読み 、 全 て の へ ブラ イ 人 の 預言 者 が ヘブライ 人 に 正 に 
話し て いた 様 に 、「 へ ブラ イ 人 は 盲目 で 頑固 な 民族 で あっ た 」 と 理解 し な さい 。 

た だ し 、 へ ブラ イ 人 は 、 勇 気 が 有 る 民族 、 戦 い を 耐え て きた 民族 で ある 。 

へ ブラ イ 人 よ 、 イ スラ エル の 子孫 よ 、 神 の 子 に 成り な さい 。 

へ ブラ イ 人 よ 、 理 解 し て 、 思 いや りな さい ! 

神 は 、 殺 人 の 罪 と いう カイ ン の 和 印 を へ ブラ イ 人 の 額 か ら 消し 去っ た 。 

も う 、 キ リス ト 教 徒 は 、 ヘ へ ブライ 人 が 、 そ ば を 通る の を 見 て 、「 へ ブラ イ 人 が 通る ぞ !」 
と (馬鹿 に し て ) 言 わな いで あろ う 。 

キリ スト 教徒 は 、「 キ リス ト 教 徒 の 同胞 で あり 、 信 心 に お ける キリ スト 教徒 の 兄 で あ 
る 、 へ ブラ イ 人 の た め に 場所 を 空け な さい !」 と 叫ぶ で あろ う 。 

毎年 新しい エル サレ ム で 、 キ リス ト 教 徒 は 、 ヘ へ ブライ 人 と 共に 、 過 越 祭 と し て イエ 
ス の 聖体 の パン を 食べ る で あろ う 。 

キリ スト 教徒 は 、 ヘ へ ブラ イ 人 の 、( 唯 一 の 男性 神 と の 一 体 化 と いう 、) つ る 植物 ぶどう 
の 木 と 、( 自 身 の 創造 と いう ) 無 花 果 の 木の下 で 一 休み する で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 旅 人 アブ ラ ハ ム と アブ ラ ハ ム の 所 を 旅人 に 変身 し て 訪れ た 天使 達 、 外 
典 の トビ ト 記 の トビ アス と 共に 旅 し た 天使 ラフ ァ エ ル を 忘れ な いた め に 、 再 び 、 ヘ へ ブ 
ライ 人 は 、 旅 人 を 受け 入れ 、 迎 え 入 れる 、 旅 人 の 友 に 成る で あろ う 。 

また 、 マ タイ に よる 福音 18 章 5 節 で 「 私 イエ ス の 小さ い 者 達 の うち 最も 小さ い 者 
を 1 人 で も 受け 入れ 、 迎 え 入 れ た 人 は 、 私 イエ ス を 受け 入れ 、 迎 え 入 れ た 事 に 成る 」 


と 話し て いる イエ ス を 忘れ な いた め に 、 へ ブラ イ 人 は 、 旅 人 を 受け 入れ 、 迎 え 入 れる 、 
旅人 の 友 に 成る で あろ う 。 

その た め 、 も う 、 へ ブラ イ 人 は 、 家 の 中 で 、 心 の 中 で 、 へ ヘブライ 人 が 異教 徒 に 売っ て 
し まっ た 弟 ヨ セ フ に 例え られ る イエ ス の 保護 を 揚 ま な いで あろ う 。 

な ぜ な ら 、 負 伴 の 時 に へ ブラ イ 人 が パン を 探し た エジプト で 、 弟 ヨセフ に 例え られ 
る イエ ス は 、 強 い 者 に 成っ た 。 

(マタ イ に よる 福音 2 章 で 天使 は 幼子 イエ ス を エジプト に 避難 させ た 。) 

第 ヨセフ は 、 父 ヤコブ プ と 弟 ベ ニヤ ミン を 覚え て いた 。 

弟 ヨ セ フ に 例え られ る イエ ス は 、 へ ブラ イ 人 で ある 兄 、 ヘ ブラ イ 人 で ある 兄 の 
を 許し た 。 

邊 ヨ セ フ に 例え られ る イエ ス は 、 涙 を 流し な が ら 、 へ ヘブライ 人 で ある 上 兄 を 抱き し め た 。 


イス ラム 教徒 よ 、 熱 狂 的 な 信者 の 子孫 よ 、 イ スラ ム 教 徒 と 共に キリ スト 教徒 は 「 神 
の 他 に 神 は 無し ! ムハンマド は 神 の 預言 者 で ある (と 言え る )!」 と 「 シ ャ ハー ダ 」 と 
いう イス ラム 教 の 信仰 告白 を 歌う で あろ う 。 

へ ブラ イ 人 よ 、 イ スラ エル の 子孫 よ 、「 神 の 他 に 神 は 無し ! モー セ は 神 の 預言 者 
で ある !」 と 話し な さい 。 

キリ スト 教徒 よ 、「 神 の 他 に 神 は 無し ! (人 に 成っ た 神 ) イ エス キリ スト は 神 の 預 
言 者 で ある (と 言え る )!」 と 話し な さい 。 

ムハンマド は モー セ の 影 で ある 。 

モー セ は イエ ス の 先駆 者 、 前 触れ で ある 。 

預言 者 と は 、 何 者 な の か ? 

預言 者 と は 、 神 を 探求 する 人 の 代表 で ある 。 

( 神 に つい て の 人 の 考え が 誤っ て いて も 、) 神 の 概念 は 神 の 概念 で ある 。 


人 は 、 他 人 に 神 を 信じ させ た 時 、 神 の 預言 者 と 成る (と 言え る )。 

ユダ ヤ 教 の 旧約 聖書 、 イ スラ ム 教 の 聖書 クル アー ン 、 キ リス ト 教 の 福音 書 は 、 同 一 
の 聖書 の 3 つの 異な る 解釈 で ある (と 言え る か も し れ な い )。 

法 は 唯一 で ある 、 の と 同じ く 、( 創 造 主 で ある 男性 ) 神 は 唯一 で ある 。 

お お っ ! イス ラム 教 の 理想 の 女性 で ある 、 永 遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー よ ! 

お お っ ! 神 に 選ば れ た 人 へ の 報い で ある 、 永 遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー よ ! 

永遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー は 、 聖 母 マ リア より も 美しい の か ? 

お お っ ! 聖母 マリ ア よ ! 東 の 娘 よ ! 清らか な 愛 の 様 な 純潔 、 貞 渋 よ ! 母性 
に よる 願い の 様 に 大 いな る 者 よ ! 降臨 し て 、 楽 園 の 神秘 と 美 の 秘密 を 、 イ スラ ム 教 
徒 の 子孫 に 教え て くだ さい ! 

聖母 マリ ア よ ! イス ラム 教徒 の 子孫 を 、 新 し い 緑 組み の 祭 に 招い て くだ さい ! 

新しい 緑 組み の 祭 で は 、 宝 石 で 輝い て いる 3 つの 王座 の 上 に 、3 人 の 預言 者 が 座 
る で あろ う 。 

イス ラム 教 が か た る 「 ト ゥ ー バ の 木 」 は 、 反 ら せ た 湾曲 させ た 枝 で 、 天 の テー ブル と 
し て 、 上 段 を 作る で あろ う 。 

( 

アラ ビア 語 で 「 ト ゥ ー バ 」 は 「 神 の 至福 」 を 意味 する 。 

「Tuba-Tree」 、「 ト ゥ ー バ の 木 」 は イス ラム 教 が か た る 天国 の 木 で ある 。 

) 

花嫁 (で ある 教会 ) は 、 月 の 様 に 白く 、 朝 の 微笑 の 様 に 赤い 。 

全て の 民族 や 国民 は 、 花 嫁 ( で ある 教会 ) を 見 る た め に 、 押 し 進む で あろ う 。 

も う 、 全 て の 民族 や 国民 は 、 イ スラ ム 教 が か た る カミ ソリ の 刃 の 様 な 狭い 天国 へ の 
近 け 橋 で ある 「 シ ラー ト の 橋 」 を 渡る 事 を 革 れ な いで あろ う 。 


な ぜ な ら 、 イ スラ ム 教 が か た る カミ ソリ の 刃 の 様 な 狭い 天国 へ の 架け 橋 で ある 「 シ 
ラー ト の 橋 」 の 上 で 、 救 い 主 イ エス は 、 橋 の 上 を よろ け て 進む 人 々 の た め に 十字 架 を 
広げ 、 橋 の 上 を よろ け て 進む 人 々 へ 手 を 伸ばす た め に 、 降 臨 す る で あろ う 。 

花嫁 (で ある 教会 ) は 、 橋 か ら 落 ち て し まっ た 人 々 の た め に 香る ヴェ ー ル を 広げ 、 橋 
か ら 落 ち て し まっ た 人 々 を 引き 寄せ る で あろ う 。 

お お っ ! 人 よ ! 拍手 し て 、 愛 の 最終 的 な 勝利 を た た えな さい ! 

死 だ けが 死ん だ まま に 成る で あろ う ! 

地獄 だ けが 減 ぼ され る で あろ う ! 

お お っ ! ヨー ロッ パ の 国々 よ ! 東 は ヨー ロッ パ の 国々 に 手 を 差し 伸 べ て いる ! 
ー 致 協力 し て 、 北 の 熊 を 押し 戻し な さい ! 

(高等 魔術 の 祭儀 17 章 「 ガ ファ レル は 『 古 代 人 が 悪 の 前 兆 の 象徴 の 全て を 天空 
の 北 の 領域 に 配置 し た の に は 意味 が 有る 』 と 話し て いる 。 全 て の 時 代 の 、 不 運 は 、 北 
か ら 来 て 、 南 に 侵入 し て 、 地 上 に 広まる 」、「 熊 、 蛇 と いっ た 動物 は 、 暴 虐 、 強 奪 、 全 て 
の 迫害 の 象徴 で ある 」) 

最後 の 戦い は 、 知 と 思い や り の 勝利 を も た ら す ! 

商業 、 暫 易 と いっ た 交流 は 、 世 界 の 人 々 の 腕 を 組ま せ 合 

新しい 文明 が 、 武 装 し た 福音 か ら 湧き 起 る ! 

イエ ス と いう 同じ 唯一 の 羊 飼い の 杖 の 下 で 、 地 の 全 キ リス ト 教 徒 は 、 一 致 協力 し 
な さい ! 

前 記 が 、 進 歩 が 獲得 する も の で あろ う 。 
前 記 が 、 世 界 の 人 々 の 運動 全体 が 人 々 を 押し 進め て 行く 先 の 目標 で ある 。 


(「 生 きる 」 と は 、「 進 歩 す る 」、「 向 上 する 」 と いう 事 で ある 。) 

進歩 の 否定 は 、 死 の 育 定 で あり 、 死 の 神格 化 で ある 。 

(「 進 歩 し な い 」、「 向 上 し な い 」 と は 「 死 ん で いる 」 と いう 事 で ある 。) 

「 悪 の 存在 」 が も た ら す 嫌 悪 に 、 論 理 が も た ら す 事 が で きる 唯一 の 応え が 、 進 歩 
ある 。 

(「 悪 の 存在 」 と いう 疑問 へ の 答え の 鍵 は 「 進 歩 」 で ある 。) 

全て の も の が 良い わけ で は な い 。 

し か し 、 い つか 、 全 て の も の は 良く 成る で あろ う 。 

神 は 、 業 を 始め 、 い つか 業 を 終え る 。 

進歩 無し で は 、 悪 は 、 神 の 様 に 不変 に 成っ て し まう で あろ う 。 

進歩 は 、( 逆 方 向 の 進歩 で ある 、) 時 落 が 存在 し て いる 理由 を 説明 する 。 

進歩 は 、「 哀 歌 」 で 地上 の エル サレ ム の 破壊 を 悲し ん だ 預言 者 エレ ミヤ を 慰め る 。 

諸国 は 、 人 々 の 様 に 、 互 い の 跡 を 受け 継い で 行く 。 

( 神 以外 に 、) 不 変 な も の は 存在 し な い 。 

な ぜ な ら 、( 神 以外 の 、) 全 て の も の は 、 完 成 へ 向け て 進ん で 行く 。 

大 いな る 人 は 、 死 ぬ が 、 死 ぬ ま で の 行為 の 結果 を 祖国 に 残す 。 

大 いな る 国 は 、 地 上 か ら 消 え 去 っ て 、 歴 史 の 謎 を 教え る 星 に 変わ る 。 

行為 に よっ て 記さ れ た 物 は 、( 神 の ) 永 遠 の 書 に 記さ れ て 存在 し 続け る 。 

行為 に よっ て 記さ れ た 物 は 、1 ペー ジ と し て 、 人 類 の 聖書 に 加え られ る 。 

(ルソー の 様 に )「 文 明 は 悪 で ある 」 と 言う な か れ 。 

な ぜ な ら 、 文 明 は 、 収 穫 を 実ら せる 湿っ た 熱気 に 似 て いる 。 

文明 は 、 命 の 原理 と 死 の 原理 を 速やか に 実現 させ る 。 

文明 は 、 殺 し た り 、 命 を 与え た りす る 。 

文明 は 、 正 し い 人 と 悪人 を 選び 分 ける 審判 の 天使 に 似 て いる 。 


文明 は 、 正 し い 人 を 光 の 天使 に 変え る 。 

文明 は 、 利 己 的 な 悪人 を 動物 的 人 間 以 下 に 堕落 させ る 。 

文明 は 、 肉 体 を 堕落 させ る が 、( 善 の 知 に よっ て 、 正 し い 人 の ) 精 神 を 解放 する 。 

創世 記 6 章 の 巨人 に 例え られ る 肉欲 の 奴隷 で ある 不信 心 な 世界 の 人 々 の 文明 
は 、( 反 面 教 師 と し て 、) 創 世 記 5 草 の エ ノ ク の 魂 を 天 に 至る まで 高め た 。 

古代 ギリ シャ の 酒 神 バ ッ カ ス を 信じ る 人 々 の 文明 は 、( 反 面 教師 と し て 、) 超 越 させ 
る 形 で 、 オ ルフ ェ ウ ス の 調和 し た 精神 を 高め た 。 

ソクラテス と ピタ ゴラス 、 プ ラ ト ン と アリ スト テレ ス は 、 古 代 の 世界 の 全て の 向上 と 
全て の 栄光 を 弁明 し て 要約 し て いる 。 

ホメ ロス の 例え 話 は 、 歴 史 よ り も 正しい まま 存在 し 続け る 。 

ロー マ の 偉大 さ を 現代 まで 伝え て いる 物 は 、 ア ウ グ ス トゥ ス の 紀元 前 1 世紀 が も 
た らし た ウェ ル ギ リ ウス の 不滅 の 作品 し か 無い 。 

その た め 、 多 分 、 ウ ェ ル ギリ ウス を も た ら す た め に だ け 、 ロ ー マ は 世界 を 戦い で 揺 る 
の し だ 

キリ スト 教 は 、 東 の 全て の 賢者 の 熟考 の 結果 で ある 。 

東 の 全て の 賢者 は 、 イ エス キリ スト の 中 で ( 魂 が ) 再 び 生 き て いる 。 

東 の 全て の 賢者 の 考え は 、 イ エス キリ スト の キリ スト 教 の 中 で (精神 が ) 再 び 生 き 
て いる 。 

世界 の 太陽 が 昇 っ て いる 場所 に 、 精 神 の 光 は 界 っ て いる 。 

イエ ス キリ スト は 西 を 圧倒 し た 。 

東 の 小 アジ ア の 太陽 の 優し い 光線 は 、 北 の 氷柱 を 照ら し た 。 

キリ スト 教 と いう 未知 の 熱 に 目覚 め さ せ られ て 、 蝶 の 群れ の 様 な 、 新 し い 人 々 は 、 
ぼろ ぼろ で あっ た 世界 に 広がっ た 。 


死ん だ 人 々 の 魂 は 、 若 返っ た 人 々 を 照ら し て 、 若 返っ た 人 々 の 中 の 、 命 の 精神 を 増 
や し た 。 

世界 に は 、「 率 直 」 を 意味 する 「frankmess」 と 「 自 由 」 を 意味 する 「freedom」 を 
自称 する 一 国 の 国民 が 存在 する 。 

な ぜ な ら 、「 率 直 」 を 意味 する 「frankmess」 と 「 自 由 」 を 意味 する 「freedom」 と い 
う 2 つの 言葉 は 、「France」、「 フ ラン ス 」 と いう 名 前 、 言 葉 と 意味 が 同じ で ある 。 

常に 、 フ ラン ス は 、 あ る 意味 、 法 王 よ り も カト リッ ク で あり 、 ル ター より も プロ テス タン 
ト で あっ た 。 

十字 軍 の フラ ンス 、 恋 や 騎士 道 物語 を 歌っ た 11 世紀 の トル バド ゥ ー ル や 12 世紀 
の トル ヴェ ー ル と いっ た 吟遊 詩人 の フラ ンス 、 カ ー ル 大 帝 な ど を 歌っ た 武勲 詩 の フ 
ラン ス 、 ラ ブレ ー の フラ ンス や ヴォ ル テ ー ル の フラ ンス 、 神 学者 ボ シ ュ エ の フラ ンス や 
哲学 者 パス カル の フラ ンス 、 フ ラン ス と いう 国家 は 、 全 て の 人 々 の 統合 体 で ある 。 

フラ ンス は 、 論 理 と 信心 の 結合 を 神聖 化し て いる 国家 で ある 。 

フラ ンス は 、 革 命 と 権力 の 結合 を 神聖 化し て いる 国家 で ある 。 

フラ ンス は 、 最 も 気 高 い 、 人 の 気 高 さ と 、 最 も 思い や り 深 い 信 心 の 結合 を 神聖 化し 
て いる 国家 で ある 。 

フラ ンス が 、 ど の よう に 進む か 、 ど の よう に 揺れ て 変わ る か 、 ど の よう に 戦う か 、 ど 
の よう に 大 いな る 国家 へ と 成長 する か 、 見 な さい ! 

時 に 騙さ れ 傷 つけ られ て も 、 決 し て 落胆 せ ず に 、 勝 利 に 夢中 に 成っ て 、 逆 境 で も 田 
気 を 持っ て 行動 し て 、 フ ラン ス は 、 笑 い 、 歌 い 、 死 ん で 、( 精 神 の ) 不 死 を 信じ る 事 を 世 
界 の 人 々 に 教え る 。 

ナポレオン の 親衛 隊 は 降伏 せ ず 死に も し な い ! 

ナポレオン の 親衛 隊 が 降伏 せ ず 死に も し な い 証 拠 は 、 い つの 日 か ナポレオン の 親 
衛 隊 に 成る つも り で ある フラ ンス の 子孫 の 熱狂 で ある ! 


も う 、 ナ ポレ オン は 、 人 で は な い 。 

ナポレオン は 、 正 に 、 フ ラン ス の 精神 で ある 。 

ナポレオン と いう 、 フ ラン ス の 精神 は 、 世 界 の 人 々 の 第 2 の 救い 主 で ある 。 

フラ ンス の 精神 で ある ナポレオン は 、 象 徴 と し て 、 十 字 の 聖 ル イ 勲章 を 要約 し て い 
る 五 蘭 星 の レ ジオ ンド ヌー ル 勲 章 を 使徒 で ある 騎士 に 与え た 。 

ナポレオン が 死ん だ セン ト ヘ レナ 島 と 、 イ エス が 死ん だ ゴル ゴ タ の 丘 は 、 新 し い 文 
明 の 2 つの 灯台 で ある 。 

ナポレオン が 死ん だ セン ト ヘ レナ 島 と 、 イ エス が 死ん だ ゴル ゴ タ の 丘 は 、 最 後 の 大 
洪水 の 虹 が 作っ て 、 古 代 と 現代 と いう 2 つの 世界 の 間 に 架 ける 、 巨 大 な 橋 の 2 つの 
基礎 の 杭 で ある 。 

栄光 の 無い 過去 が 大 いな る 未来 を と ら え て 飲み 込ん で し まう と 信じ られ て し まう 
の か ? 

いつ の 日 か 、 タ ター ル 人 に よる 刺激 が 、 フ ラン ス の 栄光 の 約束 、 神 と 人 の 自由 の 
約束 を 引き 像 く と 信じ られ て し まう の か ? 

前 記 を 信じ て し まう くら いな ら 、「 再 び 、 幼 子 に 成っ て 母 の 胎内 に 入り た い !」 と 言っ 
て いる 方 が 、 ま だ まし で あろ うに ! 

神 の 言葉 は 、「 進 み 続け な さい ! 進み 続け な さい !」 と 「 さ ま よ える ユダ ヤ 人 」 に 
言っ た 。 

世界 の 運命 を 操る 神 は 、「 進 みな さい ! 進み な さい !」 と フラ ンス に 叫ん で いる 。 

人 は 、 ど こ へ 進む の か ? 

多分 、 人 は 、 未 知 と いう 底無し の 淵 へ 進む 。 

(人 は 、 未 知 と いう 底無し の 淵 へ 進ん で も 、) 構 わな い ! 

し か し 、 人 は 、 過 去 へ は 、 忘 却 と いう 墓地 へ は 、 ぼ ろ ぼ ろ に 幼子 の 時 に 自ら 裂 い た 
産 着 へ は 、 最 初 の 時 代 の 愚か さ へ は .… ぼ ………、 決 し て 、 決 し て 、 進 まな い ! 
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数 15 


数 15 は 、 対 立 の 数 で ある 。 

数 15 は 、 普 遍 性 の 数 で ある 。 

現在 、 キ リス ト 教 は 、2 つの 教会 に 分 けら れ て いる 。 

文明 的 な カト リッ ク 教 会 と 、( 質 素 過ぎ る 粗野 な 建物 で ある 教会 に 、 冷 淡 な 事務 員 
の 様 な 粗野 な 服装 の 聖職 者 と いっ た 、) 粗 野 な プロ テス タン ト 。 

進歩 的 な カト リッ ク 教 会 と 、 停 滞 的 な プロ テス タン ト 。 

自発 的 な カト リッ ク 教 会 と 、 受 容 的 な プロ テス タン ト 。 

カト リッ ク 教 会 は 、 諸 国 を 、 統 治し た し 、 常 に 統治 し て いる 。 

な ぜ な ら 、 権 力 者 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 を 胃 散 し て いる 。 

プロ テス タン ト は 、 全 て の 独裁 に 従っ た 。 

プロ テス タン ト は 、( 過 去 の イギリス な ど で の 独裁 が 、) キ リス ト 教 を 奴隷 に する た め 
の 手段 で し か な い 。 

自発 的 な カト リッ ク 教 会 は 、 人 に と っ て の 神 、 人 の た め の 神 を 理解 し て いる 。 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、( 思 いや り と いっ た 、) 神 の 神 性 の 解説 者 と し て の 、 人 に 成っ 
た 神 の 言葉 イエ ス の 神 性 を 信じ て いる 。 

結局 、 法 王 の 絶対 性 と は 、 信 心 に よる 普遍 の 決議 が 認め た 、 知 に よる 独裁 、 以 外 
の 何 物 で あろ うか ? 法王 の 絶対 性 と は 、 信 心 に よる 普遍 の 決議 が 認め た 、 知 に よ 
る 独裁 で ある ! 


法王 の 絶対 性 に つい て 、 人 は 、「 当 代 随 一 の 天才 が 法王 に 成る べき で ある 」 と 言う 
か も し れ な い 。 

どう し て 、 天 才 が 法王 に 成る べき で あろ うか ? いい え ! 法王 が 天才 で ある 必要 
は 無い ! 

実は 、「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る べき で ある 」。 

実は 、「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る 」 方 が 、 よ り 相 応 し い 。 

「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る 」 事 で 、 法 王 の 無 上 性 は 、 よ り 神 聖 に 成る ば か り で ある 。 

な ぜ な ら 、「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る 」 事 で 、 法 王 の 無 上 性 は 、 あ る 意味 、 よ り 人 
的 に 成る 。 

「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る べき で ある 」 事 を 、 敵 意 や 不信 心 な 無知 より も 、 諸 々 の 
出来 事 が 大 き な 声 で 物語 っ て は いな いか ? は い ! 「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る べ 
き で ある 」 事 を 、 敵 意 や 不信 心 な 無知 より も 、 諸 々 の 出来 事 が 大 き な 声 で 物語 っ て い 
る ! 

カト リッ ク 教 国 の フラ ンス が 、 よ ろ め く 歴 代 の 法王 を 一 方 の 手 で 支え 、 他 方 の 手 で 
進歩 と いう 軍団 の 先頭 に 立っ て 戦う た め の 剣 を 持っ て いる の が 見 えな い の か ? 

カト リッ ク 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ の イス ラム 教徒 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 す で に 同じ 旗印 
の 下 で 戦っ た 。 

ヨー ロッ パ を モデ ル に し た 改革 後 の 1844 年 か ら 1923 年 まで の オス マン トル コ 
の 新 月 旗 は 、 カ トリ ッ ク や プロ テス タン ト な どの ラテ ン 十 字 の 元 に 集まっ た 事 が 有る 。 

カト リッ ク 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ の イス ラム 教徒 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 共 に 、 ロ シア と 
いっ た 、 外 国 の 侵略 と 外国 の 動物 的 に 成っ て し まっ た 正統 な 教え の 侵略 に 対し て 
戦っ た 。 

カト リッ ク 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ の イス ラム 教徒 、 プ ロ テ ス タン ト が 共に 戦っ た 事 は 、 
永遠 の 既成 事実 で ある 。 


使徒 ベト ロ の 椅子 に 座る 法王 は 、 粛 々 と 、 新 し い 考 え を 認め て 、 カ トリ ッ ク は 進歩 
的 で ある 、 と 公言 し た 事 が 有る 。 

カト リッ ク の キリ スト 教 の 祖国 は 、 知 の 祖国 で あり 、 美 術 や 芸術 の 祖国 で ある 。 

量 音 の 永遠 の 神 の 言葉 イエ ス 、 目 に 見 える 証拠 に よっ て 、 生 き て いる 、 人 に 成っ た 

神 イ エス は 、 未 だ に 、 世 界 の 人 々 の 光 で ある 。 

新しい ユダ ヤ 教 の 似非 信者 よ 、 庄 り な さい ! 

諸 学派 の 憎む べき 口伝 よ 、 黙 りな さい ! 

プロ テス タン ト の 一 派 で ある 長老 派 教会 の 父 慢 よ 、 庄 り な さい ! 

ジャ ン セ ニス ム の 非 論理 よ 、 甘 りな さい ! 

ヴォ ル テ ー ル の 酷い 知識 が 正 に 多大 な 汚名 を 着せ た 、 キ リス ト 教 の 永遠 の 教え 
に つい て の 、 恥 ず べ き 迷 信 的 な 全て の 誤っ た 解釈 よ 、 黙 りな さい ! 

ヴォ ル テ ー ル と ナポレオン は 、 カ トリ ッ ク と し て 死ん だ 。 

未来 の カト リッ ク の 教え が 、 ど う あ る べき か 知っ て いる か ? 

未来 の カト リッ ク の 教え は 、 ヴ ォ ル テー ル の 批判 の 酸 で 試さ れ た 黄金 の 様 な 、 キ リ 
スト 教徒 の ナポレオン の 精神 が 世界 と いう ( 神 の ) 王 国 で 実現 し た 、 福 音 の 教え に 成 
る で あろ う 。 

諸々 の 出来 事 は 、 進 む 意思 が 無い 人 を 、 引 きず っ て 行く か 、 踏 み に じ る で あろ う 。 

再び 、 無 数 の 不運 が 世界 を 覆 うか も し れ な い 。 

多分 、 い つの 日 か 、 ヨ ハネ の 黙示 録 の 軍団 が 、4 人 の こら し め る も の 、 ヨ ハネ の 黙 
示 録 9 章 14 節 の 4 人 の 神 の 使者 を 解放 する か も し れ な い 。 

聖 所 は 清め られ る で あろ う 。 

上 厳し い 神聖 な 清貧 が 、 よ ろ め く 人 を 支え る た め に 、 打 ち 倒 され た も の を 建て 直す た 
め に 、 神 聖 な 油 オリ ー ブ オ イル を 全て の 傷 に 塗 油 し て 癒す た め に 、 使 徒 を 派遣 する で 
あろ う 。 


独裁 と 無政府 主義 と いう 2 つの 血 に 飼え た 奇形 は 、 少 し の 間 だ け 互 い に 取 っ 組 

合っ て 支え 合っ た 後 で 、 互 い を ぼろ ぼろ に 裂き 合っ て 減 ぼ し 合う で あろ う 。 

未来 の 政府 は 、 自 然 に お いて 家庭 が 人 に 見 せる 理想 の 政府 、 宗 教 界 に お いて 法 
王 と いう 羊 飼い の 位階 制 が 見 せる 理想 の 政府 に 成る で あろ う 。 

ヨハ ネ の 庄 示 録 20 章 と いっ た 使徒 の 口伝 に は 、 神 に 選ば れ た 人 が 千年 間 イ エス 
キリ スト と 共に 統治 する 、 と 記さ れ て いる 。 
い 換え る と 、 一 連 の 何 世 紀 も の 間 、 神 に 選ば れ た 人 は 、 知 と 思い や り を 権力 と 
いう 重荷 に ささ げ て 、 普 遍 の 家族 で ある 世界 の 人 々 の 利益 と 富 を 統治 する で あろ う 。 

神 に 選ば れ た 人 が 千年 間 イ エス キリ スト と 共に 統治 する 時 、 ヨ ハネ に よる 福音 10 
章 16 節 の 約束 に よる と 、 唯 一 の 羊 の 群れ (キリ スト 教会 ) と 唯一 の 羊 飼 い ( イ エス ) だ 
け に 成る で あろ う 。 


川 | 
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数 16 


数 16 は 、 神 殿 の 数 で ある 。 

どん な 未来 の 神殿 が 存在 する の か 、 話 そう ! 

知 と 思い や り の 精神 が あら われ た ら 、 神 の 三位一体 の 、 全 て 、 真 理 、 栄 光 が あ ら わ 
れる で あろ う 。 

思い や り は 、 女 王 と 成る 。 

思い や り は 、 言 っ て みれ ば 、 死 ん だ も の か ら 復 活 す る 。 

思い や り に は 、 詩 的 霊感 に お いて 幼い 時 の 神 の 思い や り 、 論 理 に お いて 若い 時 の 
力 強 さ 、 行 為 に お いて 円 熟 時 の 知 が 有る で あろ う 。 

神 の 概念 が 次 々 と 纏っ た 全て の 形 が 、 不 滅 の 完全 な 形 で 再生 する で あろ う 。 

代々 の 国々 の わざ が 描い た 全て の 特徴 が 、 統 一 され て 、 神 の 完全 な 像 を 形成 する 
で あろ う 。 

エル サレ ム は 、 エ ゼ キ エル 書 で 預言 者 エ ゼ キ エ ル が 預言 し た 理想 の 姿 に 従っ て 、 
ヤ ハ ウェ の 神殿 を 建て 直す で あろ う 。 

ヒマ ラ ヤ 杉 と 終 杉 の 屋根 の 下 で 、 新 し い 永遠 の ソロ モン の 神 の 知 イ エス キリ スト 
は 、 イ エス と 教会 を 花 如 と 花嫁 に 例え て いる と 言わ れ て いる 「 雅 歌 」 の 中 の 神 の 花嫁 
で ある 、 教 会 で ある 、 神 の 自由 と イエ ス の 結婚 の 祝 婚 歌 を 歌う で あろ う 。 

( 

古代 イン ド で ヒマ ラ ヤ 杉 は 神木 で ある 。 

糸 杉 は 腐敗 し 難い の で 西 な ど に 用 いら れ た の で 死 の 象徴 に 成っ た 。 


紗 杉 は 一 度 切っ た ら 二 度 と 生え な い の で 死 の 象徴 に 成っ た 。 

イエ ス の 十字 人 架 は 糸 杉 の 十字 架 で ある と いう 伝説 が 有る 。 

古代 エジプト や 古代 ロー マ で 和 糸 杉 は 神木 で あっ た 。 

) 

父 で ある 神 ヤ ハウ ェ は 、 花 婚 イ エス と 花嫁 で ある 教会 で ある 神 の 自由 を 諸手 を 挙 
げ て 祝福 する た め に 、 雷 を 脇 に 置く で あろ う 。 

父 で ある 神 は 、 微 笑み な が ら 、 花 婚 イ エス と 花嫁 で ある 教会 で ある 神 の 自由 の 間 
に あら われ て 、 父 と 呼ば れる 事 を 喜ぶ で あろ う 。 

し か し 、 そ れ で も な お 、 東 の 詩 で は 、 魔 術 的 な 思い 出 に よっ て 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ 
を 、 神 ブラ フ マ ー や 、 主 神 ユ ピ テ ル と 呼ぶ で あろ う 。 

イン ド は 、 維 持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ の 不思議 な 例え 話 を 、 現 代 の 思想 の 流れ に 教 
える で あろ う 。 

キリ スト 教徒 は 、 創 造 神 ブラ フ マ ー、 破 壊 神 シヴァ 、 維 持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ と い 
う イ ンド の 神秘 の 三 神 一 体 の 真珠 の 三重 の 王冠 を 、 最 愛 の イエ ス キリ スト の 未だ に 
血 を 流し て いる 額 の 上 に 置く で あろ う 。 

キリ スト 教徒 が イン ド の 三 神 一 体 の 真珠 の 三重 の 王冠 を イエ ス の 額 の 上 に 置い 
た 時 、 聖 母 マ リア の ヴェ ー ル の 下 で 清め られ た 愛 の 女神 ウェ ヌス は 、 イ ノシ シ に 尊 さ 
れ た アド ニス の た め に 、 も う 涙 を 流し て 悲し まな いで あろ う 。 

な ぜ な ら 、 花 嬉 ア ドニ ス 、 花 半 イ エス は 、 も う 死 な な い 様 に 、 復 活 し て いる 。 

( 死 と いう ) 地 獄 の イノ シシ は 、 一 時 的 な 勝利 の 後に 、 死 ん だ 。 

再び 、 そ び え 立 ちな さい ! お お っ ! 光 の 神 ア ポロ ン の デル ポイ 神殿 よ ! 月 の 
女神 ディ アナ の エフ ェ ソ ス の 神殿 よ ! 

光 の 神 ア ポロ ン 、 芸 術 の 神 ア ポロ ン は 、 世 界 の 人 々 の 神 と 成る ! 


神 の 言葉 イエ ス は 、 光 の 神 ア ポロ ン 、 芸 術 の 神 ア ポロ ン と 呼ば れ て も 全く 構わ な 
い ! 

も う 、 月 の 女神 ディ アナ は 、 夜 と いう 孤独 な 領域 で 、 未 亡 人 を 統治 し な いで あろ う 。 

月 の 女神 ディ アナ の 銀 の 三日月 は 、 花 嫁 の 足下 に ある 。 

(ヨハ ネ の 黙示 録 12 章 の 女性 の 足下 に は 月 が ある 。) 

た だ し 、 愛 の 女神 ウェ ヌス が 、 月 の 処女 神 デ ィ ア ナ を 圧倒 し た の で は な い 。 

永遠 に 者 いさ せな いた め に 眠ら され て いた エン ディ ミオ ン は 目覚 め て 、 月 の 処女 
神 デ ィ ア ナ と いう 、 処 女性 は 、 母 性 を 喜 ぼ うと し て いる ! 

墓 を 離れ な さい 、 お お っ 、 古 代 ギ リ シ ャ の 彫刻 家 フ ェ イ ディ アス よ 、 最 高 傑作 の ゼ ウ 
ス 像 が 破壊 され た 事 を 喜び な さい 。 

な ぜ な ら 、 古 代 ギ リ シ ャ の 彫刻 家 フ ェ イ ディ アス よ 、 神 の 像 を 建て 直す の は 今 だ ! 

お お っ 、 ロ ー マ よ 、 バ シリ カ 建 物 様式 の 教会 と 共存 させ て 、 ロ ー マ の 神殿 を 建て 直 
し な さい 。 

ロー マ よ 、 再 び 、 世 界 の 女王 と 諸国 の パン テオ ン に 成り な さい 。 

ロー マ の 中 心 で ある 最高 の 丘 で ある カビ ピ ト リ ヌス 丘 の 上 で 、 使 徒 ペ トロ の 手 に よっ 
て 、 ウ ェ ル ギリ ウス に 王冠 を か ぶら せな さい 。 

画家 ラフ ァ エ ロ の 描画 に よっ て 、 オ リュ ン ポ ス 山 の ギリ シャ の 神々 と カル メル 山 の 
神 ヤ ハウ ェ を 統一 させ な さい ! 

祖先 に よる 古代 の カテ ドラ ル よ 、 神 々 し い 物 へ と 変身 し な さい 。 

彫刻 され た 、 生 き て いる 、 矢 の 様 な カテ ドラ ル の 屋根 で 雲 を 射 抜き な さい ! 

命 を 与え た 形 に よっ て 、 石 板 の 記 録 を 、 イ スラ ム 教 の 聖書 クル アー ン の 不思議 な 
黄金 の 例え 話 に よっ て 照ら され た 、 北 の 闇 の 口伝 に し な さい ! 

イス ラム 教 の モス ク で 、 東 に イエ ス キリ スト を 敬礼 させ な さい ! 


(1935 年 か ら 博物 館 に 成っ た )「 神 の 知 」 を 意味 する トル コ の 新しい モス ク ( で あっ 
た )「 ア ヤ ソフ ィ ア 」 の 塔 ミ ナレ ッ ト の 上 で 、 イ スラ ム 教 の 象徴 で も ある 三日月 の 中 央 
に 、 十 字 架 を 昇 ら せな さい ! 

長い 間 、 イ スラ ム 教 徒 が 夢見 て いる イス ラム 教 の 永遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー 
を 真 の 信者 に も た ら す た め に 、 ム ハン マ ド に 女性 を 解放 させ な さい ! 

救い 主 イ エス の た め の 痢 教 者 に 、 ヘ ムハンマド の 美しい 天使 で ある イス ラム 教 の 永 
遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー へ 、 貞 池 な 愛撫 を 教え させ な さい ! 

地 の た め に 全て の わざ で 飾ら れ た 、 豊 富 な 装飾 を 再び 身 に つけ た 、 地 の 全て は 、 
1 つの 壮大 な 神殿 に 成る で あろ う 。 

(正しい ) 人 は 、 地 と いう 神殿 の 永遠 の 祭司 に 成る で あろ う 。 

正しかっ た 全て の も の 、 美 し か っ た 全て の も の 、 過 去 の 世紀 で 甘美 で あっ た 全て 
の も の は 、 神 々 し く 変 身 し た 世界 に よる 変化 に よっ て 、 再 び 美 し く 成 っ て 、 生 きる で あ 
の の 

美しい 形 は 、 真 の 概念 と 不可 分 の まま で あろ う 。 

いつ の 日 か 、 人 の 魂 が 、 魂 自身 の ( 真 の ) 力 に 至っ て 、( 魂 の 体 と いう ) 魂 の 形 に よっ 
て 星 の 体 を 自ら 創造 する と 、 星 の 体 が 、 人 の 魂 か ら 切 り 離 し 難く 成る 、 様 に 。 

(正しい 人 の ) 星 の 体 は 、 地 上 の 、 神 の 王国 に 成る 。 

(正しい 人 の 星 の 体 は 、 霊 の 冥界 で 、 天 の 一 部 に 成る 。) 

(正しい 人 の ) 肉 体 は 、 魂 の 神殿 に 成る で あろ う 。 

復活 し た 世界 が 、 神 の 体 に 成る 、 様 に 。 

魂 と 肉体 、 概 念 と 形 、 世 界 の 全て が 、 神 の 光 と 成り 、 神 の 言葉 と 成り 、 永 遠 の 目 に 
見 える 神 の 啓示 と 成る で あろ う 。 

で あり ます 様 に 。 

そう 成り ます 様 に 。 


第 1 部 第 1 条 数 17 
数 17 


数 17 は 、 星 の 数 で ある 。 

数 17 は 、 知 と 思い や り の 数 で ある 。 

戦士 で あり 大 胆 で ある 知 よ 、 神 の 様 な プロ メ テ ウ ス の 共犯 者 で ある 知 よ 、 光 を も た 
ら す 天使 ル シ フ ェ ル の 長女 で ある 知 よ 、 知 に よる 大 胆 さ を た た える ! 

知 は 、 所 有する た め に 、 知 る 事 を 望ん で 、 全 て の 雷 と 全て の 底無し の 淵 に 勇気 を 
持っ て 立ち 向かっ た ! 

( 

知る 事 は 存在 を 所 有する 事 で ある 。 

知る 事 は 存在 させ る 事 で ある 、 と 言え る 。 

) 

知 よ ! お お っ ! (学徒 で ある ) 私 達 、 仙 し い 罪人 は 、 狂 お し い ほ ど に 、 本 聞 を ね つ 
造 さ れる ほど に 、 人 迫害 され る ほど に 、 知 を 愛し て いる ! 

人 の 神聖 な 権利 で ある 知 、 自 由 の 精髄 で ある 知 を た た える ! 

な ぜ な ら 、 知 の た め に 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、 想 像 で きる 中 で 最も 価値 の 有る 夢 、 
心 の 中 で 最も 愛用 し て いる 幻 を 足下 に 踏み に じ っ て 、 知 を 追い 求め た ! 

知 の た め に 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、 迫 害さ れ た 。 

知 の た め に 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、 投 獄 さ れ 、 服 を 奪わ れ て 裸 に され 、 飼 えさ せら 
れ 、 喉 の 潟 き を 覚え させ られ 、 親 し か っ た 人 達 に 捨て られ 、 絶 望 の 聞 に 惑わ され た ! 

知る 事 は 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら の 権利 で あっ た ! 


(学徒 で ある ) 彼 ら は 、 知 を 勝ち 取っ た ! 

知 を 勝ち 取っ た 今 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス に つい て 、) 涙 を 流し 
て 嘆き 悲し む 事 も 、 信 じ る 事 も で きる 。 

知 を 勝ち 取っ た 今 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス に 、) 従 順に 成る 事 
も 、 祈 る 事 も で きる 。 

悔い 改め た カイ ン は 、 ア ベル より も 、 大 いな る 者 と 成る で あろ う 。 

悔い 改め た カイ ン は 、 恥 を か く 権 利 が 有る 、 満 足し た 、 法 に 従う 、 僚 慢 で ある 。 

私 は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 信 じ る 。 

な ぜ な ら 、 私 は 、 人 が 、 な ぜ 、 ど うし て 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 信 じ る 必要 が 有る 
か 知っ て いる 。 

私 は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 信 じ る 。 

な ぜ な ら 、 私 は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 愛 し 、( 死 と いっ た 神 で は な いも の を ) も う 
館 れ な い 。 

思い や り よ ! 思い や り よ ! 思い や り は 無 上 の 身代わり に よる 罪 の つぐ な い に よ 
る 救い 主 で ある ! 思い や り は 無 上 の 復活 させ る も の で ある ! 

知 、 思 いや り は 、 多 数 の 苦し み に よ っ て 、 多 数 の 幸せ を 作る 。 

知 、 思 いや り は 、 血 と 涙 を ささ げ る 。 

知 自体 、 思 いや り 自 体 が 、 力 、 徳 、 善 行 で ある 。 

知 、 思 いや り は 、 力 、 徳 、 善 行 に よる ( 神 か ら の ) 報 いで ある 。 

あき ら め に お ける 力 、 従 順に お ける 確信 、 慈 し み に お ける 喜び 、 死 の 中 の 命 で ある 、 
知 、 思 いや り を た た える ! 

敬礼 と 栄光 を 知 、 思 いや り に ! 

も し 人 、 人 の 知性 が ラン プ で ある な ら ば 、 知 、 思 いや り は ラン プ の 火 で ある 。 

も し 人 の 知性 が 権利 で ある な ら ば 、 知 、 思 いや り は 義務 で ある 。 


も し 人 の 知性 が 気 高 さ で ある な ら ば 、 知 、 思 いや り は 幸福 で ある 。 

思い や り よ 。 

思い や り の 神秘 に は 、 自 信 と 謙虚 が 満ち て いる 。 

神聖 な 思い や り よ 、 隠 され た 思い や り よ 、 思 いや り は 神 の 様 に (人 に は 理解 不能 
な ) 不 条 理 で あり 無 上 で ある 。 

思い や り で ある 「 思 慮 」 で ある 、 テ ィ タ ー ン 神族 の クロ ノ ス 、「 時 」 は 、 諸 手 で ウラ ノ ス 、 
天 を と ら え 、 ウ ラノ ス 、 天 を ガイ ア 、 地 に 押し つけ た 。 

思い や り は 、 キ リス ト 教 の 未亡人 の 、 言 い 表 せな い 最 終 的 な 秘密 で ある 。 

思い や り は 、 永 遠 の 物 で ある 。 

思い や り は 、 無 限 の 物 で ある 。 

思い や り は 、 諸 世界 を 創造 する に 足り る 概念 で ある 。 

思い や り よ ! 思い や り よ ! 祝福 と 栄光 を 思い や り に ! 

栄光 を 知 に ! 

知 は 、 真 理 を 視 る 力 が 弱い 人 の 目障り に 成ら な い 様 に 、 知 自身 を ヴェ ー ル で 牧 
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栄光 を 、 権 利 自身 の 全て を 義務 に 変え る 権利 、 献 身 に 成る 権利 に ! 

栄光 を 、 思 いや られ な く て も 思い や り に 燃え 上 が る 未亡人 の 様 な 人 に ! 

栄光 を 、 苦 し む が 他 者 を 苦し め な い 人 に ! 

栄光 を 、 感 謝 を 未だ 知ら な い 人 を 許す 人 に ! 

近 光 を 、( 正 し い 人 で あれ ば 、) 敵 で も 愛す る 人 に ! 

清貧 を 自ら 進ん で 選び 取っ た 人 、 こ の 世 の 津 の 様 な 扱い を 受け る 貧者 に 施す た 
め に 己 を 空しく する 人 は 、 永 遠 に 、 何 者 より も 、 幸 いで ある ! 

永遠 に 自分 の 平和 を 作る 人 は 、 幸 いで ある ! 

他人 より も 自分 を 優れ て いる と は 決し て 思考 し な い 純 粋 な 心 の 人 は 、 幸 いで ある ! 


思い や り は 、 私 の 母 で ある ! 

思い や り は 、 神 の 娘 で あり 、 聖 母 マ リア で ある ! 

罪 無く 処女 懐胎 し た 思い や り は 、 普 遍 の 教会 で あり 、 聖 母 マ リア で ある ! 

思い や り を 知っ て 理解 する た め に 大 胆 に 全て を 賭け た 人 は 、 幸 いで ある ! 

思い や り を 愛す る た め に 、 思 いや り の 役に立つ た め に 、 更 な る 全て の 苦し み を 沈 
悟 し た 人 は 、 幸 いで ある ! 
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数 18 


数 18 は 、 宗 教 の 教義 の 数 で ある 。 

宗教 の 教義 は 、 全 て の 詩 で あり 、 全 て の 神秘 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 27 章 51 節 に は 、 救 い 主 イ エス (の 肉体 ) が 死ん だ 時 に 、 神 殿 の 
ヴェ ー ル が 克 か れ た 、 と 記さ れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 救 い 主 イエ ス ( の 肉体 ) の 死 は 、 献 身 の 勝利 、 思 いや り に よる 奇跡 的 な 行 
動 、 人 の 中 の 「 神 の 力 」、 神 の 人 性 、 人 の 神 性 、 無 上 の 秘密 、 全 て の 秘伝 伝授 の 最終 
的 な 言葉 を 表す 。 

た だ し 、 救 い 主 イエ ス は 、 人 が 最初 は イエ ス の 言葉 を 理解 で き な い 、 と 知っ て いた 。 

その た め 、 ヨ ハネ に よる 福音 16 章 12 節 で 、 イ エス は 、「 あ な た 達 (、 使 徒 ) は 今 は 、 
それ (、 私 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 教え の 全て の 光 ) に 耐え る 事 が で き な い 。 し か し 、 真 
理 の 霊 が (あら われ て 、) 来 る 時 、 真 理 の 霊 が 全て の 真理 を あな た 達 (、 使 徒 ) に 教え る 
(。 真 理 の 報 は 私 イエ ス の 言葉 の 意味 を あな た 達 、 使 徒 に 理解 させ る )」 と 話し て いる 。 

ヨハ ネ に よる 福音 16 章 12 節 の 「 真 理 の 霊 」 と は 、「 知 の 精神 」、「『 神 の 知 』 の 神 
の 聖霊 」、「『 神 の 力 』 の 神 の 聖霊 」、「 助 言 の 神 の 聖霊 」 で ある 。 

( 
コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 『 キ リス ト は 神 の 力 で あり 神 の 知 で ある 」 
マタ イ に よる 福音 10 章 19 節 か ら 20 節 「 何 を どう 言う か 心配 する な か れ 。 言 うべ き 
時 に 、 言 うべ き 事 は 神 の 聖霊 に よっ て 与え られ る 。 言 うべ き 事 は 、 あ な た が 言っ て い 


る の で は な く 、 父 で ある 神 の 聖霊 が 言っ て いる の で ある 」 


) 

1845 年 12 月 12 日 に 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 で 、 ヨ ハネ に よる 福音 16 章 12 節 
の 「 真 理 の 霊 」 は 、4 つの 信条 を 人 に 布告 させ て 、「 真 理 の 霊 」 自 身 で ある 「 知 の 精 
神 」 を 粛々 と 表し た 。 


(⑪) 

信心 が 人 の 理性 より 優れ て いる 場合 は 、 人 の 理性 は 信心 か ら の 霊感 を 認め る ベ 
き で ある 。 

(2) 

信心 と 知 に は 各々 独立 し た 別 の 領域 が 有る 。 

その た め 、 信 心 と 知 で 、 一 方 が 他方 の 役割 を 侵害 する べき で は な い 。 

(3) 

人 の 理性 を 弱め る の で は な く 、 逆 に 、 人 の 理性 を 強め て 成長 させ る 事 は 、 信 心 と 
神 の 思い や り に と っ て 、 適 正 で ある 。 

(④) 

信心 に よる 決定 を 調べ る の で は な く 、 信 心 に よる 決定 の 根拠 の うち 、 自 然 な 論理 
的 な 根拠 を 調べ る 、 人 の 理性 の 、 信 心 へ の 合流 は 、 信 心 を 損なわ ず 、 信 心 を 害さ ず 、 
信心 を 助け る 役に立つ 事 ば か り で ある 。 

言い 換え る と 、 信 心 の 原理 に お いて 完全 に 論理 的 な 信心 は 、 信 心 に よる 決定 の 根 
拠 の うち 、 自 然 な 論理 的 な 根拠 を 、 人 が 論理 的 に 真剣 に 調べ る 事 を 、 恐 れる べき で 
は な く 、 逆 に 、 望 むべ き で ある 。 


前 記 の 様 に 、1845 年 12 月 12 日 に 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 は 、4 つの 信条 の 布 
告 を し て 、 完 全 な 宗教 改革 を 成就 し た 。 


前 記 の 様 に 、1845 年 12 月 12 日 に 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 は 、4 つの 信条 の 布 
告 を し て 、 地 上 に お ける 神 の 聖霊 の 統治 を 開始 させ た 。 
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数 19 


数 19 は 、 光 の 数 で ある 。 

数 19 は 、 神 に つい て の 真正 な 概念 が 証明 し た 、 神 の 存在 で ある 。 

人 は 、「 神 、 存 在 と は 、 永 遠 に 死ん だ 形 や 永遠 に 死体 の 様 な 形 を 機械 的 な 運動 に 
よっ て 動か す 、 万 物 の 墓 で ある 」 と 誤っ て 必ず 話す か 、「 存 在 で ある 神 と は 、 知 と 思い 
や り の 絶対 の 原理 で ある 」 と 必ず 認め る 。 

神 、 普 遍 の 光 は 、 死 ん で いる の か ? いい え ! 

普遍 の 光 で ある 神 は 、 生 き て いる の か ? 普遍 の 光 で ある 神 は 、 生 き て いる ! 

存在 、 神 は 、 運 命 と し て 、 減 びる 作品 と し て 、 人 を ささ げ る と 故 っ て いる の か ? い 
いえ ! 

存在 で ある 神 は 、 神 意 に よっ て 、 人 を 不死 の (正しい 心 の ) 誕 生 に 導い て いる の か ? 
存在 で ある 神 は 、 神 意 に よっ て 、 人 を 不死 の (正しい 心 の ) 誕 生 に 導い て いる ! 

も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、 知 的 存在 で ある 人 は 虚偽 に 過ぎ な い 事 に 成っ て 
し まう 。 

な ぜ な ら 、 も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、「 知 的 存在 で ある 人 は 絶対 者 で ある 
神 に 成 れ な い 」 事 に 成る し 、「 知 的 存在 で ある 人 は 絶対 な 者 に 成 れ な い 」 事 に 成る し 、 
「 知 的 存在 は 絶対 的 な 者 で は な い 」 事 に 成る し 、「 知 的 存在 で ある 人 の 究極 の 理想 
で ある 神 は 虚偽 で ある 」 事 に 成っ て し まう 。 

「 神 無し で は 、 存 在 と は 、( 絶 対 性 が 無い た め 、) 無 価値 で ある 事 を 認め た 無 価 値 で 
ある 」 事 に 成っ て し まう 。 


「 神 無し で は 、 命 と は 、 変 装 し た 死 で ある 」 事 に 成っ て し まう 。 

「 神 無し で は 、 光 と は 、 永 遠 に 、 夢 幻 に よっ て 、 だ まさ れ て いる 夜 で ある 」 事 に 成っ て 
し まう 。 

第 一 に 、 絶 対 に 信じ る 必要 が 有る 事 と は 、「 存 在 は 存在 する 」 事 、「 神 は 存在 する 」 
事 で ある 。 


「 存 在 は 存在 する 」 
「 神 は 存在 する 」 


「 神 は 存在 の 中 の 存在 で ある 」 
「 神 は 本 物 の 存在 で ある 」 
「 神 は 幻 で は な い 存 在 で ある 」 


「 神 は 存在 の 実体 で ある 」 


存在 で ある 神 は 、 知 的 に 生き て いる 。 

絶対 の 存在 の 生き て いる 知 が 、 神 で ある 。 

神 で ある 光 は 、 現 実に 存在 し て 、 命 を 与え て いる 。 

全て の 光 の 現実 の 実在 の 実体 が 神 で ある 。 

全て の 光 の 命 が 神 で ある 。 

全て の 光 に よる 命 が 神 で ある 。 

普遍 の 論理 に よる 言葉 は 、 神 の 存在 の 育 定 と 成り 、 神 の 存在 の 否定 に は 成ら な 
い 。 


物理 的 な 光 は 思考 の 道具 で し か な い 、 と 見 な い 人 は 何と 盲目 で あろ う ! 


物理 的 な 電磁 気 は 思考 の 道具 で し か な い 、 と 見 な い 人 は 何と 盲目 で あろ う ! 

思考 だ けが 、 光 を 実現 し て 、 思 考 す る 者 の 目的 の た め に 、 思 考 を 利用 し て 、 思 考 を 
創造 する 。 

無神論 の 誤っ た 育 定 は 、 永 遠 の 夜 の 考え と 成る 。 

神 の 育 定 は 、 光 の 教え と 成る ! 


神 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イ 文 字 に は 22 文字 ある が 、 数 19 まで で 、 エ リフ ァ 
ス レヴ ィ は 数 の 意味 の 説明 を 止め る 。 

数 1 か ら 数 19 まで の 数 の 意味 は 、 隠 され た 神学 の 鍵 と 成る 。 

数 20 か ら 数 21 まで の 数 の 意味 は 、 自 然 の 鍵 と 成る 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 自 然 の 鍵 に つい て の 話 に 、 
話 を 戻す つも り で ある 。 
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へ ブラ イ 人 の 典礼 の 見 事 な 聖 歌 「Kether-Malkuth( 王 冠 )」 を 引用 し て 、 神 に つ 
いて の 話 を 要約 し よう 。 

後記 は 、11 世紀 の スペ イン の 神秘 の アラ ビア 語 の 詩人 アヴィ ケ ブ ロ ン 、 ソ ロモ ン 
ベン イェ フ ダ ー イブ ン ガ ビ ー ロ ー ル に よる カバ ラ の 詩 「Kether-Malkuth( 王 冠 )」 


の 1 ペー ジ で ある 。 


「 神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 
数 1 は 、 全 て の 数 の 根源 で ある 。 
数 1 の 、 存 在 性 は 、 全 て の 建物 の 基礎 で ある 。 


神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 の 神秘 に お いて 、 人 の 中 で 最高 の 、 賢 者 達 で すら 途方 に く 
れる 。 

な ぜ な ら 、 賢 者 達 で すら 、 数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 の 神秘 を (完全 に は ) 知 ら な い 。 


神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 は 、( 月 の 外見 の 様 に は ) 満 ち 欠 けし な い 。 
( 

真 の 存在 性 は 、 神 以外 は さわ れ な いし 、 減 衰 で き な い 。 

真 の 存在 性 は 、 月 の 様 に 遠く に ある 。 

) 


数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 は 、 い か な る 変化 も 受け つけ な い 。 
( 真 の 存在 性 は 、 不 変 で ある 。) 


神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

けれ ども 、 数 1 の 存在 性 は 、 数 学 の 数 値 1 で は な い 。 

(数 1 の 存在 性 は 、 数 学 の 数 値 1 と は 異な り 、 無 く て 成 っ た り し な い 。) 

な ぜ な ら 、 数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 は 、 増 加 、 変 化 、 形 成 を 受け つけ な い 。 
( 真 の 存在 性 は 、 神 以外 は さわ れ な い 。) 


神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

人 で ある 私 の 想像 力 で は 、 数 1 の 存在 性 を 特定 で き な い し 、 数 1 の 存在 性 を 定義 で 
さ な い 。 

その た め 、 私 は 、 間 違っ た 事 を 話す 罪 を 犯さ な い 様 に 、 神 、 数 1、 存 在 性 、 単 一 性 に つ 
いて の 話し 方 に 注意 する つも り で ある 。 


実に 、 神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 
神 の 超越 性 、 真 の 存在 性 の 超越 性 は 、 只 落 が 不可 能 な ほど 気高く 、 落 下 が 不 可能 
な ほど 高く 、 存 在 する の を や め る 事 が 可能 な 『 こ の 世 』 の も の と は 全く 類似 点 が 無い 。 


神 は 、 存 在 する 者 で ある 。 

それ に も か か わら ず 、 人 の 理解 力 や 知見 は 、 神 の 存在 性 に (完全 に は ) 到 達 で きず 、 
どこ に 神 は 存在 する の か 、 ど の よう に 神 は 存在 する の か 、 な ぜ 神 は 存在 する の か 、 突 
さき 止 め る 事 は 不可 能 で ある 。 


神 は 、 存 在 す る 者 で ある 。 
神 は 、 神 の 中 に し か 、 存 在 し な い 。 
な ぜ な ら 、 神 の 外 で 、 存 在 で きる も の は 無い 。 


神 は 、 存 在 する 者 で ある 。 

神 は 、 こ の 世 の 『 時 』 の 前 か ら 存 在 し て いる 。 

( 神 が 、 こ の 世 の 『 時 』 を 創造 し た 。) 

神 は 、 こ の 世 の 空 間 を 超越 し て 存在 し て いる 。 

(この 世 の 空 間 の 全て を 科学 で 探索 し て も 神 は 見 つか ら な い 。) 


実に 、 神 は 、 存 在 する 者 で ある 。 
人 が 神 の 存在 を 発見 する の は 不可 能 な ほど 、 人 が 神 の 存在 の 神秘 を 見 通す の は 不 
可能 な ほど 、 神 の 存在 は 隠さ れ て いる し 、 神 の 存在 性 は 深い 。 


神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 
し か し 、 神 は 、 一 定時 間 し か 生き られ な い 者 で は な いし 、 既 知 の 『 こ の 世 』 の 『 時 』 に 
よっ て 生き て いる 者 で は な い 。 


神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 

し か し 、 神 は 、 人 の 精神 に よっ て 生き て いる 者 で は な いし 、 人 に よっ て 生き て いる 者 で 
は な い 。 

( 神 は 神 だ け で 生き て いる 。) 

な ぜ な ら 、 神 は 、 全 て の 人 に 命 を 与え て いる 者 で ある 。 


神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 

し か し 、 神 の 生 は 、 人 生 と 類似 点 が 無い 。 

人 生 は 、 一 息 の 様 な 供 い 物 で ある 。 

人 生 、 人 の 命 、 人 の 肉体 は 、 昌 ( や 明 に 例え られ る 星 の 光 ) の 糧 と 成っ て 、 終 わっ て し 
まう 。 


神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 
神 の 神秘 に 到達 で きた 人 は 、 永 遠 の 喜 び を 楽し み 、 永 遠 に ( 魂 が ) 生 きら れる 。 


神 は 偉大 で ある 。 
神 の 偉大 さ の 前 で は 、 他 の 全て の 偉大 さ は 頭 を 下げ 、 最 優秀 な 全て の も の は 不 完 
全 と 成る 。 


全て の 想像 を 超越 し て 、 神 は 偉大 で ある 。 
神 は 、 天 の 全て の 位階 を 超越 し て いる 。 


全て の 偉大 さ を 超越 し て 、 神 は 偉大 で ある 。 
神 は 、 全 て の 称 葵 を 超越 し て いる 。 


神 は 、 強 い 。 
被 造物 で 神 の 行為 を 行え る 者 は いな いし 、 被 造物 の 力 は 神 の 力 に 及ば な い 。 


神 は 、 強 い 。 
不変 の 減衰 し な い 無 敵 の 強 さ は 、 神 の 物 で ある 。 


神 は 、 強 い 。 
神 は 、 思 いや り 深 さ に よっ て 、 燃 える 様 に 最も 激しく 怒っ て いる 時 で も 、 許 す 。 
神 は 、 罪 人 に 我慢 強く 接する 姿勢 を 見 せ た 。 


神 は 、 強 い 。 
神 の 思い や り は 、『 最 初 』 か ら 全 て の 時 代 に 存在 し て いて 、 全 て の 被 造物 の 上 に 降り 


注い で いる 。 


神 は 、 永 遠 の 、 光 で ある 。 
清らか な 人 は 、 神 を 見 る 。 
罪 と いう 雲 は 、 神 と いう 光 を 罪人 の 目 か ら 隠 す 。 


神 は 、 光 で ある 。 
神 と いう 光 は 、 こ の 世 で は 隠さ れ て いる が 、 他 の 諸 世 界 で は 目 に 見 える 。 
他 の 諸 世 界 で は 、 神 は 、 主 で ある 神 の 栄光 を 表し て いる 。 


神 は 、 王 で ある 。 
神 を 見 る 事 を 望む 理解 力 と いう 目 は 、 視 力 が 、 神 の 一 部 に し か 到達 で きず 、 神 の 全 
体 に 到達 で き な い の で 、 全 く 、 驚 か され る 。 


神 は 、 神 の 中 の 神 、 本 物 の 神 、 幻 で は な い 神 で ある 。 
全て の 被 造物 は 、 神 が 幻 で は な い 事 の 証拠 で ある 。 
神 と いう 大 いな る 名 前 を 明 散 し て 、 全 て の 被 造物 は 全て の 明 散 を 神 の 概念 に 感じ る 。 


神 は 、 神 で ある 。 

全て の 被 造物 は 、 神 の 下僕 で あり 、 神 の 信者 で ある 。 

人 は 、 他 の 神々 、 人 が ね つ 造 し た 偽 の 神々 を 敬礼 し て こし まう 。 け れ ど も 、 真 の 神 の 栄 
光 は 、 曇 ら な い 。 


な ぜ な ら 、 偽 の 神々 を 散 礼 し て し まっ て いる 人 の 思い は 、 真 の 神 の 概念 に 向かっ て い 


る 。 
偽 の 神々 を 散 礼 し て し まっ て いる 人 は 、 正 道 を 辿 ろ うと 望む が 、 道 を 外れ て し まう 、 盲 
人 に 似 て いる 。 


ある 盲人 は 穴 に 基 ち 、 他 の 宜 人 は 溝 に 堕ち る 。 

盲人 の 様 な 人 は 、 全 て 、 自 分 の 望み の 場所 に 来 た と 思い 込ん で し まう 。 

けれ ども 、 盲 人 の 様 な 人 は 、 無 駄 に 疲れ た だ け に 過ぎ な い 。 

し か し 、 神 の 下僕 は 、 正 道 を 進む 、 先 見 の 明 が ある 人 に 似 て いる 。 

神 の 下僕 は 、( 神 の 王国 の ) 王 宮 の 法廷 に 入る まで 、 右 手 に も 左手 に も 正道 を 外れ な 


い 。 


神 は 、 神 で ある 。 
神 は 、 神 性 に よっ て 、 全 て の 被 造物 を 支え て いる 。 
神 は 、 単 一 性 に よっ て 、 全 て の 被 造物 を 悟ら せる 。 


神 は 、 神 で ある 。 

神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 の 間 に 相 違 は 無い 。 

な ぜ な ら 、 神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 は 、 全 て 1 つ で あり 、 
同一 の 神秘 で ある 。 


神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 は 、 名 称 は 異な る が 、 全 て 、 同 一 
の 真理 に 帰す 。 

神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 は 、 名 称 は 異な る が 、 全 て 、 同 一 
の 真理 が 源 で ある 。 


神 は 、 知 者 で ある 。 
神 が 、 命 の 源 で ある 知 を も た ら す 。 
神 の 知 と 比べ る と 、 人 で ある 賢者 は 全て 愚者 と 成る 。 


神 は 、 知 者 で ある 。 
神 は 、 古 い 者 の 中 の 古い 者 、 最 も 古い 者 で ある 。 
常に 、 神 は 、 知 と いう 魂 の 糧 を 与え て いる 。 


神 は 、 知 者 で ある 。 
神 は 、 神 の 知 を 、 神 以外 の 何 も の か ら も 学ば な か っ た 。 


神 は 、 知 者 で ある 。 

約束 の 日 に 、 職 人 や 建設 者 の 様 に 、 神 は 、 無 か ら 存在 を 引き 出す た め に 、 無 か ら 人 
を 引き 出す た め に 、 神 の 知 か ら 神 意 を 取り 出す 。 

神 の 目 か ら 降 り 注ぐ 光 が 、 道 具 無 し で 、 光 の 中 心から 引き 出さ れる 、 様 に 。 

神意 は 、 え ぐり 、 設 計 し 、 清 め 、 形 成 し た 。 

神意 は 、 無 に 明らか に 表れ る 様 に 命令 し た 。 

神意 は 、 存 在 に 沈黙 する 様 に 命令 し た 。 

神意 は 、 人 に 沈黙 する 様 に 命令 し た 。 


神意 は 、 こ の 世に 広がる 様 に 命令 し た 。 
神意 は 、 諸 々 の 天 を 覆っ た 。 
神意 は 、 神 意 の 力 に よっ て 、 諸 々 の 、 天 球 と いう 幕 屋 を 集め た 。 
神意 は 、 神 意 の 力 に よる 東 縛 に よっ て 、 こ の 世 の 諸 々 の 被 造物 の 障壁 を 抑制 し た 。 
神意 は 、 神 意 の 力 に よっ て 被 造物 の 障壁 の 縁 に 干渉 し て 、 上 の も の を 過去 の 下 の も 
の に 結び つけ た 」 

(「 ヨ ム キ プ ル の 日 の 祈り 」) 


つり 合う 唯一 の 詩歌 と いう 形 、 ま た は 、 心 へ の 霊感 を 形 に し た 物 を 、「Kether- 
Malkuth( 王 冠 )」 の 中 の 、 大 胆 な カバ ラ 的 な 考察 に も た らし た 。 

(カト リッ ク の 真 の ) 信 者 に は 、 聖 書 の 諸 象 徴 の 新しい 解説 で ある 「Kether- 
Malkuth( 王 冠 )」 に 含ま れ て いる 、 論 理 的 な 仮説 は 不要 で あろ う 。 

し か し 、18 世紀 の 聖書 へ の 批判 に よる 不信 に 苦し ん で いる 真剣 な 人 は 、 
「Kether-Malkuth( 王 冠 )」 を 読ん で 、「 信 心 が 無 い 人 の 理性 で さえ 、『 つ まず き の 
石 』 以 外 の 何 も の か を 聖書 に 見 つけ る 事 が で きる 」 と 理解 する で あろ う 。 

た と え 、 聖 書 を 覆い 隠し て いる ヴェ ー ル が 大 き な 影 を 投じ て も 、 聖 書 を 覆い 隠し て 
いる ヴェ ー ル が 投じ る 影 は 、 光 の 相互 作用 に よっ て 、 不 思 議 な くら い 設 計 さ れ て いる 
の で 、 神 の 概念 の 唯一 の 理解 可能 な 象徴 と 成る 。 

神 の 概念 は 、 無 限 と し て は 理解 不可 能 で あり 、 神 秘 の 実体 と し て は 絶対 に 必要 で 
ある ! 
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ヨハ ネ の 黙示 録 に よっ て 描い た 大 いな る pantacle 


第 2 の 問題 の 解決 


議論 の 余地 が 無い 様 に 、 真 の 宗教 の 存在 を 確証 する 事 


真 の 宗教 


思い や り の 様 に 、 宗 教 は 、 人 性 の 中 に 存在 する 。 

思い や り の 様 に 、 宗 教 は 、 唯 一 で ある 。 

思い や り の 様 に 、 宗 教 は 、 正 し い 人 の 魂 に は 存在 し 、 悪 人 の 魂 に は 存在 し な い 。 

し か し 、 人 が 、 宗 教 を 受け 入れ よう と 、 宗 教 を 拒絶 し よう と 、 宗 教 は 、 人 性 の 中 に 存 
在 する 。 

その た め 、 宗 教 は 、 命 の 中 に 存在 する 。 

宗教 は 、 自 然 の 中 に 存在 する 。 

宗教 は 、 議 論 の 余地 が 無い 、 科 学 的 事実 で ある 。 

宗教 は 、 議 論 の 余地 が 無い 、 論 理 的 事実 で すら ある 。 

真 の 宗教 は 、 過 去 、 常 に 存在 し て いた 物 、 現 在 、 存 在 し て いる 物 、 未 来 永 克 、 存 在 
する 物 で ある 。 

誰か が 、「 宗 教 と は 、 あ れこ れ で ある 」 と 言う か も し れ な い が 、 宗 教 と は 、 存 在 する 
通り の 物 で ある 。 

存在 する 通り の 物 が 、 真 の 宗教 で ある ! 


偽 の 宗教 は 、 真 の 宗教 を 模 僚 し た 迷信 、 真 の 宗教 か ら 盗 用 し た 迷信 、 真 の 宗教 の 
虚偽 の 影 で ある ! 

真 の 美術 に つい て 言え る 事 が 、 真 の 宗教 に つい て も 言え る 。 

描画 や 彫刻 で の 上 厳し い 試 み は 、 無 知 か ら 真理 へ 到達 する た め の 試み で ある 。 

美術 は 、 自 身 だ け で 自分 の 力 を 示し 、 自 身 の 輝 さ で 輝き 、 美 の 様 に 唯一 で あり 永 
遠 で ある 。 

真 の 宗教 は 美しい 。 

美 と いう 神 性 に よっ て 、 真 の 宗教 は 、 知 と 学問 が 真 の 宗教 を 明 散 する 事 を 課 し 、 論 
理 と 人 の 理性 に よる 真 の 宗教 へ の 承認 を 獲得 で きる 。 

知 は 、 真 の 宗教 に と っ て は 真理 で ある 教え の 仮定 を あえ て 青 定 も 否定 も し な い 。 

た だ し 、 知 は 、 間 違え 様 の 無い 性 質 に よっ て 、 真 の 宗教 を 必ず 認め る 。 

言い 換え る と 、 知 は 、 真 の 宗教 が 人 の 魂 の 大 いな る 普遍 の 向上 と 一 致す る 性 質 を 
全て 統一 し て いる の で 、 真 の 宗教 だ けが 「 宗 教 」 と いう 名 前 に 値する 事 を 必ず 認め る 。 

全て の 者 に と っ て 最も 明らか に 神聖 な 唯一 の 物 が 、 世 界 に あら われ て いる 。 

世界 に あら われ て いる 、 全 て の 者 に と っ て 最も 明らか に 神聖 な 唯一 の 物 と は 、 思 
いや り で ある 。 

真 の 宗教 の 務め と は 、 思 いや り の 精神 を 引き 起こ し 、 保 護 し 、 他 へ 広げ る 事 で ある 
べき で ある 。 

思い や り の 精神 を 引き 起こ し 、 保 護 し 、 他 へ 広げ る と いう 目的 を 達成 する に は 、 真 
の 宗教 は 自ら 、 思 いや り の 全て の 特徴 を 所 有する 必要 が 有る 。 

真 の 宗教 が 思い や り を 体現 すれ ば 、 人 は 、「 組 織 的 な 思い や り 」、「 思 いや り の 組 
織 」、「 思 いや り に よる 相互 扶助 組織 」 と いう 名 前 を 真 の 宗教 に 与え て 、 真 の 宗教 を 
満足 に 定義 で きる 。 

さて 、 思 いや り の 特徴 と は 何で あろ うか ? 


コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 4 節 か ら 7 節 で 、 使 徒 パ ウロ が 、 思 いや り の 特 
徴 を 人 に 教え て くれ る で あろ う 。 


「 慈 愛 は 忍耐 強い 」 
「 愛 は 忍耐 強い 」 


神 の 様 に 、 思 いや り は 、 忍 耐 強い 。 

な ぜ な ら 、 神 が 永遠 で ある 様 に 、 思 いや り は 永遠 で ある 。 

思い や り が 有る 者 は 、 人 迫害 を 忍耐 し 、 他 者 を 迫害 し な い 。 

思い や り が 有る 者 は 、 親 切 で あり 、 愛 情 を 表し 、 幼 子 と いっ た 「 小 さい 者 」 を 呼び 寄 
せ 、 大 いな る 者 を 追い 払わ な い 。 

思い や り が 有る 者 は 、 始 し な い 。 

誰 に 、 何 に つい て 、 思 いや り が 有る 者 が 災 始 する と いう の か ? いい え ! 思い や 
り が 有る 者 は 、 災 始 し な い ! 

他 の も の が 持っ て いる より も 、 思 いや り に は 、 奪 われ る 事 が 無い 、 よ り 良 い ( 神 か ら 
の ) 分 け 前 が 無い か ? は い ! 他 の も の が 持っ て いる より も 、 思 いや り に は 、 奪 われ 
る 事 が 無い 、 よ り 良 い ( 神 か ら の ) 分 け 前 が 有る ! 

思い や り が 有る 者 は 、 言 い 争 い を 好ま ず 、 陰 謀 を 企 まな い 。 

思い や り が 有る 者 に は 、 僚 慢 、 野 心 、 利 己 心 、 怒 り が 無い 。 

思い や り は 、 悪 い 事 を 考え ず 、 不 正 に 勝利 し な い 。 

実に 、 全 て の 者 は 、 思 いや り に よる 喜び に 理解 を 示す 。 

思い や り は 、 常 に 悪 は 許さ な い が 、 全 て の も の を 忍耐 する 。 

思い や り は 、 全 て の 者 を 信じ る 。 


思い や り に よる 真 の 宗教 は 、 簡 潔 で あり 、 従 順 で あり 、 位 階 制 で あり 、 普 遍 で ある 。 

思い や り は 、 全 て の も の を 支え 、 思 いや り が 先 に 負わ な い 重 荷 を 他 者 に 負わ せな 
い 。 

大 いな る 思索 家 と 疾 教 者 に よる 真 の 宗教 は 、 忍 耐 強い 。 

イエ ス キリ スト と 12 使徒 の 様 に 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル の 様 に 、 フ ラン ソ ワ フェ ヌ ロ 
ン の 様 に 、 真 の 宗教 は 、 思 いや り 深 い 。 

真 の 宗教 と は 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 地 の 位階 や 物 に 退 如 し な い 。 

真 の 宗教 は 、「 荒 野 の 教父 」 の 宗教 、 フ アッシ ジ どの フラ ンチ ェ ス コ の 宗教 、 ケ ルン の ブ 
ルー ノ の 宗教 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル の 「 愛 徳 姉妹 会 」 の 宗教 、「 聖 ヨハ ネ 病 院 修道 
会 」 の 宗教 で ある 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 言 い 争 い を 好ま ず 、 陰 謀 を 企 ま な い 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 祈 り 、 善 行 を し 、 待 機 す る 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 謙 虚 で ある 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 感 じ の 良い 者 で ある 。 

真 の 宗教 は 、 献 身 と 自己 層 御 だ け を 鼓舞 する 。 

要約 する と 、 真 の 宗教 に は 、 思 いや り の 全て の 特徴 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 真 の 宗教 と は 、 思 いや り 、 そ の 物 で ある 。 

逆 に 、 人 は 、 忍 耐 が 無く て 怒り 易く 、 人 迫害 者 で あり 、 如 深く 、 残 酷 で あり 、 野 心 に 
燃え 、 不 公正 で ある 。 

人 は 、 中 傷 に 成功 し た 真 の 宗教 の 名 前 、 命 を も た ら す 気 が 無い 真 の 宗教 の 名 前 
に お いて すら 、 自 身 が 忍耐 が 無く て 怒り 易く 、 人 迫害 者 で あり 、 如 深く 、 残 酷 で あり 、 
野心 に 燃え 、 不 公正 で ある と 示す 。 

人 は 減 ぶ が 、 真 理 は 永遠 で ある 。 


思い や り は 思い や り の 娘 と し て 真 の 宗教 を も た らし 、 真 の 宗教 は 思い や り の 更 な 
る 創造 主として 思い や り を 更に も た ら す 。 

本 質 的 に 、 真 の 宗教 は 、 実 現す る 者 で ある 。 

真 の 宗教 は 、 真 の 宗教 に よる 、 思 いや り と いっ た 奇跡 を 信じ る 。 

( 他 の 奇跡 より も 、 他 人 を 思い や れる 事 は 奇跡 的 で ある 。) 

な ぜ な ら 、 毎 日 、 真 の 宗教 は 自ら 、 慈 善行 為 を 実践 し て 、 思 いや り と いっ た 奇跡 を 
成就 し て いる 。 

慈善 行為 を 実践 する 宗教 は 、 慈 善行 為 を 実践 する 宗教 が 神 の 思い や り の 全て の 
夢 を 実現 で きる と 自惚れ て も 良い 。 

さら に 、 位 階 制 の 教会 の 宗教 で ある カト リッ ク は 、 秘 跡 の 効力 に よっ て 、 神 秘 主義 
を 現実 主義 に 性 質 改善 で きる 。 

これ 以上 、 神 の 思い や り に よる 力 が 無い 象徴 、 約 束 し た 物 を 実際 に は も た ら さ な 
い 象 徴 は い 、 い ら な い ! 

真 の 宗教 は 、 命 を 全て の も の に も た ら す 。 

ある 程度 、 真 の 宗教 は 、 全 て の も の を 、 目 に 見 え 、 手 で 触れ られ る も の に する 。 

イエ ス キリ スト の 例え 話 で すら 、 体 と 魂 と 成る 。 

イエ ス キリ スト の 例え 話 は 、 血 肉 と 成る 。 

エル サレ ム で 、 人 は 、 ル カ に よる 福音 16 章 19 節 か ら 31 節 の 例え 話 の 悪い 金 持 
ちの 家 を 実際 に 見 る 事 が で きる !! 

科学 が 打ち 倒し て 信心 と いう 命 を 奪っ て し まっ た 、 精 神 を 失 く し た 形骸 化し た 古代 
の 宗教 の 象徴 は 、 エ ゼ キ エル 書 37 章 で 預言 者 エ ゼ キ エ ル が 幻視 で 見 た 、 色 を 失っ 
た 骨 が 散っ て 覆っ て いる 平野 に 似 て いる 。 

エ ゼ キ エ ル 書 37 章 9 節 で 、 救 い 主 イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 
精神 が 、 色 を 失っ た 骨 の 様 に 形骸 化し た 象徴 と いう 塵 に 息 を 吹き 込ん だ 。 


イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 が 形骸 化し た 象徴 に 息 を 吹き 込 
むと 、 死 ん だ 全て の も の は 、 命 を 再び 取り 戻し て 、 復 活 し た 。 

イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 に よっ て 復活 し た 、 現 在 、 生 き て 
いる も の は 、 過 去 、 死 体 で あっ た と 、 も う 人 が 思い 出せ な い ほ ど 現 実 的 に 命 に 満ち あ 
ぶ ふれ て いる 。 

イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 に よっ て 世界 が 復活 し た の に 、 
使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 秘 儀 祭司 の 書物 を 燃やす 
の を 止め な か っ た の に 、 な ぜ 、 象 徴 が 形骸 化し て いた と 人 は 思い 出せ る で あろ うか ? 
いい え ! イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 に よっ て 世界 が 復活 し 
た の で 、 使 徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 秘 儀 祭 司 の 書物 
を 燃やす の を 止め な か っ た の で 、 象 徴 が 形骸 化し て いた と 人 は 思い 出せ な い ! 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 魔術 の 書物 を 燃やす の を 止め な か っ 
た 使徒 パウ ロ は 、 粗 野 で あっ た か ? 

知 に 対し て 罪 を 犯し た の か ? 

いい え 。 

た だ 、 使 徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は 、 復 活 し た 魔術 の 、 過 去 の 遺物 と いう 
慣 衣 だ け を エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 燃やす の を 止め な か っ た に 過ぎ な い 。 

使徒 行 伝 19 章 19 節 の エフ ェ ソ ス の 大 衆 は 、 復 活 し た 魔術 の 、 過 去 の 死 を 忘 
で いた 。 

それ で は 、 な ぜ 、 現 代 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 真 の 宗教 の 教え ん の カバ ラ 的 な 起源 を 思 
い 出 させ よう と し て いる の か ? 

な ぜ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 聖書 の 象徴 と ヘル メス の 象徴 の つなが り を 再 確認 させ 
よう と し て いる の か ? 


使徒 行 伝 19 章 19 節 で エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 魔術 の 書物 を 燃やす の を 止め な か っ 
た 使徒 パウ ロ を 非難 する た めか ? いい え ! 真 の 宗教 で も わる カト リッ ク の 信者 に 不 
信 を 抱か せる た めか ? いい え ! 

な ぜ な ら 、 実 は 、 真 の 宗教 の 信者 に は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 は 不要 で ある 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 を 読ま な いで あろ う 。 

真 の 宗教 の 信者 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 の 内 容 の 理解 を 望ま な いで あろ う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 宗 教 に 不信 を 抱く 無数 の 大 衆 に 、 真 の 宗教 が 全て の 時 代 の 
論理 、 全 て の 賢者 の 知 と 結び つい て いる 事 を 示し た い の で ある 。 

真 の 宗教 と いう 神聖 な 権威 が 人 の 自由 意思 と 人 の 理性 を 再び 迫害 で き な い 様 
に する た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 人 の 自由 意思 に 真 の 宗教 と いう 神聖 な 権威 を 明 前 
させ た いし 、 人 の 理性 に 真 の 宗教 の 根拠 を 認め させ た い の で ある 。 


第 3 の 問題 の 解決 


唯一 の 真 の 普遍 の 宗教 の 全て の 神秘 の 意味 と 「 存 在 理由 」 を 表す 事 


神秘 の 論理 的 根拠 


宗教 と は 、 未 知 の も の へ の 向上 で ある 。 

未知 の も の へ の 向上 で ある 宗教 の 、 目 標 と は 、 絶 対 的 に 、 必 然 的 に 、 神 秘 と いう 唯 
ー の も の に 成る 。 

宗教 と いう 未知 の も の へ の 向上 を 形 に する た め に 、 宗 教 は 、 既 知 の も の の 向上 心 
と 形 を 借り る 必要 が 有る 。 

未知 の も の を 形 に する た め に 、 宗 教 は 、 既 知 の 形 に は 通常 あり 得 な い 通 例 と は 異 
な る 配置 方 法 で 既知 の 形 を 適切 に 配置 し て 、 未 知 の も の と 既知 の 形 を 1 対 1 対応 
させ て 利用 する 。 

未知 の も の を 形 に する た め に 、 既 知 の 形 に は 通常 あり 得 な い 通 例 と は 異な る 配 
置 方 法 で 既知 の 形 を 適切 に 配置 する 事 が 、 一 見 、 象 徴 は 不条理 に 見 える 、 深 い 理 由 
で ある 。 

例 を 示 そ う 。 


も し 宗教 が 「 神 は 、 人 格 で は な い 」 と 教え た ら 、 人 は 「 神 は 、 法 則 の 様 な 心 を 持た 
な い 言 葉 の 様 な 物 に 過ぎ な いか 、 良く て 、 目 に 見 えな い 機 械 の 様 な 自由 意思 の 無 
い 物 に 過ぎ な い 」 と 決め つけ る で あろ う 。 

も し 宗教 が 「 神 は 、 一 個 の 人 格 で ある 」 と 教え た ら 、 人 は 「 神 は 、 必 然 的 に 、 個 人 の 
有限 の 形 の 、 無 限 の 知 的 存在 で ある 」 と 決め つけ る で あろ う 。 

その た め 、 真 の 宗教 で ある カト リッ ク は 、 人 が 「 神 は 単 一 で ある 、 と 共に 、 神 は 多数 
で ある 」 と 考え る 様 に 表現 する た め に 、「 神 は 三位一体 の 人 格 で ある 」 と 教え る 。 


宗教 が 象徴 を この 世 の 既 知 の も の か ら 借 り て いる 限り 、 神 秘 の 象徴 は 、 象 微 と し 
て 借り て いる 既知 の も の の 知識 を 必然 的 に 思考 時 に 排除 する 。 
な ぜ な ら 、 も し 人 が 思考 時 に 象徴 と し て 借り て いる 既知 の も の を 理解 し た まま で い 
た ら 、 象 徴 は 既知 の も の を 表し て し まい 、 未 知 の も の を 表 さ な く 成 っ て し まう で あろ う 。 
も し 人 が 思考 時 に 象徴 と し て 借り て いる 既知 の も の を 理解 し た まま で いて 、 象 徴 
が 既知 の も の を 表し て し まい 、 未 知 の も の を 表 さ な いと 、 象 徴 は 知っ て いる も の と 
成っ て し まい 、 宗 教 の も の 、 信 じ る も の で は な く 成 っ て し まう で あろ う 。 

信じ る 対象 と は 、 代 数 x が 代数 学 で は 処理 で き な い 数 学 の 問題 で ある (、 と 言え 
る )。 

絶対 の 数 学 は 、 必 然 的 に 、 結 果 的 に 、 有 限 の 数 に 置換 で き な い 代数 x で 表現 し た 、 
未知 の も の の 存在 を 証明 する に 過ぎ な い 。 

現在 、 い た ずら に 、 科 学 は 、 進 歩 し て いる 。 

科学 の 進歩 は 、 無 制限 で は な く 、 常 に 、 相 対 的 に 制限 され て いる 。 

科学 は 、 有 限 の も の に よる 言葉 に よる 、 神 秘 と いっ た 無限 の も の の 完全 な 表現 を 
見 つけ られ な い 。 

神秘 と は 、 無 限 で ある 。 


信仰 告白 に お ける 言葉 を 既知 の も の の 論理 に 持ち 込む 事 は 、 信 仰 告白 に お ける 
言葉 を 宗教 か ら 引き 離し て し まう 事 に 成る 。 

確信 の 根拠 と し て 、 信 心 に は 不条理 な 部 分 が 存在 する 。 

言い 換え る と 、 確 信 の 根拠 と し て 、 信 心 に は 未知 の も の を 論理 的 に は 表現 で き な 
い 部 分 が 存在 する 。 

ユダ ヤ 教 徒 に と っ て 、 神 は 、 人 と は 隔絶 し て いる 。 

神 は 、 被 造物 の 中 に は 宿 ら な い 。 

神 は 無限 の 自我 主義 者 で ある 。 

イス ラム 教徒 に に と っ て 、 人 は 、 ム ハン マ ド と いう 権威 に 従っ て 、 神 と いう 言葉 の 前 に 
平伏 す 。 

キリ スト 教徒 に と っ て 、 神 は 、 人 に 成っ た 神 イ エス な どの 様 に 、 神 自身 を 人 の 中 に 
啓示 し て きた 。 

神 は 、 思 いや り に よっ て 、 神 自身 を 証明 し て いる 。 

神 は 、 位 階 を 形成 し て いる 秩序 の 徳 、 位 階 を 形成 し て いる 秩序 の 力 に よっ て 、 統 治 
し て いる 。 

位階 制 は 、 神 の 教え の 守護 者 で ある 。 

位階 制 へ の 明 敬 を 求め る の と 同じ 様 に 、 位 階 制 は 、 神 の 教え の 霊 と 文字 、 神 の 教 
え の 精 神 と 象徴 、 神 の 教え の 概念 と 形 へ の 胃 散 を 求め る 。 

異端 者 は 、 異 端 者 自身 の 理性 を 名 目 に 、 と 言う より は 、 異 端 者 個人 の 狂気 に より 、 
神 の 教え に 手 を つけ て し まい 、 神 の 教え に 手 を つけ て し まう と いう 行為 に よっ て 思い 
や り の 精神 を 失っ て し まい 、 異 端 者 自身 を 破門 し て し まう 。 

カト リッ ク 教 会 の 教え は 、 世 界 の 全て の 宗教 的 な 向上 を 唯一 に 統一 する の で 、「 カ 
トリ ッ ク 」 と いう 大 いな る 名 前 に 相応 し い 。 


普遍 の 神 の 教え は 、 世 界 の 全て の 宗教 的 な 向上 を 唯一 に 統一 する の で 、「 普 遍 」 
と いう 大 いな る 名 前 に 相応 し い 。 

モー セ と ムハンマド と 共に 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク は 、 神 の 唯一 性 を 認め る 。 

ゾロ アス ター、 ヘ ル メ ス 、 プ ラ ト ン と 共に 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク は 、 神 自身 の 中 に 
お ける 、 神 自身 を 再生 する 事 に よる 、 無 限 の 三位一体 を 認め る 。 

普遍 の 教会 カト リッ ク は 、 ピ タゴ ラス の 生き て いる 数 を 、 使 徒 ヨ ハネ の 唯一 の 神 の 
言葉 イエ ス と 一 致 さ せる 。 

それ ほど 、 知 や 学問 と 、 人 の 理性 は 一 致す る 。 

その た め 、 知 自身 の 目 や 学 問 自身 の 目 に は 、 人 の 理性 自身 の 目 に は 、 宗 教 の 最 
も 完全 な 教え は 、 こ の 世に 常に も た ら さ れ て いる 、 様 に 見 える 。 

それ ほど 、 知 や 学問 と 、 人 の 理性 が 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク を 認め ます 様 に 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク を 認め る 事 、 以 上 を 、 知 や 学問 と 、 人 の 
理性 に 求め な い 。 

モー セ は 、「 神 は 存在 する 。 唯 一 の 神 だ けが 存在 する 。 神 は 悪事 を 行う 人 を こら し 
め る 」 と 話し て いる 。 

イエ ス は 、「 神 は 遍 在 する 。 人 の 中 に も 神 は 存在 する 。 人 に 成っ た 神 イ エス の た め 
に 、 人 が 善行 を する 事 は 、 神 の た め に 行っ た 事 に 成る 」 と 話し て いる 。 

「 神 を 異 散 し な さい 」 と 言う の が 、 人 モー セ の 考え の 結論 で ある 。 

「 神 を 愛し な さい 」 と 言う の が 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 教え の 結論 で ある 。 

人 の 中 の 神 と いう 命 の 理想 は 、 人 に 成っ た 神 で ある 。 

人 に 成っ た 神 は 、 身 代わ り に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救い を 必然 的 に 伴う 。 

連帯 に よる 可逆 性 と いう 名 前 に お いて 、 人 に 成っ た 神 は 、 身 代わ り に よる 罪 の つぐ 


な い に よ る 救い を 行う 。 


言い 換え る と 、 思 いや り の 精神 と いう 良い 意味 で 独善 的 な 原理 に よる 、 普 遍 の 交 
流 と いう 名 前 に お いて 、 人 に 成っ た 神 は 、 身 代わ り に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救い を 
行う 。 

人 は 、 プ ロ テ ス タン ト や 民主 主義 の 結果 、 法 に よる 公正 な 独裁 の 代わ り に 、 人 に よ 
る 裁き を 利用 し て し まう 。 

言い 換え る と 、 人 は 、 プ ロ テ ス タン ト や 民主 主義 の 結果 、 暴 君 を 権力 者 の 地位 に 
置い て し まう 。 

( 真 の 自由 で は な い 、) 人 が 自由 と 呼ん で いる 物 は 、 不 法 な 権力 者 を 認め る 事 に 
成っ て し まう 。 

と 言う より は 、( 真 の 自由 で は な い 、) 人 が 自由 と 呼ん で いる 物 は 、 権 威 が 認め な い 
権力 に よる 虚構 を 認め る 事 に 成っ て し まう 。 

ジャ ン カル ヴァ ン は 、 ミ シェ ル セル ヴェ を 私 刑 で 火 刑 で 焼き 殺す 権利 を 獲得 する 
た め に 、 ロ ー マ に よる 火 刑 に 対し て 抗議 し た 。 

チャ ー ル ズ 1 世 か ら 解 放さ れ た イギリス な どの 大 衆 は クロ ムウ ェ ル の 独裁 を 経験 


する 羽目 に 成っ た 。 
ルイ 16 世 か ら 解 放さ れ た フラ ンス の 大 衆 は ロベスピエール の 「 恐 怖 政 治 」 を 経 
験 する 羽目 に 成っ た 。 


プロ テス タン ト や 民主 主義 に は 、 多 か れ 少 な か れ 、 正 続 な 法王 に 対す る 抗議 と い 
う 対立 教 旦 の 様 な 狂 愚 が 存在 する 。 

カト リッ ク 教 会 に は 、 イ エス キリ スト の 神 性 だ けが 存在 する 。 

イエ ス は 、 位 階 制 に よっ て 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 命 と 「 神 の 力 」 を カト リッ ク 教 会 
に 伝え 残し た 。 

カト リッ ク 教 会 と いう 交流 に よる 徳 、 カ トリ ッ ク 教 会 と いう 交流 に よる 力 に よっ て 、 イ 
エス の 神 性 は 、 王 者 と 祭司 だ け の 物 で ある 。 


カト リッ ク 教 会 と いう 交流 の 外 で の (カト リッ ク 教 会 か ら 分 像 し て の ) イ エス キリ スト 
の 神 性 へ の 育 定 は 、( イ エス の 精神 、 思 いや り の 精神 を 伴わ な い 、) 偶 像 崇拝 に 成っ 
で し まう 。 

な ぜ な ら 、 イ エス キリ スト は 分 像 し た 神 で は な い 。 

カト リッ ク の 真理 に と っ て 、 プ ロ テ ス タン ト の 人 数 は 重要 で は な い 。 

仮に 、 全 て の 人 が 盲目 で も 、 太 陽 の 存在 を 否定 する 理由 に 成る で あろ うか ? い 
いえ ! 全て の 人 が 盲目 で も 、 太 陽 の 存在 を 否定 する 理由 に 成ら な い ! 

人 の 理性 は 、 神 の 教え に 抗議 する 事 に よっ て 、「 人 の 理性 が 神 の 教え を 発明 し た 
わけ で は な い 」 事 を 十分 に 証明 し て いる 。 

人 の 理性 は 、 神 の 教え が も た らし た 倫理 道徳 を 敬礼 せ ざ る を 得 な い 。 

も し 、 倫 理 道 箱 が 光 で ある な ら ば 、 神 の 教え は 太陽 で ある 。 

妙 は 光 を も た ら さ な い 。 

多 神 論 と 非 論理 的 な 無知 な 一 神 論 と いう 2 つの 底無し の 淵 の 間 の 中 席 に は 、 最 
も 神聖 な 、 神 の 三位一体 の 神秘 だ けが 唯一 、 存 在 可能 で ある 。 

推測 に よる 有 神 論 と 神 人 同形 論 と いう 2 つの 底無し の 淵 の 間 の 中 証 に は 、 人 に 
成っ た 神 イ エス の 神秘 だ けが 唯一 、 存 在 可能 で ある 。 

不道徳 な 必然 性 と 、 全 て の 人 の 減 び 、 全 て の 人 の 地獄 堕ち を 定め る で あろ う 厳 し 
い 責 任 と いう 2 つの 底無し の 淵 の 間 の 中 証 に は 、 イ エス に よる 身代わり に よる 罪 の 
つぐ な い に よ る 救い の 神秘 だ けが 唯一 、 存 在 可能 で ある 。 

「 神 の 三位一体 、 人 に 成っ た 神 イ エス 、 イ エス な ど に よる 身代わり に よる 罪 の つぐ 
な い に よ る 救い 」 は 「 信 仰 、 希 望 、 愛 」 で ある 。 

神 の 三位一体 は 、 信 仰 で ある 。 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 希 望 で ある 。 

イエ ス な ど に よる 身代わり に よる 罪 の つぐない に よる 救い は 、 愛 で ある 。 


神 の 三位一体 は 、9 位階 の 位階 制 と 成る 。 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 カ トリ ッ ク 教 会 の 神聖 な 権威 と 成る 。 

身代わり に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救い は 、 唯 一 絶対 の 誤り が 無い カト リッ ク の 普 
遍 の 祭司 の 務め と 成る 。 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 不 変 の 神 の 教え を 所 有 し て いる 。 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 カ トリ ッ ク 教 会 の 性 質 に よっ て 、 倫 理 道徳 性 を 堕落 させ る 事 
が で き な い 。 

な ぜ な ら 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 、 変 革 し な いで 、 説 明 す る 。 

その た め 、 例 えば 、 無 原罪 処女 懐胎 の 教え は 、 新 し く な い 。 

無 原罪 処女 懐胎 の 教え は 、 エ フェ ソス の 公会 議 の 「( 聖 母 ) マ リア は 聖母 で ある 」 
と 定め た 教え の 中 に 含ま れ て いる 。 

「( 聖 母 ) マ リア は 聖母 で ある 」 と いう 教え は 、 人 に 成っ た 神 イ エス に つい て の カト 
リッ ク 教 会 の 教え が 厳正 に も た らし た 結果 で ある 。 

同様 に 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 、 破 門 を 宣言 する が 、 破 門 を 実行 し な い 。 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 破 門 を 宣言 で きる 。 

な ぜ な ら 、 カ トリ ッ ク 教 会 だ けが 、 単 一 性 の 守護 者 で ある 。 

使徒 ベト ロ の カト リッ ク 教 会 と いう 船 の 外 に は 、 底 無し の 淵 し か な い 。 

プロ テス タン ト は 、 船 酔い を 避け る た め に 水中 に 身 を 投じ た 人 に 似 て いる 。 

ヴォ ル テ ー ル は 「 も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、 神 を 創造 する 必要 が 有る で あ 
ろう 」 と 神 に つい て 非常 に 大 胆 に 話し た と 言わ れ て いる が 、 存 在 し な い の で あれ ば 
創造 する 必要 が 有る も の は 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 が 定め て いる カト リッ ク 教 義 で 
ある 。 

た だ し 、 も し 人 が 思い や り の 精神 を 創造 で きた の で あれ ば 、 思 いや り の 精神 の 体 
現 者 で ある 人 は 神 を 創造 し た 事 に 成る 。 


思い や り が 、 思 いや り を 発明 し た わけ で は な い 。 
思い や り は 、 思 いや り に よる 慈善 行為 で 、 思 いや り を 表す 。 


この 世 の 救 い 主 イエ ス と 共に 、 慈 善行 為 で 思い や り を 表し た 人 は 、 マ タイ に よる 福 
音 5 章 8 節 の 「 心 の 清 い 人 達 は 幸い で ある ! 


心 の 清 い 人 達 は 神 を 見 る か ら !」 と 
いう 言葉 を 叫ぶ 事 が で きる ! 


思い や り の 精神 を 理解 する 事 は 、 全 て の 神秘 を 理解 する 事 で ある 。 


第 4 の 問題 の 解決 


哲学 の 反対 を 真 の 宗教 に 役立つ 論拠 へ 変え る 事 


宗教 に 対す る 反論 に よっ て ( 逆 に ) 証 明 さ れ た 宗教 


科学 か 、 人 の 理性 か 、 他 の 宗教 の 名 前 に お いて 、 人 は 、 真 の 宗教 で ある カト リッ ク 
に 対し て 反論 する 。 


し か し 、 科 学 は 、 宗 教 が 存在 する 事実 、 宗 教 が 確立 され て いる 事実 、 宗 教 が 歴史 
の 出来 事 に 影響 を 与え た 事実 を 否定 で き な い 。 

科学 が 神 の 教え に 手 を 出す の は 禁じ られ て いる 。 

神 の 教え は 宗教 だ け の 物 で ある 。 

通常 、 科 学 は 、 宗 教 に 対し て 、 一 連 の 事実 で 理論 武装 する 。 

事実 を 評価 する の は 、 科 学 の 義務 で ある 。 

事実 、 科 学 は 事実 を 徹底 的 に 評価 する 。 

し か し 、 宗 教 は 、 科 学 よ り も 更に 精力 的 に 、 事 実 を 非難 する 。 

宗教 に よる 事実 へ の 非難 に よっ て 、 科 学 は 、 宗 教 の 正 し さ と 、 科 学 の 誤り を 認め る 
事 に 成る 。 

科学 に は 、 道 理 、 倫 理 が 欠け て いる 。 

科学 は 、 激 情 を 人 の 精神 に も た らし て し まう 不具 合 を 明らか に し て し まっ た 。 


科学 は 、 思 いや り の 精神 が 科学 を 絶え 間 無 く 矯 正 し て 導く 必要 を 認め る 事 に 成る 。 


人 の 理性 は 、 神 の 教え を 調べ て 、「 宗 教 は 不条理 で ある 」 と 知る 。 

し か し 、 仮 に 、 宗 教 が 不条理 で な けれ ば 、 人 の 理性 は 宗教 を 理解 する で あろ う 。 

そし て 、 仮 に 、 人 の 理性 が 宗教 を 理解 する と 、 も う 宗 教 は 未知 の も の の 象徴 で は な 
く 成 っ て し まう で あろ う 。 

そし て 、 宗 教 は 、 無 限 に つい て の 数 学 的 な 実証 に 成っ て し まう で あろ う 。 

そし て 、 宗 教 は 、 有 限 の 無限 、 既 知 の 未知 、 計 測 さ れ た 計り 知れ な い 物 、 言 い 表 せ 
る 言い 様 の 無い 物 に 成っ て し まう で あろ う 。 

言い 換え る と 、 神 の 教え は 、 人 の 理性 か ら 見 る と 不条理 で ある 事 を や め て 、 人 の 中 
の 信心 、 知 、 理 性 、 良 識 か ら 見 る と 最も 奇形 で 在り 得 な い 不 条 理 と 成る だ け で あろ う 。 


他 の 宗教 に よる 異議 に よる カト リッ ク 、 キ リス ト 教 へ の 反論 が 残っ て いる 。 


ユダ ヤ 教 は 、 宗 教 的 に 、 キ リス ト 教 の 前 身 で ある 。 

ユダ ヤ 教 は 、( 神 と イエ ス と 神 の 聖霊 に よる 、 神 の 三位一体 に よっ て 、) キ リス ト 教 が 
神 の 単 一 性 を 損ね た と 非難 する 。 

ユダ ヤ 教 は 、 不 変 の 永遠 の 法 、 律 法 を 変え た と 非難 する 。 

ユダ ヤ 教 は 、 創 造 主 で ある 神 の 代わ り に 、 被 造物 の 人 (に 成っ た 神 ) イ エス を 敬礼 
し て いる と 非難 する 。 

ユダ ヤ 教 か ら の キリ スト 教 へ の 激しい 非難 は 、 キ リス ト 教 に 対す る ユダ ヤ 教 に よる 
完全 に 虚偽 の 自説 に 基づい て いる 。 

キリ スト 教 の 神 は 、 モ ー セ の 神 で あり 、 唯 一 の 非 物質 的 な 無限 の 神 で あり 、 宗 教 
の 唯一 の 対象 で あり 、 常 に 同一 の 神 で ある 。 


ユダ ヤ 教 徒 の 様 に 、 キ リス ト 教 徒 は 、「 神 は 遍 在 し て いる 」 と 信じ て いる 。 

た だ し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 信じ る べき で ある 様 に 、 キ リス ト 教 徒 は 、 人 の 中 で も 、 生 き て 
いる 、 思 考 す る 、 思 いや る 神 を 信じ て いる 。 

人 と いっ た 神 の 作品 に よっ て 、 キ リス ト 教 徒 は 、 神 を 散 礼 し て いる 。 

また 、 キ リス ト 教 徒 は 、 神 の 法 、 律 法 を 変え な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 へ ブラ イ 人 へ の 十戒 は 、 キ リス ト 教 徒 の 法 で も ある 。 

神 の 法 は 不変 で ある 。 

律 法 は 不変 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 の 法 、 律 法 は 、 神 の 作品 で ある 自然 の 中 の 、 神 の 傾向 で ある 永遠 の 
原理 に 基づい て いる 。 

た だ し 、 変 化す る 人 の 欲求 が 、 宗 教 を 必要 と し て いる の で ある 。 

その た め 、 宗 教 は 、 宗 教 自 身 を 変え て 、 人 自身 に よる 変化 に 対応 する 事 に 成る 。 

「 人 の 変化 に 対応 する た め 宗 教 が 変化 する 」 と は 、「 言 葉 が 変化 する 様 に 、 宗 教 の 
意味 は 不変 で ある が 、 宗 教 の 形 は 変化 する 事 に 成る 」 事 を 意味 する 。 

宗教 と は 、 神 の 教え の 形 で ある 。 

款 教 と は 、 言 葉 で ある 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 の 言葉 、 神 の ロゴ ス ) 

も は や 諸国 民 が 言葉 、 宗 教 を 理解 し な い 時 に 、 人 は 言葉 、 宗 教 を 翻訳 する 必要 が 
有る 。 

キリ スト 教徒 は 、 モ ー セ や 預言 者 の 宗教 を 翻訳 し た が 、 破 壊し な か っ た 。 

人 と いっ た 被 造物 に よっ て 神 を 敬礼 し て いる 時 に 、 キ リス ト 教 徒 は 、 人 と いっ た 被 
造物 自体 を 神 と し て 敬礼 し て は いな い 。 

人 に 成っ た 神 イ エス キリ スト に よっ て 父 で ある 神 を 敬礼 し て いる 時 に 、 キ リス ト 教 
徒 は 神 だ け を 敬礼 し て いる 。 


た だ し 、 人 に 成っ た 神 イ エス と いう 道 を 通じ て 、 神 は 、 人 性 、 思 いや り と 結び つい て 
いる 。 

人 性 を 神聖 化し て 、 キ リス ト 教 徒 は 、 人 の 神 性 を 啓示 し て いる 。 

ユダ ヤ 教 徒 の 神 の 概念 は 非 人 間 的 で ある 。 

な ぜ な ら 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 、 人 と いっ た 神 の 作品 を 通じ て 、 神 を 理解 する 気 が 無い 。 

その た め 、 キ リス ト 教 徒 は 、 肉 だ け の へ ブラ イ 人 より も 、 霊 的 に へ ブラ イ 人 (が 象徴 
し て いる 、 正 し い 人 ) で ある 。 

キリ スト 教徒 は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と 共に 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 信じ て いる 神 を 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 
信じ て いる より も 、 よ り 善 く 信 じ て い る 。 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 キ リス ト 教 徒 が ユダ ヤ 教 徒 か ら 分 像 し た と 誤っ て 非難 し て いる 。 

し か し 、 正 反対 に 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 、 キ リス ト 教徒 か ら 分 裂 し た い 、 キ リス ト 教 徒 と 区 
別 さ れ た い 、 と 望ん で いる の で ある 。 

キリ スト 教徒 は 、 心 を 広く 開い て 、 腕 を 大 きく 開い て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 「 イ エス が 人 に 
成っ た 神 で ある 」 と 信じ る 事 を 待ち 望ん で いる 。 

ユダ ヤ 教 徒 と 同じ く 、 キ リス ト 教 徒 は 、 預 言 者 モー セ の 弟子 で ある 。 

キリ スト 教徒 は 、 ヘ へ ブライ 人 の 様 に エジプト の 奴隷 と 成る 事 を 嫌っ て 出 エ ジ プ ト し 
ES 

た だ し 、 キ リス ト 教 徒 は 、 神 の 王国 と いう 約束 の 地 に 入門 し た 。 

し か し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 、 頑 な に 荒野 に 留まっ て 、( 思 いや り が 、 心 が 、) 死 ん で いる 。 


イス ラム 教徒 は 、 イ スラ エル の 未婚 の 子 達 で ある 、 と 言う より は 、 ヤ コブ の 兄 エ サウ 
の 様 に 、 イ スラ エル の 遺産 を 相続 し て いな い 人 達 で ある 。 
イス ラム 教徒 が 信じ て いる 事 は 、 非 論理 的 で 支離滅裂 で ある 。 


な ぜ な ら 、 イ スラ ム 教 徒 は 、「 イ エス は 、 大 いな る 預言 者 で ある (と 言え る )」 と 認め 
が 、 キ リス ト 教 徒 を 不信 心 者 ども 、 異 教徒 ども 、 反 イス ラム 主義 者 ども 、 と し て 扱う 。 
イス ラム 教徒 は 、「 モ ー セ は 、 神 か ら 霊 感 を 与え られ た 」 と 認め る 。 

けれ ども 、 イ スラ ム 教 徒 は 、(「 モ ー セ は 、 神 か ら 霊 感 を 与え られ た 」 と 認め る ) ユ ダ 
ヤ 教 徒 を 同 胞 と 見 な さ な い 。 

イス ラム 教徒 は 、 盲 目 の 預 言 者 ヘム ハハ ンマ ド 、 運 命 論者 ムハンマド 、 進 歩 と 自由 へ の 
反対 者 ムハンマド を 盲目 的 に 信じ て いる 。 

それ で も 、 キ リス ト 教 徒 は 、 偶 像 崇拝 者 で あっ た アラ ブ 人 の 中 で 神 の 単 一 性 を 主 
張 し た 栄光 を ムハンマド か ら 奪 うな か れ 

イス ラム 教 の 聖書 クル アー ン に は 、「 神 の 他 に 神 は 無し 」 と いう 清らか な 崇高 な 言 
葉 が 存在 する 。 

「 神 の 他 に 神 は 無し 」 と いう 言葉 を 読め ば 、 人 は 、 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ 
ブ 人 と 共に 、「 神 の 他 に 神 は 無し し ムハンマド は 神 の 預言 者 で ある (と 言え る )」 と 言え 
る か も し れ な い 。 

天 に は 、 神 の 国 の 国民 へ の 、3 人 の 預言 者 の た め の 、3 つの 王座 が 存在 する 。 

た だ し 、 時 の 終わ り に 、 預 言 者 で ある と 言え る か も し れ な い ム ハン マ ド か ら 預 言 者 
エリ ヤ へ 交代 する で あろ う 。 

イス ラム 教徒 は 、 キ リス ト 教 徒 を 非難 する な か れ 。 

イス ラム 教徒 は 、 キ リス ト 教 徒 を 傷 辱 し て いる 。 

イス ラム 教徒 は 、 キ リス ト 教 徒 を 「 犬 」 が 語源 で ある 「giaours」、「 不 信心 者 ども 」、 

「 異 教徒 ども 」、「 反 イス ラム 主義 者 ども 」 と 呼ん で 傷 辱 し て いる 。 

キリ スト 教徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 か ら の 佑 辱 に 対し て 何 も 応え な い 。 

人 は 、 ト ルコ 人 や アラ ブ 人 と いっ た イス ラム 教徒 の 誤り を 証明 する な か れ 

人 は 、 イ スラ ム 教 徒 を 教育 し て 文明 化す る 必要 が 有る 。 


反 カ トリ ッ ク の キリ スト 教徒 が 残っ て いる 。 

言い 換え る と 、 反 カト リッ ク の キリ スト 教徒 は 、 神 の 単 一 性 と いう 結び つき を 破壊 し 
て 、 カ トリ ッ ク 教 会 の 思い や りか ら 外 れ た 者 と いう 正体 を 現し て し まっ て いる 人 達 で 
ある 。 


ロー マ の カト リッ ク 教 会 の 双子 の 兄弟 で ある 、 ギ リ シ ャ 正 教 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 か ら 
分 像 し て か ら 成 長 し て いな い 。 

ギリ シャ 正教 は 、 も は や 宗教 に 値 し な い 。 

フォ ティ オス 1 世 以 降 、 ギ リ シ ャ 正 教 は 、 雄 弁 の 霊感 を 与え られ な か っ た 。 

ギリ シャ 正教 は 、 完 全 に 俗 化し て し まっ た 。 

ギリ シャ 正教 の 聖職 者 は 、 ロ シア 皇帝 が 政策 に よっ て 管理 する 機能 で し か な く 
成ら で し まっ で いる 。 

ギリ シャ 正教 は 、 も は や ギリ シャ 正教 の 法王 が 理解 し て いな い 伝 説 と 儀式 で 飾ら 
れ た 、 初 期 キ リス ト 教 の 興味 深い ミイ ラ で ある 。 

ギリ シャ 正教 は 、 生 き て いる 教会 の 影 で ある 。 

た だ し 、 生 き て いる 教会 が 動い て いる 時 に 、 ギ リ シ ャ 正 教 は 、 立 ち 止 まっ て いる べき 
で ある と 主張 し て し まっ て いる 。 

ギリ シャ 正教 は 、 生 き て いる 教会 の 、 肥 大 化し た が 指導 者 の いな い 愚 か な 影絵 で 


し か な い 。 


プロ テス タン ト は 、 無 政府 主義 の 永遠 の 調整 者 で ある 。 
プロ テス タン ト は 、 神 の 教え を 叩き 壊し た 。 


ダナ イデ ス 姉 妹 の うち 、 意 に 反し て 結婚 させ られ た 夫 を 殺 し た 49 人 の 姉妹 が 冥 
界 で 穴 の 開い た 容器 で 水 を 流 む 天 祝 を 受け た 様 に 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 推 測 で 虚無 
を 満た そう と 常に 試み て いる 。 

プロ テス タン ト は 、 宗 教 的 な 妄想 を 編み 出し た 。 

プロ テス タン ト の 改悪 は 、 実 り が 無い 。 

プロ テス タン ト は 、 プ ロ テ ス タン ト の 役に立つ 様 に 、 既 知 よ り も 良く 知ら れ て いる 未 
知 と 呼ん で 、 未 知 を ご ま か し た 。 

プロ テス タン ト は 、 よ り 良 く 説明 され た 神秘 と 呼ん で 、 神 秘 を ご ま か し た 。 

プロ テス タン ト は 、 よ り 多 く 定 義 さ れ た 無限 、 よ り 多く 制御 され た 無限 と 呼ん で 、 無 
限 を ご ま か し た 。 

プロ テス タン ト は 、 よ り 多 く 疑 える 信心 と 呼ん で 、 信 心 を ごま か し た 。 

前 記 の 様 に し て 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 不 条 理 を 曖昧 に し た 。 

プロ テス タン ト は 、 プ ロ テ ス タン ト の 無政府 主義 の 行動 が 、 完 全 に 在り 得 な い が 、 
位 了 制 の 原理 で ある と 誤解 し て 、 思 いや り を 分 像 させ て 、 思 いや り を 像 いた 。 

プロ テス タン ト は 、( 善 行 せ ず に 、) 信 じ る だ け で 救 わ れ よ うと 望む 人 で ある 。 

な ぜ な ら 、 思 いや り を 分 裂 さ せ た プ ロ テ ス タン ト か ら 思 いや り は 逃げ 去っ て し まい 、 
も う プ ロ テ ス タン ト は 地上 で すら 思い や り を 実現 で き な い 。 

な ぜ な ら 、 プ ロ テ ス タン ト の 偽 の 秘跡 は 、 も は や 形骸 化し た ミイ ラ で し か な い 。 

プロ テス タン ト は 、 神 の 思い や り を も う 与 えら れ な い 。 

プロ テス タン ト は 、 神 を も う 見 える よう に し た り 手 で 触れ られ る よう に し た り で き な 
い 。 

要約 する と 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 も う 信 心 の 全能 の 力 の 象徴 で は な く 、 不 信 の 永遠 
の 不能 に 圧倒 され た 証拠 と 成っ て し まっ て いる 。 

その た め 、 プ ロ テ ス タン ト に よる 「 宗 教 改革 」 は 、 宗 教 自 体 に 対す る 抗議 で あっ た ! 


プロ テス タン ト は 、 罪 悪 感 の 強制 を 望む 思い や り の 無い 迫害 する 熱狂 に 対し て 折 
議 の みす る 権利 で あっ た 。 

プロ テス タン ト は 、 宗 教 に 不信 を 抱く 権利 、 他 人 より も 少な い 信 心 を 抱く 権利 や 、 
全く 信心 を 持た な い 権 利 す ら 主 張 し た 。 

プロ テス タン ト は 、 少 な い 信 心 を 抱く 権利 と いう 情け な い 特 権 の た め に 、 血 を 流し 
fe 

プロ テス タン ト は 、 少 な い 信 心 を 抱く 権利 を 勝ち 取っ て 所 有 し て いる 。 

し か し 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 カ トリ ッ ク 教 徒 が プロ テス タン ト に 同情 し て 思い や る 権 
利 を 奪わ な いで あろ う 。 

プロ テス タン ト の 心 を 信じ た い 欲 求 が 占め た 時 、 
プロ テス タン ト の 心 が 、 プ ロ テ ス タン ト と いう 無力 な 宗教 へ 曖昧 に 従う 放心 状態 に 
飽き て 、 プ ロ テ ス タン ト の 根拠 の 無い 教義 に よる 放心 状態 に 飽き さて 、 プ ロ テ ス タン ト 
の 虚偽 の 論理 に よる 横暴 に 反感 を 抱い た 時 、 
プロ テス タン ト の 交流 に 現実 の 存在 感 が 無く 成り 、 プ ロ テ ス タン ト の 教会 に 神 性 が 
無く 成り 、 つ い に 、 神 の 思い や り を 与え られ て いな い プ ロ テ ス タン ト の 倫理 道徳 が プ 
ロ テ ス タン ト を 脅かし た 時 、 
プロ テス タン ト が 神 を 信じ る 事 の な つか し さ で 心 を 病 ん だ 時 、 
プロ テス タン ト は 、 ル カ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 節 の 「 放 江 息 子 」 の 様 に 悔い 
改め て 復活 し て 、「 父 で ある 神 よ 、 神 に 対し て 、 神 の 目 の 前 で 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 神 へ 
の 不信 を 抱く と いう 罪 を 犯し て きま し た 。 プ ロ テ ス タン ト は 、 も う 『 神 の 子 』 と 呼ば れる 
に 値 し ませ ん 。 け れ ど も 、 神 よ 、 ど うか プロ テス タン ト を 『 神 の 最も 卑しい 下僕 』 と し て 
数 えて くだ さい 」 と 話し て 、 使 徒 ペ トロ の 後継 者 で ある カト リッ ク の 法王 の 足元 に 身 を 
投げ 出し に 来 な いか ? は い ! 


カト リッ ク 教 徒 は 、 ヴ ォ ル テー ル の 批判 の 詳細 に つい て 話す つも り は 無い 。 

ヴォ ル テ ー ル と いう 偉人 は 、 真 理 と 正義 へ の 熱烈 な 愛 に 支配 され て いた 。 

た だ し 、 ヴ ォ ル テー ル は 、 心 の 正しい 判断 力 に 欠け て いた 。 

神 を 信じ る 知 は 、 心 の 正しい 判断 力 を 与え る 。 

ヴォ ル テ ー ル は 、 宗 教 を 認め る 事 が で き な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 ヴ ォ ル テー ル は 、 思 いや る 方 法 を 知ら な か っ た 。 

(キリ スト 教 の 教え と は 、 思 いや る 方 法 で ある 、 と 言え る 。) 

思い や り の 精神 は 、 思 いや り が 無い ヴォ ル テ ー ル の 魂 に 、 思 いや り を 啓示 し な 
が か つた だ た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 、 ヴ ォ ル テー ル が 心 の 暖か さ を 感じ られ な か っ た 家庭 の 団 油 と 、 
ヴォ ル テ ー ル の 心 の 目 が 光明 を 見 い 出せ な か っ た ラン プ で ある キリ スト 教 を 、 激 し く 
批判 し て し まっ た 。 

仮に 、 宗 教 が ヴォ ル テ ー ル が 誤解 し た 様 な 代物 で あれ ば 、 ヴ ォ ル テー ル は 宗教 を 
口 撃 す る 権利 を 千 倍 持っ て いた で あろ うし 、 宗 教 を 口 撃 す る ヴォ ル テ ー ル の 勇気 あ 
る 英雄 的 行為 の 前 に 人 は ひざ まず く 事 を 余儀 な くさ れ た で あろ う 。 

仮に 、 宗 教 が ヴォ ル テ ー ル が 誤解 し た 様 な 代物 で あれ ば 、 ヴ ォ ル テー ル は 良識 へ 
の 救い 主 、 狂 信 の 破壊 者 ヘ へ ラク レス に 成っ た で あろ う .….。 

し か し 、 ヴ ォ ル テー ル は 、 マ タイ に よる 福音 5 章 4 節 で 「 悲 し し んで いる 人 は 幸い で 
ある 」 と 話し て いる 人 に 成っ た 神 イ エス を 理解 する に は 、 イ エス を 笑い も の に し 過ぎ て 
し まっ た 。 

ヴォ ル テ ー ル と いう キリ スト 教 を 笑い も の に し た 哲学 者 は 、 涙 に つい て の 宗教 で あ 
る キリ スト 教 と 共通 点 を 持つ 気 が 無かっ た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 、 聖 書 の 言葉 、 キ リス ト 教 の 教え の 言葉 、 信 心 に よる 言葉 を 改悪 し 、 
笑い も の に し て 偽 辱 し て し まっ た 。 


ヴォ ル テ ー ル の 改悪 し た 聖書 な どの 言葉 に よっ て キリ スト 教 を 誤認 し た 人 だ けが 、 
キリ スト 教 に 対し て 怒れ る の で ある 。 
ヴォ ル テ ー ル 派 は 、 イ ソ ッ プ 富 話 の 、 神 ユピテル へ 王 を 与え る 様 に 求め た カエ ル の 
群れ と 似 て いる 。 
イソ ッ プ 二話 の カエ ル は 、 神 ユピテル が 王 と し て 与え た 丸太 が 大 人 し いと 知る と 、 
王 で ある 丸太 の 上 に 飛び 乗っ て 笑い も の に し た 。 
ヴォ ル テ ー ル 派 が 、 キ リス ト 教 と いう 大 人 し い 丸 太 が 笑い も の に し て よい 王 で ある 
と 誤解 する の は 自由 で ある 。 
ヴォ ル テ ー ル 派 が 、 か つて テル トゥ リア ヌス が 笑い も の に し た 、 ロ バ の 頭 を 持つ 人 
の 姿 を し た 偽 の 神 が キ リス ト 教 の 神 と し て 誤っ て 描か れ て いる ロー マ の 風刺 画 を 再 
生 す る の は 自由 で ある 。 
キリ スト 教徒 は 、 ヴ ォ ル テー ル 派 の 非行 を 見 て 肩 を すく め 、 キ リス ト 教 徒 を 辱め る 
事 が で きた と 誤っ て 思い 込ん で いる 気の毒 な 愚者 の た め に 神 に 祈る 。 
ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、 雄 弁 な 逆説 の 1 つ で 絞首刑 執行 人 を 地上 に お け 
る 神 の 正義 の 永遠 の 化身 と いう 神聖 な 存在 と し て 表現 し て 、 フ ラン ス の フェ ルネ 
ヴォ ル テ ー ル で 「 フ ェ ル ネ の 家長 」 と 呼ば れ て いる フェ ルネ を 発展 させ た 恩人 で ある 
老人 ヴォ ル テ ー ル の た め に 、 絞 首 刑 執行 人 が 絞首刑 を 執行 し て いる 姿 の 像 を 建て 
る 様 に 人 へ 提案 し た 。 
ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 の 考え は 深い 。 
実際 に 、 ヴ ォ ル テー ル も 、 こ の 世 で 、 神 が 与え た 明 散 する べき 働き を 果たす た め に 、 
神 が 無 感覚 な ほど の 冷酷 さ を 与え た 、 神 意 的 な 存在 で あっ た 、 と 共に 、 死 を も た ら す 
存在 で あっ た 。 
ヴォ ル テ ー ル は 、 知 の 領域 、 哲 学 の 領域 に お いて 、 神 の 正義 で 武装 し た 、 絞 首 弄 
執行 人 、( 悪 人 を 自滅 させ る ) 害 虫 駆除 業者 で あっ た 。 


神 は 、 神 学者 ボ シ ュ エ の 精神 と ナポレオン の 精神 と いう 2 つの 精神 を 分 裂 さ せる 
も の を 減 ぼ し て 、 神 学者 ボ シ ュ エ の 精神 と ナポレオン の 精神 と いう 2 つの 精神 を 唯 
ー に 統一 する た め に 、 神 学者 ボ シ ュ エ の 17 世紀 と ナポレオン の 19 世紀 の 間 の 18 
世紀 に ヴォ ル テ ー ル を この 世に 派遣 し た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 、 神 殿 の 2 つの 柱 を 揺さぶる 覚悟 が 常に ある 、 精 神 に お ける サム 
ソン で あっ た 。 

ヴォ ル テ ー ル が 知ら ず に 、 ヴ ォ ル テー ル が キリ スト 教 の 進歩 の た め の 石 臼 に 変わ 
る 様 に 、 神 意 は 、 ヴ ォ ル テー ル の 心 を 盲目 に し た 。 


最後 の 問題 の 解決 


宗教 と 迷信 の 間 に 境 界 線 を 引く 事 と 、 奇 跡 と 驚異 現象 の 論理 を も た ら す 事 


宗教 と 、 迷 信 と 狂信 の 区 別 


「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は ラテ ン 語 で 『 上 に 立つ も の 」、「 生 き 
残っ た も の 」 を 意味 する superstitio で ある 。 

意味 の 死後 も 残存 し て いる 形骸 化し た 迷信 と は 、 意 味 で ある 概念 の 死後 も 残存 
し て いる 形骸 化し た 象徴 で ある 。 

迷信 と は 、 概 念 より も 好ま れ た 形骸 化し た 形 で ある 。 

迷信 と は 、 論 理 無し の 形骸 化し た 儀式 で ある 。 

分 裂 し て 孤立 し て いる 信仰 は 、 無 感覚 に 成り 、 結 果 と し て 、 迷 信 と いう 死体 に 成り 
果て て し まう 。 

迷信 は 、 分 裂 し て 孤立 し て 無 感覚 に 成っ て 死ん だ 、 信 仰 の 死体 で ある 。 

迷信 と は 、 命 の 死 で ある 。 

迷信 と は 、 霊 感 の 劣悪 な 代替 と し て の 、 麻 痺 状態 で ある 。 

狂信 と は 、 熱 狂 し て いる 迷信 で ある 。 

「 狂 信 」 を 意味 する fanaticism の 語源 は ラテ ン 語 で 「 神 殿 」 を 意味 する fanum 
で ある 。 


狂信 と は 、 神 の 劣悪 な 代替 と し て の 、 神 殿 と いう 形骸 化し た 物質 へ の 偶像 崇拝 で 
ある 。 

狂信 と は 、 祭 司 の 務め の 栄光 の 劣悪 な 代替 と し て の 、 聖 職 者 へ の 人 間 的 な 俗 な 
好奇 心 で ある 。 

人 は 、 劣 悪 な 熱狂 に お いて 、 信 者 と し て の 信心 を 悪用 する 。 

二話 で ラ フォ ン テ ー ヌ は 、「 敬 礼 さ れる 聖 遺物 を 背負 っ た ロバ は 、『 ロ バ 自 身 が 敬 
礼 さ れ て いる 』 と 誤っ て 思い 込ん だ 」 と 話し て いる が 、 二 話 で ラ フォ ン テ ー ヌ は 、「 実 
際 に 、 何 人 か は 、『 迷 信 家 は 、 聖 遺物 より も 、 聖 遺物 を 背負 っ た ロバ 自体 を 偶像 崇拝 
し て いる 』 と 考え た 」 と は 思い 至ら ず 、 話 せな か っ た 。 

仮に 、 人 が 、 迷 信 家 の 狂 愚 を 括 い も の に し た ら 、 迷 信 家 で ある 狂信 者 に よっ て 殺さ 
れる 事 も 正 に あり 得る で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 迷 信 か ら 狂 信 ま で は 、 た っ た 一 歩 の 近 さ で ある 。 

迷信 と は 、 愚 者 で ある 狂人 が 曲解 し た 信仰 で ある 。 

狂信 と は 、 怒 る 口実 と し て 悪用 され て いる 信仰 で ある 。 

意図 し て 悪意 を 持っ て 宗教 を 迷信 や 狂信 と 混同 する 人 は 、 盲 目的 な 先入観 を 狂 
恵 か ら 人 盗用 し て いる 。 

また 、 多 分 、 同 様 に 、 意 図 し て 悪意 を 持っ て 宗教 を 迷信 や 狂信 と 混同 する 人 は 、 不 
公正 と 怒り を 狂信 か ら 盗 用 し て いる の で ある 。 

宗教 裁判 官 ど も に し ろ 、「 フ ラン ス 革 命 」 の 「 九 月 虐殺 」 の 虐殺 者 ども に し ろ 、 名 前 
は 問題 で は な い ! 

イエ ス キリ スト の キリ スト 教 は 、 殺 人 を 常に 非難 し て きた し 非難 する 。 


対話 形式 で 


信心 、 人 知 、 人 の 理性 の 対話 


人 知 「 信 心 は 神 の 存在 を 人 知 に 信じ させ る 事 が で き な い で あろ う 」 


信心 「 人 知 に は 信じ る と いう 特権 は 無い が 、 人 知 は 神 の 不在 を 信心 に 証明 で き な 


い 」 


人 知 「 神 の 不在 を 信心 に 証明 する た め に は 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 と い 
う 定 義 を 先 に 知る 必要 が 有る 」 


信心 

「 人 知 は 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 知 る 事 は 無い で あろ う 。 

も し 人 知 が 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 知 っ て いた ら 、 人 知 は 、 神 と は 、 ど の よ 
うな 存在 で ある か 、 信 心 に 教え る 事 が で きた は ず で ある 。 

信心 が 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 知 っ た ら 、 も う 信心 は 、 神 を 信じ る 必要 が 


無い 」 


人 知 「 信 心 は 、 信 じ て い る も の を 知ら な いで 、 信 じ て い る の で すか ?」 


信心 

「 お お っ ! 言葉 遊び を する な か れ ! 

人 知 こ そ 、 信 心 が 信 じ て い る も の を 知ら な い 。 

人 知 は 神 を 知る 事 が で き な い の で 、 正 に 、 信 心 は 神 を 信じ て いる の で ある 。 

人 知 は 無限 で ある ふり を する の で すか ? 

人 知 は 有限 で ある の に ? 

神秘 に よっ て 、 人 知 は 全て の 歩み を 止め な い の で すか ? 

も し 信心 が 燃え て いる 向上 心 で 神秘 を 明か さ な い と 、 も し 人 知 が 『 神 を 知る 事 が で 
き な い 』 と 話し た 時 に 信心 が 『 人 知 に は 神 を 知る 事 が で き な い の で 、 信 心 は 神 を 信 
じ 始 め る 』 と 叫ば な いと 、 神 秘 は 、 人 知 の 有限 の 知 を 何 も 減衰 させ な い 、 人 知 に と っ 
て は 無限 の 未知 の まま で ある 」 


人 知 「 信 心 の 向上 心 と 、 信 じ る 対象 は 、 仮 定 で し か な い (。 人 知 に と っ て は 、 信 心 の 向 
上 心 と 、 信 じ る 対象 は 、 仮 定 で し か あり 得 な い )」 


信心 

「 疑 い 無く 、 信 心 に と っ て は 、 信 心 の 向上 心 と 、 信 じ る 対象 は 、 確 実 な も の で ある 。 

な ぜ な ら 、 信 心 の 向上 心 と 、 信 じ る 対象 と いう 仮定 が 無い と 、 人 知 に お いて 確実 な も 
の に つい て すら 信心 に は 疑わ し く 成 っ て し まう 」 


人 知 

「 も し 人 知 が あき ら め る 所 か ら 信 心 が 始め る の で あれ ば 、 信 心 は 常に 早々 に 余り に も 
軽率 に 始め る 事 に 成る 。 

人 知 の 進歩 は 証拠 を も た ら す 。 

人 知 は 、 人 知 の 進歩 が も た ら す 証拠 を 常に 向上 させ て 行く 」 


信心 「 信 心 が 常に 人 知 の 前 を 進ん で 行く の で あれ ば 、 人 知 の 進歩 は 信心 と は 無 関 
係 で は ?」 


人 知 

「 信 心 が 、 進 む ?! 

信心 は 、 永 遠 の 夢想 家 で ある 。 
信心 は 地 を 軽視 し 過ぎ で ある 。 
信心 の 足 は 麻痺 し て いる 」 


信心 「 信 者 は 信心 を 伴っ て 進ん で 行く 」 


人 知 
「 信 者 は 、 盲 人 で あり 、 盲 人 を 導い て いる 。 


せい ぜ い 人 危険 な 断崖 絶壁 に は 注意 し な さい !」 


信心 

「 い いえ 。 

信者 は 、 盲 人 に は 成り 得 な い 。 

逆 に 、 信 者 は 、 人 知 と 信心 と いう 2 通り の 観点 を 楽し む 。 

人 知 に よる 観点 に よっ て 、 信 者 は 、 人 知 が 地上 で 見 せる 事 が で きる も の を 見 る 。 
信心 に よる 観点 に よっ て 、 信 者 は 、 信 心 が 天 で 見 せる も の を 観 じ て 熟考 する 」 


人 知 「 人 の 理性 は 、 ど う 思 う ?」 


人 の 理性 

「 人 知 と 信心 と いう 景 散 す る べき 教師 達 よ 、 人 の 理性 は 、( 信 心 に よる ) 心 に 触れ る 盲 
人 の 例え 話 や 足 が 有 麻痺 し て いた 中 風 患 者 の 例え 話 を 、 人 知 が 実例 で 明らか に し て く 
れる 、 と 思っ て いる 。 

人 知 は 、『 信 心 は 、 地 上 の 歩き 方 を 知ら な い 』 と 非難 する 。 

信心 は 、『 天 に お ける 、 信 心 に よる 向上 と 、 永 速 に つい て は 、 人 知 の 目 に は 見 えて い 
な い 』 と 話し て いる 。 

人 知 と 信心 は 、 言 い 争 う 代 わり に 、 一 致 協力 する べき で ある 。 

人 知 は 、 信 心 、 倫 理 を 伴っ て 進み まし ょ う 。 

信心 は 、 希 望 と 思い や り を 人 知 に 教え て 、 人 知 を 慰め まし ょ う 」 


人 知 

「 人 知 と 信心 の 一 致 協力 は 、 良 い 理 想 で は ある が 、 非 現実 的 で ある 。 
信心 は 、 人 知 に 不 衝 理 を 教え る で あろ う 。 

人 知 は 、 信 心 無 し で 進む 事 を 選ぶ 」 


信心 「 人 知 が 不条理 と 呼ぶ も の は 何で すか ?」 


人 知 

「 人 知 の 実例 に 反する 信心 の 考え を 、 人 知 は 不条理 と 呼ん で いる 。 

例え ば 、『 神 の 三位一体 と し て 、 数 3 は 数 1 で ある 』 事 、『 イ エス と し て 、 神 が 人 に 成っ 
た 』 事 、 と いっ た 様 な 事 で ある 。 

言い 換え る と 、『 無 限 の 者 で ある 神 が 有 限 を 形成 し て いる 』 事 、『 無 限 の 者 で ある 永 
遠 の 者 で ある 神 が ( ま と っ て いた 肉体 が ) 死 ん だ 』 事 、『 父 で ある 神 が 、 無 罪 で ある 神 
の 息子 イエ ス を 、 有 罪 で ある 人 の 罪 の 身代わり と し て 、 十 字 架 刑 と いう 苦し い 目 に 遭 
わせ た 』 事 な ど で あ る .………」 


信心 

「 も う 人 知 は 神秘 に つい て 語ら な いで くだ さい 。 

すでに 語ら れ た 様 に 、 実 際 、 神 秘 の 事柄 は 、 不 条 理 で ある 。 

神 に つい て 知ら な い 人 知 は 、 神 の 数 と は 何 か 知 っ て いる の か ? 

人 知 は 、 未 知 の も の か ら の 作用 に つい て 論理 的 に 判断 で きる の か ? 

人 知 は 、 思 いや り の 神秘 を 理解 で きる の か ? 

常に 、 信 心 は 、 人 知 に と っ て は 不条理 で ある 。 

な ぜ な ら 、 も し 人 知 で 神秘 を 理解 で きた ら 、 人 知 に よる 原理 は 、 信 心 に よる 断言 を 飲 
み 込 ん で し まう 。 

も し 人 知 で 神秘 を 理解 で きた ら 、 人 知 と 信心 の 差異 が 無く 成る 、 と 言う より は 、 も っ と 
良く 言え ば 、 信 心 が 存在 で き な く 成っ て し まう 。 

人 の 理性 は 、 無 限 の 者 で ある 神 の 前 で は 迷っ て し まう で あろ うし 、 人 知 に よる 、 空 間 
と 同じ くら い 無 限 な 疑問 に よっ て 永遠 に 盲目 に 成っ て し まう で あろ う 」 


人 知 


「 少なくとも 、 信 心 は 人 知 の 権限 を 侵害 する べき で は な い 。 


また 、 信 心 は 人 知 の 分 野 で は 人 知 が 虚偽 で ある と 非難 する べき で は な い 」 


信心 「 信 心 は 、 人 知 を 侵害 し た 事 は 無い し 、 人 知 を 侵害 で き な い 」 


人 知 

「 そ れ で は ! 例え ば 、『 物 質 の 物理 的 な 自然 な 現実 の 秩序 の 中 で 、 自 然 の 法 に も 
か か わら ず 、 処 女 マ リア は 処女 の まま 聖母 に 成っ た 』 と 信心 は 信じ た 事 が 無い の で 
すね 。 

『 一 欠片 の 聖体 の パン は 、 人 に 成っ た 神 イ エス だ け で は な く 、 骨 、 血 管 、 器 官 、 血 を 
伴っ た 現実 の 人 イエ ス の 肉体 で も ある 』 と 信心 は 断言 し な い の で すね 。 
要約 する と 、『 聖 体 の パン を 食べ た 信者 を ある 種 の 人 食い 人 種 に する 』 様 な 事 を 信 
心 は 断言 し な い の で すね 」 


信心 

「 人 知 が か た っ た 事 に 、 反 感 を 覚え な い キ リス ト 教 徒 は いな い 。 

人 知 が か た っ た 事 は 、 人 知 が 信心 の 教え の 実際 の 大 ま か な 意 味 を 理解 し て いな い 
事 を 十分 に 証明 し て いる 。 

信心 が 断言 する 超自然 的 な 物事 は 、 自 然 を 超越 し て いる の で 、 結 果 、 自 然 に 反し な 
い 。 

信心 だ けが 、 信 心 に よる 言葉 を 理解 で きる 。 

人 知 は 、 信 心 に よる 言葉 を 、 真 意 を 誤解 し て 、 く り 返 す だ け に 違い な い 。 

信心 は 、 他 に 無い の で 、 人 知 の 既知 の 言葉 を 用 いて いる 。 

し か し 、 人 知 は 、『 信 心 に よる 言葉 は 不条理 で ある 』 と 感じ る の で あれ ば 、『 信 心 は 、 
人 知 が と ら え られ な い 意 味 を 人 知 の 既知 の 言葉 に 与え て いる 』 と 判断 する べき で あ 
る 。 

ヨハ ネ に よる 福音 6 章 63 節 で 、 救 い 主 イエ ス は 、 現 実 の 存在 に つい て の 教え を 啓 
示す る 時 に 、『( 肉 は 例え で ある 。 霊感 に と っ て 実際 の ) 肉 は 何 の 役 に も 立た な い 。 私 
イエ ス の 、 言 葉 が 霊 で あり 命 で ある 』 と 言わ な か っ た か ? 言っ た ! 

信心 は 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 神秘 を 、 解 剖 学 的 な 現象 と し て は 人 知 に 知ら せ て い 
な い 。 

信心 は 、 聖 体 の パン と 赤ワイン が イエ ス の 血 肉 、 イ エス の 精神 に 『 化 体 』 し て いる 神 
秘 を 、 化 学 的 な 操作 と し て は 人 知 に 知ら せ て いな い 。 

人 知 は 、 何 の 権利 で 、『 神 秘 は 不条理 で ある !』 と 叫ぶ の か ? 人 知 に は 『 神 秘 は 不 
条 理 で ある !』 と 判断 する 権利 は 無い ! 

信心 は 、 人 知 の 既知 の 全て の 物事 に つい て 判断 し な い 。 

人 知 は 、 何 の 権利 で 、『 信 心 は 非 論 理 的 に 話す 』 と か た る の か ?」 


人 知 

「 人 知 は 、 信 心 に つい て 理解 し 始め た 、 と 言う より は 、 信 心 に つい て 理解 で き な い と 
理解 し た 。 

人 知 は 信心 に つい て 理解 で き な い の で 、 人 知 と 信心 は 離れ た まま で いよ う 。 

人 知 は 、 信 心 を 必要 と し な い 」 


信心 

「 信 心 は 仙 慢 で は な い の で 、 信 心 は 、 多 分 、 人 知 が 信心 の 役に立つ と 認め て いる 。 
多分 、 信 心 無 し で は 、 人 知 は 非常 に 悲し み 絶望 する で あろ う 。 
論理 で ある 神 が 許可 し な い 限 り 、 信 心 は 、 人 知 か ら 離れ る つも り は 無い 」 


人 の 理性 

「 信 心 か 人 知 の 一 方 だ け に 成ら な い 様 に 良く 注意 し て くだ さい ! 

人 の 理性 に は 、 信 心 と 人 知 の 双方 が 必要 で ある 。 

人 の 理性 は 、 信 心 と 人 知 無し で 何 が で きる で し ょ うか ? 

正しく 成る た め に 、 人 の 理性 に は 、 知 る 事 と 信じ る 事 が 必要 で ある 。 

た だ し 、 人 の 理性 は 、 知 っ て いる 事 と 信じ て いる 事 を 混同 し て は いけ な い 。 
知っ て いる 事 は 、 も う 信 じ る 対象 に は 成 れ な い 。 

信じ る 事 が で きる 対象 は 、 今 は まだ 知ら な い 事 で ある 。 

人 知 の 対象 と 成る の は 、 既 知 の も の で ある 。 

信心 は 、 既 知 の も の に 従事 せ ず 、 既 知 の も の を 全て 人 知 に 任せ る 。 
信心 の 対象 と 成る の は 、 未 知 の も の で ある 。 

人 知 は 、 未 知 の も の を 探求 する も か も し れ な い が 、 定 義 で き な い 。 

少な く と も 一 時 的 に 、 人 知 は 、 人 知 に は 批判 すら 不可 能 で ある 、 信 心 に よる 定義 を 受 
け 入 れる 事 を 余儀 な くさ れる 。 

し か し 、 も し 人 知 が 信心 を 放棄 する の で あれ ば 、 人 知 は 希望 と 思い や り も 放棄 する 羽 
目 に 成っ て し まう 。 

思い や り の 存在 性 と 必要 性 は 、 信 心 に と っ て 明らか で ある 、 の と 同じ くら い 、 人 知 に 
と っ て 明らか で ある 。 

心理 学 的 な 事実 と し て 、 信 心 は 、 人 知 の 分 野 と 関 作 し て いる 。 

人 の 知性 の 中 に お ける 神 の 光 の 表れ と し て 、 人 知 は 、 信 心 の 分 野 と 関係 し て いる 。 
その た め 、 人 知 と 信心 は 、 常 に 一 方 が 他方 を 侵害 せ ず に 、 相 互 に 、 認 め 合 い 、 明 散 し 
合い 、 支 え 合 い 、 必 要 な 場合 に は 助け を 与え 合う 必要 が 有る 。 

人 知 と 信心 を 一 致 協力 させ る 方 法 と は 、 人 知 と 信心 を 混同 し な い 事 で ある 。 

人 知 と 信心 の 間 に は 、 矛 盾 は 存在 で きま せん 。 


な ぜ な ら 、 人 知 と 信心 が 同一 の 言葉 を 用 いて も 、 人 知 と 信心 は 同一 の 意味 を 話し て 


いな い 」 


信心 「 お お っ 、 で は 、 姉 妹 で ある 人 知 よ 、 人 知 と 信心 の 一 致 協力 に つい て 、 ど う 思 いま 
すか ?」 


人 知 

「『 人 知 と 信心 は 、 悲 し むべ き 誤 解 に よっ て 分 像 し て いる が 、 今 後 は 共に 進め る 』 と 人 
知 は 思っ て いる 。 

し か し 、 信 心 は 、 様 々 な 宗教 の うち 、 ど の 宗教 に 人 知 を 結び つけ た いと 望ん で いる の 
か ? 

人 知 は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 に 成る の か 、 カ トリ ッ ク 教 徒 に 成る の か 、 イ スラ ム 教 徒 に 成る の 
か 、 プ ロ テ ス タン ト に 成る の か ?」 


信心 「 人 知 は 、 知 の まま で 、 普 遍 に 成る 」 


人 知 

「 言 い 換え る と 、 も し 人 知 が 信心 を 正しく 理解 で き て いれ ば 、 人 知 は 普遍 、 カ トリ ッ ク 
に 成る の で すね 。 

し か し 、 人 知 は 、 様 々 な 宗教 に つい て 、 ど う 思 うべ き な の で すか ?」 


信心 
「 宗 教 ( や 人 ) は 、 行 い に よっ て 判断 し な さい 。 
真 の 思い や り を 探し な さい 。 
(悪人 は 自分 に 都合 の 良い 人 に 愛想 良く し た り 権 力 者 に 婚 び へ つら う が 、 悪 人 の 思 
いや り は 見 せ か け の 偽物 の 思い や り で ある 。) 

の 思い や り を 見 つけ た ら 、『 真 の 思い や り が 、 ど の 宗教 の 物 で ある か ?』 真 の 思い 
や り に 尋ね な さい 」 


人 知 「 真 の 思い や り は 、 宗 教 裁判 と 『 サ ン バル テル ミ の 虐殺 』 の 虐殺 者 の 宗教 で あ 
る カト リッ ク で ある キリ スト 教 の 物 で は な い 事 は 確か で すね 」 


信心 「 真 の 思い や り は 、St. john the Almoner、 フ ラン シス コ サレ ジオ 、 ヴ ァ ン サン 


ド ポー ル 、 フ ラン ソ ワ フェ ヌ ロ ン 、 そ の 他 多 数 の 宗教 で ある キリ スト 教 の 物 で ある 」 


人 知 「 も し 宗教 が 多数 の 善 を も た らし た 事 を 認め る の で あれ ば 、 宗 教 は 多数 の 悪 
を 行っ た 事 も 認め な さい 」 


信心 
「 出 エジプト 記 20 章 13 節 で 『 殺 す な か れ 』 と 話し て いる 神 の 名 前 を か た っ て 人 が 
殺す 時 、 
『( 正 し い 人 で あれ ば 、) 敵 を 許し な さい 』 と 命じ て いる 人 に 成っ た 神 イ エス の 名 前 を 
か た っ て 人 が 迫害 する 時 、 
マタ イ に よる 福音 5 章 15 節 で 『 電 で 光明 を 隠さ な い 』 様 に 教え て いる イエ ス の 名 前 
を か た っ て 、 人 が 闇 を 増殖 させ る 時 、 
神 の 法 が 正 に 非難 し て いる 犯罪 を 神 の 法 の せい に する の は 正しい で あろ うか ? 
も し 正しく あり た いと 望む の で あれ ば 、『 宗 教 が 存在 する に も か か わら ず 、 地 上 で 悪 
人 は 多数 の 悪事 を 行っ て いる 』 と 話し な さい 。 
し か し 、 ま た 、 宗 教 は 多数 の 善行 を も た ら さ な か っ た か ? 
宗教 は 、 大 衆 が 知ら な い 、 多 数 の 献身 、 多 数 の 自己 犠牲 を も た らし た ! 
全て の 悲し い 務 め の 一 四 を 担う た め に 、 全 て の 快楽 を 放棄 し た 男性 と 女性 の 双方 
気 高 い 心 を 考慮 に 入れ た か ? 
苦 と 祈り に 身 を ささ げた 魂 を 考慮 に 入れ た か ? 

行 を し て 、 善 行 と 共に 道 に 散っ て 行っ た 人 を 考慮 に 入れ た か ? 
孤児 と 老人 の た め の 保護 施設 、 病 人 の た め の 病 院 、 悔 い 改 め た 人 の た め の 修道 院 
を 建て た 人 を 考慮 に 入れ た か ? 
孤児 院 と いっ た 、 慎 まし い が 栄 光 に 満ち た 施設 は 、 キ リス ト 教 会 の 歴史 に 満ち あふ 
れ て いる 、 現 実 の 善行 の 業績 で ある 。 
宗教 戦争 と 異端 者 へ の 迫害 は 、 未 開 の 時 代 の 政治 に よる 物 で ある 。 


SN 有 お 


さら に 、 異 端 者 も 、 殺 人 者 で あっ た 。 

プロ テス タン ト に よる 、 ミ シェ ル セル ヴェ へ の 私 刑 の 火 刑 を 忘れ た の か ? 

宗教 裁判 と 『 サ ン バル テル ミ の 虐殺 』 を 憎ん だ プロ テス タン ト の 革命 家 に よる 、 依 
然 と し て 、 人 人 道 と 理性 の 名 前 に お いて 、 く り 返 され た 、 カ トリ ッ ク の 祭司 へ の 虐殺 を 忘 
れ た の か ? 

『 常 に 、 人 は 冷酷 で ある 』 の は 真実 で ある 。 

し か し 、『 祝 福 』 と 『 許 し 』 が 合言葉 で ある 宗教 で ある キリ スト 教 の 教え を 人 が 忘れ た 
時 だ け 、 人 は 冷酷 に 成る の で ある 」 


人 知 

「 お お っ ! 信心 よ ! それ で は 、 も し 人 知 が 信心 を 信じ る 事 が で き な く て も 、 人 知 を 
許し て くだ さい 。 

し か し 、 今 、 人 知 は 、 な ぜ 信 心 が 神 や 宗教 を 信じ る の か 知り まし た 。 

人 知 は 、 信 心 の 希望 を 景 敬 し て 、 望 み を 信心 と 共有 し て いま す 。 

し か し 、 人 知 は 、 探 求 し て 、 発 見 する 必要 が 有る 。 

探求 する た め に 、 人 知 は 、 疑 う 必 要 が 有る 」 


人 の 理性 

「 そ れ で は 、 行 動 し な さい ! 探求 し な さい ! お お っ ! 人 知 よ ! 

た だ し 、 信 心から の 神託 を 明 散 し な さい ! 

人 知 に よる 疑い が 普遍 の 光明 の 中 に 穴 を 残し て し まう 時 は 、 信 心 が 穴 埋め する 事 を 
許し な さい ! 

人 知 と 信心 は 、 分 か れ て 、 進 みな さい 。 

た だ し 、 人 知 と 信心 は 、 互 い に 頼り 合っ て 、 進 みな さい 。 

そう すれ ば 、 人 知 と 信心 は 、 迷 わな いで あろ う 」 


第 2 部 予備 考察 


美 は 真理 の 輝き で ある 、 と 言わ れ て いる 。 

心 の 美 と は 、 善 で ある 。 

善 で ある の は 美しい 。 

知 的 に 善 で ある に は 、 人 は 、 正 し く 存在 する 必要 が 有る 。 

正しく 存在 する に は 、 人 は 、 論 理 的 に 行動 する 必要 が 有る 。 
論理 的 に 行動 する に は 、 人 は 、 現 実に つい て 知る 必要 が 有る 。 

現実 に つい て 知る に は 、 人 は 、 真 理 を 意識 し て いる 必要 が 有る 。 
真理 を 意識 する に は 、 人 は 、 存 在 に つい て の 正確 な 概念 を 所 有する 必要 が 有る 。 
存在 、 真 理 、 論 理 、 正 義 は 、 知 の 探究 対象 に 共通 する 対象 で あり 、 信 心 の 向上 の 


対象 に 共通 する 対象 で ある 。 
現実 で あろ うと 仮定 で あろ うと 、 無 上 の 力 で ある 神 に つい て の 概念 は 、 正 義 を 神 
意 に 変え る 。 


前 記 の 観点 か ら 、 神 に つい て の 概念 を 知る 事 は 、 知 自体 に 近づき 易く 成る 事 で あ 
る 。 


知 は 、 存 在 で ある 神 を 、 神 の 部 分 的 な 表れ に よっ て 、 学 ぶ 。 

信心 は 、 神 を 仮定 する 、 と 言う より は 、 神 を 総合 と し て 「 先 験 的 」 に 認め る 。 
知 は 、 全 て の も の の 中 に 、 真 理 を 探求 する 。 

信心 は 、 全 て の も の を 、 唯 一 普遍 の 絶対 の 真理 に 問い 合わ せる 。 


知 は 、 現 実 を 詳細 に 記録 する 。 

信心 は 、 現 実 の 要約 に よっ て 、 現 実 を 説明 する 。 

知 は 、 信 心 の 現実 の 要約 に 、 証 拠 を 提供 で き な い 、 し か し 、 知 に よる 現実 の 詳細 の 
記録 の 存在 は 、 知 に 、 信 心 の 現実 の 要約 を 認め ざる を 得 な くさ せ て いる 、 様 に 思わ 
れる 。 

知 は 、 人 と いっ た 者 の 理性 を 、 普 遍 の 数 学 的 な 論理 に 従わ せる 。 

信心 は 、 数 学 自 体 と し て 、 ま た 、 数 学 を 超越 し た も の と し て 、 知 的 な 絶対 の 論理 を 
探求 する 、 と 言う より は 、 知 的 な 絶対 の 論理 を 仮定 する 。 

知 は 、 正 確 さ に よっ て 、 正 義 を 実証 する 。 

信心 は 、 正 義 を 神意 に 従わ せる 事 に よっ て 、 絶 対 の 正確 さ を 正義 に も た ら す 。 

前 記 に よっ て 、 人 は 、 信 心 が 知 の 力 を 借り て いる 事 と 、 知 が 信心 の 力 を 借り て いる 
事 を 全て 理解 する 事 に 成る 。 

信心 無し で は 、 知 は 、 絶 対 的 な 疑い に よっ て 制限 され て し まう 。 

信心 無し で は 、 知 は 、 推 測 的 な 疑い に よる 危険 な 経験 主義 の 中 に 永遠 に 閉じ 込 
め ら れ て し まう 。 

知 無し で は 、 信 心 は 、 根 拠 無し に 仮定 を 作っ て し まう 。 

知 無し で は 、 信 心 は 、 信 心 が 知 ら な い 結 果 か ら 、 原 因 を 盲目 的 に 根拠 無し に 予断 
じ で て じ ま う 。 

知 と 信心 を 区 別して か ら 統一 する 大 いな る 鎖 は 、 類 推 可能 性 で ある 。 

知 は 、 信 心 の 仮定 が 、 実 証 さ れ た 真理 と 類推 可能 性 が 有る の で 、 信 心 を 虹 散 する 
事 を 余儀 な くさ れる 。 

信心 は 、 全 て の も の を 神 に 帰す た め 、 知 が 自然 の 表れ で ある の で 、 知 を 認め る 事 
を 余儀 な くさ れる 。 


自然 の 表れ で ある 、 知 は 、 永 遠 の 論理 の 法 の 部 分 的 な 表れ に よっ て 、 つ り 合 い の 
段階 を 、 全 て の 向上 心 と 、 未 知 の 領域 へ 踏み 込む 魂 に も た ら す 。 

信心 だ けが 、 知 の 謎 に 答え を も た ら す 事 が で きる 。 

知 だ けが 、 信 心 の 神秘 の 必然 性 を 実証 する 。 

知 的 存在 の 、 知 と 信心 と いう 2 つの 生き て いる 力 を 合流 、 結 合 し な いと 、 知 に は 疑 
いと 絶望 し か な く 成 っ て し まい 、 信 心 に は 軽率 さと 狂信 し か な く 成 っ て し まう 。 

も し 信心 が 知 を 冒 済 す る と 、 信 心 は 神 を 冒 済 す る 事 に 成っ て し まう 。 

( 知 は 神 の 双子 の 娘 の 妹 で あり 、 信 心 は 神 の 双子 の 娘 の 姉 で ある 。) 

も し 知 が 信心 を 誤解 する と 、 知 は 王位 を 退く 羽目 に 成っ て し まう 。 

(オイ ディ プス の 様 に 。) 

調和 し て いる 知 と 信心 の 話 を 聞こ う ! 


知 「 存 在 で ある 神 は 、 全 て の 場所 に 遍 在 する 」 


知 

「 存 在 で ある 神 は 、 神 の 諸 形態 に お いて は 、 多 様 で あり 、 可 変 で ある 。 
存在 で ある 神 は 、 神 の 本 質 に お いて は 唯一 で あり 、 神 の 法 に お いて は 不変 で ある 。 
相対 は 、 絶 対 の 存在 を 実証 し て いる 。 

知性 で ある 神 が 存 在 の 中 に 存在 する 。 

知 で ある 神 は 、 命 を 物質 に 与え て 、 物 質 を 変え て いる 」 


信心 「 知 で ある 神 は 、 全 て の 場所 に 遍 在 する 」 


信心 

「 命 は 、 ど の 場所 で も 死に 至ら な い 。 

命 は 、 全 て の 場所 で 死に 至ら な い 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 場所 に 遍 在 する 、 知 で ある 神 が 、 命 を 統治 、 保 持 し て 導い て いる 。 
命 の 統治 、 命 の 保持 と 先導 は 、 無 上 の 知 で ある 神 の 表れ で ある 。 

信治 、 命 の 保持 と 先導 は 、 無 上 の 知 で ある 神 を 表し て いる 。 

知 に お ける 絶対 、 知 に お ける 絶対 者 、 諸 形態 に お ける 無 上 の 調整 者 、 精 神 の 生き て 
いる 理想 、 霊 の 生き て いる 理想 が 神 で ある 」 


命 の 


ーー 


知 「 理 想 と 一 致し て いる 存在 は 真理 で ある 」 


信心 「 理 想 と 一 致し て いる 真理 は 神 で ある 」 


知 「 実 証 と 一 致し て いる 存在 は 現実 で ある 」 


信心 「 信 心 の 論理 的 な 倫理 的 な 向上 心 と 一 致し て いる 現実 は 神 の 教え で あり 神 の 
考え で ある 」 


知 「 神 の 言葉 (、 イ エス ) と 一 致し て いる 存在 は 論理 で ある 」 


信心 「 思 いや り の 精神 と 一 致し て いる 無 上 の 論理 は 神 へ の 従順 と 成る 」 


知 「 論 理 的 な 行動 の 動機 と 一 致し て いる 存在 は 正義 と 成る 」 
信心 「 思 いや り の 原理 と 一 致し て いる 正義 は 神意 で ある 」 


全て の 確信 と 、 全 て の 希望 の 、 無 上 の 調和 ! 

知 に お ける 絶対 と 、 思 いや り に お ける 絶対 の 、 無 上 の 調和 ! 

神 の 聖霊 、 思 いや り の 精神 は 、 全 て の も の を 調和 させ て 、 全 て の も の を 神 の 光 に 
変え る で あろ う 。 

神 の 聖霊 、 思 いや り の 精神 は 、 知 的 存在 の 精神 、 知 の 精神 、 助 言 の 精神 、 弁 護 者 
の 精神 、 力 の 精神 で は な いか ? は い ! 神 の 聖霊 、 思 いや り の 精神 は 、 知 的 存在 
の 精神 、 知 の 精神 、 助 言 の 精神 、 弁 護 者 の 精神 、 力 の 精神 で ある ! 

カト リッ ク の 祈り で は 「 イ エス の 精神 、 思 いや り の 精神 は 、 必 ず 降 臨 し て 、 言 わ ば 、 
新しい 創世 と 成る で あろ う 。 イ エス の 精神 、 思 いや り の 精神 は 、 地 の 面 を 一 変 させ る 
で あろ う 」 と 話し て いる 。 

「 パ ン セ 」 で 哲学 者 パス カル は 、 信 心 を 認め な い 疑 い 深い 哲学 に あて て 、「 哲 学 を 
馬鹿 に する 事 こ そ 、 真 に 、 哲 学 する 事 で ある 」、「 哲 学 を 笑い も の に する 事 が 、 す で に 
哲学 し て いる 」 と 話し て いる 。 

し か し 、 も し 知 を 足下 に 踏み に じ る 宗教 が 存在 し て も 、 知 を 足下 に 踏み に じ る 宗教 
を 笑い も の に する 事 が 真 に 宗教 的 な 行動 に 成る と は 言わ な い 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 思い や り で ある 、 真 の 宗教 は 、 何 も の か を 笑い も の に する 事 を 許 
さ な い 。 

た だ し 、 人 が 、「 妹 で ある 知 を 軽視 する 宗教 は 神 の 娘 で は な い !」 と 、 知 を 踏み に 
じ っ て いる 軽率 な 宗教 に 対し て 話し て 、 知 を 踏み に じ っ て いる 宗教 が 無知 で ある と 非 
難 す る の は 正しい 。 


真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 、 神 意 は 、 燃 える 五 世 星 の 5 つの 光線 で ある 。 
理 、 正 義 、 神 意 と いう 、 燃 える 五 詞 星 の 中 心 に 、 知 は 、「 存在 (で ある 


ミ 公 、 


真理 、 現 実 、 論 
神 )」 と いう 言葉 を 書き 記し 、 信 心 は 、 言 い 表 せな い 神 の 名 前 を 書き 加え る 。 


哲学 の 諸 間 題 の 解決 


第 2 部 第 1 編 


真理 と は 何 か ? 

真理 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 概念 で ある 。 
現実 と は 何 か ? 

現実 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 知 で ある 。 
論理 と は 何 か ? 

論理 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 言葉 で ある 。 
正義 と は 何 か ? 

正義 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 行動 の 動機 で ある 。 
絶対 と は 何 か ? 

絶対 と は 、 存 在 で ある 。 


存在 より 上 の も の で ある 何 も の か を 人 は 考え る 事 が で きる か ? 
いい え 。 

た だ し 、 存 在 の うち 、 超 越 的 な 存在 で ある 何 も の か を 人 は 考え る 。 
存在 の うち 、 超 越 的 な 存在 で ある も の と は 、 何 も の か ? 

存在 の うち 、 超 越 的 な 存在 で ある も の と は 、 存 在 の 無 上 の 論理 で ある 。 


存在 の 無 上 の 論理 を 知っ て いる か ? 

また 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 定義 で きる の か ? 

宗教 だ けが 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 認知 し て 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 神 と 呼ん で い 
る 。 


真理 を 超越 する 何 も の か は 存在 する か ? 

既知 の 真理 を 超越 する も の で ある 、 未 知 の 真理 が 存在 する 。 

どう し た ら 、 未 知 の 真理 に つい て 、 論 理 的 な 仮定 を 人 は 構築 する 事 が で きる か ? 

類推 可能 性 と 、 つ り 合い に よっ て 、 未 知 の 真理 に つい て 、 論 理 的 な 仮定 を 人 は 構 
築 する 事 が で きる 。 

どう し た ら 、 未 知 の 真理 を 人 は 定義 で きる か ? 

宗教 の 象徴 に よっ て 、 未 知 の 真理 を 人 は 定義 で きる 。 


真理 に つい て 人 が 言え る 事 と 同じ 事 が 、 現 実に つい て 人 は 言え る か ? 
確実 に 、 真 理 に つい て 人 が 言え る 事 と 同じ 事 が 、 現 実に つい て 人 は 言え る 。 


論理 を 超越 する 何 も の か は 存在 する か ? 

有限 の 論理 を 超越 する も の で ある 、 無 限 の 論理 が 存在 する 。 
無限 の 論理 と は 何 か ? 

無限 の 論理 と は 、 存 在 の 無 上 の 論理 で ある 。 

宗教 は 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 神 と 呼ん で いる 。 


正義 を 超越 する 何 も の か は 存在 する か ? 

は い 。 

宗教 に よる と 、 正 義 を 超越 する 、 神 に よる 、 神 意 が 存在 する 。 

また 、 宗 教 に よる と 、 正 義 を 超越 する 、 人 に よる 、 自 己 犠 牲 が 存在 する 。 

自己 犠牲 と は 何 か ? 

自己 犠牲 と は 、 権 利 の 自発 的 な 放棄 で ある 。 

権利 の 自発 的 な 放棄 と いう 、 自 己 犠牲 は 、 理 性 的 か ? 

いい え 。 

権利 の 自発 的 な 放棄 と いう 、 自 己 犠 牲 は 、 人 の 理性 より も 大 いな る 物 で あり 、( 愛 
の 様 に 、) あ る 種 の (神聖 な ) 和 狂気 で ある 。 

な ぜ な ら 、 人 の 理性 は 、 権 利 の 自発 的 な 放棄 と いう 、 自 己 犠 牲 に 感心 せ ざ る を 得 


な い 。 


真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 に 従っ て 行動 する 人 を 、 人 は 何と 呼ぶ か ? 

真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 に 従っ て 行動 する 人 を 、 人 は 「 偽 理 道徳 的 な 人 」、「 高 徳 の 
人 」 と 呼ぶ 。 

正義 に 関心 を 持っ て 、 正 義 に 専念 する 高徳 の 人 を 、 人 は 何と 呼ぶ か ? 

正義 に 関心 を 持っ て 、 正 義 に 専念 する 高徳 の 人 を 、 人 は 「 名 誉 の 人 」、「 栄 光 の 
人 」 と 呼ぶ 。 

神意 の 雄大 さと 善良 さ を 見 習っ て 、 義 務 以 上 の 善行 を し 、 他 者 に と っ て 善い 事 の 
た め に 自分 の 権利 を 自己 犠牲 する 高徳 の 人 を 、 人 は 何と 呼ぶ か ? 

神意 の 雄大 さと 善良 さ を 見 習っ て 、 義 務 以 上 の 善行 を し 、 他 者 に と っ て 善い 事 の 
た め に 自分 の 権利 を 自己 犠牲 する 高徳 の 人 を 、 人 は 「 英 雄 」(、「 神 の 子 」) と 呼ぶ 。 


真 の 英雄 的 行為 の 原理 と は 、 何 か ? 

真 の 英雄 的 行為 の 原理 と は 、 信 仰 で ある 。 

信仰 の 支え と は 、 何 か ? 

信仰 の 支え と は 、 希 望 で ある 。 

信仰 の 法 、 信 仰 の 命令 、 信 仰 の 習慣 、 信 仰 の も の さ し と は 、 何 か ? 

信仰 の 法 、 信 仰 の 命令 、 信 仰 の 習慣 、 信 仰 の も の さ し と は 、 愛 、 思 いや り で ある 。 


療 と は 何 か ? 

と は 、 秩 序 で ある 。 

悪 と は 何 か ? 

悪 と は 、 無 秩序 で ある 。 

許さ れる 喜び と は 何 か ? 
許さ れる 喜び と は 、 秩 序 の 喜 び で ある 。 
侍 じ られ て いる 喜び と は 何 か ? 

禁じ られ て いる 喜び と は 、 無 秩序 の 喜び で ある 。 
秩序 の 結果 と は 何 か ? 
無秩序 の 結果 と は 何 か ? 
秩序 の 結果 と は 、 精 神 の 命 で ある 。 
無秩序 の 結果 と は 、 精 神 の 死 で ある 。 


地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 に は 、 神 の 教え に よる 、 正 当 な 理由 が 存在 する 
の か ? 


は い 。 
地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 の 正当 な 理由 と は 、 宗 教 的 な 、 原 因 と 結果 で 
ある 。 


地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 の 正当 な 理由 で ある 原因 と は 、 何 か ? 
地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 の 正当 な 理由 で ある 原因 と は 、 自 由 で ある 。 


自由 と は 何 か ? 
自由 と は 、 自 分 の 義務 を 果たさ な い 可 能 性 を 持ち な が ら も 、 自 分 の 義務 を 果たす 
権利 で ある 。 


「 自 分 の 義務 を 怠っ て いる 」 と は 、 何 か ? 

「 自 分 の 義務 を 怠っ て いる 」 と は 、 自 分 の 義務 を 果たす 権利 を 可 失 する 様 な 物事 
に 夢中 に 成る 事 で ある 。 

権利 と は 、 永 遠 な 物 で ある 。 

自分 の 義務 を 果たす 権利 を 衰 失 す る と 、 永 遠 の 損 失 に 苦し む 事 に 成る 。 


人 は 、 罪 を つぐ な う 事 が で きる か ? 

は い 。 

罪 を つぐ な う 事 が で きる 。 

罪 の つ で な いと は 、 何 か ? 

罪 の つぐ でない と は 、 超 過 し て 労苦 する 事 で ある 。 

例え ば 、 昨 日 、 怠 けた の で あれ ば 、 今 日 は 2 倍 、 労 苦 する 必要 が 有る 。 


自発 的 に 苦し み を 背負 う 人 に つい て 、 ど う 考 えれ ば 良い の か ? 

快楽 の 魅力 の 激 し さ を 圧倒 する た め に 、 自 発 的 に 苦し み を 背負 う 人 は 、 賢 明 で あ 
る 。 

自発 的 に 他 者 の 代わ り に 苦し み を 背負 う 人 は 、 思 いや り が 有る 。 

し か し 、 慎 重 さ 無し に 、 考 え 無し に 、 判 断 基準 が 無い に も か か わら ず 、 自 発 的 に 苦 
し み を 育 負う 人 (、 無 駄 に 苦行 する 狂信 者 ) は 、 無 思慮 で あり 、 軽 率 で ある 。 


哲学 か ら 見 て 、 宗 教 が 定め て いる 全て の 物事 で 、 宗 教 は 賢明 で ある 、 の か ? 
真 の 哲学 か ら 見 て 、 宗 教 が 定め て いる 全て の 物事 で 、 宗 教 は 賢明 で ある 、 と 理解 
する 事 に 成る 。 
し か し 、 も し か し た ら 、 結 局 、 宗 教 に よる 自分 の 永遠 の 希望 に 裏切ら れる 、 と いう 事 
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に 成ら な い の か ? 

宗教 は 、 希 望 に 裏切ら れる か も し れ な いと いう 疑い の 余地 を 許さ な い 。 

た だ 、「 地 上 の 全て の 快楽 も 、 知 に 生き た 時 間 の 一 日 分 の 価値 に も 及ば な い 」、 
「 野 心 に よる 全て の 勝利 や 成功 も 、 英 雄 的 行為 に 生き た 一 瞬 の 価値 や 、 思 いや り に 
生き た 一 瞬 の 価値 に も 及ば な い 」 と 、 打 学 が 自ら 応え る べき で ある 。 


第 2 部 第 2 編 


人 と は 何 か ? 

人 と は 、 神 が 、 神 と 世界 に 似せ て 創造 し た 、 知 性 と 肉体 が 有る 存在 で ある 。 

人 は 、 本 質 は 唯一 で あり 、 実 質 は 三重 で ある 。 

人 と は 、 致 死 性 と 不死 性 が 有る 存在 で ある 。 

「 人 に は 三重 の 実質 が 有る 」 と は 、「2 つの 魂 か 、2 つの 肉体 に よる 三重 で ある 」 と 
いう 意味 か ? 

UN え 。 

人 に は 、 霊 的 な 魂 、 物 質 の 肉体 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の が 存在 する 。 

( 体 と いう 形 を 持つ 魂 、 魂 の 体 と 肉体 を 仲介 する 星 の 光 に よる 星 の 体 、 肉 体 。) 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 本 質 と は 何 か ? 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 本 質 と は 、 気 化し 易い 部 分 と 、 気 化し 難い 部 分 
が 有る 、( 星 の ) 光 で ある 。 

( 星 の ) 光 の 気化 し 易い 部 分 と は 何 か ? 

( 星 の ) 光 の 気化 し 易い 部 分 と は 、 磁 気 的 な 流体 で ある 。 

( 星 の ) 光 の 気化 し 難い 部 分 と は 何 か ? 

( 星 の ) 光 の 気化 し 難い 部 分 と は 、 流 体 の 体 、 ま た は 、 良 い 香り の 体 で ある ( 星 の 体 
で ある )。 

( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 は 実証 され て いる の か ? 

は い 。 

最も 興味 深い 最終 的 な 経験 に よっ て 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 は 実証 され て い 
る 。 


「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 で 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 
興味 深い 最終 的 な 経験 に つい て 、 話 す つ も り で ある 。 

( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 的 な 経験 と は 、 信 
条 で ある の か ? 

いえ 。 

( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 的 な 経験 と は 、 自 
然 学 の 物 で ある 。 

し か し 、 自 然 学 は 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 
的 な 経験 に 夢中 に 成る で あろ うか ? 

既に 、 自 然 学 は 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 
的 な 経験 に 夢中 に 成っ て いる 。 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 本 書 「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 記し 、 今 、 読 者 が 読ん で 
いる 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の に つい て の 考え を いく つか 教え て くだ さい 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 星 の 光 、 ま た は 、 地 の 光 に よっ て 形成 され て い 
る 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 星 の 光 の 二 重 の 磁化 を 、 人 の 肉体 に 伝え る 。 

魂 は 、 意 思 に より 、 星 の 光 の 作用 に よっ て 、 星 の 光 を 分 解 し た り 凝 固 し た り で きる 。 

魂 は 、 意 思 に よっ て 、 星 の 光 を 放射 し た り 引 き 寄 せ た り で きる 。 

星 の 光 は 、 想 像 と 夢 の 鏡 で ある 。 

魂 は 、 星 の 光 に よっ て 、 神 経 系 に 感化 を 与え て 、 肉 体 の 動き を 引き 起こ す 。 

星 の 光 は 、 星 の 光 を 無制限 に 拡張 で き て 、 か な り 遠 く の も の の 星 の 光 に 映っ て い 
る も の と 交流 で きる 。 


星 の 光 は 、 人 の 作用 に 従っ て いる 諸 物 体 を 磁化 し 、 星 の 光 を 集中 させ て 、 諸 物体 
を 、 作 用 に 従わ むせ て いる 人 の 元 へ 引き 戻す 事 が で きる 。 

星 の 光 は 、 思 考 が 呼び 起こ し た 諸 形 態 を 形成 する 事 が で き 、 星 の 光 に よる 光 を 放 
つ 粒 子 に よる 一 時 的 な 凝固 に よっ て 、 肉 眼 に 見 える 様 に 表れ る 事 が で き 、 接 触 に 対 
し て 一 種 の 抵抗 を 与え る 事 す ら で き る 。 

た だ し 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の が 、 物 質 的 に 表れ た り 、 物 質 的 に 利用 で き 
る の は 、( 超 常 、) 異 淀 で ある 。 

光る 精密 機械 で ある 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 不 自然 に し か 、 物 質 的 
に 表れ な いし 、 物 質 的 に 利用 で き な い 。 

その た め 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の を 、 物 質 的 に 表し た り 、 物 質 的 に 利用 す 
る の は 、 習 慣 的 な 幻覚 か 、 狂 気 を も た ら す 危険 性 が 存在 する 。 

動物 磁気 と は 何 か ? 

動物 磁気 と は 、 星 の 光 の 分 解 や 凝固 に よる 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 一 
方 か ら 他 方 へ の 作用 で ある 。 

命 の 光 で ある 星 の 光 の 伸縮 性 の 増大 や 、 星 の 光 の 放射 力 の 増大 に よっ て 、 人 は 、 
意思 する 限り 遠く まで 、 星 の 光 を 放射 し て 、 完 全 に 映像 が 乗っ て いる 星 の 光 を 引き ぎ 寄 
せる 事 が で きる 。 

た だ し 、 映 像 が 乗っ て いる 星 の 光 を 引き 寄せ る 操作 を する の は 被 催眠 者 の 方 が 
有利 で ある 。 

催眠 術 師 は 、 被 催眠 者 の 候補 者 の 仲介 する も の の 気化 し 難い 部 分 を 更に 凝固 さ 
せ て 、 被 催眠 状態 を 被 催眠 者 の 候補 者 に も た ら す 事 が で きる 。 

催眠 術 は 、 倫 理 に 反し た り 、 宗 教 に 反し な いか ? 

催眠 術 は 、 沙 用 する と 、 倫 理 に 反する し 、 宗 教 に 反する 。 


催眠 術 の 溢 用 に 含ま れる 事 と は 何 か ? 

催眠 術 を 無秩序 な 形 で 用 いる か 、 催 眠 術 を 無秩序 な 目的 の た め に 用 いる と 、 催 
眠 術 の 溢 用 に 含ま れる 。 

無秩序 な 催眠 術 と は 何 か ? 

無秩序 な 催眠 術 と は 、 悪 意 に よっ て 行わ れる 、 不 健全 な 流体 (で ある 星 の 光 ) の 放 
射 で ある 。 

例え ば 、 無 秩序 な 催眠 術 と は 、 他 の も の の 秘密 を 知る た め に 、 ま た は 、 催 眠 術 師 に 
は 相応 し く な い 目 的 に 到達 する た め に 、 悪 意 に よっ て 行わ れる 、 不 健全 な 流体 の 放 
射 で ある 。 

無秩序 な 催眠 術 の 結果 と は 何 か ? 

無秩序 な 催眠 術 は 、 催 眠 術 師 と 被 催眠 者 の 双方 の 、 流 体 の 精密 機械 で ある 星 の 
体 を 乱 し て し まう 。 

催眠 術 に 夢中 に 成っ て いる 多数 の 人 々 が 非難 され る 原因 と 成っ て いる 不道徳 な 
本 行 や 愚行 は 、 無 秩序 な 催眠 術 の 結果 で ある 、 星 の 体 の 乱れ が 原因 で ある 。 

正しく 催 眠 術 を か ける た め に 必ず 必要 な 条件 と は 、 何 か ? 

正しく 催眠 術 を か ける た め に 必ず 必要 な 条件 と は 、 心 身 の 健全 さ で ある 。 

正しく 催眠 術 を か ける た め に 必ず 必要 な 条件 と は 、 正 し い 意 図 と 、 思 慮 の 有る 実 
践 で ある 。 

思慮 の 有る 催眠 術 に よっ て 、 人 が 獲得 で きる 有益 な 結果 と は 、 何 か ? 

思慮 の 有る 催眠 術 に よっ て 、 人 が 獲得 で きる 有益 な 結果 と は 、 神 経 の 病気 の 治療 、 
予感 の 解析 、 流 体 で ある 星 の 体 の 調和 の 建て 直し 、 自 然 の いく つか の 秘密 の 再発 
見 で ある 。 

神経 の 病気 の 治療 、 予 感 の 解析 、 流 体 で ある 星 の 体 の 調和 の 建て 直し 、 自 然 の 
いく つか の 秘密 の 再発 見 に つい て 、 よ り 完 全 な 形 で 説明 し て くだ さい 。 


自然 の 神秘 を 専門 に 扱う 「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 神 
経 の 病気 の 治療 、 予 感 の 解析 、 流 体 で ある 星 の 体 の 調和 の 建て 直し 、 自 然 の いく つ 
か の 秘密 の 再発 見 に つい て 、 よ り 完 全 な 形 で 説明 する つも り で ある 。 


第 3 部 自然 の 神秘 
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鍵 タ ロッ ト の 大 アル カナ の 10 番目 


第 3 部 大 いな る 魔術 の 代行 者 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 無 限 の 者 で ある 神 の 中 に 広がっ て いる 本 質 で ある 神 性 (と 、 神 
性 を 劣化 させ た も の で ある 星 の 光 ) に つい て 話し て きた 。 

神 性 (、 ま た は 、 神 性 を 劣化 させ た も の で ある 星 の 光 ) は 、 天 と 地 と 成っ て いる 、 唯 一 
の も の で ある 。 

言い 換え る と 、 神 性 (、 ま た は 、 神 性 を 劣化 させ た も の で ある 星 の 光 ) は 、 両 極 間 の 
位置 に 応じ て 、 気 化し 易く 薄く 成っ て いた り 、 気 化し 難く 成っ て いた りす る 。 

「 エ メラ ルド 板 」 で ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 神 性 (、 ま た は 、 神 性 を 劣化 させ た も 
の で ある 星 の 光 ) を 大 いな る も の 「Telesma」 と 呼ん で いる 。 

「Telesma」 が 光 を も た ら す 時 、「Telesma」 は 星 の 光 と 呼ば れる 。 

創世 記 で 神 が 、「 光 あれ 」 と 話し て 、 何 も の より も 先 に 創造 し た も の は 、 星 の 光 で あ 
る 。 

星 の 光 は 、 本 質 や 物体 で ある 、 と 共に 、 運 動 で ある 。 

星 の 光 は 、 流 体 で あり 、 永 遠 の 振動 で ある 。 

星 の 光 に 固有 の 力 が 振動 し て いる 星 の 光 は 、「 磁 気 」 と 呼ば れる 。 

無限 の 者 で ある 神 の 中 で 、 神 の 世界 で 、 神 性 と いう 唯一 の 本 質 は 、 エ ー テ ル 、 ま た 
は 、 エ ー テ ル の 光 で ある 。 

神 性 が 磁化 し て いる 、 星 の 中 で 、 神 性 は 星 の 光 と 成る 。 

組織 的 な 存在 の 中 で 、 星 の 光 は 、 光 、 ま た は 、 磁 気 の 流体 と 成る 。 

人 の 中 で 、 星 の 光 は 、「 星 の 体 」、「 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の 」 を 形成 する 。 

知 的 存在 の 意思 は 、 星 の 光 に 直接 作用 し 、 星 の 光 と いう 手段 に よっ て 自然 の 全て 
の 部 分 に 作用 し て 、 自 然 を 知 に よる 変化 に 従わ せる 。 

星 の 光 は 、 全 概念 と 全 形 態 の 共通 の 鏡 で ある 。 


星 の 光 は 、 過 去 に 存在 し た 全て の も の の 映像 、 過 去 の 諸 世 界 の 反映 、 類 推 可能 
性 に よる 未来 の 諸 世 界 の 原案 を 保存 し て いる 。 

星 の 光 は 、 奇 跡 と 予見 の 手段 で ある 。 

星 の 光 に つい て は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 と 、 最 後 
の 「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 」 で 説明 する 事 が 残っ て いる 。 


第 3 部 第 1 巻 磁気 の 神秘 


第 3 部 第 1 巻 第 1 章 メス メル の 治療 メス メリ ズム の 鍵 


メス メル は 、 自 然 の 秘密 の 知 を 再発 見 し た 。 

メス メル が 、 自 然 の 秘密 の 知 を 発明 し た わけ で は な い 。 

メス メル の 格言 集 で 、 メ スメル は 、 基 礎 の 唯一 の 第 一 質 料 で ある 星 の 光 の 存在 を 
主張 し た 。 

ヘル メス と ピタ ゴラス は 、 星 の 光 に つい て 知っ て いた 。 

シュ ネ シ オ ス の 聖歌 第 2 編 で 、 シ ュ ネ シオ ス は 、 星 の 光 に つい て 歌っ て いる 。 

シュ ネ シ オ ス は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の プラ トン 主義 者 の 文書 で 啓示 され て いた 、 


星 の 光 に つい て 知っ て いた 。 


「 光 の 唯一 の 源泉 、 光 の 唯一 の 根源 は 、 光 を 光 の 3 つの 枝 へ 飛び 出さ せ て 広め て 
いる 。 
神 が 、 地 を 一 巡 す る 様 に 息 を 吹き か け 、 無 数 の 形 の 中 で 、 命 を 与え られ て いる も の の 
全て の 部 分 に 、 命 を 与え て いる 」 

(シュ ネ シ オ ス の 聖歌 第 2 編 ) 


メス メル は 、 基 礎 の 物質 で ある 星 の 光 に 、 静 止 に 対し て 、 と 同じ く 、 運 動 に 対し て 中 
性 で ある 性 質 を 見 た 。 

星 の 光 は 、 運 動 に 従わ せる と 、 気 化し 易く 成る 。 

星 の 光 は 、 静 止 状 態 に 戻す と 、 気 化し 難く 成る 。 


し か し 、「 運 動 は 第 一 質 料 で ある 星 の 光 に 固有 の 物 で ある 」 事 を メス メル は 理解 
で き な か っ た 。 

「 運 動 と 静止 に 対す る 中 性 で は な く 、 相 互 に つり 合っ て いる 運動 と 静止 が 重なっ 
て いる 性 質 が 原因 と 成っ て 、 星 の 光 は 運動 し て いる と 気化 し 易く 成り 、 静 止 し て いる 
と 気化 し 難く 成る 結果 を も た ら す 」 事 を メス メル は 理解 で き な か っ た 。 

完全 な 静止 は 、 普 遍 の 生き て いる 物質 で ある 星 の 光 の 中 の 、 ど こ に も 存在 し な い 。 

一 方 で は 、 固 定 さ れ て いる 星 の 光 は 、 気 化し て いる 星 の 光 を 固定 する た め に 、 気 
化し て いる 星 の 光 を 引き 寄せ る 。 

他方 で は 、 気 化し て いる 星 の 光 は 、 固 定 さ れ て いる 星 の 光 を 気化 させ る た め に 、 固 
定 さ れ て いる 星 の 光 を 侵食 する 。 

一 見 、 固 定 さ れ て いる 状態 に 見 える 、 仮 定 さ れ て いた 、 星 の 光 と いう 粒子 の 静止 
状態 は 、 星 の 光 と いう 流体 の 2 つの 力 が 、 相 互 に 相殺 し 合っ て 不動 に 成っ て いる 事 
に よる 、 運 動 し て いる より も 激しく 取っ 組み 合っ て いる 状態 で し か な いし 、 運 動 し て い 
る より も 強い 緊張 状態 で し か な い 。 

その た め 、「 エ メラ ルド 板 」 で ヘル メス は 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可 能 で あ 
る 」 と 話し て いる 。 

な ぜ な ら 、 蒸 気 を 膨張 させ る 力 が 、 氷 柱 を 収縮 させ て 硬く 固め る 。 

全て の も の は 、 命 の 法 に 従っ て いる 。 

命 の 法 は 、「 最初 」 か ら 、 先 天 的 に 、 根 源 の 第 一 質 料 で ある 星 の 光 に 存在 し て いる 。 

常に 調和 し な が ら 、 根 源 の 第 一 質 料 で ある 星 の 光 は 、 引 き 寄 せ た り 打 け た りす る 。 

常に 調和 し な が ら 、 星 の 光 は 、 星 の 光 を 凝固 させ た り 分 解 し た りす る 。 

星 の 光 は 二 重 で ある 。 

星 の 光 は 両性 具有 で ある 。 

星 の 光 は 、 星 の 光 を 抱擁 し て 受胎 させ る 。 


星 の 光 は 、 戦 い 、 圧 倒し 、 破 壊し て 更新 する 。 

し か し 、 星 の 光 は 、 尼 性 、 性 性 、 無 気力 に 身 を 委ね な い 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 に と っ て 、 慣 性 、 必 性 、 無 気力 は 、 死 ぬ 事 で ある 。 

創世 記 1 章 3 節 の 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 」 と いう 、 神 の 言葉 
が 、 光 に 存在 する 様 に と 話し て 、 光 を 創造 し た 話 は 、 根 源 の 第 一 臣 料 で ある 星 の 光 
に つい て の 創世 記 の 祭司 へ の 話 で ある 。 


創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 」 


古代 ヘブライ 人 は 、 星 の 光 を 、「 光 」 を 意味 する 「 ア ウル 」 ま た は 「 オ ウル 」 と 呼ん で 
いる 。 

(1N、AWR、 ア ウル 、 オ ウル は 光 を 意味 する 。) 

星 の 光 は 、 錬 金 術 の 流体 の 生き て いる 黄金 で ある 。 

星 の 光 の 、 自 発 的 な 原理 は 、 錬 金 術 の 硫黄 で ある 。 

星 の 光 の 、 受 容 的 な 原理 は 、 錬 金 術 の 水銀 で ある 。 

星 の 光 の 、 つ り 合 っ て いる 自発 的 な 原理 と 受容 的 な 原理 は 、 錬 金 術 の 塩 で ある 。 

その た め 、「 第 一 質 料 は 、 運 動 や 静止 に 対し て 、 中 性 で ある 」 と いう メス メル の 第 6 
の 格言 と いう 誤解 の 代わ り に 、 人 は 、「 普 遍 の 質 料 で ある 星 の 光 は 、 星 の 光 の 二 重 
の 磁化 に よっ て 運動 せ ざ る を 得 な い 。 ま た 、 必 然 的 に 、 星 の 光 は 、 つ り 合 い を 求め る 」 
と いう 正しい 原理 を 確立 する 必要 が 有る 。 

また 、 そ の た め 、 後 記 の 様 に 、 人 は 諸々 の 結果 を 導き 出せ る 。 

つり 合い の 様々 な 組み 合わ せ が 、 運 動 の 法則 性 と 多様 性 を も た ら す 。 

全面 的 に 、 つ り 合っ て いる 点 は 静止 し た まま で ある 。 

その た め 、 つ り 合 っ て いる 点 は 運動 を 与え られ て いる 事 に 成る 。 


常に 、 つ り 合っ て いる 2 つの 力 の 変化 は 、 速 く < 運動 し て いる 第 一 質 料 で ある 星 の 
光 が 形 成 し て いる 流体 を 、 か き 混ぜ た り 、 揺 り 動 か し た り し て いる 。 

多かれ 少な か れ 、 し っ か り と 、 つ り 合 っ て いる 2 つの 力 は 、 第 一 質 料 で ある 星 の 光 
が 形成 し て いる 固体 を 、 遅 く 動 か し た り 、 一 見 、 静 止 さ せ た り し て いる 。 

固体 を 構成 し て いる 粒子 群 の つり 合い が 突然 崩れ な い 場 合 は 、 固 体 が 、 す ぐに 睦 
状 に 粉砕 し て し まう 事 は 、 あ り 得 な い 。 

固体 を 構成 し て いる 粒子 群 の つり 合い が 突然 崩れ た 場合 は 、 固 体 は 、 煙 の 様 に 
薄れ て 目 に 見 えな く 成 る 時 が 存在 する 。 

何者 か が 、 流 体 を 構成 し て いる 粒子 群 を つり 合わ せる と 、 流 体 は 即座 に ダイ アモ 
ンド より も 硬く 成る 場合 が 存在 する 。 

その た め 、 磁 気 の 2 つの 力 を 傾け る 事 は 、 諸 形態 を 破壊 する か 、 創 造 す る 事 に 成 
る 。 

星 の 光 の 2 つの 力 を 傾け る 事 は 、 諸 物体 を 破壊 する か 、 全 て の 表れ を も た ら す 事 
に 成る 。 

星 の 光 の 2 つの 力 を 傾け る 事 は 、 自 然 の 全能 の 力 を 発揮 する 事 で ある 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 意 思 に 人 迫 ら れ て 、 星 の 光 を 引き 寄せ た り 圧 け 
た りす る 磁石 で ある 。 

星 の 光 は 、 概 念 に 対応 する 形 を 非常 に 容易 に 再現 する 、 光 る 肉体 で ある 。 

星 の 光 は 、 想 像 力 の 鏡 で ある 。 

星 の 体 は 、 星 の 光 に よっ て 養 わ れ て いる 。 

正 に 、 有 機体 が 地 の 産 物 に よっ て 状 わ れ て いる 、 様 に 。 

睡眠 中 は 、 星 の 体 は 、 星 の 光 に 沈め られ て 浸透 され て 、 星 の 光 を 吸収 する 。 

目覚 め て いる 時 は 、 星 の 体 は 、 あ る 種 の 多少 の 呼吸 で 、 星 の 光 を 吸収 する 。 


夢遊 病 と いっ た 自然 な 催眠 状態 の 時 は 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 
星 の 体 は 、 消 化 不 良 で 、 星 の 光 を 過 充 電 さ れ て いる 。 

夢遊 病 と いっ た 催眠 状態 の 時 は 、 催 眠 に よる 麻痺 が 意思 を 東 縛 し て いる が 、 意 思 
は 、 意 思 を 催眠 に よる 麻痺 か ら 解放 する た め に 、 仲 介する も の で ある 星 の 光 を 肉体 
の 諸 器 官 へ 先天 的 に 民 け る 。 

意思 が 星 の 光 を 肉体 へ け る と 、 肉 体 が 肉体 を 動か し て 仲介 する も の で ある 星 
の 光 を 発散 させ て 一 定量 に 保 と うと する た め 、 肉 体 に よる 肉体 の 運動 と いう 機械 的 
な 自然 な 反作用 が 起き る 。 

その た め 、 夢 遊 病 者 と いっ た 被 催眠 者 を 突然 、 目 覚め させ る 事 は 危険 で ある 。 


肉体 に 区 積 され て いた 仲介 する も の で ある 星 の 光 は 、 肉 体 が 肉体 を 動か し て 肉体 
に 蓄積 され て いた 星 の 光 を 発散 させ る 前 に 、 突 然 、 天 体 と いっ た 星 の 光 の 共通 の 貯 
蔵 所 へ 発散 する 形 で 引き 上 げ て し まい 、 蓄 積 さ れる 前 の 星 の 光 と 共に 肉体 の 諸 器 
官 を 捨て 去っ て し まい 、 肉 体 の 諸 器 官 と 魂 を 仲介 する も の が 去っ て し まい 、 肉 体 が 魂 
と 分 か れ て し まい 、 結 果 、 肉 体 が 死ぬ 事 に 成っ て し まう 。 

自然 で や ろう と 人 工 で あろ うと 、 催 眠 状 態 は 、 極 め て 危険 で ある 。 

な ぜ な ら 、 催 眠 状 態 は 、 目 覚め て いる 状態 の 現象 と 、 睡 眠 状 態 の 現象 を 合わ せ 
持っ て いて 、 あ る 種 、2 つの 世界 に また が っ て いる (、 霊 の 冥界 に 片足 を 突っ 込ん で い 
る ) 状 態 を 形成 する 。 

催眠 状態 で は 、 魂 は 、 普 遍 の 命 に 浸り な が ら 、 特 化し て いる 命 の 諸々 の 原動力 を 
動か し て 、 言 い 表 せな い 幸 福 感 を 経験 する 。 

催眠 状態 で 、 星 の 光 の 流れ に 圧倒 され な い 様 に 魂 を 保持 し て いる 神経 系 を 、 魂 は 
自発 的 に 手 放 そ うと し て し まう 。 

全て の 種類 の 忘 我 状 態 で も 、 催 眠 状 態 と 、 状 況 は 同じ で ある 。 


意思 が 、 催 眠 状 態 と いっ た 忘 我 状態 に 熱烈 に 努め て の め り 込 ん で し まっ た り 、 催 
眠 状 態 と いっ た 忘 我 状態 に 完全 に 身 を 委ね さえ し た り し て し まう と 、 被 催眠 者 は 、 
狂っ て し まう か 、 し びれ て し まう か 、 死 に さえ し て し まう 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 体 の 負傷 や 局所 的 な 麻痺 が 幻覚 や 幻 
視 を も た ら す 。 

幻覚 状態 で は 、 時 に は 、 星 の 体 は 、 星 の 光 の 光線 の 放射 を や め て 、 星 の 体 の 中 で 
濃縮 し て し まっ た 星 の 光 に よる 映像 を 、 星 の 光 が 見 せ て いる 現実 に 、 何 と か し て 、 代 
えて し まう 。 

幻覚 状態 で は 、 時 に は 、 星 の 体 は 、 星 の 光 を 強 過 ぎる 力 で 放射 し て し まい 、 星 の 体 
の 外 で 星 の 光 を 意図 せ ず に 無秩序 に 何 点 か の 中 心 の 周囲 に 濃縮 し て し まう 。 

血 が 何 個 か の 腫瘍 の 周囲 に 濃縮 し て し まう 、 様 に 。 

幻覚 状態 で 、 星 の 体 が 星 の 体 の 内 部 か 外部 に 星 の 光 を 濃縮 し て し まう と 、 脳 内 の 
妄想 が 形 と 成り 、 魂 を 得 て し ま っ た 様 に 見 えて し まう 。 

幻覚 状態 で 、 星 の 体 が 星 の 体 の 内 部 か 外部 に 星 の 光 を 濃縮 し て し まう と 、 欲 望 の 
理想 像 に 一 致す る 光 を 放つ 自身 の 星 の 体 を 自分 に 見 せ て し まう か 、 怖 の 典型 像 
に 一 致す る 奇形 の 自身 の 星 の 体 を 自分 に 見 せ て し まう 。 

幻覚 は 、 目 覚め て いる 人 の 夢 や 妄想 で あり 、 常 に 、 催 眠 状 態 に 似 た 状態 を 伴う 。 

し か し 、 逆 に 、 あ る 意味 で 、 催 眠 状 態 は 、 目 覚め て いる 状態 の 現象 を 取り 入れ た 睡 
眠 状 態 で ある 。 

幻覚 状態 は 、 睡 眠 状 態 の 時 の 、 星 の 光 に 本 町 し た 状態 に 部 分 的 に 負け た まま 目 
覚め て いる 状態 で ある 。 

電気 の 法 に 似 て いる 、 星 の 光 の 法 に 従っ て 、 あ る 人 の 流体 の 体 で ある 星 の 体 は 、 
他人 の 星 の 体 と 、 相 互 に 引き 寄せ 合っ た り 、 相 互 に 民 け 合 っ た り し て いる 。 


ある 人 の 星 の 体 と 、 他 人 の 星 の 体 の 、 相 互 の 引き 寄せ 合い が 先天 的 な 共感 を 、 相 
互 の 兵 け 合い が 先天 的 な 反感 を も た ら す 。 

前 記 の 様 に 、 あ る 人 の 星 の 体 と 、 他 人 の 星 の 体 は 、 相 互 に 、 つ り 合っ て いる 。 

その た め 、 幻 覚 は 伝染 する 時 が 有る 。 

星 の 光 の 異常 な 放射 は 、 星 の 光 の 流れ を 変え る 。 

神経 質 で 病 ん だ 人 が 引き 起こ し た 星 の 光 の 混乱 が 、 よ り 神 経 質 な 人 々 を 引き ずり 
込ん で し まう 。 

幻覚 の 輪 が 確立 され る と 、 大 衆 は 一 丸 と 成っ て 容易 に 幻覚 の 輪 に 引き ずり 込ま 
れ て し まう 。 

幻覚 の 伝染 が 、 不 思 議 な 霊 の 出現 や 、 民 間 の 口伝 の 驚異 現象 の 、 経 歴 で ある 。 

幻覚 の 伝染 は 、 ア メリ カ の 霊媒 師 に よる 和 父 異 現象 、 テ ー ブ ル ター ニン グ に よる 病 
的 興奮 、 回 旋 舞 踊 す る イス ラム 教 の 神秘 主義 の 苦行 僧 ダ ル ヴ ィ ーシュ の 忘 我 状態 
が 現代 で 再現 する 驚異 現象 を 説明 する 。 

ラッ プラ ンド の シャ ー マ ン ドラ ム を 持つ シャ ー マ ン と 、 未 開 の 民族 の 呪 医 も 、 幻 覚 
と いう 同じ 成り 行き で 、 幻 覚 の 伝染 と いう 同じ 結果 に 到達 し た 。 

偽 の 神々 や 存在 し な い 諸 々 の 悪魔 は 幻覚 の 伝染 と は 何 の 関 係 も 無い 。 

健全 な 精神 の 人 より も 、 狂 人 や 愚者 は 磁気 、 星 の 光 に 対し て 敏感 で ある 。 

「 健 全 な 精神 の 人 より も 、 狂 人 や 愚者 は 星 の 光 に 対し て 敏感 で ある 」 理 由 は 容易 
に 理解 で きる で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 例 えば 、 義 町 者 の 頭 を 一 変 す る た め に は 、 非 常に 占 細 な 物事 し か 必要 
で は な い 。 

全 器 官 が 革 細 な 物事 か ら の 影響 を 受け 易く 成っ て いて 、 此 細 な 物事 に よる 不調 
を 表し 易く 成っ て いる と 、 よ り 容 易 に 、 本 町 者 は 病気 に 成る 。 

流体 、 星 の 光 に よる 病気 に は 、 死 に 至る 転機 が 有る 。 


神経 器 官 の 全て の 異常 な 緊張 は 、 つ り 合い の 必然 の 法 に 従っ て 、 正 反対 の 緊張 
に 成っ て し まう 。 

病 的 に 肥大 し た 愛着 は 、( 鞍 細 な すれ 違い 等 で 、) 憎 悪 に 変わ っ て し まう 。 

また 、 病 的 に 肥大 し た 憎悪 は 、 愛 着 に 非常 に 近づく 。 


反作用 が 起き る と 、 無 知 な 愚者 は 、 反 作用 を 悲し むか 、 反 作用 に 対し て 抗議 する 。 

反作用 が 起き る と 、 知 者 は 、 反 作用 に 身 を 委ね て 、 沈 庄 を 保つ 。 

心 の 愛 と 、 脳 の 愛着 と いう 2 つの 愛 が 存在 する 。 

心 の 愛 は 、 興 付 し な い 。 

心 の 愛 は 、 心 を 共 い 立た せ て 覚悟 し て 、 試 練 と 自己 犠牲 の 経路 に よっ て 、 ゆ っ くり 
と 成長 する 。 

単に 神経 質 で 肉欲 的 な 脳 の 愛着 は 、 熱 狂 の み に 生 き 続け る 。 

脳 の 愛着 は 、 全 て の 義務 と 衝突 する 。 

脳 の 愛着 は 、 愛 着 の 対象 を 戦利 品 の 様 に 扱う 。 

脳 の 愛着 は 、 利 己 的 で あり 、 冷 酷 で あり 、 不 安 で あり 、 暴 君 的 で ある 。 

脳 の 愛着 は 、 愛 着 し た 後に 、 結 末 と し て の 自殺 か 、 薬 と し て の 姦淫 を 必然 的 に 伴 
う 。 

脳 の 愛着 が 自殺 か 到 淫 を 必然 的 に 伴う の は 、 自 然 の 様 に 、 運 命 の 様 に 、 不 変 で 
ある 。 

勇気 に 満ち た 、 将 来 が 目 の 前 に 開か れ て いる 、 若 い 女 性 芸術 家 に は 、 知 の 探求 
者 で あり 詩人 で ある 誠実 な 夫 が いた 。 

夫 の 欠陥 は 、 妻 へ の 愛着 が 過剰 で ある 事 だ け で あっ た 。 

妻 は 、 夫 に 怒っ て 、 夫 と 別れ 、 別 れ て か ら 常 に 元夫 を 憎み 続け た 。 

けれ ども 、 元 妻 も 良識 的 な 女性 で あっ た 。 


し か し 、 無 慈悲 な 世間 は 元 妻 を 裁 いて 非難 し た 。 

それ で も 、 元 妻 は 無罪 で あっ た 。 

も し 人 が 元 妻 を 非難 で きる 余地 が 有る と し た ら 、 元 妻 の 過誤 は 、 最 初 の うち は 、 
妻 が 元夫 を 熱狂 的 に 愛着 し た 事 で ある 。 

人 は 「 し か し 、 そ れ で は 、 人 の 魂 は 自由 で は な い の か ?」 と 話す で あろ う 。 


| 


いい え 。 

人 の 魂 が 、 肉 欲 に よる 、 め まい に 身 を 委ね る と 、 も う 自 由 で は な い 。 

知 だ けが 自由 で ある 。 

乱れ た 肉欲 は 、 狂 愚 の 王国 と 成る 。 

( 神 の 知 は 、 神 の 王国 と 成る 。) 

狂 患 は 、 死 に 至る 。 

愛 に つい て 言え る 事 は 宗教 に つい て も 言え る 。 

胃 散 を 伴う 信じ る 愛 で あ る 宗教 は 、 全 て の 愛 の うち 、 最 も 強い 愛 で あ り 、 最 も 夢中 
に させ る 愛 で あ る 。 

宗教 的 な 愛 に は 、 過 剰 な 宗教 的 な 愛 も あれ ば 、 必 然 の 反作用 も ある 。 

人 は 、 ア ッ シ ジ の フラ ンチ ェ ス コ の 様 に 忘 我 状態 と 聖 痕 を 得 た 後に 、 放 薄 と 不信 
心 の 底無し の 淵 に 陥る か も し れ な い 。 

熱烈 な 性 質 の 人 は 、 高 く 充電 され た 磁石 で ある 。 


2 つの 方 法 で 催眠 を か ける 事 が 可能 で ある 。 

第 一 の 催眠 方 法 は 、 催 眠 術 師 の 意思 に よっ て 、 被 催眠 者 の 自由 な 形 に で きる 仲 
介する も の で ある 星 の 体 に 働き か け て 、 被 催眠 者 の 意思 と 行為 を 結果 的 に 催眠 術 
師 の 働き か け に 従わ せる 。 


第 二 の 催眠 方 法 は 、 催 眠 術 師 の 脅迫 か 説得 に よっ て 、 被 催眠 者 の 意思 に 働き か 
け て 、 催 眠 術 師 が 影響 を 与え た 被 催眠 者 の 意思 が 、 催 眠 術 師 の 思い 通り に 、 被 催 
眠 者 の 星 の 体 と 行為 を 変え る 。 
人 は 、 星 の 光 の 放射 に よっ て 、 接 触 に よっ て 、 視 線 に よっ て 、 言 葉 に よっ て 、 被 催眠 
者 を 磁化 し て 、 被 催眠 者 に 催眠 を か ける 。 
声 の 振動 は 、 星 の 光 の 運動 を 変え る 。 
また 、 声 の 振動 は 、 磁 気 、 星 の 光 の 強い 仲介 者 で ある 。 
熱い 候 は 、 陽 極 に 磁化 する 。 
冷た い 息 は 、 陰 極 に 磁化 する 。 
育 骨 の 上 の 小脳 の 基底 部 に 、 熱 い 息 を 長く 吹き さか ける と 性 的 な 現象 を 引き 起こ 
す 事 が で きる 。 
羊毛 か 絹 の マン ト で 完全 に 覆 わ れ た 被 催眠 者 の 頭上 に 催眠 術 師 の 右手 を 置き 、 
被 催 眠 者 の 足 裏 に 催眠 術 師 の 左手 を 置く と 、 磁 気 、 星 の 光 の 雷 が 、 被 催眠 者 の 全 
身 を 貫通 し て 、 神 経 の 変革 を 被 催眠 者 の 有機 体 に 引き 起こ す 事 が で きる 。 
催眠 術 を か ける 手さばき は 、 手 さば き と い う 行 為 に よっ て 意思 を 確証 し て 、 催 眠 術 
師 の 意思 を 導く の に 役立つ だ け で ある 。 
手さばき は 、 象 徴 で し か な い 。 
意思 の 作用 は 、 手 さば き と い っ た 象徴 に よっ て 表 さ れる が 、 実 行 さ れ な い 。 
炭 の 粉 は 、 星 の 光 を 吸収 し て 保持 する 。 
「 炭 の 粉 が 星 の 光 を 吸収 し て 保持 する 」 事 は 、 デ ュ ポテ 男 菌 の 「 魔 法 の 鏡 」 の 原 
理 を 説明 する 。 
炭 で 描か れ た 象徴 は 、 催 眠 状 態 の 被 催 眠 者 に は 、 光 っ て 見 える 。 
炭 で 描か れ た 象徴 は 、 催 眠 状 態 の 被 催 眠 者 に は 、 催 眠 術 師 の 意思 が 指す 方 向 
性 に 従っ て 、 最 も 優美 な 形 か 、 最 も 恐ろし い 形 に 成っ て 見 える 。 


自由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 命 の 光 、 星 の 光 は 、 大 に 吸収 され る と 、 完 全 に 
陰極 に 成る 。 

その た め 、 例 えば 、 猫 と いっ た 、 電 気 、 星 の 光 に 苦し ん で いる 動物 は 、 炭 の 上 に 寝 
転がる 事 を 好む 。 

いつ の 日 か 、 医 学 は 、 誠 の 特性 を 利用 し て 、 神 経 質 な 人 を 星 の 光 に よる 苦し みか 
ら 大 い に 解 放す る で あろ う 。 


第 3 部 第 1 巻 第 2 章 生 と 死 。 睡 眠 状態 と 目覚 め て いる 状態 。 


眠り は 、 不 完全 な 死 で ある 。 

死 は 、 完 全 な 眠り で ある 。 

自然 は 、 人 を 死 と いう 概念 に 慣れ させ る た め に 、 人 を 眠り に 従わ せ て いる 。 

また 、 自 然 は 、 夢 に よっ て 、( 肉 体 と は ) 別 の ( 魂 の ) 命 の 永遠 性 を 人 に 知ら せ て いる 。 

眠り は 人 を 星 の 光 に 沈め て 浸す の で 、 星 の 光 は 大 海 に 似 て いる 。 

星 の 光 と いう 大 海 の 中 に は 、( 星 の 光 に 分 解 さ れ て いる 存在 の 残骸 と いう ) 難 破 し 
た 諸 存 在 と いう 漂流 物 、 過 去 の 物事 の 幻 や 反映 、 成 りか け て いる 物事 の 予感 と いっ 
た 、 無 数 の 映像 が 漂流 し て いる 。 

人 の 神経 の 傾向 は 、 人 の 運動 に 対応 し て いる 、 人 の 労苦 に 対応 し て いる 星 の 光 
の 映像 を 人 の 所 に 引き 寄せ る 。 

正 に 、 磁 石 が 、 様 々 な 金属 の 粒子 群 の 間 で 動か され る と 、 鉄 層 を 特に 選ん で 磁石 
の 所 に 引き 寄せ る 、 様 に 。 

夢 は 、 健 康 か 病気 か 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 体 が 落ち 着い て 
いる か 乱れ て いる か 、 結 果 と し て 神経 組織 が 落ち 着い て いる か 乱れ て いる か 、 人 に 
啓示 する 。 

夢 は 、 象 徴 が 持っ て いる 類推 可能 性 に よっ て 、 人 の 予感 を 形 に する 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 概念 は 人 の 肉体 の 命 と 魂 の 命 と いう 二 重 の 命 に 関係 し て いて 、 
全て の 概念 に は 人 に と っ て 二 重 の 意味 が 有る 。 

眠り の 言葉 が 存在 する 。 

眠り の 言葉 は 、 目 覚め て いる 状態 で は 、 理 解 不能 で あり 、 秩 序 的 に 並べ て 整理 す 
る 事 すら 不可 能 で ある 。 


眠り の 言葉 は 、 自 然 の 言葉 で ある 。 

自然 の 言葉 、 眠 り の 言葉 は 、 文 字 が 象徴 で あり 、 音 が 周期 で ある 。 

眠り は 、 め まい で ある か 、 透 明 で 意識 が 有る 。 

狂気 と は 、 め まい を 起こ させ る 永遠 の 催眠 状態 で ある 。 

激しい 混乱 は 、 狂 人 を 正気 に 目覚 め さ せ る か 、 し て し まう 。 

幻覚 が 幻覚 患者 の 知性 と 一 体 化し て し まう と 、 幻 覚 は 狂気 と いう 一 時 的 な 発作 と 
成っ て し まう 。 

全て の 精神 的 な 疲れ は 、 眠 り を も た ら す 。 

た だ し 、 神 経 の 昔 立 ち 、 神 経 の 興奮 に 伴う 精神 的 な 疲れ の 場合 は 、 眠 り は 不 完全 
に 成っ て し まい 、 催 眠 状 態 の 性 質 を 帯び て し まう 。 

人 は 、 現 実に 生き て いる 最 中 に 、 目 覚め て いる まま 、 知 ら な いで 眠り 込ん で し まう 
時 が 有る 。 

人 が 現実 に 生き て いる 最 中 に 目覚 め て いる まま 知ら な いで 眠り 込ん で し まっ て い 
る 時 、 人 は 、 考 える 代わ り に 、 夢 見 て いる 。 

な ぜ 、 過 去 に 起き な か っ た 事 を 人 は 覚え て いる の か ? 

な ぜ な ら 、 完 全 に 目覚 め な が ら 、 人 は 、 夢 で 過去 に 起き な か っ た 事 を 見 た の で あ 
る 。 

目覚 め て いる まま 意図 し な いで 知ら な いで 無自覚 に 眠り 込ん で し まう 現象 が 、 突 
然 、 現 実に 生き て いる 時 に よぎる 事 は 、 過 労 、 徹 夜 の し 過ぎ 、 飲 み 過ぎ 、 過 敏 に よっ て 
神経 系 が 興奮 し 過ぎ て いる 人 の 身 に 起き る 時 が 有る 。 

偏執 狂 者 は 、 非 論理 的 な 行動 を し て いる 時 は 、 目 覚め て いる まま 眠っ て いる 。 

偏執 狂 者 は 、 完 全 に 目覚 め る と 、 も は や 何 も 覚 えて いな い 。 


19 世紀 フラ ンス の パパ ヴォ ワー ヌ 事 件 で 、 殺 人 犯 の パパ ヴォ ワー ヌ は 、 警 察 に 逮 
捕 さ れ た 時 、「 あ な た た ち 警 察 は 、 殺 人 犯 で ある 他人 を 私 パパ ヴォ ワー ヌ と 間違え て 
いる の で す 」 と いう 注目 する べき 言葉 を 警察 に 穏やか に 話し た 。 

19 世紀 フラ ンス の パパ ヴォ ワー ヌ 事 件 の 殺人 犯 の パパ ヴォ ワー ヌ は 、 夢 遊 病 者 で 
あっ た の で ある 。 

エド ガー アラ ン ポー は 、 か つて 酔っ て いた 不適 切な 天才 で ある 。 

エド ガー アラ ン ポー は 、 偏 執 狂 者 の 夢遊 病 者 を 小説 で 恐ろし く 描い た 。 

ある 時 は 、 偏 執 狂 者 の 夢遊 病 者 は 、 墓 の 壁 を 通過 し て 、 殺 人 の 犠牲 者 の 心臓 の 
鼓動 が 聞こ える と 思い 込ん で いる 、 殺 人 の 犠牲 者 の 心臓 の 鼓動 が 他人 に も 全員 に 
聞こ えて いる と 思い 込ん で いる 、 殺 人 者 で ある 。 

ある 時 は 、 偏 執 狂 者 の 夢遊 病 者 は 、「 私 は 、 警 察 に 自首 し な い 限 り 、 安 全 で ある 」 
と 自身 に 話し か ける 事 に よっ て 安心 し て いた が 、 自 首 す る 夢 を 声 を 出し て 見 る 様 に 
成っ て し まい 、 実 際 に 自首 し た 、 毒 殺 者 で ある 。 

エド ガー アラ ン ポー は 、 自 分 の 変わ っ た 小説 の 殺人 犯 や 犯行 を 自分 で 考案 し た 
わけ で は な い 。 

エド ガー アラ ン ポー は 、 自 分 の 変わ っ た 小説 の 殺人 犯 や 犯行 を 、 目 覚め て いる ま 
まで 、 夢 で 見 た の で ある 。 

その た め 、 エ ドガ ー アラ ン ポー は 、 自 分 の 変わ っ た 小説 の 殺人 犯 や 犯行 を 、 衝 撃 
的 な 現実 の 特色 で 非常 に 巧 話 せ た の で ある 。 

幻覚 に つい て の 注目 する べき 作品 で 、 精 神 医 Briere de Boismont は 、 幻 覚 以 
外 で は 完全 に 正気 で ある イギリス 人 の 話 を 記し て いる 。 


幻覚 以外 で は 完全 に 正気 で ある イギリス 人 は 、「 私 は 、 見 知ら ぬ 人 と 出会っ て 知 
人 に 成っ た 。 知 人 は 、 私 の 宿 で 私 と 昼食 を 食べ た 時 に 、 私 に セン ト ポ ー ル 大 聖堂 に 


同伴 し て 行く 様 に 頼ん で きた 。 私 は 知人 と セン ト ポ ー ル 大 聖堂 を 訪れ た 。 私 が 知人 
と 共に 塔 の 頂上 に 昇る と 、 知 人 は 私 を 塔 の 頂上 か ら 投 げ 落 と そう と 試み て きた 」 と い 
う 幻覚 を 見 て 事実 だ と 思い 込ん で いた 。 

幻覚 以外 で は 完全 に 正気 で ある イギリス 人 は 、 存 在 し な い 知 人 の 幻覚 を 見 た 時 
か ら 、 自 分 に し か 見 えな い 存 在 し な い 知人 の 幻覚 に と りつ か れ て 、 食 事 を 食べ 終 

わっ た 後 の 独 り の 時 は 、 常 に 、 存 在 し な い 知 人 と 幻覚 の 中 で 出会っ た 。 


危険 は 引き 寄せ る 。 

本 本 は 本 町 を 呼ぶ 。 

狂気 に は 狂気 に 対し て 無敵 の 魅力 が 有る 。 

人 が 眠り に 負け る 時 は 、 人 を 目覚 め さ せ る か も し れ な い 全 て の も の に 恐怖 を 抱く 。 

幻覚 患者 、 動 か な い 夢 遊 病 者 、 狂 人 、 て ん か ん 患者 、 激 情 に よる 精神 錯乱 者 は 、 
正気 に 目覚 め さ せ る か も し れ な い 全 て の も の に 恐怖 を 抱く 。 

狂人 は 、 死 に 至る 音楽 を 聞い て 、 死 と いう 踊り に 加わ る 。 

(マタ イ に よる 福音 11 章 17 節 「 あ な た の た め に 笛 を 鳴ら し た の に 、 あ な た は 踊っ 
て くれ な い 」) 

し か し 、 狂 人 は 、 め まい の 渦 に 引き ずり 込ま れ て いる 様 に 感じ て いる 。 

狂人 に 話し か け て も 、 も は や 狂人 は 聞く 耳 を 持た な い 。 

狂人 に 注意 し て も 、 も は や 狂人 は 注意 を 理解 で きず 、 注 意 は 狂人 に と っ て うる さく 
て 狂人 を 荷 立 た せる 。 

狂人 は 、 死 と いう 眠り に よっ て 眠っ て いる 。 

死 は 、 人 を さら っ て 行く 流れ で ある 。 

死 は 、 人 を 下 へ 引き ずり 込む 渦 で ある 。 

し か し 、 死 と いう 渦 の 底 か ら 、 人 は 、 最 低 限 の 動き で 、 再 び 浮 上 で きる 。 


反発 力 は 、 引 き 寄 せる 力 に 相当 する 。 

正 に 死ぬ 瞬間 に 、 人 は 、 再 び 激 し く 、 肉 体 の 命 に と りつ いて し まう 事 が 頻繁 に 有る 。 

人 が 肉体 の 命 に と こり つく の と 同じ 、 つ り 合 い の 法 に よっ て 、 人 は 、 眠 り に と りつ か れ 
て 従っ て し まい 、 眠 っ た まま 死ん で し まう 事 が 頻繁 に 有る 。 


湖 の 岸 に 、 小 舟 が 揺れ て いる 。 

幼子 は 、 小 舟 に 乗っ て 、 進 水 し て し まう 。 

水 は 、 多 数 の 反映 で 輝い て 、 幼 子 の まわ り で 踊り 、 幼 子 を 呼ぶ 。 

小舟 を 留め て いた 針 は 、 伸 びき っ て 、 自 壊す る 事 を 望ん で いる 様 に 見 える 。 

湖 の 岸 か ら 、 不 思 議 な 鳥 が 飛び 出し 、 水 面 を か すめ て 飛び 、 喜 ん で いる 波 々 の 上 
で 、 歌 っ て いる 。 

幼子 は 、 鳥 の 後 を 師 お うと 望み 、 鎖 に 手 を 置き 、 鎖 の 先 の 輸 を 外し て し まう 。 


古代 人 は 、 死 の 引き 寄せ る 力 の 神秘 を 、 見 抜い て 、 ヒ ュ ラ ス の 例え 話 で 表現 し た 。 


長い 航海 で 疲れ た 、 ヒ ュ ラ ス は 、 花 で 覆 わ れ た 、 エ ナメ ル の 様 な 光沢 で 輝い て いる 、 
島 に 辿り 着い た 。 

ヒュ ラス は 、 水 を 流 む た め に 泉 へ 近づく 。 

優美 な 幻 が ヒュ ラス に 微笑 む 。 

ヒュ ラス は 、 自 分 に 手 を 差し 伸 べ る ニン フ を 見 た 。 

ヒュ ラス は 、 ニ ン フ に うろ た える 。 

その た め 、 ヒ ュ ラ ス は 、 重 い 水 瓶 を 引き 戻す 事 が で き な か っ た 。 

泉 か ら の 鮮やか な 香り は 、 ヒ ュ ラ ス を 眠ら せ て し まう 。 

彼岸 の 香り は 、 ヒ ュ ラ ス を 酔わ せ て し まう 。 


ヒュ ラス は 、 ナ ルキ ッ ソ ス の 様 に 水 の 上 に 身 を か が め た 。 

幼子 が 遊び で ナル キッ ソス の 水仙 の 花 の 茎 を 手 折 っ た 。 

水 で 満ち た 水瓶 が 水底 に 落ち 、 ヒ ュ ラ ス も 水瓶 の 後 を 追っ て 水底 に 落ち る 。 

ニン フ に 抱擁 され る 夢 を 見 な が ら 、 ヒ ュ ラ ス は 、 死 ん だ 。 

ヒュ ラス は 、 命 の 労苦 に 呼び 戻す ヘラ クレ ス の 声 に 対し て 、 も う 聞 く 耳 を 持た な い 。 
ヘラ クレ ス は 、「 ヒ ュ ラ ス ! ヒュ ラス !」 と 叫ん で 、 荒 々 し く 全 て の 場所 を 走り まわ る 。 


中 略 


「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で エリ ファ ス レヴ ィ は 「 物 理 的 に も 、 死 ん だ 人 の 復活 は 
可能 な 現象 で ある 」 と 大 胆 に 話し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 物 理 的 に も 、 死 ん だ 人 の 復活 は 可能 な 現象 で ある 」 と 話し た 
時 に 、 不 可 避 の 死 の 法 を 否定 し な か っ た 。 

中 止 で きる 死 は 、 紅 睡 状態 と 睡眠 状態 だ け で ある 。 

た だ し 、 皆 睡 状態 や 睡眠 状態 に よっ て 、 死 は 常に 始ま る 。 

命 の 不安 の 後に 続く 、 深 い 平 和 の 状態 と いう 死 は 、 楽 に 成っ た 眠っ て いる 魂 を さ 
らら そそ 生 うつ で し まう 。 

死ぬ と 、 人 は 、 激 し く 感 動 さ せる 愛情 や 望み に よっ て で は な いと 、 魂 を 戻せ ず 、 魂 は 
新しい 命 に 沈ん で 浸る 事 を 強い られ る 。 

世界 の 救い 主 イ エス が 地上 に いた 時 代 、 地 は 、 天 より も 、 美 し く 、 望 まし か っ た 。 

それ に も か か わら ず 、 ル カ に よる 福音 8 章 54 節 で 、 ヤ イロ の 娘 を 復活 させ る た め 
に 、 イ エス は 大 き な 声 で 叫ん で 衝撃 を 加え る 必要 が 有 っ た 。 

ヨハ ネ に よる 福音 11 章 35 節 で 身 を 震わせ て 涙 を 流し て 泣く 事 に よっ て 、 イ エス 
は 、 イ エス の 友人 ラ ザ ロ を 墓 か ら 復 活 さ せ た 。 


人 に 成っ た 神 イ エス で すら 叫ん だ りす る 必要 が 有 っ た くら い 、 素 晴らし い 眠 り を 
眠っ て いる 疲れ た 魂 に 割り 込む 事 は 難し い ! 

同時 に 、 死 を 受け 入れ る 全て の 魂 に と っ て 、 同 様 に 、 死 の 様子 は 安らか で ある 、 と 
いう わけ で は な い 。 

生き て いる 事 に よる 目標 を 手 に 入れ そこ な っ た 人 や 、 激 し い 貧 欲 や 癒さ れ て いな 
い 憎悪 に 夢中 に 成っ て いる 人 と いっ た 、 無 知 な 人 や 罪人 の 魂 に 、 永 遠 は 直 ろ し いく ら 
い の 悲 し み の 姿 で 現れ る の で 、 無 知 な 人 や 罪人 の 魂 は 、 肉 体 と いう 死ぬ 命 に 戻 ろう 
と 乱暴 に 試み る 時 が 有る 。 

多数 の 魂 が 、 地 獄 の 悪夢 に 迫 ら れ て 、 氷 の 様 に 冷た い 死 体 に 避難 し た が 、 す で に 
死体 は 大 理 石 の 相 に 閉じ 込め られ て いる ! 

人 は 、 ひ っ くり 返っ た 残骸 で ある 死体 、 映 も だ え し た と 思わ れる 死体 、 身 を よじ ら せ 
て いた 死体 を 見 つけ て 、「 こ れ は 、 生 きた まま 埋葬 され た 人 の 死体 で ある 」 と 話し て い 
Ke 

し か し 、 ひ っ くり 返っ た 死体 、 映 も だ え し た と 思わ れる 死体 、 身 を よじ ら せ て いた 死 
体 は 、 生 きた まま 埋葬 され た 人 の 死体 で は な い 事 が 多い 。 

ひっ くり 返っ た 死体 、 映 も だ え し た と 思わ れる 死体 、 身 を よじ ら せ て いた 死体 は 、 常 
に 、 死 か ら の 漂着 物 、 永 速 へ の 入口 で の 苦し み に 完 全 に 身 を 委ね る 前 に 、 肉 体 に よ 
る 第 2 の 人 生 を 生き よう と 試み 求め た 、 墓 で 復活 し た 人 の 死体 で ある か も し れ な い 。 

秘密 に し て いた 、 魔 術 に つい て の 本 で 、 高 名 な 催眠 術 師 デュ ポテ 男爵 は 、「 人 は 、 
魔術 の 電気 に よっ て 殺害 で きる 」 と 記し て いる 。 

自然 の 類推 可能 性 を 良く 知っ て いる 人 に と っ て 、「 人 は 、 魔 術 の 電気 に よっ て 殺害 
で きる 」 と いう デュ ボテ 男 菌 の 啓示 は 、 不 思 議 で は な い 。 


対象 者 の 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 体 を 、 過 剰 に 薄め て 、 ま た は 、 
突然 に 凝固 させ て 、 魂 と の 鎖 か ら 肉 体 を 解き 放っ て し まう 事 が 可能 な の は 確か で あ 
る 。 

突然 死 さ せる の に 、 激 怒 さ せる だ け で 、 ま た は 、 帝 怖 で 圧倒 する だ け で 、 十 分 な 場 
合 が 有る 。 

催眠 術 の 習慣 的 な 利用 は 、 普 通 、 被 催眠 者 が 身 を 委ね て し まう 形 で 、 被 催眠 者 を 
催眠 術 師 の 思い 通り に させ て し まう 。 

交流 が 十分 に 確立 され て いて 、 催 眠 術 師 が 眠り 、 麻 痺 や 気絶 、 強 硬 症 カ タレ プ 
シー な ど を 思い 通り に 被 催眠 者 に も た ら す 事 が で きる と 、 死 を 被 催眠 者 に も た ら す 
に は 、 更 な る 革 細 な 支 力 が 必要 な だ け で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 実 際 の 事実 で ある と し て 、 あ る 話 を 聞い た 事 が 有る 。 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 事 実 で ある と し て 聞い た 話 の 真 偽 を 完全 に は 保証 で 
さ な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 事 実 で ある と し て 聞い た 話 を 記す 。 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 、 事 実 で ある と し て 聞い た 話 は 、 真 実 で ある か も し れ 


な い 。 


迷信 と 狂信 に 期待 する 半信半疑 の 類 の 人 で ある 、 宗 教 と 催眠 術 を 疑っ て いた 何 
人 か が 、 貧 し い 少女 を 金銭 で 説得 し て 催眠 術 の 実験 に 従わ せ た 。 

少女 は 、 感 受 性 が 強く 、 神 経 質 で あり 、 更 に (貧困 に よる ) 不 規則 過ぎ る 生活 に よる 
不 節制 で 疲れ て いて 、 生 き て いる 事 に 既に うん ざり し て いた 。 

催眠 術 の 実験 者 は 、 少 女 に 催眠 術 を か け て 眠ら せ た 。 

催眠 術 の 実験 者 は 、 少 女 に 「 見 る 」 様 に 命令 し た 。 


少女 は 、 涙 を 流し て 、「 見 る 」 事 に 取り 組ん だ 。 

催眠 術 の 実験 者 は 、 少 女 に 、 神 に つい て 何 が 「 見 える 」 か 尋ね た 。 

少女 は 、 手 足 を 全て 賑わせ た 。 

少女 は 、「 駄 目 、 駄 目 、 神 は 私 を 脅し て 、 見 る 事 を 断念 させ る 。 私 は 神 を 見 れ な い 」 
と 話し た 。 


「 神 を 見 な さい 。 催 眠 術 師 で ある 私 が 望ん で いる の だ 」 


少女 は 、 目 を 見 開き 、 少 女 の 瞳 孔 は 開い た の で 、 恐 ろ し く 見 えた 。 


「 何 が 見 える の か ?」 


「 ど う 言 い 表 せ ば 良い の か 、 わ か ら な い ..………。 
お お っ ! お 願い だ か ら 、 私 を 目覚 め さ せ て くだ さい !」 


「 駄 目 だ 。 
見 な さい 。 


そし て 、 何 が 見 える の か 話し な さい 」 


「 闇 夜 が 見 える 。 
闇夜 の 中 に 、2 つの 大 き な 常 に 回 転 し て いる 目 の ま わり に 、 全 色 の 輝き が 回 転 し て 
いる の が 見 える 。 
2 つの 大 き な 常 に 回 転 し て いる 目 か ら 光 線 が 飛び 出し 、 光 線 の 螺旋 の 渦巻 き は 空 
間 を 満た す .……。 


お お っ ! 痛い ! 
私 を 目覚 め さ せ て !」 


「 駄 目 だ 。 


見 な さい 」 


「 そ れ で は 、 ど こ を 見 る 事 を 望ん で いる の で すか ?」 


「 神 の 楽園 の 中 を 見 な さい 」 


「 駄 目 、 私 は 神 の 楽園 まで 昇る 事 が で き な い 。 


大 いな る 闇 が 私 を 下 へ 押し 返し て し まう 。 


私 は 常に 落下 し て いる 」 


「 わ か り ま し た 。 
それ で は 、 地 獄 の 中 を 見 な さい 」 


ここ で 、 被 催眠 者 の 少女 は 、 け いれ ん し て 動揺 し た 。 


少女 は 、「 駄 目 ! 駄目 ! 見 れ な い 。 め まい が し そう 。 落 下 し そう ! 


を 引き 留め て ! 私 を 引き 留め て !」 と 、 す すり 泣き な が ら 叫 ん だ 。 


「 駄 目 だ 、 降 りな さい 」 


「 ど こ に 降り て 欲し い の で すか ?」 


お お っ ! 


私 


「 地 氏 の 中 へ だ 」 


「 だ けど 、 地 獄 は 恐い ! 
嫌 ! 嫌 ! 私 は 地獄 に 行き た く な い !」 


「 地 獄 に 行き な さい 」 
「 あ あっ !」 


「 地 獄 に 行き な さい 。 


地獄 に 行く 事 が 私 の 望み だ 」 


被 催眠 者 の 少女 の 容貌 は 見 る も 恐ろし い 物 に 成っ た 。 
少女 の 髪 は 逆 立 っ た 。 

少女 は 目 を 大 きく 見 開き 白目 だ け を 見 せ た 。 

少女 の 胸 は グイ ッ と 持ち 上 が り 、 死 ぬ 時 の 様 に 喉 を ゴロ ゴロ 鳴ら し た 。 


催眠 術 師 は 「 地 獄 に 行き な さい 。 地獄 に 行く 事 が 私 の 望み だ 」 と 、 く り 返 し 命令 し 
Me 


不幸 な 少女 は 、「 私 は 、 地 獄 に いる !」 と 歯 の 間 か ら 漏らす 様 に 話し 、 力 を 使い 果 た 
し て 、 の け ぞ っ た 。 
それ か ら 、 も う 少 女 は 応え な く な っ た 。 


少女 の 頭 は 重く 片方 の 肩 に か か っ て いた 。 

少女 の 両 腕 は 、 か た わら に 、 ダ ラッ と 投げ 落と され て いた 。 

催眠 術 師 は 、 少 女 に 近づい た 。 

催眠 術 師 は 、 少 女 に 触れ た 。 

催眠 術 師 は 、 少 女 を 目覚 め さ せ よう と 試み た が 、 遅 過ぎ た 。 

犯罪 が 為 さ れ て し まっ て いた 。 

少女 は 死ん で いた 。 

神 を 冒 流す る 催眠 術 の 実験 の 実験 者 は 、 催 眠 術 に よる 事件 へ の 大 衆 の 不信 の お 
か げ で 、 起 訴 を 免れ た 。 

警察 関係 当局 は 調査 を 行っ た 。 

そし て 、 被 催眠 者 の 死 は 、 動 脈 交 の 破裂 の せい に され た 。 

被 催眠 者 の 死体 に は 、 ど こ に も 暴行 の 跡 が 無かっ た 。 

被 催眠 者 の 死体 は 埋葬 され て 、 事 件 は 終わ っ た 。 


後記 は 、 旅 の 道連れ か ら 聞 いた 、 別 の 逸話 で ある 。 


2 人 の 友人 が 、 同 じ 宿 の 同じ 部 屋 に 泊まっ て いた 。 
一 方 の 人 に は 、 寝 言 を 話す 癖 が 有 っ た 。 
寝言 を 話す 人 は 、 和 寝言 を 話し て いる 時 に 、 友 人 が 質問 する と 、 質 問 に 答え た 。 


同室 の 友人 は 目覚 め て 、 寝 言 を 話し て いる 人 に 、 ど うし た の か 尋ね た 。 


寝言 を 話し て いる 人 は 、「 あ な た は 見 えな い の か ?② あな た は 巨大 な 岩 が 見 えな 
い の か .………? 巨大 な 岩 が 山 か ら 崩れ て いる ..…………! 巨大 な 岩 は 私 の 上 に 落ち て 来 
る ! 巨大 な 岩 に 私 は 押し つぶ され る !」 と 話し た 。 


「 お お っ ! で は 、 道 の 脇 に 逃げ な さい !」 


「 で き な い ! 茨 に 両足 を と られ て いて 、 茨 は し まっ た まま で 両足 に つい て 取れ な い 。 
ああ っ ! 助け て ! 助け て ! 巨大 な 岩 が 私 の 真 上 に 落ち て 来る !」 


同室 の 友人 は 、「 ほ ら 、 こ れ が 巨大 な 岩 だ !」 と 笑い な が ら 話 し て 、 寝 言 を 話し て い 
る 人 を 目覚 め さ せ る た め に 、 枕 を 頭 に 投げ つけ た 。 

寝言 を 話し て いる 人 は 、 突 然 、 花 ろ し い 抑え た 叫び を あげ 、 け いれ ん し 、 候 を 吐き 、 
身動き し な く 成 っ た 。 

悪ふざけ を し た 同室 の 友人 は 、 起 き 上 が っ て 、 寝 言 を 話し て いた 人 の 腕 を 引っ 
張っ て 、 呼 び か けた 。 

同室 の 友人 は 、 和 驚い て 叫ん だ 。 

人 々 が 明か り を 持っ て 様子 を 見 に 来 た .……。 

不幸 な 寝言 を 話し て いた 人 は 死ん で いた 。 
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幻覚 は 、 星 の 光 の 運動 の 乱れ が も た ら す 幻 で ある 。 
すでに 話し た 様 に 、 幻 覚 は 、 眠 っ て いる 時 の 現象 と 、 目 覚め て いる 時 の 現象 の 、 混 


合 物 で ある 。 
人 の 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 は 、 星 の 光 、 地 の 命 の 魂 を 呼 
吸 す る 。 


人 の 肉体 が 地 の 大 気 を 呼吸 する 、 様 に 。 

正 に 、 あ る 場所 の 空気 が 汚さ れ て 呼吸 で き な い 事 が 有る 、 の と 同様 に 、 あ る 異 
な 事情 が 星 の 光 を 不 健 全 に し て 吸収 が 不可 能 に 成る 事 が 有る 。 

ある 場所 の 空気 が 、 あ る 人 に は 刺激 的 過ぎ て 、 他 の 人 に は 完全 に 合う 事 が 有る 。 

同様 に 、 磁 気 の 光 、 星 の 光 が 、 あ る 人 に は 刺激 的 過ぎ て 、 他 の 人 に は 完全 に 合う 
事 が 有る 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 は 、 常 に 溶解 し た まま で ある 金属 
の 像 に 似 て いる 。 

星 の 体 の 鋳型 が 欠け て いる と 、 星 の 体 は 奇形 に 成っ て し まう 。 

星 の 体 の 型 が 破 ら れる と 、 星 の 体 を 形成 し て いる 星 の 光 は 漏れ て し まう 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 の 鋳型 と は 、 両 極 化し て 、 つ り 合 


て いる 、 命 の 力 で ある 。 
人 の 肉体 は 、 神 経 系 に よっ て 、 星 の 体 と いう 、 星 の 光 の 変化 し 易い 形 を 引き 寄せ 
て 保持 し て いる 。 


し か し 、 諸 器官 で の 局所 的 な 疲れ や 部 分 的 な 過度 の 興 募 は 、 流 体 の 星 の 体 の 奇 
形 を 引き 起こ し て し まう 。 


疲れ や 過度 の 興奮 に よる 星 の 体 の 奇形 部 分 は 、 想 像 に よる 見 本 の 部 分 的 な 改悪 
で ある 。 

星 の 体 の 奇形 は 、 幻 覚 の 習慣 を 、 体 を 動か さ な い 種類 の 幻視 者 に も た ら す 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 は 、 想 像 と 肉体 に 似せ て 創造 され 
て いる 。 

星 の 体 は 、 星 の 光 で 、 肉 体 の 全て の 器官 に 相当 する 器官 を 形成 する 。 

星 の 体 に は 、( 肉 体 の 五感 と は 異な る 、) 星 の 体 に 相応 し い 、 視 覚 、 聴 覚 、 喚 覚 、 味 
覚 、 触 覚 と いう 五感 が 有る 。 

星 の 体 が 過度 に 興奮 し て いる と 、 星 の 体 は 、 振 動 に よっ て 、 肉 体 の 五感 と は 異な る 、 
星 の 体 の 五感 を 肉体 の 神経 器官 に 伝え る 。 

星 の 体 が 過度 に 興奮 し て 、 肉 体 の 五感 と は 異な る 、 星 の 体 の 五感 を 肉体 の 神経 
に 伝え る と 、 幻 覚 は 完成 され て し まう 。 

幻覚 が 完成 され る と 、 妄 想 が 自然 を 圧倒 し た 様 に 見 えて し まい 、 父 異 現象 が 現実 
に 起き る 。 

物質 の 肉体 は 、 流 体 の 星 の 光 に 飲み 込ま れ て 、 流 体 の 星 の 光 の 性 質 を 帯び る か 
の 様 に 見 える 。 

集団 幻覚 を 見 て いる 人 々 の 輪 の 中 で 、 星 の 光 に 飲み 込ま れ た 肉体 は 、 重 力 の 法 
則 の 作用 か ら 免 れる 。 

集団 幻覚 を 見 て いる 人 々 の 輪 の 中 で 、 星 の 光 に 飲み 込ま れ た 肉体 は 、 少 し の 間 だ 
け 、 傷 つか な く 成 る 。 

集団 幻覚 を 見 て いる 人 々 の 輪 の 中 で 、 星 の 光 に 飲み 込ま れ た 肉体 は 、 少 し の 間 だ 
け 、 目 に 見 えな く 成 る 。 


人 に 知ら れ て いる 様 に 、 サ ン メダ ゲー ル の けい れん 者 は 、 肉 を 赤熱 し た ペン チ で も 
ぎ 取 られ た り 、 牛 の 様 に 倒さ れ た り 、 皮 膚 の 瞳 肛 の 様 に 磨り 潰さ れ た り 、 十 字 架 に は 
りつ けら れ て も 、 痛 み を 感じ な か っ た 。 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 、 空 中 浮揚 し て 、 頭 を 下 に し て 歩い た 。 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 、 曲 が っ た 留め 針 を 食べ て 消化 し た 。 


中 略 
パリ の 炭 
中 略 


その 日 、B 〇 〇 〇 婦人 は 、 ア メリ カ の 霊媒 師 ホ ー ム を いつ も の 様 に 非常 に 親切 に 
も て な し て 、 タ 食 を 食べ る た め に BO 〇 〇 婦人 の 家 に 留まる 様 に 霊媒 師 ホ ー ム に 頼 
ん だ 。 

神秘 の 人 で ある 霊媒 師 ホ ー ム が 、B 〇 〇 〇 婦人 の 申し 出 を 受け 入れ よう と し た 時 、 
ある 人 が 「 私 達 は 、『 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 』 と いう 名 前 の 本 を 出版 し て 、 隠 され た 
知 の 世界 で 良く 知ら れ て いる カバ リス ト で ある 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ を 待っ て いる 」 と 話 
し た 。 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 突 然 、 表 情 を 変え 、 困 惑 を 見 せ 、「 私 ホー ム は 、B 〇 〇 〇 婦人 の 
家 に 留 ま れ な い 」、「 魔 術 師 エリ ファ ス レヴ ィ が 近づく と 、 私 ホー ム は 、 比 較 で き な い く 
らい の 枕 怖 を 感じ る 」 と 、 ど も りな が ら 話 し た 。 

ある 人 が 霊媒 師 ホ ー ム を 安心 させ る た め に 話し た 全て の 言葉 は 、 無 駄 に 成っ た 。 


霊媒 師 ホ ー ム は 「 私 ホー ム は エリ ファ ス レヴ ィ と いう 男性 を 推測 で は 判断 し な い 」 
と 話し た 。 


「 私 ホー ム は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 善人 で ある か 、 悪 人 で ある か 、 断 言 し な い 。 

私 ホー ム に は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 善人 で ある か 、 に つい て 何 も わ か ら な い 。 

た だ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が まとっ て いる 空気 は 、 私 ホー ム を 精神 的 に 傷つけ る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 近く で は 、 私 ホー ム は 、 言 わ ば 、 無 力 に 、 命 すら 無い 様 に 、 感 じ て し 


まう 」 


前 記 の 様 に 、 説 明 し た 後 で 、 霊 媒 師 ホ ー ム は 、 急 いで 別れ の 挨拶 を する と 引き 上 
げた 。 

知 の 真 の 秘伝 伝授 者 が 存在 する と 、 驚 異 現象 を 商売 に し て いる 人 た ち が 枕 怖 す 
る の は 、 隠 され た 知 の 歴史 に お いて 、 新 し い 事 実 で は な い 。 


中 略 


常に 、 俗 人 は 、 魔 術 に つい て 、 誤 っ た 印象 を 受け て し まう 。 

俗人 は 、 達 道 者 と 誘惑 者 を 混同 する 。 

真 の 魔術 は 、 マ ギ の 口伝 の 知 で ある 、 と 言え る 。 

真 の 魔術 は 、 誘 惑 術 に と っ て 致命 的 な 反対 物 で ある 。 

真 の 魔術 は 、 光 に 敵対 する 偽物 の 奇跡 を 予防 する か 、 止 め る 。 

光 に 敵対 する 偽物 の 奇跡 は 、 先 入 観 が 有る か 、 軽 信 し 易い 、 少 数 の 目撃 者 を 誘惑 
じ だ し まう 。 

自然 の 法 が 、 一 見 、 混 乱 し て いる 様 に 見 える 千 異 現象 は 、 嘘 の 奇跡 で ある 。 


自然 の 法 が 、 一 見 、 混 乱 し て いる 様 に 見 える 驚異 現象 は 、 真 の 奇跡 で は な い 。 

全て の 人 の 目 に と っ て 輝い て 見 える 、 真 の 奇跡 は 、 常 に 、 原 因 と 結果 が 不変 に 調 
和 し て いる 。 

真 の 奇跡 は 、 永 遠 の 秩序 の 輝 き で ある ! 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 仮 に に 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が いる 所 で 、 カ リオ スト ロ が 奇跡 を 
行え を た か どう か に つい て は 言わ な い 。 

し か し 、 仮 に に 、 パ ラケル スス や ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト と いっ た 大 いな る 人 達 が 18 
世紀 に 存在 し て いて 、 近 くに いた ら 、 カ リオ スト ロ は 、 確 実に 恐怖 し た で あろ う 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 ア メリ カ の 霊媒 師 ホ ー ム を 、 低 級 な 悪人 の 霊 の 魔術 
師 と し て 非難 し な い 。 

言い 換え る と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 霊 媒 師 ホー ム を 、 詐 欺 師 と し て 非難 し な い 。 

有名 な アメ リカ の 霊媒 師 ホ ー ム は 、 幼 子 の 様 に 、 甘 い 、 あ り の まま の 人 で ある 。 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 不 器用 で 無防備 な 、 貧 弱 で 過敏 過ぎ る 人 で ある 。 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 ホ ー ム に は 未知 の 自然 の 長 散 する べき 力 に 翻弄 され て いる 。 

霊媒 師 ホ ー ム が 、 最 初 に だ まし て し まっ た 人 は 、 確 実に 、 自 分 自身 で ある 。 

霊媒 師 ホ ー ム と いう 若い 男性 の 近く で 起き る 不思議 な 現象 の 研究 は 、 最 重要 で 
ある 。 

人 は 、18 世紀 か ら の 簡単 に 否定 し 過ぎ る 態度 を 真剣 に 考え 直す 必要 が 有る 。 

人 は 、 説 明 方 法 が 未だ 知ら れ て いな い 全 て の も の を 否定 する 俗 な 批判 より も 、 知 
と 論理 の 前 に 幅広 く 視野 を 広げ る 必要 が 有る 。 

事実 は 変わ ら な い 。 

事実 は 不変 で ある 。 

真 に 誠実 な 人 は 、 不 思 議 な 事実 を 調べ る 事 を 恐れ る べき で は な い 。 


全て の 口伝 が 頑 な まで に 認め て いる 、 う ん ざり する くら い 公 に 関心 を 持た れ て 現 
代 人 の 目 の 前 で 再現 され た 、 不 思 議 な 事実 の 説明 は 、 事 実 自体 の 様 に 古く 、 数 学 
の 様 に 厳密 で ある が 、 も し 十分 な 光 と 公 の 関心 を 獲得 すれ ば 、 初 め て 、 全 て の 時 代 
の 秘 儀 祭司 が 隠し て いた 先 の 闇 か ら 引き ずり 出さ れ て 、 自 然 科学 的 な 大 事件 と 成 
る で あろ う 。 

多分 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 不 思 議 な 事実 の 説明 が 自然 科学 的 な 事件 と 成る 、 用 
意 を し よう と し て いる 。 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 不思議 な 事実 の 説明 を 自然 科学 的 な 事件 と し て 実 
現す る 大 胆 な 希望 を 、 人 は 許さ な いで あろ う 。 

後記 は 、 第 一 に 、 不 思 議 な 事実 の 特異 性 で ある 。 

後記 の 事実 を 、 第 一 に 、 説 明 や 注釈 を 全て 控え て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 厳密 な 正確 
さ で 確証 する 。 


霊媒 師 ホ ー ム の 解釈 に に る と 、 ホ ー ム は 忘 我 状 態 に 成り 易く 、 忘 我 状態 は ホー 
を 、 ホ ー ム の 母 の 魂 と 直接 に 交流 させ 、 ホ ー ム の 母 を 通じ て 霊 の 冥界 全体 と 交流 さ 
せる 。 

19 世紀 の フラ ンス の 霊媒 師 Cahagnet の 様 に 、 霊 媒 師 ホ ー ム は 、 知 ら な い 人 物 
の 人 物 画 を 描け た 。 

人 物 画 の 人 物 を 呼び 出し て 見 た 人 は 、 霊 媒 師 ホー ム の 知ら な い 人 物 の 人 物 画 カ 
似 て いた と 認め た 。 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 知 ら な い 人 物 の 名 前 すら 言う 事 が で き 、 知 ら な い 人 物 と 質問 者 
だ けが 理解 可能 な 質問 に 、 知 ら な い 人 物 に 代わ っ て 、 答 える 事 が で きた 。 

霊媒 師 ホ ー ム が 室内 に いる と 、 不 思 議 な 騒音 が 聞こ えた 。 

家具 や 壁 で 激しい 打撃 音 が 反響 し た 。 


時 に は 、 冊 に 打 た れ て 開い た か の 様 な 音 を 立て て 、 ド ア や 窓 が 独り で に 開い た 。 

人 は 、 外 出し て も 、 そ よ 風 も 感じ ず 、 空 に は 雲 が 無い に も か か わら ず 、 風 雨 の 音 を 
聞き さえ し た 。 

誰 も 触れ ず に 、 家 具 が 転倒 し て 移動 し た 。 

鉛筆 は 、 独 り で に 、 霊 媒 師 ホー ム の 筆跡 で 、 文 字 を 記し 、 ホ ー ム と 同じ 様 な 誤字 脱 
字 を し た 。 

霊媒 師 ホ ー ム と 同じ 室内 に いる 人 は 、 目 に 見 えな い 手 に よっ て 、 触 れ ら れ た り 掴 ま 
れ た り し た 様 に 感じ た 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 目 に 見 えな い 手 に よる 接触 は 、 女 性 を 選ん で いる 様 に 思わ れ 、 不 
真面目 で あり 、 下 品 な 時 すら 有 っ た 。 

読者 は エリ ファ ス レヴ ィ の 遠まわし な 表現 の 意味 を 十分 に 理解 で きる 、 と エリ ファ 
ス レヴ ィ は 思う 。 

(読者 は 、「 霊 媒 師 ホ ー ム の 目 に 見 えな い 手 が 、 女 性 を 選ん で 、 性 的 に 触っ た 」 と 
理解 で きる 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 思う 。) 

目 に 見 え 手 で 触れ られ る 複数 の 手 が 、 テ ー ブ ル か ら 出 現し た 、 ま た は 、 テ ー ブ ル 
か ら 出 現し た 様 に 見 えた 。 

た だ し 、 目 に 見 え 手 で 触れ られ る 複数 の 手 が テ ー ブ ル か ら 出 現す る 様 に 見 える 光 
景 を 見 る た め に は 、 テ ー ブ ル を ヴェ ー ル と いっ た 物 で 覆う 必要 が 有る 。 

前 記 の 様 に 、 目 に 見 えな い 代 行者 で ある 星 の 光 は 、 特 定 の 道具 の 用 意 を 必要 と 
する 。 

正 に 、 手 品 師 ジ ャ ン ウジ ェ ー ヌ ロベール ウー ダン の 巧み な 後継 者 で ある 手品 師 
達 が 、 特 定 の 道具 の 用 意 を 必要 と する 、 様 に 。 

特に 、 闇 の 中 で 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 は い 、 あ ら わ れ た 。 


霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 暖 か く て リン の 様 な 青白 い 光 を 放っ て いる か 、 
冷た く て 黒色 で あっ た 。 

霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 愚 か な 文 を 書い た り ピ アノ に 触れ た り し た 。 

霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 が ピ アノ に 触れ る と 、 常 に ピア ノ の 正確 さ を 狂 わ 
せ た の で 、 ピ アノ の 調律 師 を 呼ぶ 必要 が 有 っ た 。 

イギリス の 最 重要 人 物 の 1 人 で ある 小説 家 で あり 政治 家 で ある 男 酔 エド ワー ド 
ブル ワー リッ トン 卿 も 、 霊 媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 を 見 た り 触 れ た り し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 に つい て の 、 エ ド ワ ー ド ブル 
ワー リッ トン の 記録 と 署名 入り の 証明 書 を 読ん だ 事 が 有る 。 

エド ワー ド ブル ワー リッ トン は 、 霊 媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 が 当 然 つ な が っ 
て いる 先 の 腕 を 謎 の 者 か ら 引 き 寄せ る た め に 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 を つ 
か ん で 全力 で 引き 寄せ た 、 と 記し て いる 。 

し か し 、 目 に 見 えな い 者 は イギリス の 小説 家 エ ド ワ ー ド ブル ワー リッ トン より も 力 
が 強く て 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 は 、 エ ド ワ ー ド ブル ワー リッ トン の 手 か ら 
逃れ て し まっ た 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 後援 者 で ある 、 人 格 と 誠実 さ が 疑 い 様 が 無い 、 ロ シア の 伯爵 
A.BO 〇 〇 OO 〇 〇 も 、 霊 嫌 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 を 見 て 力強く 掴ん だ 。 

伯爵 AB 〇 〇 〇 〇 〇 〇 は 、「 霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 完 全 に 人 の 手 の 
形 を し て いて 、 暖 か く 生 き て いた 。 た だ し 、 唯 一 不思議 に 感じ た 事 は 、 骨 が 無い 事 で 
ある 」 と 話し て いる 。 

逃れ られ な い 様 に 東 縛 し て 掴ん で いる と 、 霊 媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 逃 
れ よ うと 抗 わ な く 成 り 、 縮 小 し て 、 溶 け て し まい 、 伯 爵 A.B 〇 〇 〇 〇 OO 〇 〇 の 手 の 中 に 
は 何 も 残ら な か っ た 。 


霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 を 見 て 触っ た 、 あ る 人 は 、「 霊媒 師 ホ ー ム に よる 不 
思 議 な 手 の 指 は 、 膨 らん で いて 、 こ わ ば っ て いた 」 と 話し て 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不 
思 議 な 手 の 指 を 、 リ ン の 様 な 青白 い 光 を 放っ て いる 暖か い 空気 で 膨れ た ゴム 手袋 
に 例え た 。 

時 に は 、 不 思 議 な 手 の 代 わり に 、 不 思 議 な 足 が 、 あ ら わ れ た が 、 裸 足 で は な か っ 
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十 中 八 九 、 靴 下 が 無 い 霊 は 、 少 な く と も 特別 に 、 女 性 の 繊細 さ を 景 散 し て 、 テ ー ブ 
ル に か か っ て いる 布 越し で し か 足 を 見 せな か っ た 。 

不思議 な 足 の 出現 は 、 霊 媒 師 ホ ー ム を 非常 に 疲れ させ て 岩 え させ た 。 

不思議 な 足 が 出現 する と 、 霊 媒 師 ホー ム は 、 健 康 な 人 に 近づき 、 湧 死 し た 様 に 健 
康 な 人 に つか まっ た 。 

霊媒 師 ホ ー ム に つか まれ た 人 は 、 突 然 、 不 思 議 な 疲れ と 衰弱 を 感じ た 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 降 霊 術 の 会 の 1 つ に 出席 し た 、 あ る ポー ラン ド の 紳士 は 、 鉛 筆 と 
紙 を 地面 の 両足 の 間 に 置 いて 、 霊 の 存在 の 証 と し て 、 紙 に 何 か を 書く 様 に 霊 に 求め 
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少し の 間 、 鉛 筆 は 微動 だ に し な か っ た が 、 突 然 、 鉛 筆 が 部 屋 の 隅 に 投げ られ た 。 

ポー ラン ド の 紳士 は 、 か が ん で 、 紙 を 取っ て みる と 、 誰 も 理解 で き な か っ た 3 つの 
カバ ラ の 象徴 が 紙 に 存在 する の を 見 つけ た 。 

3 つの カバ ラ の 象徴 を 見 て 、 霊 媒 師 ホ ー ム だ けが 、 気 を 非常 に 動転 させ 、 震 えさ え 
じ 問 。 

し か し 、 霊 媒 師 ホー ム は 、3 つの カバ ラ の 象徴 の 性 質 や 意味 の 説明 を 自ら 拒ん だ 。 

その た め 、 研 究 者 達 は 、3 つの カバ ラ の 象徴 を 保存 し て 、 霊 媒 師 ホー ム が 近づく 
事 を 非常 に 誰 れ た 高等 魔術 の 師 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 所 へ 持ち 込ん だ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、3 つの カバ ラ の 象徴 を 見 た 。 


そし て 、 後 記 は 、3 つの カバ ラ の 象徴 の 詳細 な 記述 で ある 。 


鉛筆 が 紙 を ほとん ど 切 っ て いる くら い 、3 つの カバ ラ の 象徴 は 、 強 引 に 描か れ て い 
2 坊 


3 つの カバ ラ の 象徴 は 、 無 秩序 に 、 紙 に 殴り 書き され て いた 。 


第 1 の カバ ラ の 象徴 は い 、 エ ジ プ ト の 秘伝 伝授 者 が 通例 ティ フォ ン の 手 の 中 に 置い 
た カバ ラ の 象徴 で ある 。 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は 、 タ ウ (]) と コン パス の 形 に 開い た 2 つ 1 組 の (地面 に ) 垂 
直 に 立っ て いる 線 で ある 、 上 が 輪 で ある アン ク (、 ま た は 、 ア ン サ タ 十 字 ) で ある 。 

輪 の 下 は 、2 つ 1 組 の (地面 に ) 水 平 な 短い 線 で ある 。2 つ 1 組 の (地面 に ) 水 平 な 
短い 線 の 下 で は 、 コ ン パ ス の 形 に 開い た 2 つ 1 組 の 斜め の 線 が 逆さ の V 字形 で あ 
る 八 字形 に 成っ て いる 。 


第 2 の カバ ラ の 象徴 は 、( タ ロッ ト の 5 ペー ジ 目 に 描か れ て いる 、) 法 王 、 大 祭司 イ 
エス 、 秘 儀 祭司 の 、 横 木 が 三角 形 の ピラ ミッ ド 型 の 位階 制 を 形成 し て いる 、 三 重 十 
字 架 で ある 。 

三重 十字 架 は 、 遥 か 古代 か ら 存 在 し て いる 象徴 で ある 。 

三重 十字 架 は 、 未 だ に 、 法 王 の 象徴 で ある 。 

三重 十字 架 は 、 法 王 と いう 羊 飼い の 杖 の 上 の 先端 を 形成 し て いる 。 

し か し 、 悪 人 の 霊 が 鉛筆 で 描い た 第 2 の カバ ラ の 象徴 で ある 、 三 重 十 字 架 に は 、 
十字 架 の 上 へ の 枝 、 十 字 架 の 先端 が 、 二 又 に 分 岐 し て いる 2 つ 1 組 で 、 第 1 の カバ 
ラ の 象徴 に 続い て 再び 、 恐 る べき ティ フォ ン の V 字形 を 形成 し て いる 、 と いう 特徴 が 
有紀 導 


V 字形 は 、 対 立 と 分 像 の 象徴 で ある 。 
V 字 形 は 、 憎 悪 と 永遠 の 戦い の 象徴 で ある 。 


第 3 の カバ ラ の 象徴 は 、 フ リー メー ソン が 「 哲 学 の 十字 」 と 呼ん で いる 、 枝 と 枝 の 
間 の 直角 の 間 に (、 想 像 の 中 で 正方 形 を 描い た 場合 の 隅 に 、) 点 が 1 つ 存 在 する 、4 
つの 均等 な 枝 に よる 十字 で ある 。 

し か し 、 悪 人 の 霊 が 描い た 「 哲 学 の 十字 」 は 、4 つの 点 の 代わ り に 、2 つの 点 だ け 
が 、 右 側 の 2 つの 隅 に 配置 され て 存在 し て いる 。 

悪人 の 霊 が 描い た 第 1 と 第 2 の カバ ラ の 象徴 に 続い て 更に 、 悪 人 の 霊 が 描い た 
第 3 の カバ ラ の 象徴 の 、2 つの 点 は 、 戦 い 、 分 裂 、 否 定 の 象徴 で ある 。 


後記 の 様 に 、 魔 術 師 エリ ファ ス レヴ ィ 、 達 道 者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 
BOO 〇 OO 〇 OO 〇 〇 婦人 の 客間 に 集まっ た 人 々 に 、3 つの カバ ラ の 象徴 の 意味 を 学問 
的 に 説明 し た 。 

(エリ ファ ス レヴ ィ が 、 自 慢 話 の 様 な 雰囲気 で 読者 を うん ざり させ な いた め に 、 第 1 
人 称 の 語り 手 エ リフ ァ ス レヴ ィ と 、 物 語 の 中 の 第 3 人 称 的 な 名 前 の 登場 人 物 エ リ 
ファ ス レヴ ィ を 区 別 す る 事 を 、 読 者 は 許し て くだ さい 。) 


「 カ バラ の 3 つの 象徴 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 だ けが 知っ て いる 、 一 連 の 神聖 な 古代 
の 象徴 の 物 で ある 。 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は い 、 テ ィ フ ォ ン の 象徴 で ある 。 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は 、 悪 人 の 霊 が 創造 する 原理 の 中 で 二元論 を ね つ 造 し て 神 を 
冒 潮 し て いる 事 を 表す 。 

な ぜ な ら 、 オ シリ ス の アン サタ 十字 は 、 逆 さ の 男性 器 で ある 。 


オシ リス の アン サタ 十字 は 、( 水 平 の 線 の ) 受 容 的 な 自然 を 、 受 胎 させ る 、( 輪 か ら 伸 
び た 垂 直 の 線 の ) 父 の 自発 的 な 神 の 力 を 表す 。 

逆さ の V 字形 で ある 、 八 字形 を 形成 し て いる 、 コ ン パ ス の 形 に 開い た 2 つ 1 組 の ( 地 
面 に ) 垂 直 に 立っ て いる 線 は 、 自 然 の 父 が 唯一 で は な く 2 人 いる と いう 嘘 を 主張 し て 
いる 。 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 神 聖 な 母 性 の 代わ り に 、 姦 淫 を 推奨 し て いる 。 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 知 の 原理 の 代わ り に 、 虚 無 に あら われ る 永遠 の 衝突 と いう 結果 
に 成る 盲目 の 運命 と いう 嘘 を 主張 し て いる 。 

その た め 、 テ ィ フ ォ ン の 象徴 は 、 最 古 の 、 改 変 が 最小 の 、 最 も 恐る べき 、 地 獄 の 印 で あ 
る 。 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 無 神 論 の 神 を 意味 する 。 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 『 悪 魔 の サイ ン 』 で ある 。 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 古 代 エ ジ プ ト の 祭司 の 象徴 で あり 、 神 だ け の 領域 の 隠さ れ た 象 
微 群 と 関連 が 有る 。 

三重 十字 架 は 、 哲 学 の 象徴 と 関係 が 有る 。 

三重 十字 架 は 、 概 念 の 段階 的 な 広がり と 、 形 の 進歩 的 な 拡大 を 表す 。 

三重 十字 架 は 、 逆 さ の タウ の 三重 で ある 。 

三重 十字 架 は 、3 つの 世界 の 絶対 を 育 定 する 人 の 思考 で ある 。 

悪人 の 霊 が 描い た 縦 木 の 上 が 二 又 に 分 岐 し て いる 三重 十字 架 は 、3 つの 世界 の 絶 
対 が 、 分 岐 で 終わ っ て いる 。 

言い 換え る と 、 悪 人 の 霊 が 描い た 縦 木 の 上 が 二 又 に 分 岐 し て いる 三重 十字 架 は 、3 
つの 世界 の 絶対 が 、 分 岐 と いう 疑い と 対立 の 象徴 で 終わ っ て いる 。 


その た め 、 も し ティ フォ ン の 象徴 が 『 神 は 存在 し な い 』 と いう 嘘 を 意味 する の で あれ ば 、 
悪人 の 霊 が 描い た 縦 木 の 上 が 二 又 に 分 岐 し て いる 三重 十字 架 は 、『 位 階 的 な 真理 
は 存在 し な い 』 と いう 嘘 を 厳密 に は 意味 する 。 

『 哲 学 の 十字 』 は 、 全 て の 秘伝 伝授 者 に は 自然 の 象徴 、 自 然 の 四 大 元素 の 形 で ある 。 
『 折 学 の 十字 』 の 4 つの 点 は 、 隠 され た テト ラ グラ マト ン と いう 言い 表せ な い 伝 達 

不能 な 神 の 名 前 の 4 文字 を 表す 。 

テト ラ グラ マト ン は 、『G.〔. A.…』、『Great Arcanum( 大 いな る 秘密 )』 の 永遠 の 言葉 

で ある 。 

『 哲 学 の 十字 』 の 右 の 2 つの 点 は 、 力 を 表す 。 

『 親 学 の 十字 』 の 左 の 2 つの 点 は 、 思 いや り を 表す 、 様 に 。 

『 哲 学 の 十字 』 の 4 つの 点 は 、 テ トラ グラ マト ン を 表し 、 右 か ら 左 へ 読む べき で ある 。 
哲学 の 十字 』 の 4 つの 点 は 、 テ トラ グラ マト ン を 表し 、X 字形 の 十字 で ある 『 聖 アン 

デレ 十字 』 を 形成 する 様 に 、 右 上 の 点 か ら 左 下 の 点 へ 読ん で か ら 、 右 下 の 点 か ら 左 

上 の 点 へ 読む 。 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 で は 左 の 2 つの 点 が 削除 され て いる 事 は 、 十 字 

架 の 否定 、 思 いや りや 愛 の 否定 を 表す 。 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 で は 左 の 2 つの 点 が 削除 され て いる 事 は 、 力 に よ 

る 絶対 的 な 支配 の 育 定 、 力 に よる 上 位 か ら 下 位 へ と 下位 か ら 上 位 へ の 永遠 の 対立 

を 表す 。 

悪人 の 霊 が 描い た 『 折 学 の 十字 』 で は 左 の 2 つの 点 が 削除 され て いる 事 は 、 力 に よ 

る 上 位 か ら 下 位 へ の 圧政 の 美化 と 、 力 に よる 下位 か ら 上 位 へ の 反乱 の 美化 を 表す 。 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 は 、 汚 れ た 儀式 の 象徴 で ある 。 

事 の 善悪 は と も か く 、 悪 人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 に よっ て 、 神 殿 騎 士 団 は 非 

難 さ れ た 。 


悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 は 、 無 秩序 の 象徴 で あり 、 永 遠 の 絶望 の 象徴 で あ 
る 」 


前 記 は 、 超 自然 的 な 霊 の 出現 に つい て の 、 マ ギ の 隠さ れ た 知 の 第 1 の 啓示 で あ 
る 。 

それ で は 、 同 時 代 の 、 霊 の 出現 に よる 、 不 思 議 な 象徴 を 比較 させ て くだ さい 。 

な ぜ な ら 、 世 論 と いう 裁判 所 に 持ち 込む 前 に 、 知 は 研究 、 探 求 す る べき で ある 。 

その た め 、 人 は 、 研 究 、 探 求 、 調 査 を いと うな か れ 。 

その た め 、 人 は 、 き っ か け を 見 過ごす な か れ 。 


中 略 


後記 は 、19 世紀 の 偽 の グノー シス 主義 者 ヴァ ント ラス が 聖体 の パン へ 悪人 の 霊 
に 血 で 描か せ た 象 徴 で ある 。 


(1) 

小宇宙 の 星 で ある 、 魔 術 の 五 世 星 。 

隠さ れ た メー ソン の 五 世 星 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 五 苦 星 の 中 に 、 上 の 頂点 の 内 側 に 頭 が 、 他 の 4 つの 
頂点 の 内 側 に 手足 が ある 、 人 の 形 を 描い た 。 

燃え る 星 。 

五 世 星 が 、 逆 さ に 成る と 、 黒 魔術 の ヤギ の 象徴 に 成っ て し まう 。 

逆さ の 五 世 星 の 中 に 、 上 の 2 つの 頂点 の 内 側 に 2 つの 角 が 、 左 右 の 頂点 の 内 側 
に 2 つの 耳 が 、 下 の 頂点 の 内 側 に 明 が ある 、 ヤ ギ の 頭 が 描か れる 。 


中 に ヤギ の 頭 が 描か れ た 、 逆 さ の 五 普 星 は 、 対 立 と 運命 の 象徴 で ある 。 

中 に ヤギ の 頭 が 描か れ た 、 逆 さ の 五 世 星 は 、 諸 々 の 天 を 角 で 襲う ヤギ で ある 。 

上 位 の 秘伝 伝授 者 は 、 サ バト に お いて すら 、 中 に ヤギ の 頭 が 描か れ た 、 逆 さ の 五 
記 星 を 嫌っ た 。 


(2) 

ヘル メス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 2 頭 の 蛇 。 

し か し 、 悪 人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン の 2 頭 の 蛇 は 、2 つの 半 円 を 描い た 後 
に 、 頭 と 尾 が 一 緒 に 成る 代わ り に 、 外 を 向い て いる 。 

また 、 悪 人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン は 、2 頭 の 蛇 の 中 間 の 線 で ある 杖 が 無 
い の で 、 正 し い ケ ー リ ュ ケ イオ ン を 表し て いな い 。 

2 頭 の 蛇 の 頭上 に は 、 地 獄 の 象徴 で ある 、 死 に 至る V 字形 で ある ティ フォ ン の 二 
又 の 分 岐 が 描か れ て いる 。 

悪人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン は 、 受 容 性 と 副 次 的 な も の を 表す 水平 線 が 、 
神聖 な 数 3 を 右 に 、 神 聖 な 数 7 を 左 に 委ね て いる 様 に 描か れ て いる 。 

後記 は 、 悪 人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン の 意味 で ある 。 

対立 は 永遠 で ある 。 

神 と は 、 常 に 破壊 に よっ て 創造 する 2 つの 死に 至る 力 に よる 争い で ある 。 

宗教 の も の は 、 受 容 的 で あり 、 備 い 一 時 的 な も の で ある 。 

大 胆 さ は 、 宗 教 の も の を 利用 する 。 

争い も 、 宗 教 の も の を 利用 する 。 

款 教 の も の に よっ て 、 対 立 は 永遠 と 成っ て いる 。 


(③) 


カバ ラ の 、 ヤ ハウ ェ の 組み 合わ せ 文 字 。 
し か し 、 悪 人 の 霊 が 描い た テト ラ グラ マト ン の 組み 合わ せ 文 字 は 、 イ ョ ッ ド と ヘー 
が 逆さ で ある 。 
隠さ れ た 知 の 学者 達 に よる と 、 悪 人 の 霊 が 描い た テト ラ グラ マト ン の 組み 合わ せ 
文字 は 、 最 も 恐ろし い 神 へ の 冒 済 で ある 。 
後記 を 、 悪 人 の 霊 が 描い た テト ラ グラ マト ン の 組み 合わ せ 文 字 は 、 ど う 読 ん で も 、 
意味 する 。 
「 運 命 だ けが 存在 する 。 
(悪人 の 霊 の 嘘 で は 、) 神 と 神 の 聖霊 は 存在 し な い 。 
物質 が 全て で ある 。 
精神 と は 、 狂 っ た 物質 に よる 虚構 に 過ぎ な い 。 
形 は 概念 以上 の 物 で ある ! 
女性 は 男性 以上 の 者 で ある ! 
快楽 は 思考 以上 の 物 で ある ! 
悪徳 は 徳 以上 の 物 で ある ! 
大 衆 は 頭 以 上 の 者 で ある ! 
幼子 は 父 以上 の 者 で ある ! 
狂 患 は 理性 以上 の 物 で ある !」 


前 記 が 、 ヴ ァ ン トラ ス が 奇跡 の ふり を し て 聖体 の パン の 上 へ 悪人 の 霊 に 血 で 描か 
せ た 象 徴 で ある ! 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 栄 光 に 満ち て 、「 事 実は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 意味 を 説明 し た 
通り で ある 」 と 断言 する 。 


また 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 自 ら 、 魔 術 の 知 と カバ ラ の 真 の 鍵 
に よっ て 、 ヴ ァ ン トラ ス が 聖体 の パン へ 悪人 の 霊 に 血 で 描か せ た 象 徴 を 見 て 、 説 明 し 
た 」 と 断言 する 。 


中 略 


失わ れ た 知 の 象徴 を 直感 で きる 事 こそ 、 本 当 に 不思議 な 事 で は な いか ? は い ! 
失わ れ た 知 の 象徴 を 直感 で きる 事 こそ 、 本 当 に 不思議 な 事 で ある ! 

な ぜ な ら 、 超 越 的 な 魔術 は 、 全 て の も の を ヘル メス と ソロ モン の 2 つの 柱 に 基 づ 
か せ て 、 哲 学 の 領域 を 、 自 発 的 な 諸 概念 を 含む 白い 光 の 知 の 領域 と 、 受 容 的 な 諸 
概念 を 含む 黒い 影 の 知 の 領域 と いう 、2 つの 知 の 領域 に 分 け て いる 。 

自発 的 な 諸 概念 を 含む 白い 光 の 知 の 領域 の 総合 は 、 神 と いう 名 前 を 与え られ て 
る 。 

受容 的 な 諸 概念 を 含む 黒い 影 の 知 の 領域 の 総合 は 、 悪 魔 ま た は サタ ン と いう 名 
前 を 与え られ て いる 。 

男性 器 を 額 の 上 に 持っ て 行く 合図 は 、 イ ンド の 破壊 神 シヴァ の 信者 の 特徴 的 な 
合図 で ある 。 

な ぜ な ら 、 男 性 器 を 額 の 上 に 持っ て 行く 合図 は 、 創 世 の 神秘 に 当て は まる 大 いな 
る 魔術 の 秘密 の 合図 で ある 。 

男性 器 を 額 の 上 に 持っ て 行く 合図 は 、 恥 知ら ず な 考え の 告白 と 成る 。 

古代 オリ エン ト 人 は 、「 も は や 世界 の 人 々 に 慎み が 無い 時 代 に は 、 世 界 の 人 々 は 不 
毛 な 放 痛 に 身 を 和 要 ね る た め 、 母 が いな く 成 る の で 、 世 界 の 人 々 は 、 す ぐに 終わ る 。 慎 
み と は 、 母 性 を 受け 入れ る 事 で ある 」 と 話し て いる 。 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 は 、3 つ 1 組 の 否定 を 表す 。 


親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 は 、 自 然 の 力 の み へ の 青 定 を 表す 。 

現在 、 印 刷 中 の 手相 に つい て の 見 事 な 本 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 学 の 有る 機知 に 
富ん だ 友人 の Desbarolles が 説明 し よう と し て いる 様 に 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 人 の 
手 に よっ て 、 魔 術 の 知 の 完全 な 要約 を 得 て い た 。 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て 、 人 差し 指 は 、 ユ ピ テ ル か 木星 を 表す 。 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て 、 中 指 は 、 サ トゥ ル ヌ ス か 土星 を 表す 。 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て 、 楽 指 は 、 ア ポロ ン か 太陽 を 表す 。 

古代 エジプト 人 に と っ て 、 中 指 は オプ ス で あっ た 。 

古代 エジプト 人 に と っ て 、 人 差し 指 は オシ リス で あっ た 。 

古代 エジプト 人 に と っ て 、 小 指 は ホル ス で あっ た 。 

親指 は 、 創 造 す る 力 を 表す 。 

小指 は 、 機 知 を 表す 。 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し て 見 せ た 手 は 、 神 聖 な 象徴 で は 、 肉 欲 と 駆け 引き だ け を 表 
定 する 事 と 同義 で ある 。 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 合 図 の 意味 、 肉 欲 と 駆け 引き だ け の 育 定 は 、「 愛 し 
な さい ! そし て 、 望 む 事 を し な さい !」 と いう アウ グ ス テ ィ ヌ ス の 大 いな る 言葉 を 物質 
的 に 誤解 し た 物 で ある 。 


中 略 


エリ ファ ス レヴ ィ は 「 誰 に 会 いた い の で すか ?」 と 尋ね た 。 


偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 偽 の 儀式 で 悪人 の 霊 と 交流 し て いた 男性 は 
「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) に 会 いた い の で す 」 と 答え た 。 


「( 真 の ) 主 で ある 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 あ な た は 知っ て いま すか ?」 


「 い いえ 。 し か し 、 ま た 会 いた い の で す 」 


「( 真 の ) 主 で ある 神 は 、 物 質 的 な 肉眼 の 目 に は 見 えな い 」 


「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) を (物質 的 な 肉眼 の ) 目 で 見 まし た 」 


「( 真 の ) 主 で ある 神 に は 、 物 質 的 な 姿 が 無い 」 


「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) を (物質 的 な 肉 の ) 手 で 触れ まし た 」 


「( 真 の ) 主 で ある 神 は 、 無 限 で ある 」 


「 主 で ある 神 ( を 騙る 悪人 の 霊 ) の 育 は 私 の 育 に と て も 近い 」 


「 預 言 者 達 は 、( 真 の ) 主 で ある 神 に つい て 、『( 真 の ) 主 で ある 神 の 外 衣 は 、 東 か ら 西 
へ 広がり 、 明 け の 明星 達 を 一 掃 す る 』 と 話し て いる 」 


「 主 で ある 神 ( を 騙る 悪人 の 霊 ) は 、 非 常に 清潔 な (、 中 世に 騎士 が 鎧 の 上 に 着 て い 
た 、) 袖 無し の 外 衣 や 、 非 常に 白い リネ ン (、 亜 麻布 ) の 服 を 着 て いま し た 」 


「 出 エジプト 記 33 章 20 節 に は 、『 人 は 、 神 (の 顔 ) を 見 た ら 、 生 き て いる 事 は で き な 


い 』 と 記さ れ て いる 」 


「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 寺 ) は 、 優 し げ な 陽気 そう な 顔 を し て いま し た 」 


中 略 


「 ア メリ カ の 霊媒 師 ホ ー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 思っ て いる 病人 で ある 」 と いう の 


が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 意見 で ある 。 
「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 」 と いう 意見 の 説明 


と 証明 が 残っ て いる 。 
「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 思っ て いる 病人 で ある 」 と いう 意見 を 完全 
に 説明 し て 証明 する た め に 、 一 冊 の 本 を 十分 に 書き 上 げ る 労力 を 必要 と し た 。 
「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 思っ て いる 病人 で ある 」 と いう 意見 を 説明 し 
て 証明 する 本 は 書き 上 げ ら れ て いて 、 間 も な く 出 版 す る つも り で いる 。 
「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 思っ て いる 病人 で ある 」 と いう 意見 を 説明 し 
て 証明 する 本 の 名 前 は 「 驚 異 現象 の 理由 、 ま た は 、 知 と いう 裁判 所 に お ける 悪魔 」 で 


ある 。 

な ぜ 悪 魔 な の か ? 

な ぜ な ら 、Mirville が 不 完全 に 説明 し た 事実 に に っ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 霊 媒 
師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 」 と いう 意見 を 説明 し て 証明 
で ゆい る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「Mirville が 『 不 完全 に 説明 し た 』」 と 話し た 。 

な ぜ な ら 、Mirville は 、 悪 魔 が 不思議 な 人 格 で ある 、 と 誤っ て 考え て し まっ た 。 


一 方 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に と っ て 、 悪 魔 と 呼ば れ て いる も の は 、 自 然 の 力 の 誤用 で 
ある 。 

か つて 、 あ る 霊媒 師 は 、「 地 獄 と は 場所 で は な く 状 態 で ある 」 と 話し て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 地 獄 と は 場所 で は な く 状 態 で ある 」、「 悪 魔 と 呼ば れ て いる 
も の は 、 人 格 で も 力 自体 で も な い 。 悪 魔 と 呼ば れ て いる も の は 、 悪 徳 で あり 、 結 果 と し 
て 、 弱 さ で ある 」 と 話せ る 。 

少し の 間 、 和 異 現象 の 研究 に 戻 ろう ! 

一 般 的 に 、 霊 媒 師 は 、 健 康 が 貧弱 で あり 、 狭 量 な 弱 さ が 有る 。 

冷静 な 学 の 有る 人 が いる と 、 霊 媒 師 は 、 父 異 現象 を 何 も 起 こ - せ な い 。 

人 は 、 何 か を 見 た り 感 じ た り する 前 に 、 霊 媒 師 と 慣れ 合う 必要 が 有る 。 

和 異 現象 は 全て の 人 に と っ て 同一 で は な い 。 

例え ば 、 あ る 人 が 不思議 な 手 を 見 て いる 時 、 別 の 人 に は 白い 薄い 煙 し か 見 えな い 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 磁気 、 星 の 光 か ら 印 象 を 受け 取っ た 人 は 、 一 種 の 不快 を 感じ る 。 

霊媒 師 の 星 の 光 か ら 印 象 を 受け 取っ た 人 が 感じ る 不快 と は 、 部 屋 が 回 転 し て い 
る よう な 錯覚 や 、 気 温 が 急 に 低く 成っ た 感覚 で ある 。 

霊媒 師 ホ ー ム が 自ら 選ん だ 何人 か が いる と 、 篤 異 現象 は 、 よ り 成功 し た 。 

何人 か に よる 降 霊 術 の 会 で は 、 全 く 何 も 見 えな い 人 が いる 場合 が 有る か も し れ な 
い 。 

何人 か に よる 降 霊 術 の 会 で は 、 見 えて いる 人 た ちの 間 で も 、 見 えて いる 物 は 全て 
の 人 に と っ て 同一 で は な い 。 

例え ば 、 あ る 夜 、VO 〇 〇 〇 〇 O 〇 の 家 で 、 霊 媒 師 ホー ム は 婦人 が 亡くし た 幼子 の 
霊 を 出現 させ た が 、B 〇 〇 〇 〇 〇 〇 婦人 だ けが 幼子 の 霊 を 見 、MO 〇 OO 〇 OO 〇 OO 伯 
爵 は 小さ い 白 いい 薄い ピラ ミッ ド 型 の 蒸気 を 見 た が 、 他 の 人 は 何 も 見 えな か っ た 。 


例え ば 、 大 麻 と いっ た 物質 は 、 理 性 の 働き を 奪う 事 無 く 酷 西 さ せ て 、 存 在 し な い 父 
異 的 な 鮮明 な 幻覚 を 見 せる 、 事 が 知ら れ て いる 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 篤 異 現象 の 大 部 分 は 、 大 麻 に 似 た 、 自 然 の 感化 力 に よる 物 で あ 
る 。 

その た め 、 霊 媒 師 ホー ム は 、 自 ら 選 ん だ 少数 の 人 の 前 、 以 外 で は 、 和 驚異 現象 を 起 
こす 事 を 拒む 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 篤 異 現象 の 残り は 、 磁 気 、 星 の 光 の 力 に よる 物 で ある 。 

霊媒 師 ホ ー ム の 降 霊 術 の 会 で 何 も の か を 見 る 事 は 、 見 た 人 の 健康 不安 の 目安 と 
成っ て し まう 。 

た と え 霊 媒 師 の 降 霊 術 で 幻覚 を 見 た 人 の 健康 状態 が すぐ れ て いて も 、 幻 覚 を 見 
る 事 は 、 想 像 する 脳 と 光 を 知覚 する 脳 や 視神経 と いっ た 神経 器官 が 一 時 的 に 混乱 
し て いる 事 を 表す 。 

も し 神経 系 の 一 時 的 な 混乱 が 頻繁 に くり 返さ れる と 、 人 は 、 深 刻 な 病気 に 成っ て 
し まう で あろ う 。 

テー ブル ター ニン グ と いっ た 幻覚 に 夢中 に 成っ た 、 ど れ だ け 多 数 の 人 が 、 衰 弱 し 、 
持続 強 縮 性 けい れん に 襲わ れ 、 和 狂い 、 変 死 し た か 、 誰 が 知っ て いる で あろ うか ? 

倒錯 に 飲み 込ま れる と 、 稀 異 現象 は 、 特 に 恐ろし い 物 と 成っ て し まう 。 

倒錯 に 飲み 込ま れる と 、 驚 異 現象 に お いて 、 人 は 、 悪 人 の 霊 の 和 干渉 と 存在 を 本 当 

こ 認 め る 事 が で きる 。 

偽 の 奇跡 で ある 和 父 異 現象 は 、 倒 錯 か 運命 と いう 2 つの 力 の うち の 1 つ に 従っ て い 
る 。 

カバ ラ の 象徴 や 謎 の 象徴 に つい て は 、 人 が 、 普 遍 の 命 の 流体 で ある 星 の 光 の 中 
の 、 概 念 の 幻 を 磁気 的 に 直感 し て 、 再 現し た 物 で ある 。 


魔術 の 言葉 に は 根拠 が 有 っ て 自分 勝手 に で きる 物 で は な い の で 、 隠 され た 聖 所 
の 象徴 は 絶対 の 概念 が 自然 に 表れ た 物 で ある の で 、 人 の 直感 へ の 反映 と し て 再現 
され る 。 

「 公 異 現象 の 理由 、 ま た は 、 知 と いう 裁判 所 に お ける 吉 魔 」 と いう 本 で 、 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ は 、「 魔 術 の 言葉 に は 根拠 が 有る 」 事 と 「 隠 され た 聖 所 の 象徴 は 絶対 の 概念 
が 自然 に 表れ た 物 で ある 」 事 を 証明 する つも り で ある 。 

し か し 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 の 読者 に 知ら せな いま ま 放 置 し な いた め に 、「 父 異 
現象 の 理由 、 ま た は 、 知 と いう 裁判 所 に お ける 悪魔 」 と いう 未 出版 の 作品 か ら 、 事 前 
に 、 カ バラ の 言葉 に つい て の 章 と 、 カ バラ の 秘密 に つい て の 章 の 2 章 を 抜粋 し て 、 後 
記 に 記し て 、 満 足 で きる 形 で 、 約 束 し て いた 霊媒 師 ホ ー ム の 問題 の 全て の 説明 を 果 
た す 、 結 論 を 導く 。 


諸 形 態 を 創造 し て いる 力 が 存在 する 。 

諸 形態 を 創造 し て いる 力 と は 、 星 の 光 で ある 。 

星 の 光 は 、 永 遠 の 数 学 の 法 に 従っ て 、 光 と 影 の 普遍 の つり 合い に よっ て 、 諸 
を 創造 し て いる 。 

概念 の 原初 の 象徴 は 、 星 の 光 の 中 で 、 独 り で に 描か れる 。 

星 の 光 は 、 概 念 の 物質 的 な 道具 で ある 。 

神 は 、 光 の 魂 で ある 。 

普遍 の 無限 の 光 は 、 人 に と っ て は 言わ ば 、 神 の 体 で ある 。 

カバ ラ 、 ま た は 、 超 越 的 な 魔術 は 、 光 の 知 で ある 。 

光 は 、 命 に 対応 し て いる 。 

影 の 王国 は 死 で ある 。 


真 の 宗教 の 全て の 考え は 、 光 の 文字 で 、 影 の 紙 の 上 に 、 カ バラ の 中 に 記さ れ て い 
る 。 

影 の 紙 は 、 盲 信 で 出来 て いる 。 

星 の 光 と は 、 自 由 な 形 に で きる 大 いな る 仲介 する も の で ある 。 

魂 と 肉体 の 結合 は 、 光 と 影 の 結合 で ある 。 

星 の 光 は 、 神 の 言葉 の 道具 で ある 。 

星 の 光 は 、 影 と いう 大 いな る 本 の 上 の 、 神 の 白い 文 で ある 。 

光 は 、 概 念 の 源泉 で ある 。 

人 は 、 光 の 中 に 、 全 て の 宗教 の 考え の 起源 を 探求 する 必要 が 有る 。 

た だ し 、 唯 一 の 真 の 神 の 教え だ けが 存在 する 。 唯 一 の 真 の 考え だ けが 存在 する 。 

唯一 の 純粋 な 光 だ けが 存在 する 、 様 に 。 

影 だ けが 無限 に 変え られ て いく 。 

光 、 影 、 存 在 の 映像 で ある 光 と 影 の 調和 は 、 神 の 三位一体 、 人 に 成っ た 神 、 身 代 
わり に よる 救い と いう 大 いな る 考え を 類推 可能 で ある 原理 を 形成 する 。 

また 、 光 、 影 、 存 在 の 映像 で ある 光 と 影 の 調和 は 、 十 字 架 の 神秘 で ある 。 

「 光 、 影 、 存 在 の 映像 で ある 光 と 影 の 調和 が 、 神 の 三位一体 、 人 に 成っ た 神 、 身 代 
わり に よる 救い と いう 大 いな る 考え を 類推 可能 で ある 原理 を 形成 する し 、 十 字 和 架 の 
神秘 で ある 」 事 は 、 宗 教 の 記念 碑 を 根拠 に する 事 に よっ て 、「 最 初 」 の 神 の 言葉 イエ 
ス の 象 微 に に っ て 、 カ バラ の 秘密 を 含ん で いる 諸々 の 書物 に よっ て 、 カ バラ の 魔術 の 
鍵 に よる 全て の 神秘 の 論理 的 に 考え られ た 説明 に よっ て 、 魔 術 師 に は 証明 が 容易 
で ある 。 

実に 、 全 て の 象徴 に お いて 、 魔 術 師 は 、 神 性 に つい て の 概念 に お ける 神 の 三 位 一 
体 の 概念 を も た ら す 、 対 立 と 調和 の 概念 を 見 つけ る 。 


そし て 、 天 の 東西 南北 の 神話 に お ける 人 格 化 が 、 全 て の 考え と 全て の 儀式 の 基礎 
で ある 、 神 の 7 つ 1 組 を 完成 し て いる 。 

「 全 て の 象徴 に お いて 、 神 の 三位一体 の 概念 を も た ら す 、 対 立 と 調和 の 概念 が 見 
つか り 、 天 の 東西 南北 の 神話 に お ける 人 格 化 が 、 神 の 7 つ 1 組 を 完成 し て いる 」 事 
を 確信 する に は 、 カ バラ の 学 の 無かっ た デュ ピュ イ の 、 学 の 有る 作品 を 再読 し て 熟考 
する だ け で 十分 で ある 。 

仮に に デュ ピュ イ が 、 宗 教 を 否定 する 先入観 に よっ て 宗教 を 信じ る と いう 諸々 の 誤 
信 が 天文 学 と し て 一 致し て いる と 誤っ て 見 て いた だ け の 所 に 、 諸 々 の 真理 の 調和 を 
見 て いた ら 、 デ ュ ピ ュ イ は 大 いな る カバ リス ト に 成 れ た で あろ う 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、 知 られ て いる デュ ピュ イ の 文書 を くり 返し て 記す の に は 、 
及ば な いで あろ う 。 

けれ ども 、「 モ ー セ が も た らし た 宗教 改革 は 、 完 全 な カバ ラ の 宗教 改革 で あっ た 」 
事 、「 キ リス ト 教 は 、 新 し い 考え を 定め て 、 単 に に モー セ の 教え の 『 最 初 』 の 源泉 に 、 よ 
り 近 づい た だ け で ある 」 事 、「 福 音 は 、 オ リエ ント で 秘伝 伝授 され て いた 普遍 の 自然 
の 神秘 の 上 に 投じ られ た 透明 な ヴェ ー ル で し か な い 」 事 を 、 証 明 す る の は 重要 で あ 
る 。 

エロ ヒム や モー セ の 神 に つい て の 著書 で 、 卓 越し て いる が 無名 の 、 学 の 有る ピ 
エー ル ラク ー ル は 、 エ ロ ヒ ム や モー セ の 神 に 大 き な 光 を 投じ て 、 古 代 エ ジ プ ト の 象 
徴 に 全て の 創世 記 の 象徴 を 再発 見 し た 。 

より 最近 で は 、 巨 人 的 な 学 の 有る 、 大 胆 な 学徒 ヴァ アン サン ド リヨン ヌ は 、 古 代 人 と 
近代 人 の 偶像 崇拝 に つい て の 論文 を 出版 し た 。 

古代 人 と 近代 人 の 偶像 崇拝 に つい て の 論文 で 、 ヴ ァ ン サン ド リヨン ヌ は 、 普 遍 の 
神話 の ヴェ ー ル を 持ち 上 げ て いる 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 良 心 的 な 学徒 騰 に 、 ピ エー ル ラク ー ル と ヴァ ン サ ンド リヨン 
ヌ の 様々 な 文書 を 読む 様 に 勧め る 。 


それ で は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 へ ブラ イ 人 の カバ ラ の 探究 だ け に 専念 する 。 

神 の ロゴ ス 、 神 の 言葉 は 、 カ バラ の 神 の 知 の 秘伝 伝授 者 に よる と 、 完 全 な 啓示 で 
ある 。 

その た め 、 神 の カバ ラ の 諸 原 理 は 、 最 初 の アル ファ ベッ ト で ある 象形 文字 で ある へ 
ブラ イ 文 字 を 形成 し て いる 象徴 を 区 別して 再 統一 し た 物 と し て 、 見 つか る は ず で ある 。 

後記 は 、 全 て の へ ブラ イ 語 の 文法 の 中 に 見 つか る 物 で ある 。 

イ ョ ッ ド は 、 他 の 全て の 文字 を 創造 し て いる 、 根 源 の 普遍 の 文字 で ある 。 

( 

「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、「 神 ヤー が 、 数 1 か ら 数 10 まで の 数 と 、22 文 
字 の へ ブラ イ 文 字 で 、 創 世 し た 」。 

ヤー は ヤ ハ ウェ の 短縮 形 で ある 。 

カバ ラ で は 、 ヤ ー を イ ョ ッ ド で 表す 。 

) 

へ ブラ イ 文 字 の 2 つの 母 字 は 、 ア レフ と メ ム で あり 、 相 互 に 相対 し 合う が 、 相 互 に 
類推 可能 で ある 。 

「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 な ど に よる と 、 ヘ へ ブ ライ 文字 の 母 字 は 3 つ で あり 、 へ ブ 
ライ 文字 の 3 つの 母 字 は 、 ア レフ 、 メ ム 、 シ ュ ィ ン で ある 。 

へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 は 、 ベ ト 、 ギ メル 、 ダ レト 、 カ フ 、 プ フェ 、 レ シュ 、 タ ウ で あ 
る 。 

(「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、「 へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 は 、 二 重 に 響 
く 」。) 


エリ ファ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブライ 文字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 
テト 、 イ ョ ッ ド か アレ フ 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 

「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、 ヘ へ ブ ライ 文字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 
ザイ ン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ヨッ ド 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 

( 

アレ フ は 数 1 と 対応 し 0+ 1 = 1 で ある 。 

イ ョ ッ ド は 数 10 と 対応 し て いる 。 

数 10 は 数 1 と 数 0 で 出来 て いる 。 

カバ ラ で は 、 王 冠 ケ テル と 王国 マル クト は 呼応 する 。 

カバ ラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。 

) 

へ ブラ イ 文 字 の 22 文字 は 、3 つの 母 字 、7 つの 複 字 、12 の 単 字 で ある 。 

単 一 性 は 、 相 対 的 な 形 で 、 ア レフ が 表し て いる 。 

3 つ 1 組 は 、 イ ヨッ ド と メ ム と シュ ィ ン か 、 ア レフ と メ ム と シュ ィ ン が 表す 。 

( 

エリ ファ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 は 、 ア レフ か イ ョ ッ ド 、 メ ム 、 
シュ イィ イン か タウ で ある 。 

「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、 へ ブライ 文字 の 3 つの 母 字 は 、 ア レフ 、 メ ム 、 
シュ イィ イン で ある 。 

カバ ラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。 

シュ ィ ン と タウ は ヘブライ 文字 の 最後 の 2 文字 で ある 。 

) 

7 つ 1 組 は 、 ヘ へ ブライ 文字 の 7 つの 複 字 が 表す 。 


へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 は 、 ベ ト 、 ギ メル 、 ダ レト 、 カ フ 、 プ フェ 、 レ シュ 、 タ ウ で あ 
る 。 

12 つ 1 組 は 、 ヘ ブライ 文字 の 12 の 単 字 が 表す 。 

エリ ファ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブライ 文字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 
テト 、 イ ヨッ ド か アレ フ か メ ム 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 

「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、 ヘ へ ブライ 文 字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 
ザイ ン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ヨッ ド 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 

(カバ ラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。) 

12 つ 1 組 は 、3 つ 1 組 を 4 つ 1 組 で 増殖 し た 物 で ある 。 

12 つ 1 組 は 3 つ 1 組 を 4 つ 1 組 で 増殖 し た 物 で ある た め 、7 つ 1 組 は 3 つ 1 組 
と 4 つ 1 組 を 合わ せ た 物 で ある の で 、7 つ 1 組 に よる 象徴 体系 は 、12 つ 1 組 を 再び 
含ん で いる と 言え る 。 

へ ブラ イ 文 字 の 各 文 字 は 数 を 表す 。 

へ ブラ イ 文 字 の 組み 合わ せ は 、 一 連 の 数 で ある 。 

数 は 、 絶 対 の 哲学 の 概念 を 表す 。 

へ ブラ イ 文 字 は 、 象 形 文字 の 略記 で ある 。 

へ ブラ イ 文 字 は 、 象 形 文字 の 要約 で ある 。 

22 文字 の へ ブラ イ 文 字 の 各 文 字 の 象形 的 な 意味 と 哲学 的 な 意味 を 見 て 行こ う 。 

(ロベルト ベラ ルミ ー ノ 、 ヨ ハネ ス ロイ ヒ リ ン 、 ヒ エロ ニム ス 、「 裸 の カバ ラ 」、「 形 成 
の 書 」、 イ エズ ス 会 士 で 神父 の ガス パー ショ ッ ト の 「Technica Curiosa = Curious 
Technique = 不思議 お わざ 」、 ピ コ デラ ミラ ンド ラ 、 そ の 他 の 特に ビス トリ ウス が 集 
め た 文書 の 著者 を 参照 し て くだ さい 。) 


へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 


アレ フ か イ ョ ッ ド (カバ ラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。) 
絶対 の 原理 
創造 する 存在 で ある 神 


レシ 
精神 
ソロ モン の 一 方 の 柱 ヤ キン 


シュ ユイ ン 
物質 
ソロ モン の 他方 の 柱 ボ アズ 


へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 


ベト 。 反 映 と いっ た 表れ 、 概 念 、 月 、 神 秘 の 王 で ある 天使 ガブ リエ ル 。 
ギ メ ル 。 愛 、 意 思 、 金 星 、 生 と 死 の 王 で ある 天使 アナ エル 。 

ダレ ト 。 知 力 、 権 力 、 木 星 、 王 の 中 の 王 で ある 天使 サキ エル メレ ク 。 

( 

サキ エル は 神 を 義 う 者 を 意味 する 。 

メレ ク は へ ブラ イ 語 で 王 を 意味 する 。 

王 で ある 神 。 

) 


カフ 。 激 し い 力 、 戦 い 、 労 苦 、 火 星 、 軍 団 が 一 丸 と 成っ て 攻撃 する 重 装 歩 兵 の 密集 
陣形 ファ ラン クス の 王 で あり 軍団 で ある 天使 サマ エル 。 

プ フ ェ 。 雄 弁 、 理 解 力 、 水 星 、 知 の 天使 ラフ ァ エ ル 。 

レシ ュ 。 破 壊 と 再生 、「 時 」、 土 星 、 墓 と 孤独 の 王 で ある 天使 カシ エル 。 

(カシ エル は へ ブラ イ 語 で 「 神 の 速 さ 」 ま た は 「 神 は 私 の 怒り 」 を 意味 する 。) 

タウ 。 真 理 、 光 、 太 陽 、 エ ロ ヒ ム の 王 で ある (、 エ ロ ヒ ム を 神 の 加 霊 で ある 天使 と 解 
釈 する と 天使 の 王 で ある 、) 天 使 ミ カエ ル 。 


へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 

へ プライ 文字 の 12 の 単 字 は 、4 組 の 3 つ 1 組 に 分 けら れる 。 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 の 、4 組 の 3 つ 1 組 の 、 各 組 は 、 権 限 と し て 、 神 の テト ラ 
グラ マト ン の 4 文字 イ ヨ ッ ド 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ヘ ー の うち 1 文字 を 持っ て いる 。 

神 の テト ラ グラ マト ン の イ ョ ッ ド は 、 ち ょ うど 既に 話し た 様 に 、 創 造 す る 自発 的 な 原 
理 を 表す 。 

テト ラ グラ マト ン の ヘー は 、 創 造 さ れる 受容 的 な 原理 、 女 性 器 を 表す 。 

テト ラ グラ マト ン の ヴァ ウ は 、2 つの も の の 統一 、 男 性 器 を 表す 。 

テト ラ グラ マト ン の 最後 の ヘー は 、 第 2 の 創造 され る 原理 を 表す 。 

言い 換え る と 、 テ トラ グラ マト ン の 最後 の ヘー は 、 原 因 に 対す る 、 諸 結果 と 諸 形 態 
の 世界 に お ける 受容 的 な 再生 を 表す 。 

へ プライ 文字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ヨッ ド ( か アレ フ ) か 
メ ム 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 

( 

「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 
ザイ ン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ヨッ ド 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 


カバ ラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。 

) 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、4 組 の 3 つ 1 組 に 分 けら れる 。 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 の 、4 組 の 3 つ 1 組 の 、 各 組 は 、 テ トラ グラ マト ン の 4 
文字 の うち 1 文字 の 感化 の 下 で 、 テ トラ グラ マト ン の 4 文字 の うち 1 文字 の 解釈 と 
共に 、「 最 初 」 の 三角 形 の 概念 を 再生 する 。 


前 記 に は 、「 カ バラ の 哲学 的 な 考え と 神 の 教え が 、 ヴ ェ ー ル に 隠さ れ た 形 で は あ 
る が 、 完 全 に 示さ れ て いる 」 と 理解 で きる で あろ う 。 


で は 、 創 世 記 の 象徴 を 探求 し よう 。 


「 最 初 に 、 存 在 の 単 一 性 で ある イ ヨ ッ ド に お いて 、 エ ロ ヒ ム 、 ヤ キン と ボア ズ と いう 2 つ 
の つり 合わ され て いる 力 は 、 天 、 精 神 と 、 地 、 物 質 を 創造 し た 。 


言い 換え る と 、 最 初 に 、 エ ロ ヒ ム は 、 善 と 悪 、 育 定 と 否定 を 創造 し た 」 


前 記 の 様 に に モー セ の 創世 記 は 始ま る 。 

それ か ら 、 地 を 人 に 譲る 話 に 成っ た 時 に 、 人 を 神 性 と 結び つけ る た め の 聖 所 の 話 
に 成っ た 時 に 、 モ ー セ は 、 楽 園 、 イ ヨッ ド と テト ラ グラ マト ン で ある 楽園 の 中 央 の 唯一 
の 源泉 と 源泉 か ら 枝分かれ し て いる 4 つの 川 、 川 の 近く に 植え られ た 命 の 木 と 死 を 
も た ら す 木 と いう 2 つの 木 に つい て 話し て いる 。 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ が 楽園 に 置か れる 。 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 、 自 発 性 と 受容 性 を 表す 。 


女性 エヴァ は 、 死 に 共感 し て 、 男 性 アダ ム を 女性 エヴァ と 共に 女性 エヴァ の 堕天 に 
引き ずり 込む 。 

神 は 、 男 性 アダ ム と 女性 エヴァ を 、 真 理 と いう 聖 所 か ら 追 放す る 。 

神 は 、 大 衆 が 命 の 木 を 損なう の を 予防 する た め に 、 牛 の 頭 を 持つ スフィンクス で あ 
る 智 天 使 ケ ルプ を 、 真 理 と いう 楽園 の 門 に 置い た 。 

( 牛 の 頭 を 持つ スフィンクス に つい て は 、 ア ッ シ リ ア の 象徴 、 イ ンド の 象徴 、 エ ジ プ ト 
の 象徴 を 参照 し て くだ さい 。) 

前 記 は 、 人 が 真理 の 単 一 性 か ら 導 き 出 せる 、 神 秘 の 考え 、 神 秘 の 考え の 象徴 、 神 
秘 の 考え が 抱か せる 胃 散 で ある 。 

基 落 し た 人 々 は 、 神 を 偶像 に 取っ て 代え て し まい 、 遅 か ら ず 、 出 エジプト 記 32 章 の 
金 の 子 邊 へ の 偶像 崇拝 に 夢中 に 成っ て し まう 。 

続い て 、 カ イン と アベ ル と いう 象徴 は 、 相 互 に 作用 し 合う 2 つの 原理 に よる 交互 に 
連続 する 必然 の 反作用 の 神秘 を 表す 。 

アベ ル が 象徴 する 、 強 さ は 、 自 ら 、 圧 迫 に よっ て 、 弱 さ の 誘惑 に 対し て 報復 する 。 

カイ ン が 象徴 する 、 狗 教 者 で ある 、 弱 さ は 、 罪 を つぐ な っ て 、 良 心 の 町 責 と いう 罪 の 
衝 印 を 押さ れ て 非難 され て 、 強 さと 和解 する 。 

カイ ン と アベ ル は 、 備 理 道徳 の 領域 の つり 合い を 表す 。 

倫理 道徳 の 領域 の つり 合い は 、 全 て の 予言 の 基礎 で ある 。 

倫理 道徳 の 領域 の つり 合い は 、 全 て の 知 的 な 政治 的 な 思考 の 支点 で ある 。 

強 さ に 越 権 行為 を 許し て し まう 事 は 、 強 さ が 自 殺す る 様 に 運命 づけ る 事 と 成る 。 


デュ ピュ イ は 、 カ バラ の 普遍 の 神 の 教え を 理解 で き な か っ た 。 
な ぜ な ら 、 科 学 の 発見 が 、 部 分 的 に 証明 し 、 日 増し に 、 よ り 多く 実現 し て 行っ て いる 、 
「 普 遍 の 類推 可能 性 」 と いう 美しい 仮定 の 知 が 、 デ ュ ピ ュ イ に は 無かっ た 。 


超越 的 な 魔術 の 「 普 遍 の 類推 可能 性 」 と いう 鍵 を 保持 し て いな か っ た デュ ピュ イ 
は 、 太 陽 と 7 惑星 と 黄道 12 星座 に つい て より も 、 エ ロ ヒ ム に つい て 見 る 事 が で き な 
が か うた だ 。 

デュ ピュ イ は 、 プ ラ ト ン の ロゴ ス の 象徴 が 、 太 陽 の 中 に 、 見 えな か っ た 。 

デュ ピュ イ は 、 天 の 7 音階 が 、7 惑星 の 中 に 、 見 えな か っ た 。 

デュ ピュ イ は 、 全 て の 入門 の 4 組 の 3 つ 1 組 が 、 黄 道 12 星座 の 中 に 、 見 えな か っ 
7 だ 。 


「 大 衆 に 理解 され な か っ た 、 霊 、 精 神 、 知 の 達 道 者 で あり 、 何 人 か の 似非 キリ スト 
教徒 の 似非 信心 より も 、 偶 像 果 拝 し な か っ た 多神教 徒 の 秘伝 伝授 者 で ある 、 ユ リア 
ヌス 帝 は 、 象 徴 的 な 太陽 崇拝 を 、 デ ュ ピ ュ イ と ヴォ ルネ イ よ り も 、 良 く 理解 し て いた 」 と 
エリ ファ ス レヴ ィ は 断言 する 。 

「 王 な る 太陽 へ の 賛歌 」 で 、 ユ リア ヌス 需 は 、「 こ の 世 の 太 陽 が 、 知 の 領域 を 照ら す 
真理 と いう 太陽 の 反映 や 物質 的 な 影 で し か な い 」、「 真 理 と いう 太陽 自体 も 、 絶 対 の 
者 で ある 神 か ら 借り て いる 光 で し か な い 」 と 認め て いた 。 

ユリ アヌ ス が 、 キ リス ト 教 の 神 で ある 、 無 上 の 神 に つい て の 概念 を 保持 し て いる 事 
は 、 注 目 す る べき 事 で ある 。 

現代 の キリ スト 教徒 は 、「 自 分 だ けが 、 ユ リア ヌス 帝 と 同時 代 の 敵 の 教会 の 教父 
の 何人 か より も 、 大 い に 、 正 し く 、 キ リス ト 教 の 神 で ある 、 無 上 の 神 を 敬礼 し て いる 」 と 
誤っ て 思い 込ん で いる 。 

後記 は 、 ヘ レニ ズム を 擁護 する ユリ アヌ ス の 文書 で 、 ユ リア ヌス が 自分 の 考え を 表 
し た 文 で ある 。 


「『 神 が 話し た 。 そ うす る と 、 諸 々 の も の が 創造 され た 』 と 本 に 記す だ け で は 不 十 分 で 
ある 。 

『 人 が 神 が 源 で ある と し て いる 、 諸 々 の も の が 、 存 在 で ある 神 の 法 に 反し て いな いか 
どう か ?』 を 調べ る 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 も し 諸々 の も の が 神 の 法 に 反し て いる の で あれ ば 、 神 は 諸々 の も の を 創造 
し た は ず が 無い 。 

な ぜ な ら 、 神 は 、 神 自身 を 否定 し な いで 自然 と 矛盾 で きた は ず が 無い .……。 

神 は 、 永 遠 の 者 で ある 。 

神 は 永遠 の 者 で ある の で 、 神 の 秩序 も 不変 で ある は ず で ある 、 の は 必然 的 な 性 質 で 
ある 」 


前 記 の 様 に 、 神 に つい て 正しく 話し て いる ユリ アヌ ス を 、 大 衆 は 背 教 者 、 不 信心 者 
と 誤っ て 呼ん で いる の で ある ! 

大 衆 は ユリ アヌ ス を 背 教 者 、 不 信心 者 と 誤っ て 呼ん で いる が 、 後 に 、 神 学校 へ の 
神託 と 成っ た キリ スト 教会 博士 の トマ ス アク ィ ナ ス は 、 多 分 、 前 記 の 、 異 教徒 の ユリ 
アヌ ス の 輝かしい 言葉 か ら 霊 感 を 得 て 、 大 いな る 皇帝 ユリ アヌ ス の 思考 を 簡潔 に 
約 し て いる 「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な く 、 正 し いか ら 神 が 望む 」 と いう 美しい 大 
胆 な 言葉 を 書き 記す 事 に よっ て 、 迷 信 を 自ら 抑制 する 必要 性 に 気づい た 。 


自然 の 完全 な 不変 の 秩序 と いう 概念 、 全 て の 存在 の 上 昇 する 位階 と 下降 する 感 
化 と いう 概念 は 、 博 物 学 全体 の 第 一 の 分 類 を 、 古 代 の 秘 儀 祭司 達 に 与え た 。 

古代 の 秘 儀 祭 司 達 は 、 鉱 物 、 植 物 、 動 物 を 類推 的 に 研究 し た 。 

そし て 、 古 代 の 秘 儀 祭司 達 は 、 鉱 物 、 植 物 、 動 物 の 起源 と 特性 を 、 自 発 的 な 原理 
か 受容 的 な 原理 、 光 か 闇 が 源 で ある と し た 。 


鉱物 、 植 物 、 動 物 の 自然 な 形 に よっ て 痕跡 を 辿っ て 逆 探 各 し た 、 鉱 物 、 植 物 、 動 物 
に お ける 神 に よる 選択 や 拒否 の 痕跡 が 、 徳 や 悪徳 の 象形 文字 に 成っ た 。 

その た め 、 象 徴 を も の 自体 と 誤解 し た 事 に よっ て 、 ま た 、 も の 自体 を 象徴 で 表現 し 
た 事 に よっ て 、 大 衆 は 、 も の 自体 と 象徴 を 混同 する 様 に 成っ て し まっ た 。 

も の 自体 と 象徴 の 大 衆 に よる 混同 が 、 文 字 通り 受け 取っ て し まう と 架空 に 成っ て 
し まう 、 例 え 話 で ある 博物 学 の 起源 で ある 。 

文字 通り 受け 取っ て し まう と 架空 に 成っ て し まう 、 例 え 話 で ある 博物 学 で は 、 あ え 
て ライ オン が 鶏 に 負け 、 イ ルカ が 人 々 の 中 に 恩 知 ら ず が いる 悲し み で 死に 、 マ ンド ラ 
ゴ ラ が 話し 、 星 々 が 歌う 。 

例え 話 で ある 博物 学 の 、 例 え 話 の 魔法 が か か っ た 世界 は 、 実 に 、 魔 術 の 詩 の 領域 
で ある 。 

し か し 、 例 え 話 で ある 博物 学 は 、 例 え 話 で ある 博物 学 を も た らし た 象徴 の 意味 と 
いう 現実 性 し か 持た な い 。 

超越 的 な カバ ラ の 類推 可能 性 と 、 概 念 と 象徴 の 正確 な 繋が り を 理解 し て いる 賢 
者 に と っ て 、 例 え 話 で ある 博物 学 の 、 妖 精 達 の 王国 は 、 発 見 が 未だ に 豊富 に 有る 王 
国 で ある 。 

な ぜ な ら 、 ヴ ェ ー ル 無し で は 人 々 を 喜ば せる に は 美 し 過 ぎる か 、 簡 単 過 ぎる 、 例 え 
話 で ある 博物 学 の 真理 は 、 巧 妙 な 影 に 完全 に 隠さ れ て いる 。 

イエ ス 。 

凌 ( が 表す 警戒 心 ) は ライ オン (が 表す 力 ) を 不安 に させ る 事 が で きる 、 ま た 、 凌 (が 
表す 警戒 心 ) は ライ オン (が 表す 引 り ) の 主 に 成 れ る 。 

な ぜ な ら 、 頻 繁 に 、 警 戒 心 は 力 に 取っ て 代わ る 。 

警戒 心 は 怒り の 抑制 に 成功 する 。 
前 記 と 同様 に 、 古 代 人 の 博物 学 に 見 せ か けた 例え 話 の 他 の 話 も 説明 で きる 。 


人 は 、 類 推 可能 性 の 例え 話 と し て の 利用 に お ける 誤用 の 可能 性 を 既に 理解 で き 
る で あろ うし 、 カ バラ が 、 仕 方 な し に 、 も た らし て し まう 類推 可能 性 に 対す る 誤解 を 巴 
測 で きる で あろ う 。 


実際 に 、 二 流 の カバ リス ト に と っ て 、 類 推 可能 性 の 法 は 、 盲 信 や 狂信 の 対象 と 成っ 
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人 は 、 全 て の 迷信 は 、 二 流 の カバ リス ト に よる 類推 可能 性 の 法 に 対す る 盲信 や 狂 
信 が 原因 で ある と する 必要 が 有る 。 

大 衆 は 、 迷 信 を も た らし た と いう 無実 の 罪 で 、 隠 され た 知 の 達 道 者 達 を 迫害 し て 
さて いる 。 

後記 の 様 に 、 二 流 の カバ リス ト は 、 類 推 可能 性 の 法 を 、 推 測 し た 。 

(後に 記さ れ て いる が 、 後 記 の 推測 は 、 あ る 物 は 真実 で 他 の 物 は 仮定 で ある 原理 
で ある 。) 


象徴 は 、 も の 自体 を 表す 。 


も の 自体 が 、 象 徴 の 力 で ある 。 
(例え ば 、 二 流 の カバ リス ト は 、「 神 は 、 神 の 象徴 に 力 を 与え る 」 と 推測 し た 。) 


象徴 と 、 象 徴 が 意味 する も の 自体 の 間 に は 、 類 推 可能 性 が 存在 する 。 


象徴 が 完全 で ある ほど 、 類 推 可能 性 は 完全 と 成る 。 


言葉 を 話す 事 は 、 概 念 を 呼び 出し て 、 目 の 前 に 、 存 在 させ る 事 に 成る 。 


神 の 名 前 を 呼ぶ 事 は 、 神 を 現 せ させ る 事 に 成る 。 


言葉 は 、 魂 に 作用 し て 、 魂 に 肉体 へ 反作用 させ る 。 

結果 的 に 、 人 は 、 他 人 を 脅 か す 事 が で き 、 慰 め る 事 が で き 、 病 気 に 陥 る 原因 を も た 
ら す 事 が で き 、 治 す 事 が で き 、 殺 す 事 すら で き 、 言 葉 と いう 手段 に よっ て 死 か ら 復活 さ 
せる 事 が で きる 。 


名 前 を 話す 事 は 、 話 し た 名 前 の 存在 を 創造 する か 、 呼 び 出す 事 に 成る 。 


名 前 に は 、 存 在 自体 の 、 言 葉 に よる 考え か 、 精 神 の 考え が 含ま れ て いる 。 


魂 が 概念 を 呼び 出す と 、 魂 が 呼び 出し た 概念 の 象徴 が 星 の 光 の 中 に 自動 的 に 記 
され る 。 


呼び 出す 事 は 、 求 め る 事 で ある 。 

言い 換え る と 、 呼 び 出す 事 は 、 名 前 に よっ て 故 う 事 で ある 。 

名 前 に よっ て 故 う 事 は 、 名 前 に お いて 信念 の 証 と 成る 行為 を 果たす 事 で ある 。 
名 前 に よっ て 故 う 事 は 、 名 前 が 表す 力 に よっ て 交流 する 事 で ある 。 


言葉 自体 が 善 で ある か 悪 で ある 。 
言葉 自体 が 健全 で ある か 有害 で ある 。 


最も 危険 な 言葉 は 、 無 意味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 で ある 。 
な ぜ な ら 、 無 意味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 は 、 概 念 へ の 故意 の 中 絶 と 成る 。 


無 意 味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 、 無 用 な 言葉 は 、 知 の 霊 に 対す る 犯罪 で あ 
る 。 


無 意 味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 、 無 用 な 言葉 は 、 知 的 な 子 殺 し と 成る 。 


諸々 の も の は 、 各 人 に と っ て 、 各 人 が 名 前 を 与え て 諸々 の も の か ら 創 造 し た 物 で あ 
る 。 


全て の 人 の 言葉 は 、 痕 跡 で ある か 、 習 慣 的 な 祈り で ある 。 


正しく 話す 事 は 、 正 し く 生 きる 事 で ある 。 


上 品 な 言葉 遣い は 、 神 聖 さ の 栄光 の 光 で ある 。 
前 記 の 、 あ る 物 は 真実 で 他 の 物 は 仮定 で ある 原理 か ら 、 ま た 、 二 流 の カバ リス ト が 
原理 か ら 導 き 出 し た 多かれ 少な か れ 誇 張 され た 結果 か ら 、 迷 信 的 な 二流 の カバ リ 
スト は 、 誘 惑 術 、 降 霊 術 、 霊 を 追い 払う 術 、 謎 の 祈り を 完全 に 信じ て し まっ た 。 

さて 、 宗 教 は 常に 奇跡 を 成就 し て いる の で 、 神 の 聖霊 の あら われ 、 神 託 、 不 思 議 な 
治療 、 突 然 の 不思議 な 病気 に は 宗教 が 欠か せな か っ た 。 

その た め 、 簡 潔 で 崇高 な 哲学 は 、 黒 魔術 の 秘密 の 知 と 成っ て し まっ た 。 

前 記 の 観点 か ら 、 非 常に 懐疑 的 で ある が 非常 に 軽 信 し 易い 19 世紀 に お いて 、 特 
に 、 カ バラ は 、 大 多数 の 人 々 の 好奇 心 を 未だ に 刺激 で きる 。 

し か し 、 す で に 話し た 様 に 、 前 記 は 、 真 の 知 で は な い 。 


人 が 真理 自体 を 目的 と し て 真理 を 探求 する 事 は 、 稀 で ある 。 


魔術 に 取り 組む 俗人 の 努力 に は 、 満 た し た い 肉 欲 や 信 欲 と いっ た 隠さ れ た 動機 
が 常に 存在 する 。 

カバ ラ の 諸々 の 秘密 の 中 に は 、 特 に 魔術 に 取り 組む 俗人 を 常に 苦し め て きた カバ 
ラ の 秘密 、 錬 金 の 秘密 、 地 の も の を 黄金 に 変え る 秘密 が 存在 する 。 

錬金術 の 全て の 象徴 は 、 カ バラ の 象徴 で ある 。 

錬金術 の 操作 は 、2 つの 正反対 の も の の 一 致 が も た ら す 、 類 推 可能 性 の 法 に 基 
づい て いる 。 

さら に 、 計 り 知 れ な い 物 理 の 秘密 が 、 古 代 人 の カバ ラ の 例え 話 に 隠さ れ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 人 の カバ ラ の 例え 話 を 解読 し て 、 物 理 の 秘密 に 辿り 着い 
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エリ ファ ス レヴ ィ は 、 物 理 の 秘密 の 知 を 、 錬 金 術 の 探究 者 の 調査 に 委ね る 。 

後記 は 、 カ バラ と 錬金術 の 物理 の 秘密 の 知 で ある 。 


00) 

熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 と いっ た 不可 量 物 の 4 つの 流体 は 、 星 の 光 と いう 唯一 の 普遍 
の 代行 者 の 4 つの 表れ で し か な い 。 

(2) 

星 の 光 は 、 電 気 の 形 で 大 作業 に 役立つ 火 で ある 。 

(3③) 


現代 で は 催眠 術 と 呼ば れ て いる が 、 人 の 意思 は 、 神 経 系 を 用 いて 、 命 の 光 、 星 の 
光 を 傾け る 事 が で きる 。 

(④) 

大 作業 の 秘密 の 代行 者 賢者 の Azoth、 錬 金 術 師 の 命 を 与え る 生き て いる 黄金 、 
普遍 の 金属 の 創造 する 代行 者 と は 、「 磁 化 さ れ た 電気 」 で ある 。 


「 磁 化 さ れ た 電気 」 と いう 「 磯 気 」 と 「 電 気 」 と いう 2 つの 言葉 の 結合 は 、 多 く の 事 
を 人 に 未だ 教え て は くれ な いで あろ う 。 

それ で も 、 多 分 、「 磁 気 」 と 「 電 気 」 と いう 2 つの 言葉 は 、 世 界 を 覆す の に 十分 な カカ 
を 含ん で いる 。 

哲学 的 な 見 地 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 多 分 」 と 話し て いる 。 

な ぜ な ら 、 個 人 的 に は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 磁 気 」 と 「 電 気 」 と いう 大 いな る ヘル 
メス の 錬金術 の 秘密 の 高等 な 重要 性 に つい て 何 も 疑 わな い 。 

すでに 話し た 様 に 、 錬 金 術 は カバ ラ の 娘 で ある 。 

「 錬 金 術 が カバ ラ の 娘 で ある 」 と いう 真実 を 確か め る に は 、 ニ コラ フラ メル の 象徴 
群 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス の 象 微 群 、 へ ブラ イ 人 の ラビ の アブ ラ ハ ム の 諸々 の 
文書 、 ヘ ル メ ス の 「 エ メラ ルド 板 」 の 多かれ 少な か れ 聖 書 外典 の 様 な 神託 を 見 る だ 
け で 十分 で ある 。 

全て の 場所 で 、 普 遍 に 、 人 は 、 ピ タゴ ラス の 10 つ 1 組 の 痕跡 を 見 つけ られ る 。 

「 形 成 の 書 」 で は 、10 つ 1 組 を 、 神 の も の の 完全 な 絶対 の 概念 に 非常 に 壮大 に 
適用 し て いる 。 

10 つ 1 組 は 、 単 一 性 と 三重 の 3 つ 1 組 で 出来 て いる 。 

(10 =1+ 3 x3。) 

へ ブラ イ 人 の ラビ 達 は 、10 つ 1 組 を 、 創 世 記 ベレ シー ト 、 戦 車 メ ルカ バー、 光 の 
「 セ フィ ロト の 樹 」 ま た は 「 生 命 の 樹 」、 セ ム ハ ム フォ ラス の 鍵 と 呼ん で いる 。 


「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 と いう 名 前 の 本 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、( 取 る に 足り な 
い 口 実 で 現代 まで 保存 され て いる ) タ ロッ ト と いう 象徴 の 記念 碑 に つい て 、 か な り 詳 
し く 話 し て いる 。 


タロ ッ ト だ けが 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 の 神秘 の 文書 の 全て を 説明 で きる 。 

象徴 の 記念 碑 と は 、 ト ラン プ 遊 びと いっ た カー ド 遊 び を も た らし た 放浪 の 民 ロ マ の 
タロ ッ ト で ある 。 

タロ ッ ト は 、22 文字 の へ ブラ イ 文 字 に 1 対 1 対応 し て いる 象徴 で ある 22 枚 の 大 
アル カナ と 、4 組 の 10 つ 1 組 の 小 ア ルカ ナ で 出来 て いる 。 

4 組 の 小 ア ルカ ナ の 各 組 の 象徴 は ヤ ハ ウェ と いう 神 の 名 前 の 4 文字 の うち 1 文 
字 と 対応 し て いる 。 

タロ ッ ト の 象徴 の 多様 な 組み 合わ せ と 、 タ ロッ ト の 象徴 と 数 の 1 対 1 対応 は 、 多 数 
の カバ ラ の 神託 を 形成 する の で 、 タ ロッ ト と いう 神秘 の 書 は 、 全 て の 知 を 含ん で いる 。 

タロ ッ ト と いう 完全 に 簡潔 な 哲学 的 な 機械 は 、 諸 々 の 結果 の 深 さ に よっ て 、 人 を 驚 
か せる 。 

トリ テ ミ ウ ス 修 道 院長 は 、 魔 術 の 大 いな る 祖師 の 1 人 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 カ バラ の アル ファ ベッ ト に つい て の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 と いう 名 前 の 
非常 に 巧妙 な 著作 を 書い た 。 

トリ テ ミ ウ ス の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 の カバ ラ の アル ファ ベッ ト の 文字 群 は 、 各 文字 が 1 
つの 言葉 を 表す 、 言 葉 同 士 が 相互 に 対応 し 合う 、 あ る 文字 か ら 別 の 文字 へ 言葉 群 
が 言葉 群 を 補完 する 、 連 続 する 文字 群 の 一 連 の 組み 合わ せ で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 タ ロッ ト に つい て 知っ て いて 、 タ ロッ ト を 応用 し 、「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 の 
学 の 有る 組み 合わ せ を 論理 的 な 順序 で 配置 し た 、 の は 疑い 様 が 無い 。 

カル ダー ノ は 、 秘 伝 伝授 者 の 象徴 的 な アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト に つい て 知っ 
で いた 。 

希薄 な も の に つい て の カル ダー ノ の 著作 の 章 の 数 と 性 質 に よっ て 、 人 は 、 カ ル 
ダー ノ が タロ ッ ト に つい て 知っ て いた 事 を 認め る 事 が で きる 。 


実際 、 希 薄 な も の に つい て の カル ダー ノ の 著作 は 、 章 の 数 が 22 で あり 、 章 の テー 
マ が 対応 し て いる タロ ッ ト の 大 アル カナ の 数 と 象徴 の 意味 と 一 致す る 。 

「 神 と 人 と 万 物 の 対応 に つい て の (『Natural Table』 ま た は )『Natural 
Picture』 」 と いう 名 前 の ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の 著作 も 、 希 薄 な も の に つい 
て の カル ダー ノ の 著作 と 、 同 様 で ある 、 と 人 は 気づけ る 。 

タロ ッ ト と いう 秘密 の 口伝 は 、 カ バラ の 最初 の 時 代 か ら 現 代 ま で 絶え 間 無 く 続い 
て きた 。 

テー ブル ター ニン グ の 霊媒 師 や 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 文字 の 一 覧 表 で 諸 霊 と 話す 霊 
媒 師 は 、( タ ロッ ト よ り も 、) か な り 時 代 遅 れ で ある 。 

霊媒 師 は 、 タ ロッ ト と いう 神託 の 道具 が 存在 する 事 を 知ら な い 。 

タロ ッ ト の 言葉 は 、 常 に 明確 で あり 、 常 に 正確 で ある 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、7 惑星 の 7 つの 霊 と 交流 で き て 、3 つの 段階 で わる アッ 
シャ ー、 イ エ ツ ィ ラー、 ベ リア ー の 72 の 車輪 に 思い 通り に 話さ せる 事 が で きる 。 

7 惑星 の 7 つの 霊 と 交流 し 、3 つの 段階 で や る アッ シャ ー、 イ ェ エ ツ ィ ラー、 ベ リア ー 
の 72 の 車輪 に 思い 通り に 話さ せる に は 、 普 遍 の 類推 可能 性 に よる 秩序 を 理解 する 
だ け で 十分 で ある 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 、 秘 密 の 象徴 的 な 鍵 で ある タロ ッ ト に お いて 、 話 し て いる 、 様 
本 

タロ ッ ト を 混ぜ 合わ せ て 、 運 任せ に タロ ッ ト を 引き 、 タ ロッ ト を 引く 人 が 啓発 を 望む 
事 に つい て の 概念 に 対応 する 数 だ け 引 いた タロ ッ ト を 集め 、 カ バラ の 文 を 読む 様 に 
タロ ッ ト の 神託 を 読み 解い て 行く 。 

言い 換え る と 、 奇 数 だ け 集 め た タロ ッ ト は 中 央 か ら 右 を 経由 し て 左 へ 読ん で タロ ッ 
ト の 神託 を 読み 取っ て 行き 、 偶 数 だ け 集 め た タロ ッ ト は 右 か ら 左 へ 読ん で タロ ッ ト の 
神託 を 読み 取っ て 行く 。 


順に 、 各 タロ ッ ト に 対応 し て いる 数 を 解釈 し 、 集 め た タロ ッ ト の 合計 数 を 解釈 し 、 数 
の 順序 と 象徴 的 な 繋が り に よっ て 連続 し て いる 神託 を 解釈 する 。 

前 記 の 、 タ ロッ ト を 読み 解く 方 法 は 、 カ バラ の 賢者 の 方 法 で あり 、 絶 対 の 諸 概念 の 
厳正 な 展開 の 発見 を 本 来 の 目的 と し て いた 。 

タロ ッ ト を 読み 解く 方 法 は 、 無 知 な 聖職 者 と 、 中 世に タロ ッ ト を 所 有 し て いた 放浪 
の 民 ロ マ と いう 放浪 の 民 の 先駆 者 の 手中 に 落ち て し まっ て 、 迷 信 に まで 勘 落 さ せら 
れ て し まっ た 。 

無知 な 聖職 者 と 放浪 の 民 ロ マ は 、 タ ロッ ト を 正しく 用 いる 方 法 を 知ら な か っ た 。 

無知 な 聖職 者 と 放浪 の 民 ロ マ は 、 タ ロッ ト を 占い に だ け 利 用 し た 。 

中 世 の 大 衆 は 、 チ ェ ス の 発明 者 が ホメ ロス の 「 イ ー リ アス 」 の 英雄 パラ メデ ス で あ 
る 崇 信 選 。 

チェ ス の 起源 は タロ ッ ト し か な い 。 

王 (また は 皇帝 )、 女 王 ( ま た は 女帝 )、 騎 士 、 戦 士 、 愚 者 、 塔 、 諸 々 の 数 を 表す チェ ス 
盤 と いっ た 、 タ ロッ ト と 同じ 、 象 徴 と 象徴 の 組み 合わ せ が 、 チ ェ ス に は 存在 する 、 と 人 
は 気づく で あろ う 。 

古代 で は 、 チ ェ ス の 指し 手 達 は 、 チ ェ ス 盤 の 上 で 、 哲 学 的 な 諸 問題 や 宗教 的 な 諸 
問題 の 解決 方 法 を 探求 し て 、 チ ェ ス の 駒 と いう 象徴 を チェ ス 盤 と いう 諸々 の 数 と 交 
わら せ て 動か し て 、 沈 黙 し て 相互 に 論じ 合っ た 。 

「 介 島 の ゲー ム 」 と いう 螺旋 の 双 六 は 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 の 遊び か ら 復 活 し た 。 

「 落 鳥 の ゲー ム 」 の 開発 者 も ホメ ロス の 「 イ ー リ アス 」 の 英雄 パラ メデ ス で ある 、 と 
いう 説 が 有る 。 

「 落 鳥 の ゲー ム 」 は 、 象 徴 は 動か ず 、 サ イコ ロ で 諸々 の 数 は 動く 、 チ ェ ス 盤 で し か な 


い 。 


「 驚 鳥 の ゲー ム 」 は 、 入 門 を 求め る 修行 者 が 利用 する た め の 、 車 輸 の 形 に 配置 さ 
れ た タロ ッ ト で ある 。 

と ころ で 、「tarot」 と いう 言葉 に は 、「rota」 と 「tora」 と いう 言葉 が 見 つか る 。 

ギヨーム ポス テル が 証明 し た 様 に 、 「tarot」 と いう 言葉 は 、 棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう タ 
ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 象徴 の 、 車 輪 の 形 の 、 最 初 の 配置 を 表す 。 

タロ ッ ト の 象徴 より も 、「 藻 鳥 の ゲー ム 」 の 象徴 は 質素 で ある が 、 手 品 師 ま た は 麻 
術 師 、 王 (また は 皇帝 )、 女 王 ( ま た は 女帝 )、 塔 、 悪 魔 ま た は ティ フォ ン 、 死 を 表す も の と 
いっ た タロ ッ ト と 同じ 象徴 が 見 つか る 。 

サイ コロ が 表す 遊戯 の 可能 性 は 、 命 の 可能 性 を 表現 し て いて 、 賢 者 が 熟考 する ほ 
ど 十分 に 深く 、 幼 子 が 理解 する ほど 十分 に 簡潔 な 、 天 の 高等 な 哲学 的 な 意味 を 隠し 
て いる 。 

古代 ギリ シャ 人 に よる 文字 の 発明 者 と いう 象徴 的 な 人 物 で ある パラ メデ ス は 、 文 
字 の 発明 者 で ある エノク と 同一 人 物 で ある 。 

文字 の 発明 者 で ある ヘル メス 、 文 字 の 発明 者 で ある カド モス は 、 文 字 の 発明 者 で 
ある エノク と 同一 人 物 で ある 。 

た だ し 、 ホ メロ ス の 「 イ ー リ アス 」 で 、「 ト ロイ ア 戦 争 へ の 参加 を 回 避 す る た め の オ 
デュ ッ セ ウス の 狂っ た ふり が ふり で ある と 暴 い た パラ メデ ス が オデ ュ ッ セ ウ ス の 報復 
の 犠牲 に 成っ た 」 と いう 例え 話 は 、「 秘 伝 伝授 者 の 先導 者 また は 知 の 人 の 永遠 の 運 
命 は 、 弟 子 に よっ て 殺さ れる 事 で ある 」 事 を 表す 。 

な ぜ な ら 、 秘 伝 伝授 者 の 先導 者 の 力強い 象徴 的 な 表現 を 用 いて いる た め に 、 キ リ 
スト 教徒 の 大 衆 は 非常 に 誤解 し て いる が 、「 弟 子 は 、 師 の 精神 で ある 血 肉 を 自分 の 
物 と し て 、 師 の 思想 の 生き て いる 実現 と 成る 」 の で ある 。 

容易 に 理解 で きる 様 に 、 最 初 の アル ファ ベッ ト の 概念 は 、 普 遍 の 言葉 の 概念 で 
273。 


最初 の アル ファ ベッ ト 、 普 遍 の 言葉 は 、 全 て の 知 、 神 、 人 の 要約 と 進歩 の 法 を 、 組 
み 合わ せ の 中 に 、 ま た 、 象 徴 自 体 の 中 に すら 、 含 ん で いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 意見 で は 、 人 の 知 が 夢見 た 物 と し て 、 最 初 の アル ファ ベッ ト よ り 
も 優れ た 物 や 大 いな る 物 は 存在 し た 事 が 無い 。 

最初 の アル ファ ベッ ト と いう 古代 の 世界 の 秘密 の 発見 は 、 過 去 の 失わ れ た 知 と い 
う 地下 墓地 に お ける エリ ファ ス レヴ ィ の 長年 の 実 を 結ば な か っ た 研究 と 感謝 され な 
か っ た 労苦 に 完全 に 報い て くれ た 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 確信 し て いる 。 

最初 の アル ファ ベッ ト の 発見 に よる 無 上 の 結果 の 1 つ は 、 シ ャ ン ポ リオ ン の 好 敵 
手 や 後継 者 が 未だ に 不 完全 に し か 解読 で き て いな い 、 象 形 文字 の 研究 に 、 新 し い 
方 針 を も た ら す で あろ う 。 

カバ ラ の 象徴 の 様 に に ヘル メス の 弟子 の 書き 方 は 、 類 推 可能 性 に より 象徴 的 で あ 
り 、 組 み 合 わせ に より 総合 的 で ある 。 

その た め 、 古 代 の 神殿 の 石碑 に 記さ れ た 文書 を 読み 解 く た め に は 、 石 碑 を ある ベ 
き 場 所 に 戻し て か ら 、 他 の 石碑 の 文字 が 有 し て いる 数 と も 比較 し て 、 石 碑 の 文字 が 
有 し て いる 数 を 数 える 事 が 、 有 効 で は な いか ? は い ! 

例え ば 、 テ ー ベ を 含ん で いる ルク ソー ル の オベリスク は 、 神 殿 の 入口 の 2 つの 柱 
の 1 つ で あっ た か ? 

オベリスク が 神殿 の 2 つの 柱 の 1 つ で ある 場合 は 、 右 手 に あっ た の か ? 左手 に 
あっ た の か ? 

神殿 の 2 つの 柱 の 右手 に あっ た 柱 オ ベリ スク の 象徴 は 、 自 発 的 な 原理 に 繋が っ 
て いる は ず で ある 。 

神殿 の 2 つの 柱 の 左手 に あっ た 柱 オ ペリ スク の 象徴 は 、 受 容 的 な 原理 に よっ て 
読み 解く 必要 が 有る 。 


た だ し 、 神 殿 の 2 つの 柱 オ ベリ スク の うち 、 一 方 は 、 他 方 と 、 正 確 に 対応 し て いる 
は ず で ある 。 

その た め 、 神 殿 の 2 つの 柱 の うち 1 つの 柱 オ ベリ スク の 象徴 は 、2 つの 正反対 の 
も の の 類推 可能 性 か ら 、 象 徴 の 完全 な 意味 を 読み 解く 必要 が 有る 。 

シャ ン ポ リオ ン は 、「 ロ ゼ ッ タ スト ー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 に 、 コ プ ト 語 を 見 た 。 

多分 、 別 の 学者 で あれ ば 、 シ ャ ン ポ リオ ン よ り 容 易 に 、 よ り 幸 運 に も 、「 ロ ゼ ッ タ ス 
トー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 に 、 へ ブラ イ 語 を 見 つけ た で あろ う 。 

し か し 、 も し 「 ロ ゼ ッ タ スト ー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 が へ ブラ イ 語 で も コプト 語 で も 無 
か っ た ら 、 人 は 何と 言う で あろ うか ? 

例え ば 、 も し 「 ロ ゼ ッ タ スト ー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 が 普遍 の 最初 の 言葉 で あっ た 


と ころ で 、 超 越 的 な カバ ラ の 言葉 で ある 、 普 遍 の 最初 の 言葉 は 、 確 か に 存在 し て 
いる 。 

さら に 、 普 遍 の 最初 の 言葉 は 、 ヘ ブライ 語 の 基礎 と 、 ヘ ブライ 語 が 源 で ある 全て の 
オリ エン ト の 言葉 の 基礎 に 、 未 だ に 存在 し て いる 。 

普遍 の 最初 の 言葉 は 、 聖 所 の 言葉 で ある 。 

その た め 、 諸 々 の 神殿 の 入口 の 諸々 の 柱 は 、 普 通 に 、 普 遍 の 最初 の 言葉 の 象徴 を 
全て 含ん で いる 。 

忘 我 状態 の 人 の 直感 は 、 最 初 の 象徴 群 に つい て は 、 学 の 有る 人 の 知 よ りさ えも 、 
真理 に 近づく 。 

な ぜ な ら 、 す で に 話し た 様 に 、 普 遍 の 命 の 流体 、 星 の 光 は 、 概 念 と 形 の 間 を 仲介 
する 原理 で あり 、 未 知 の も の を 探求 する 魂 の 超常 的 な 飛躍 に 従っ て 、 忘 れ ら れ て い 
る が 既に 知ら ず に 発見 され て いる 隠さ れ た 知 の 大 いな る 啓示 の 象徴 に よっ て 、 真 理 

を 忘 我 状 態 の 人 に 自然 と 与え る 。 


星 の 光 が 真理 を 象徴 で 忘 我 状態 の 人 に 与え る の で 、 悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 
は 「 悪 魔 の サイ ン 」 を カバ ラ の 象徴 を 盗用 し た 形 で 形成 で きる 。 

星 の 光 が 真理 を 象徴 で 忘 我 状態 の 人 に 与え る の で 、Lavater の 前 に 現れ た 
Gablidone、 シ ュ レ プ フ ァ ー が 呼び 出し た 霊 、 ヴ ァ ン トラ ス が 呼び 出し た 悪人 の 霊 、 
霊媒 師 ホ ー ム が 呼び 出し た 悪人 の 霊 は 、 謎 の サイ ン を 、 カ バラ の 象徴 を 盗用 する 形 
で 、 も た ら す 事 が で きた 。 

も し 電気 が 光 を 動か せ た ら 、 ま た 、 電 気 が 触 れず に 重い 物体 すら 動か せ た ら 、 磁 
気 、 星 の 光 に よっ て 、 電 気 を 傾け て 、 象 徴 と 文 を 自然 と 表す 事 は 可能 で あろ うか ? 

疑い 無く 、 人 は 、 星 の 光 に よっ て 、 電 気 を 傾け て 、 象 微 と 文 を 自然 と 表す 事 が 可能 
で ある 。 

な ぜ な ら 、 す で に 、 何 人 か の 人 は 、 星 の 光 に よっ て 、 電 気 を 傾け て 、 象 徴 と 文 を 自 
然 と 表し て いる 。 


後記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 諸 々 の 奇跡 の 最 重要 な 代行 者 と は 何 か ?」 と 
尋ね て くる 人 に 、 応 える 。 


奇跡 の 代行 者 は 、『 大 いな る 務め 』 の 『 第 一 質 料 』 で ある 。 
奇跡 の 代行 者 は 、『 磁 化 さ れ た 電気 』 で ある 」 


星 の 光 が 、 全 て の も の を 創造 し て いる 。 
星 の 光 の 中 に 、 形 は 保存 され る 。 

星 の 光 に よっ て 、 形 は 再現 され る 。 

星 の 光 の 振動 は 、 普 遍 の 運動 の 原理 で ある 。 


星 の 光 に よっ て 、 恒 星 同 士 は 相互 に 結び つき 、 電 気 の 鎖 の 様 に 、 恒 星 同 士 は 相互 
の 光線 を 絡み 合わ せる 。 

星 の 光 が 諸々 の 恒星 を 磁化 し て いる 、 様 に 、 星 の 光 は 人 と いっ た 諸々 の も の を 磁 
化し て いる 。 

共感 と 親近 感 が 張力 を も た ら す 電磁 気 の 鎖 、 星 の 光 に よる 星 の 鎖 に よっ て 、 疑 い 
無く 自然 で は ある が 目 に は 見 え ず 驚 異 の 性 質 の 方 法 で 、 人 と いっ た 諸々 の も の は 、 
世界 の 一 方 の 端 か ら 他方 の 端 へ 相互 に 交流 で き 、 愛 撫 し た り 打 っ た り で き 、 傷 つけ 
た り 治 し た り で きる 。 

星 の 光 に 、 魔 術 の 秘密 が 存在 する 。 

魔術 は 、 マ ギ か ら 現 代 人 へ 伝え られ て きた 知 で ある ! 

魔術 は 、 無 上 の 知 で ある ! 

魔術 は 、 最 も 神聖 な 知 で ある ! 

な ぜ な ら 、 魔 術 は 、 最 も 崇高 な 形 で 、 大 いな る 宗教 の 真理 を 確証 する ! 

魔術 は 、 最 も 中 傷 さ れ た 物 で ある ! 

な ぜ な ら 、 俗 人 で ある 大 衆 は 、 神 の 聖霊 の 魔術 を 、 迷 信 的 な 悪人 の 霊 の 魔術 と 頑 
迷 に 混同 する ! 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 、 憎 むべ き 実 践 を 既に 非難 し て いる ! 

魔術 に よっ て の み 、 人 は 、 テ ー バ イ の スフィンクス の 謎 の 質問 に 答え る 事 が で きる 。 

魔術 に よっ て の み 、 人 は 、 聖 書 の 話 と し て 存在 する 醸 聞 的 な 影 に 隠さ れ て いる 時 
が 有る 宗教 史 の 諸 問 題 の 解決 方 法 を 見 つけ る 事 が で きる 。 

宗教 史家 は 、 モ ー セ の 神 の 聖霊 の 魔術 に 無謀 に も 敵対 し た 魔術 の 存在 と 力 を 認 
め て いる 。 


出 エジプト 記 に は 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ が 、 杖 を 蛇 に 変え (た 様 に 見 
え ) る 魔術 と 「10 の 災い 」 の うち 第 1 と 第 2 の 災い で 、 モ ー セ と 同様 に 見 える 魔術 を 
行使 し た 、 と 記さ れ て いる 。 

出 エ ジ プ ト 記 8 章 15 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 「 モ ー セ は 神 の 
指 で す 」 と 話し て 、 人 知 で は 、 モ ー セ の 神 の 奇跡 の 模 信 は 不可 能 で ある と 宣言 し た 。 


中 略 


18 世紀 に 、 カ リオ スト ロ の 和 驚 異 現象 は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 全て に 知れ 渡っ た 。 

18 世紀 に 、 カ リオ スト ロ の 「 エ ジ プ ト の 赤ワイン 」 と 「 若 返り 薬 エ リク サー」 が も た ら 
す 力 を 知ら な か っ た 人 は いた で あろ うか ? いい え ! 

18 世紀 に 、 大 衆 が 話し て いた 、 カ リオ スト ロ が 過去 の 死ん だ 有名 人 を 血 肉 を 持た 
せ て 出現 させ て 見 せ た 霊 の 冥界 の 夕食 会 の 話 に 、 何 を 言い 足す 事 が で きる で あろ う 
か ? 

し か し 、 カ リオ スト ロ は 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 で は な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 大 いな る 白い 結社 フリ ー メ ー ソ ン は 、 カ リオ スト ロ を ロー マ の 宗教 裁判 
所 に 引き 渡し た 。 

裁判 の 資料 を 信じ る 事 が で きる な ら ば 、 ロ ー マ の 宗教 裁判 所 の 裁判 官 を 前 に 、 カ 
リオ スト ロ は 、 メ ー ソ ン の 三文 字 の 言葉 「L..D.'.P..」 が 「 百 合 を 足 の 下 に 踏ん で 圧 
倒し な さい 」 ま た は 「 百 合 ( が 紋章 で ある フラ ンス 王家 ) を 足 の 下 に 踏み に じ り な さ 
い 」 で ある と いう 非常 に 愚か な 憎む べき 説明 を し た 。 

た だ し 、 驚 異 現象 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 だ け の 特権 で は な い 。 

教養 も 徳 も 無い 人 が 、 頻 繁 に 、 和 驚異 現象 を 起こ す 物 で ある 。 


自然 の 法 は 、 人 に は 不明 な 特別 な 能力 を 有 し て いる 生物 に 機会 を 見 つけ て は 、 不 
変 の 精密 さと 静けさ で 自然 の わざ を 施行 する 。 

最高 に 洗練 され た 美食 家 は 、 ト リュ フ の 価値 を 正しく 評価 で き て 、 ト リュ フ を 自分 の 
た め だ け に 用 いる が 、 ト リュ フ を 掘り 起こ す 者 は 、 味 覚 が 鈍感 で ある と 思わ れる 、 豚 で 
ある 。 

より 物質 的 で は な い 、 よ り 美 食 的 で は な い 、 多 数 の 物事 で も 、 類 推 的 に 同様 で あ 
@。 

直感 は 、 予 感 を 手探り で 探し て きた 。 

し か し 、 実 に 、 知 だ けが 発見 で きる 。 

人 知 の 現実 の 進歩 は 、 父 異 現象 が 起き る 機会 を 大 い に 減少 させ て 行っ て いる 。 

し か し 、 驚 異 現象 は 未だ に 多数 、 残 存 し て いる 。 

な ぜ な ら 、 想 像 力 の 力 と 、 催 眠 術 の 性 質 と 力 は 、 共 に 、 未 だ に 、 知 られ て いな い 。 

さら に 、 普 遍 の 類推 可能 性 の 観察 を 人 は 怠っ て いる 。 

その た め 、 人 は 、 占 い を も う 信 じ て い な い 。 

その た め 、 後 記 に よっ て 、 カ バラ の 賢者 は 、 未 だ に 、 大 衆 を 驚か し 、 知 識 人 を 混乱 
させ る 事 さ え で きる 。 


(① 隠 され た 物事 を 見 抜く 。 

2) 未来 の 多数 の 物事 を 予言 する 。 

(3) 望 む 事 を 行わ な い 様 に 予防 する 様 に 、 望 まな い 事 を 行わ ざる を 得 な い 様 に 追 
い 込 む 様 に 、 他 人 の 意思 を 制御 する 。 

(4 霊 の 出現 と 夢 を 刺激 し て 引き 起こ す 。 

(⑤) 多 数 の 病気 を 治す 。 

(6) 死 の 全て の 兆候 を 見 せ て いた 人 を 復活 させ る 。 


(7) へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム 、 ニ コラ フラ メル 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 秘密 に よっ て 、 
賢者 の 石 と 錬金術 の 実在 を (必要 が 有 れ ば 実例 に よっ て ) 実 証する 。 


前 記 の 、 全 て の 篤 異 現象 は 、 唯 一 の 代行 者 に よっ て 行わ れる 。 

奇跡 の 代行 者 を 、 古 代 ヘ へ ブラ イ 人 と 、 化 学者 の 貴族 カー ル フォ ン ライ ヘン バッ ハ 
は 、 オ ド と 呼ん で いる 。 

奇跡 の 代行 者 を 、18 世紀 の マル ティ ネス ド パス カー リ の マル ティ ニス ト と 、 エ リ 
ファ ス レヴ ィ は 星 の 光 と 呼ん で いる 。 

奇跡 の 代行 者 を 、Mirville は 悪魔 と 呼ん で いる 。 

奇跡 の 代行 者 を 、 古 代 の 錬金術 師 は 、Azoth と 呼ん で いる 。 

星 の 光 は 、 命 の 元素 で ある 。 

星 の 光 は 、 熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 の 現象 と し て 表れ る 。 

星 の 光 は 、 全 て の 地 の 天 体 と 全て の 生き て いる 存在 を 磁化 し て いる 。 

星 の 光 に お いて 、 星 の 光 の 両極 性 に よっ て 、 つ り 合 いと 運動 に つい て の カバ ラ の 
神 の 教え の 証拠 が 表 さ れる 。 

星 の 光 の 、 一 方 の 極 が 引き 寄せ る 時 、 他 方 の 極 は 兵 ける 。 

星 の 光 の 、 一 方 の 極 が 暖め る 時 、 他 方 の 極 は 冷や す 。 

星 の 光 の 、 一 方 の 極 が 青色 の 光 か 緑 が か っ た 光 を 放つ 時 、 他 方 の 極 は 黄色 の 光 
か 赤み を 帯び た 光 を 放つ 。 

星 の 光 と いう 奇跡 の 代行 者 は 、 磁 化 の 多様 な 方 法 に よっ て 、 人 を 相互 に 引き 寄せ 
た り 引 き 離 し た りす る 。 

星 の 光 は 、 一 方 の 引き 寄せ る 力 の 中 心 に 他方 を 引き 寄せ て 、 一 方 の 望み に 他方 
を 従わ せる 。 


星 の 光 は 、 星 の 光 の 変化 や 星 の 光 の 流れ の 変化 に よっ て 、 動 物 の 秩序 の つり 合 
い を 建て 直し た り 乱 し た りす る 。 

星 の 光 は 、 創 造 する 神 の 言葉 に よる 人 の 中 の 映像 や 類推 可能 性 で ある 想像 力 の 
印象 を 受け 取り 伝え て 、 予 感 を も た らし た り 夢 の 内 容 を 決定 し た りす る 。 

想像 力 は 、 創 造 す る 神 の 言葉 に よる 人 の 中 の 映像 や 類推 可能 性 で ある 。 

奇跡 に つい て の 知 は 、 星 の 光 と いう 不思議 な 力 に つい て の 知 で ある 。 

簡潔 に 言う と 、 奇 跡 を 起こ すわ ざ は 、 磁 気 、 星 の 光 の 不変 の 法 に 従っ て 、 諸 存在 を 
磁化 する わざ 、 ま た は 、 諸 存在 を 照ら すわ ざ で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 磯 気 」 と いう 言葉 より も 、「 光 」、「 星 の 光 」 と いう 言葉 を 好む 。 

な ぜ な ら 、「 磁気 」 と いう 名 前 より も 、「 光 」、「 星 の 光 」 と いう 名 前 は 、 隠 され た 知 の 


口伝 の 名 前 で ある 。 
また 、「 磯 気 」 と いう 名 前 より も 、「 光 」、「 星 の 光 」 と いう 名 前 は 、 秘 密 の 代行 者 の 
性 質 を 完全 な 形 で 表す 。 


実に 、 星 の 光 で ある 、 錬金術 師 の 、 液 体 の 、 飲 用 に 適し た 黄金 は 、 存 在 す る 。 

金 を 意味 する フラ ンス 語 の OR は 光 を 意味 する へ ブラ イ 語 の AOUR に 由来 する 。 
全て の 入門 に お いて 、 達 道 者 は 、「 何 を 望む の か ?」 と 修行 者 に 尋ね た 。 
修行 者 は 「 光 を 見 る 事 を 望む 」 と 答え る 必要 が 有る 。 


普通 に 、 人 は 、「 光 に 照ら され た 者 」 と いう 名 前 を 達 道 者 達 に 与え て いる 。 

「 光 に 照ら され た 者 」 と いう 名 前 は 、 知 性 が 奇跡 の 光 に 照ら され る 事 を 信じ て いる 
者 と いう 誤っ た 意味 で ある か の 様 に 神秘 的 な 意味 に 誤解 され て 、 一 般 に 非常 に 誤 
解 さ れ て いる 。 

簡潔 に 言う と 、「 光 に 照ら され た 者 」 と いう 名 前 は 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい 


て の 知 に よる 、 ま た は 、 絶 対 の 者 で ある 神 に つい て の 存在 論 の 論理 的 な 概念 に つい 
て の 知 に よる 、 光 に つい て の 知 者 や 、 光 の 所 有 者 を 意味 する 。 


普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 、 知 に 従う 力 で ある 。 

星 の 光 は 、 制 御 さ れ な いと 、 星 の 光 が 創 造 し て いる 全て の も の を 速やか に モロ ク 
の 様 に 飲み 込ん で し まい 、 命 の 過剰 を 計り 知れ な い 破 壊 に 変え て し まう 。 

制御 され て いな い 星 の 光 は 、 古 代 の 神話 の 地獄 の 蛇 、 古 代 エ ジ プ ト 人 の ティ フォ 
ジュ フェ ニキ アア 大 の 世 晶 ク ク と 成 つ て し まう 

し か し 、 エ ロ ヒ ム の 母 で ある 知 が 星 の 光 と いう 蛇 の 頭 の 上 に 足 を 置く と 、 知 は 、 蛇 
が 噴き 出す 火 を 全て 使い 尽く し 、 命 を 与え る 光 を 地 に 諸手 で 注ぐ 。 

後記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 に は 記さ れ て いる 。 


この 世 の 「 最 初 」 に 、 四 大 元素 が 地 の 面 を 獲得 し よう と 戦い 合っ て いた 時 に 、( 星 
の 光 と いう ) 火 は 巨大 な 蛇 の 様 に 巻き つい て 全て の も の を 包囲 し て 破壊 し よう と し た 
が 、 神 の 思い や り が 、 雲 を 外 衣 と し て 纏う 様 に 海 の 波 を 周囲 に 立て な が ら 、 足 を ( 星 
の 光 と いう ) 蛇 の 頭 の 上 に 置い て 、( 星 の 光 と いう ) 蛇 を 底無し の 淵 に 戻し た 。 


前 記 の 、「 光 輝 の 書 」 の 例え 話 に 、 カ トリ ッ ク の 象徴 に と っ て 大 事 な 象 徴 の 1 つ で 
ある 加 母 マリ ア の 勝利 の 第 一 の 概念 と 最も 論理 的 な 説明 を 見 な い 人 が いる で あろ 
うか ? 「 光 輝 の 書 」 の 例え 話 に 、 カ トリ ッ ク の 象徴 に と っ て 大 事 な 象 徴 の 1 つ で あ 
る 罰 母 マリ ア の 勝利 の 第 一 の 概念 と 最も 論理 的 な 説明 を 人 は 見 る ! 


カバ リス ト は 、 悪 魔 の 隠さ れ た 真 の 名 前 は 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 逆 に 書い た 物 で 
ある 、 と 話し て いる 。 

「 悪 魔 の 名 前 が 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 逆 に し た 物 で ある 」 事 は 、 逆 に 、 秘 伝 伝授 者 
に は 、 テ トラ グラ マト ン の 神秘 の 完全 な 啓示 と 成る 。 


実に 、 大 いな る 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 文字 と 順序 は 、「 概 念 は 形 を 超越 し て 統治 
る 」 事 、「 自 発 性 は 受容 性 を 超越 し て 統治 する 」 事 、「 原 因 は 結果 を 超越 し て 統治 
る 」 事 を 表す 。 

神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 文字 と 順序 の 啓示 に よっ て 、 人 は 、 正 反対 の 、 悪 魔 の 名 前 の 
文字 と 順序 が 表す 事 を 会 得する 。 

神 ヤ ハウ ェ は 、 自 然 を 名 馬 の 様 に 従わ せ て 、 神 が 望む 場所 へ 名 馬 の 様 な 自然 を 
走ら せる 。 

悪魔 エヴァ イ ヨ は 、 た が の 外れ た 馬 で あり 、 出 エジプト 記 15 章 1 節 の 「 モ ー セ の 
歌 」 の 紅海 に 飲み 込ま れ た エジプト 人 の 馬 の 様 に 、 転 倒し て 、 乗 馬 者 を 馬 の 下 に 投 
げ 出 し 、 底 無し の 淵 に 沈む 。 

カバ リス ト に と っ て は 、 悪 魔 は 存在 する が 、 人 格 で も な く 、 自 然 の 2 つの 力 す ら 超 
越す る 力 で も な い 。 

悪魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 ま た は 、 眠 り 込 ん で し まっ た 人 知 で ある 。 

悪魔 と は 、 狂 気 で あり 、 虚 偽 で ある 。 

「 悪 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 眠 り 込ん で し まっ た 人 知 、 狂 気 、 虚 偽 で ある 」 事 は 、 中 
世 の 夢 魔 を 説明 で きる 。 

「 悪 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 眠 り 込ん で し まっ た 人 知 、 狂 気 、 虚 偽 で ある 」 事 は 、 何 
人 か の 秘伝 伝授 者 の 奇妙 な 象徴 を 説明 で きる 。 

例え ば 、「 悪 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 眠 り 込 ん で し まっ た 人 知 、 狂 気 、 虚 偽 で ある 」 
事 は 、 神 殿 騎 士 団 の 奇妙 な 象徴 を 説明 で きる 。 

神殿 騎士 団 は 、 バ フォ メッ ト を 敬礼 し た 事 で 非難 され た が 、 バ フォ メッ ト と いう 象徴 
を 大 衆 に 知ら れ た 事 で 更に 非難 され た 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 普 遍 の 代行 者 、 星 の 光 の 汎 神 論 的 な 象徴 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 錬 金 術 師 の ひげ が 有る 悪魔 で し か な い 。 


「 古 代 の ヘル メス の 錬金術 の メー ソン の 無 上 の 位階 の 魔術 師 が 、 大 作業 の 成就 
を 、 ひ げ が 有る 悪魔 の お か げ で ある と し て いた 」 事 は 知ら れ て いる 。 

「 ひ げ が 有る 悪魔 」 の 「 悪 魔 」 と いう 言葉 で 、 俗 和 人 の 大 衆 は 急い で 十字 を 切る 手 振 
り を し て 、 目 隠し する 。 

し か し 、 汎 神 ヘ ル メ ス の 宗教 の 秘伝 伝授 者 は 、「 ひ げ が 有る 悪魔 」 と いう 例え を 理 
解 し て 、 大 衆 に 口外 し な い 様 に 非常 に 用 心 する 。 


中 略 


神 は 絶対 の 善 の 概念 で ある 。 

如 魔 は 悪 の 概念 で ある 。 

し か し 、 人 は 、 善 か ら の 盗用 の 概念 と し て し か 、 絶 対 の 悪 と いう 概念 を 抱か な い 。 

立 だ けが 絶対 で あり 得る 

悪 は 、 人 の 無知 と 過誤 に の み 比 例 する 

全て の 人 は 、 神 に 成る た め に 、 最 初 は 悪魔 に 成っ て し まう 。 

し か し 、 連 帯 の 法 は 普 思 で ある の で 、 位 階 が 天 に 存在 する 様 に 、 位 階 は 地獄 に も 
存在 する 。 

その た め 、 常 に 、 悪 人 は 、 自 分 に 害 を 与え る 、 自 分 より も 更に 邪悪 な 悪人 を 見 つけ 
る 事 が で きる 。 

また 、 悪 人 は 、 悪 の 頂点 に 達する と 、 悪 人 を 辞め る 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 悪 人 は 、 自 分 の 人 性 を 消 減 さ せ て 行く 事 で の み 、 よ り 了 邪悪 な 悪人 に 成っ 
て 行け る が 、 悪 の 頂点 に 達し て 自分 の 人 性 を 完全 に 消滅 さす て し まう と 、 消 減 さ せる 
物 が 無く て 成っ て し まい 、 よ り 邪 悪 な 悪人 に 成る 事 は 不可 能 に 成る 。 


その た め 、 悪 魔 に 成っ た 人 は 方 策 が 尽き て 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 王国 の 下 に 再 
び 降 伏し て 悔い 改め る と 、 最 初 は 食い 物 に で きる と 思い 込ん で いた 人 々 に 救 わ れる 
事 に 成る 。 

その た め 、 た だ 、 悪 事 の 人 生 を 生き よう と 努め て いる 人 は 、 悔 い 改 め る と 、 悪 事 を 
通じ て 自分 の 中 で 成長 させ た 知力 と 意思 力 の 限り を 尽く し て 善 を 胃 散 する 事 に 成る 。 

その た め 、 ヨ ハネ の 黙示 録 3 章 15 節 と 16 節 で 、 キ リス ト 教 の 大 いな る 祖 イ エス 
は 、 象 徴 的 な 言葉 で 、「 私 イエ ス は あな た が 冷た いか 熱い か どちら か で あっ て ほし 
い 」、「 あ な た は 生ぬるい の で 、 私 イエ ス は あな た を 口 か ら 吐 き 出す つも り で ある 」 と 
話し て いる 。 


マタ イ に よる 福音 25 章 14 人 節 か ら 30 節 の 「 タ レン ト の 例え 話 」 で 、 大 いな る 師 イエ 
ス は 、 人 生 と いう 銀行 に 預け て 投資 する 危険 を 冒し て 失う 恐怖 か ら 宝 で ある 1 タレ 
ント を 埋め た 意 必 な 人 だ け を 非難 し た 。 

真 の 罪 と は 、 何 も 思考 し な い 怠 情 、 何 者 も 愛さ な い 怠 怖 、 何 も 望ま な い 怠 情 、 何 も 
し な い 怠 情 で ある 。 

自然 は 、 労 若 す る 人 だ け を 認め て 報い る 。 

人 の 意思 は 、 人 自身 の 行動 に よっ て 、 成 長 し 、 強 く 成 る 。 

本 当 に 望む た め に は 、 行 動 する 必要 が 有る 。 

常に 、 行 動 は 無気力 を 支配 し て 、 無 気力 を 戦車 の 車輪 で 引き ずっ て 行く 。 

「 行 動力 の 有る 人 が 無気力 な 人 を 支配 する 」 事 は 、 偽 悪者 が 偽善 者 を 支配 する 
影響 力 の 秘密 で ある 。 

行動 する 事 を 恐れ て いる だ け な の に 、 自 分 は 徳 が 高い と 誤っ て 思い 込ん で いる 勝 

病 者 が 多数 、 存 在 する ! 


中 略 


知 と 一 致し た 大 胆 さ は 、 こ の 世 で の 全て の 成功 の 母 で ある 。 

着手 する に は 、 行 動 す る に は 、 知 る 必要 が 有る 。 

成し遂げ る に は 、 意 思 す る 必要 が 有る 。 

本 当 に 望む に は 、 大 胆 に 行動 する 必要 が 有る 。 

そし て 、 大 胆 な 行動 の 成果 を 安心 し て 集め る に は 、 沈 黙 を 守る 必要 が 有る 。 

知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 。 

知る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 。 

知る た め に 考え る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 以 外 の 著書 で 既に 話し た 様 に 、 知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 は 、 
テト ラ グラ マト ン の 4 文字 や 、 ス フィ ンク ス の 4 つの 象徴 的 な 姿 の 部 分 と 対応 し て い 
る 、4 つの カバ ラ の 言葉 で ある 。 

スフィンクス の 人 の 頭 は 、 知 を 表す 。 

スフィンクス の ライ オン の 爪 は 、 大 胆 な 行動 を 表す 。 

スフィンクス の 強い 牛 の 腹 は 、 意 思 を 含む 思考 を 表す 。 

スフィンクス の 神秘 の ワシ の 田 は 、 沈 黙 を 表す 。 

他人 か ら の 批評 や 喘 笑 の た め に 、 人 金銭 の た め に 知 の 秘密 を 使用 し な い 人 だ けが 、 
他人 を 超越 し た 態度 を 維持 で きる 。 

本 当 に 強い 全て の 人 は 、 磁 化す る 者 で ある 。 

普遍 の 代行 者 は 、 本 当 に 強い 人 の 意思 に 従う 。 

「 意 思 に よっ て 、 普 遍 の 代行 者 を 従え る 」 事 に よっ て 、 本 当 に 強い 人 は 、 奇 跡 を 起 
こす 。 

本 当 に 強い 人 は 、 自 分 を 他人 に 信じ させ る 。 


本 当 に 強い 人 は 、 他 人 を 自分 に 従わ せる 。 

大 いな る 人 が 「 こ れ は 、 こ の も の は 、 私 が 望む も の に 成る 」 と 話す と 、 俗 人 の 大 衆 
の 目 に は (ある 意味 で ) 自 然 が 変身 し た 様 に 見 え 、 自 然 は 大 いな る 人 が 望ん だ も の に 
成る 。 

マタ イ に よる 福音 26 章 の 「 最 後 の 晩 約 」 で 、 善 行 に よっ て 神 に 成っ た 人 イエ ス は 
「 こ れ ( で ある パン ) は 、 私 の 肉 で ある 」、「 こ れ ( で ある 赤ワイン ) は 、 私 の 血 で ある 」 と 話 
し じ で いる 。 

そし て 、 現 在 ま で 、 人 は 、 一 欠片 の パン と 少量 の 赤ワイン の 存在 を 前 に 、 イ エス と 閣 
教 者 の 苦し み と 死 が 神聖 化し た 血 肉 を 見 た り 、 手 で 触れ た り 、 味 わっ た り 、 敬 礼 し た 
り で きる の で ある ! 

それ で も 、 人 の 意思 は 何 の 奇 跡 も 成就 で き な か っ た と 人 々 は 言う の か !? 人 の 
意思 は 奇跡 を 成就 で きた ! 


中 略 


高 名 な 不適 切な 皇帝 ユリ アヌ ス が 「 ガ リラ ヤ 人 」 と 呼ん だ イエ ス の わざ に お いて は 、 
全て の も の が 育 定 的 で ある 。 


中 略 


人 は 、 一 見 、 超 人 的 に 見 える 力 を 発揮 する の で あれ ば 、 超 人 的 に 見 える 力 を 常に 
発揮 する 必要 が 有る 。 さ も な けれ ば 、 あ きら め て 死 を 受け 入れ る 事 に 成る 。 

大 衆 は 、 信 じ 過 ぎ た 者 に 対し て 、 敬 礼 し 過ぎ た 者 に 対し て 、 特 に 、 従 い 過 ぎ た 者 に 
対し て 、 寿 劣 な 方 法 で 復讐 する 。 


中 略 


古代 人 は 、 実 践 的 な 魔術 を 、 王 者 の わざ 、 祭 司 の わざ と 呼ん で いる 。 

その た め 、「 マ ギ と いっ た 魔 術 師 は 、 最 初 の 文明 の 師 で あっ た 」 事 を 人 は 思い 出す 
で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 師 は 、 当 時 の 全て の 知 の 師 で あっ た 。 

人 が 大 胆 に 行動 し よう と 意思 すれ ば 、 人 が 知っ て いる 事 は 、 人 が 行動 で きる 事 と 
成る 。 

実践 的 な カバ リス ト 、 実 践 的 な 魔術 師 の 第 一 の 知 は 、 人 に つい て の 知 で ある 。 

骨 相 学 、 心 理学 、 手 相 占 い 、 好 み と 動 作 の 観察 、 声 の 印象 の 観察 、 共 感 的 印象 や 
反感 的 印象 の 観察 は 、 王 者 の わざ 、 祭 司 の わざ で ある 実践 的 な 魔術 か ら 枝分かれ 
し て いる 物 で あり 、 古 代 人 は 知っ て いた 。 

現代 の フラ ン ツ ヨー ゼ フ ガル と ヨハ ン カス パー スパ ルツ ハイ ム は 骨 相 学 を 再発 
見 し た 。 

ヨハ ン ポル タ の 後に 続い た ヨハ ン カス パー ラヴ ァ ー タ ー、 カ ル ダ ー ノ 、 
Taisnier、]ean Belot、 そ の 他 の 何人 か は 、 心 理学 の 知 を 再発 見 し た 、 と 言う より も 、 
再び 見 抜い た 。 

手相 占い は 未だ に 隠さ れ た 知 の まま で ある 。 

ダル ペン ティ ー ニ の 1839 年 の 非常 に 興味 深い 著書 「 手 の 知識 」 に 、 手 相 占 い の 
痕跡 が 、 か ろう じ て 見 つか る だ け で ある 。 

手相 占い に つい て 十分 に 理解 する に は 、 カ バラ の 源泉 自体 に 再び 昇る 必要 が 有 
る 。 

学 の 有る コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 カ バラ の 源泉 か ら 、 知 と いう 水 を 流 ん だ 。 


その た め 、 友 人 の DesDbarrolles の 著作 を 待つ 間 に 、 手 相 占 い に つ いて 少し 話す 
の が 良い で あろ う 。 

手 は 、 人 の 動作 の 道具 で ある 。 

顔 の 様 に 、 手 は 、 一 種 の 神経 系 の 総合 体 で 、 特 徴 や 外観 を 持っ て いる 。 

手 に は 、 否 定 で き な い 徴候 に よっ て 、 個 人 の 性 格 が 描か れ て いる 。 

ある 手 は 働き 者 の 手 で あり 、 あ る 手 は 怠 必 な 人 の 手 で あり 、 あ る 手 は 角 ば っ て 重く 、 
ある 手 は 如 び て いて 軽い 。 

硬い 乾燥 し た 手 は 、 戦 いや 労苦 の た め の 手 で ある 。 

柔らか い 湿 っ た 手 は 、 快 楽 だ け を 求め る 人 の 手 で ある 。 

笑っ た 指 は 、 好 奇 心 吐 盛 な 人 の 指 で あり 、 神 秘 的 な 人 の 指 で ある 。 

角 ば っ た 指 は 、 数 学 的 な 人 の 指 で ある 。 

へ ら 形 の 指 は 、 頑 固 な 人 の 指 で あり 、 野 心 家 の 指 で ある 。 

親指 は 、 迫 力 と 活力 の 指 で あり 、 カ バラ の 象徴 で は 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 最初 の 文 
字 イ ヨッ ド に 対応 し て いる 。 

その た め 、 親 指 は 、 手 の 統合 体 で ある 。 

強い 親指 の 人 は 、 精 神 的 に 強い 。 

弱い 親指 の 人 は 、 精 神 的 に 弱い 。 

親指 に は 、3 つの 関節 が 有る 。 

地球 の 想像 上 の 軸 が 地 の 厚 み を 通過 し て いる 様 に 、 親 指 の 付け 根 の 第 3 関節 は 、 
手のひら の 中 に 隠れ て いる 。 

親指 の 付け 根 の 第 3 関節 は 、 物 質 的 な 命 に 対応 し て いる 。 

親指 の 第 2 関節 は 、 知 に 対応 し て いる 。 

親指 の 指先 の 第 1 関節 は 、 意 思 に 対応 し て いる 。 

油 っ ぽ い 厚 い 手のひら は 、 肉 感 的 な 好み と 、 物 質 的 な 命 の 大 いな る 力 を 表す 。 


特に 指先 の 第 1 関節 が 長い 、 長 い 親指 は 、 独 裁 に まで 行き 着く か も し れ な い 強 い 
意思 を 表す 。 

短い 親指 は 、 穏 や か で 制御 し 易い 性 格 を 表す 。 

手 の 習 慣 的 な 握り 方 は 、 手 の 線 を 決定 する 。 

その た め 、 手 の 線 は 、 習 慣 の 痕跡 で ある 。 

我慢 強い 観察 者 は 、 手 の 線 の 識別 方 法 と 判断 方 法 を 知る で あろ う 。 

手 の 握り 方 が 悪い 人 は 、 不 器用 で ある か 、 不 満 が 有る 。 

手 に は 、 と ら え て 、 に ぎり 、 あ つか うと いう 3 つの 重要 な 機能 が 有る 。 

手 は 、 繊 細 で ある ほど 、 良 く と ら え て 、 上 手 に あつ か える 。 

手 は 、 硬 く 強 い ほ ど 、 長 くに ぎっ て いら れる 。 

薄い 手 の 線 で すら 、 手 の 習慣 的 な 知覚 の 証拠 と 成る 。 

さら に 、 指 に すら 、 指 が 名 前 と し て 持つ 特別 な 機能 が 有る 。 

親指 に つい て は 、 す で に 話し た 。 

人 差し 指 は 、 指 し 示す 指 で ある 。 

人 差し 指 は 、 言 葉 と 予言 の 指 で ある 。 

中 指 は 、 手 全体 を 統治 し て いる 。 

中 指 は 、 運 命 の 指 で ある 。 

楽 指 は 、 結 合 と 名 誉 の 指 で ある 。 

手相 占い は 、 薬 指 を 太陽 に ささ げ て いる 。 

小指 は 、 ほ の めか す 、 お し ゃ べり な 指 で ある 、 と 少な く と も 庶民 や 子守 り を する 女性 
は 話し て いる 。 

小指 は 、 非 常に 多数 の 事 を 庶民 や 子守 り を する 女性 に 教え て いる 。 

手のひら に は 、7 つの 膨らみ 、7 つの 丘 が 有る 。 


自然 の 類推 可能 性 に 従っ て 、 カ バリ スト は 、 手 の ひら の 7 つの 膨らみ 、7 つの 丘 を 
7 惑星 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 親 指 の 膨らみ を 金星 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 人 差し 指 の 膨らみ を 木星 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 中 指 の 膨らみ を 土星 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 薬 指 の 膨らみ を 太陽 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 小 指 の 膨らみ を 水星 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 小 指 側 の 手首 の 近く の 膨らみ を 月 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 木 星 丘 と 金星 丘 の 間 の 丘 を 第 1 火星 丘 と し て 火星 に ささ げ て いる 。 

カバ リス ト は 、 水 星 丘 と 月 丘 の 間 の 丘 を 第 2 火星 丘 と し て 火星 に ささ げ て いる 。 

手のひら の 7 つの 丘 の 形 と 統治 の 7 惑星 に 従っ て 、 カ バリ スト は 、 相 談 者 の 傾向 、 
能力 、 起 こり そう な 個人 の 運命 を 判断 する 。 

痕跡 を 残さ な い 悪 徳 は 存在 し な いし 、 痕 跡 を 残さ な い 徳 も 存在 し な い 。 

その た め 、 鍛 錬 さ れ た 観察 眼 を 外見 で だ ます 事 は 不可 能 で ある 。 

「 鍛 錬 さ れ た 観察 眼 を 外見 で だ ます 事 は 不可 能 で ある 」 様 な 知 は 、 す で に 、 王 者 
の 力 で あり 、 祭 司 の 力 で ある 、 と 人 は 理解 で きる で あろ う 。 

手相 な どの 観察 に よる 多数 の 類推 可能 な 見 通し に よっ て 、 人 生 の 重要 な 出来 事 
の 予見 は 、 す で に 、 可 能 で ある 。 

た だ し 、 予 感 や 超 感 覚 と 呼ば れ て いる 能力 が 存在 する 。 

多く の 場合 、 実 現す る 前 に 、 実 現 中 に 、 結 果 は 原因 の 中 に 存在 する 。 

敏感 な 人 は 、 事 前 に 、 原 因 の 中 に 結果 を 見 る 。 

全て の 大 事件 の 前 に は 、 驚 くべ き 予 言 が 存在 し て いる 。 


中 略 


磁気 の 光 、 星 の 光 は 、 未 来 を 実現 させ る 。 

星 の 光 は 、 隠 され て いる が 、 現 在 、 存 在 し て いる 物事 を 推測 させ る 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 は 、 普 遍 の 命 で ある 。 

また 、 星 の 光 は 、 人 の 感覚 の 代行 者 で ある 。 

結婚 と いっ た 契約 の 不可 避 の 感化 に 従っ て 、 ま た は 、 意 思 の 法 に 従っ て 、 星 の 光 
は 、 他 者 の 健康 や 病気 を ある 者 に 伝染 させ る 。 

星 の 光 は 、 特 に 不思議 な パラ ケル スス と いっ た 大 いな る 達 道 者 達 が 明らか に 認 
め た ほど の 、 祝 福 と 呪い の 力 を 説明 する 。 

[哲学 と 宗教 の 評論 」 で 公表 され た 記事 で 、 鋭 い が 慎 重 な 評論 家 Ch. Fauvety 
は 、 注 目 す る べき 形 で 、 パ ラケル スス 、Pomponacius、Goglienus や Crollis、 品 
バー ト フル ッ ド の 磁気 、 星 の 光 に つい て の 先進 的 な 著作 を 高く 評価 し て いる 。 

し か し 、 友 人 で 学 の 有る Ch. Fauvety と 協力 者 が 哲学 的 な 好奇 心 の た め だ け に 
研究 し て いる 事 を 、 パ ラケル スス と パラ ケル スス の 後継 者 達 は 、 大 衆 が 理解 する 事 
を 正 に 望ま な いで 、 実 践 し た 。 

な ぜ な ら 、 パ ラケル スス 達 に と っ て 、 星 の 光 の 知 は 、「 大 衆 に 対し て は 沈黙 が 必要 
で ある 」 事 と 「 無 学 な 大 衆 に 対し て は 常に ヴェ ー ル で 隠し た まま に し て いる 真理 を 知 
者 に だ け 示 す だ け で 十分 で ある 」 事 を 考慮 する べき 、 口 伝 す る の み の 秘 密 の 1 つ で 
あつ だ 。 


と ころ で 、 後 記 は 、 パ ラケル スス が 秘伝 伝授 者 の た め だ け に 取っ て お いた 物 、 カ バ 
ラ の 文字 と 、 パ ラケル スス が 著書 で 使用 し て いる 象徴 を 解読 し て エリ ファ ス レヴ ィ が 
理解 し た 事 で ある 。 


人 の 魂 は 、( 神 に と っ て は ) 物 質 で ある 。 

神 は 、 人 の 魂 を 不死 化す る た め に 、 人 の 魂 を 精神 的 に 個性 的 に 生き させ る た め に 、 
神 の 様 に 「 考 える 力 」 を 人 の 魂 に 与え て いる 。 

た だ し 、 人 の 魂 の 自然 な 本 質 は 、 流 動 的 で あり 、 共 同 的 で ある 。 

その た め 、 人 の 中 に は 、 個 人 的 な 論理 的 な 命 と 、 共 同 的 な 直感 的 な 命 と いう 2 つ 
の 命 が 存 在 する 。 

共同 的 な 直感 的 な 命 に よっ て 、 人 は 、 他 人 と の 集団 の 中 で 生き る 事 が で きる 。 

な ぜ な ら 、 各 人 の 神経 組織 に は 普遍 の 魂 に よる 個別 の 意識 が 有る が 、 普 遍 の 魂 
は 全て の 人 に と っ て 同一 で ある 。 

人 は 、 胎 児 の 状態 で は 、 共 同 的 な 普遍 の 命 の 中 で 、 忘 我 状 態 で 、 眠 っ て 、 生 き て い 
る 。 

実際 、 眠 っ て いる 時 は 、 人 の 理性 は 、 働 か ず 非 論理 的 で あり 、 純 粋 な 肉体 の 記憶 
の 根拠 の 無い 出来 事 に 従っ て 根拠 が 無い まま 夢 の 中 に 入る 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 に は 、 普 遍 の 命 の 意識 が 有る 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 地 水 火 風 の 四 大 元素 と 混ざり 合う 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 鳥 の 様 に 空 を 飛ぶ 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 リ ス の 様 に 木 に 登る 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 蛇 の 様 に 遺 う 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 星 の 光 で 本 町 し て いる 。 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 星 の 光 の 共通 の 貯蔵 所 に 沈む 。 

死ん だ 時 、 人 は 、 夢 を 見 て いる 時 より も 完全 な 形 で 、 星 の 光 の 共通 の 貯蔵 所 に 沈 
む 、 様 に 。 


し か し 、 死 ん だ 時 、 パ ラケル スス の 「 あ の 世 」 の 神秘 の 説明 に よる と 、 悪 人 、 言 い 換 
える と 、 理 性 を 損失 し て 動物 的 な 先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 奴隷 で あっ た 人 は 、 永 遠 
の 死 の 苦し み と 共に 、 共 同 的 な 命 の 大 海 の 中 に 引き ずり 込ま れる 。 

本 当 に 正しい 人 は 、 共 同 的 な 命 の 大 海 の 上 へ 泳い で 浮上 し て 、 統 治 に 成功 し た 
星 の 光 と いう 流体 の 黄金 と いう 富 を 永遠 に 楽し む 。 

物質 的 な 命 の 星 の 光 と いう 大 海 に よる 一 体 化 は 、 強 い 魂 に 他人 の 存在 を 所 有 す 
る 事 と 、 他 人 を 補助 者 に 変え る 事 を 許す 。 

「 物 質 的 な 命 の 星 の 光 に よる 一 体 化 が 、 強 い 魂 に 他人 の 存在 を 所 有する 事 と 、 他 
人 を 補助 者 に 変え る 事 を 許す 」 事 は 、 近 く て も 遠く て も 共感 する 星 の 光 の 流れ を 説 
明 し て 、 隠 され た 楽 の 秘密 を 全て も た ら す 。 

な ぜ な ら 、 隠 され た 薬 の 原理 は 、 普 遍 の 類推 可能 性 に よる 大 いな る 仮定 で あり 、 
物質 的 な 命 の 現象 は 普遍 の 代行 者 で ある 星 の 光 が 原 因 で ある と し て 、 物 質 的 な 目 
に 見 える 肉体 へ 反作用 させ る に は 、 星 の 光 に 働き か ける 必要 が 有る 事 を 教え る 。 

また 、 隠 され た 薬 の 原理 は 、 星 の 光 の 本 質 は 引き 寄せ る 運動 と け る 運動 の ニ 
重 の 運動 で ある 事 を 教え る 。 

正 に 、 人 の 肉体 同士 は 相互 に 引き 寄せ 合っ た り 打 け 合っ た りす る 、 様 に 。 

また 、 人 の 肉体 同士 は 、 一 方 が 他方 を 吸収 し た り 、 一 方 が 他方 の 中 へ 広がっ た り 、 
一 方 を 他方 と 交換 し た り で きる 、 様 に 。 

ある 人 の 考え や 想像 は 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で き 、 ま た 、 結 果 的 に 、 外 的 
な 肉体 に 反作用 させ る 事 が で きる 。 

「 あ る 人 の 考え や 想像 が 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で きる 」 事 は 、 母 の 印象 
に よる 胎児 へ の 不思議 な 現象 を も た ら す 。 

「 あ る 人 の 考え や 想像 が 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で きる 」 事 に よっ て 、 病 人 
の 近く で は 悪夢 が も た ら さ れる 。 


「 あ る 人 の 考え や 想像 が 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で きる 」 事 に よっ て 、 愚 者 
や 悪人 が 同席 し て いる と 、 魂 は 不 健 全 な 精神 的 な 物 を 吸い 込ん で し まう 。 

全寮 制 の 学校 の 学童 達 は 顔つき が 似る 傾向 が 有る 、 事 に 人 は 気づく で あろ う 。 

各 教 育 現 場 に は 、 各 教育 現場 独特 の 家族 的 な 空気 が 有る 、 と 言え る 。 

修道 女 が 運営 する 、 女 の 子 の 孤児 の た め の 学 校 で は 、 少 女 達 は 相互 に 似る し 、 禁 
欲 的 な 教育 の 特徴 で ある 、 従 順 で 目立た な い 顔 つき に 成る 。 

熱意 が 有る 学校 、 美 術 や 芸術 の 学校 、 名 誉 ある 学校 で は 、 人 は 、 美 し く 成る 。 

人 は 、 味 獄 で は 醍 く 成り 、 神 学校 や 修道 院 で は 悲し い 顔 つき に 成る 。 

前 記 ま で で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 簡 潔 に 言え ば 古代 の マギ の 考え で ある パラ ケル 
スス の 考え の 結果 と 応用 を 探求 する た め に 、 魔 術 と 呼ん で いる 物理 の カバ ラ の 基礎 
を 探求 する た め に 、 パ ラケル スス の 考え の 話 を 離れ た 、 と 理解 する で あろ う 。 

パラ ケル スス の 学派 が 表明 し て いる カバ ラ の 諸 原 理 に よる と 、 死 は 、 常 に 、 よ り 深 
まっ て 行く 、 よ り 確 か に 成っ て 行く 、 眠 り で し か な い 。 

死 は 、 初 期 で は 、 肉 体 か ら 解放 され よう と し て いる 星 の 体 に 意思 の 強い 作用 を 発 
揮 し て 、 止 め る 事 が 可能 で ある 、 眠 り で ある 。 

死 は 、 何 ら か の 強い 好奇 心 か 、 何 ら か の 支配 的 な 愛情 を 通じ て 、 星 の 体 を 命 に 呼 
び 戻 し て 、 止 め る 事 が 可能 で ある 、 眠 り で ある 。 

イエ ス は 、 マ ルコ に よる 福音 5 章 39 節 で ヤ イ ロ の 娘 に つい て 「 少 女 は 、 死 ん で い 
る の で は な く 、 眠 っ て いる 」 と 話し て 、 ま た 、 ヨ ハネ に よる 福音 11 章 11 節 で ラ ザ ロ に 
つい て 「 私 達 の 友人 ラ ザ ロ が 眠っ た の で 、 起 こし に 行く 」 と 話し て 、「 死 は 眠り で ある 」 
と いう 考え を 表し て いる 。 

後記 の 様 に 、 常 識 を 破 ら な い 様 に 、 イ エス と いう 復活 させ る 人 の 「 死 は 眠り で あ 
る 」 と いう 考え を 表す た め に 、 一 般 に 考え られ て いる 意見 を 利用 し て 、 話 そう 。 


肉体 の 器官 が 破壊 され て いな いか 、 肉 体 の 器官 の 本 質 の 変化 が 無けれ ば 、 常 に 、 
死 よ り 先 に 、 多 様 な 期間 の 家 睡 状態 が 起き る 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 11 章 39 節 「 ラ ザ ロ が 死ん で か ら 4 日間 が 経過 し て いる 」 と い 
う 話 を 人 が 科学 的 な 事実 と し て 認め た 場合 、 ラ ザ ロ の 復活 は 、 死 の 前 の 紅 睡 状態 
が 4 日 間 も 続く 場合 が 有り 得る 事 を 証明 し て いる 。) 


それ で は 、 大 作業 の 秘密 に 至 ろう 。 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 母 音符 号 が 無い ヘブライ 語 だ 
け で 、 大 作業 の 秘密 を も た らし て いた 。 

後記 は 、 錬 金 術 師 アブ ラ ハ ム が 注釈 し た 「 形 成 の 書 」( ア ム ス テ ル ダム 1642 年 
版 ) の 144 ペー ジ に 見 つけ た 、 大 作業 の 秘密 に つい て の 、 ラ テン 語 に よる 完全 な 文 
で ある 。 


経路 31 


経路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる 。 


それ で は 、 な ぜ 、 経 路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる の か ? 


な ぜ な ら 、 経 路 31 は 、 太 陽 と 月 の 横 で 、 太 陽 の 独自 の 軌道 と 月 の 独自 の 軌道 の 


両方 に 相応 し く 、 太 陽 と 月 の 動き を 導く 。 


ラビ の アブ ラ ハ ム F.. D.……. の 注 表 


経路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる 。 


そし て 、 経 路 31 は 、 太 陽 を 太陽 の 独自 の 軌道 で 導き 、 月 を 月 の 独自 の 軌道 で 導 
さき 、 残 り の 星々 を 各 星 の 独自 の 軌道 で 導き 、 語 々 の 形 を 導く 。 
また 、 経 路 31 は 、 諸 々 の 象徴 と 形 に 相応 し い 配 置 で 、 全 て の 被 造物 を も た ら す 。 


後記 は 、「 高 等 魔術 の 祭儀 12 章 」 に 書き 写し て いた へ ブラ イ 語 の アブ ラ ハ ム の 文 


「 経 路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる 。 

経路 31 は 、 太 陽 を 太陽 の 軌道 で 統治 し 、 月 を 月 の 軌道 で 統治 し 、 残 り の 星々 を 各 
星 の 軌道 で 統治 し 、 諸 々 の 形 を 統治 する 。 

経路 31 は 、 諸 々 の 象徴 と 形 に 相応 し い 配 置 で 、 全 て の 被 造物 に 必要 な も の を 配置 
する 」 


前 記 は 、「32 の 経路 」 の 、 数 や ヘブライ 文字 の 独自 の 意味 を 知ら な い 人 に と っ て 
は 、 未 だ に 完全 に 不明 で ある 、 と 理解 で きる で あろ う 。 

「32 の 経路 」 は 、 数 1 か ら 数 10 まで の 数 と 、22 文字 の カバ ラ の 象形 文字 で ある 
へ ブラ イ 文 字 で ある 。 

経路 31 は 、21 番目 の へ ブラ イ 文 字 シ ュ ィ ン ( ゆ ) と 対応 し て いる 。 

シュ ィ ン ( ゆ ) の 文字 の 形 は 、 魔 術 の ラン プ や 、 バ フォ メッ ト の 2 本 の 角 の 間 の 光明 を 
表す 。 

シュ ィ ン ( ゆ ) の 文字 の 形 は 、 両 極 と 、 両 極 と つり 合っ て いる 中 心 で あり 、 オ ド 、 星 の 
光 の カバ ラ の 象徴 で ある 。 


錬金術 師 の 言葉 で は 、 太 陽 は 黄金 を 意味 し 、 月 は 銀 を 意味 し 、 残 り の 星々 また は 
残り の 惑星 は 残り の 金属 を 意味 する 、 事 は 知ら れ て いる 。 
で は 、 へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 考え が 理解 で きた で あろ う 。 
錬金術 師 の 秘密 の 火 は 、 電 気 で ある 。 
電気 に 、 錬 金 術 師 の 大 いな る 秘密 の 半分 は 存在 する 。 
た だ し 、 錬 金 術 師 は 、 錬 金 炉 に 集め た 磁気 の 感化 に よっ て 、 電 気 の 力 を つり 合わ 
せる 方 法 を 知っ て いた 。 
前 記 は 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 ハ イン リッ ヒ クン 
ラー ト の 不明 な 教え か ら も た ら さ れる 知 で ある 。 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ア ルナ ルド ゥ ス デ ビラ ノバ 、 ニ コラ フラ メル の 様 に 、 バ シ 
レウス ヴァ レン ティ ヌス 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 黄 金 を 
錬 金 し た と 主張 し て いる 。 
普遍 の 光 は 、 諸 世界 を 磁化 する 時 は 、 星 の 光 と 呼ば れる 。 
普遍 の 光 は 、 諸 金属 を 形成 する 時 は 、Azoth、 錬 金 術 師 の 水銀 と 呼ば れる 。 
普遍 の 光 は 、 命 を 動物 に も た ら す 時 は 、 動 物 磁気 と 呼ば れる 。 
動物 的 人 間 は 、 星 の 光 に よる 必然 に 従う 。 
正しい 人 は 、 星 の 光 を 傾け る 事 が で きる 。 
星 の 光 は 、 象 徴 を 概念 に 適用 し て 、 諸 々 の 形 と 映像 を 創造 する 、 知 的 存在 、 神 の 
聖霊 で ある 。 
星 の 光 は 、 神 の 想像 力 に 似 て いる 。 
絶え 間 無 く 変 化す る が 、 形 の 法 は 常に 同一 の まま で ある 、 こ の 世 は 、 神 の 広大 な 
夢 で ある 。 
人 は 、 想 像 力 に よっ て 、 星 の 光 を 形 に する 。 


人 は 、 自 分 の 思考 や 夢 に 相応 し い 形 を も た ら す の に 十分 な 量 の 、 星 の 光 を 引き 寄 
せる 。 

星 の 光 が 人 を 圧倒 し て いる 時 に 、 人 が 理解 力 を 、 呼 び 出し た 諸 形 態 に 湧 れ させ る 
場合 は 、 狂 う 羽 目 に 成っ て し まう 。 

狂人 に よる 流体 の 大 気 、 狂 人 に よる 星 の 光 の 大 気 は 、 多 く の 場 合 、 理 性 が よろ め 
いて いる 人 に と っ て 、 ま た 、 想 像 力 が 強まっ て いる 人 に と っ て 、 毒 と 成る 。 

興奮 し 過ぎ た 想像 力 が 、 理 解 力 を だ ます た め に も た ら す 幻 の 形 は 、 写 真 と 同じ く 
らい 、 現 実 的 で ある 。 

存在 し な いも の は 見 る 事 が で き な い 。 

その た め 、 夢 の 幻 や 、 白 昼 夢 の 幻 は 、 星 の 光 の 中 に 存在 する 現実 的 な 映像 で ある 。 

さら に 、 伝 染 す る 幻覚 が 存在 する 。 

た だ し 、 ま ず は 、 普 通 の 幻覚 以上 の 何 物 か に つい て 話す 。 

も し 病気 の 脳 が 引き 寄せ た 映像 が 、 あ る 意味 、 現 実に 存在 する の で あれ ば 、 病 気 
の 脳 は 、 映 像 を すく い 上 げた 時 と 同じ くら い 現 実に 存在 する 映像 を 自身 の 外 へ 放射 
で き な い か ? 

霊媒 師 の 完全 に 神経 質 な 脳 が 放射 し た 映像 は 、 意 識 的 に 、 ま た は 、 無 意識 的 に 、 
霊媒 師 と 神経 的 に 共感 し て いる 人 の 、 霊 媒 師 と 同じ くら い 神 経 質 な 脳 に 作用 し 得 な 
いか ? 

霊媒 師 ホー ム が 達成 し た 事 は 、「 病 的 に 神経 質 な 人 の 脳 は 、 映 像 を 放射 し て 、 病 
的 に 神経 質 な 他人 の 脳 に 作用 する 」 事 が 可能 で ある と 証明 し て いる 。 

それ で は 、 和 父 異 現象 で 、 あ の 世 が 出現 する の を 見 た と 思い 込ん だ り 、 降 霊 術 の 真 
実 を 見 た と 思い 込ん だ り し て いる 人 に 答え よう 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 カ バリ スト の 神聖 な 書物 「 光 輝 の 書 」 か ら 答 え を 借り る つも り 
で ある 。 


その た め 、 後 記 の 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 教え は 、「 光 輝 の 書 」 を 編集 し た ラビ 達 の 教 
え で も ある 。 


原理 
霊 は 、 下 降 す る た め に 自ら 衣 を まとい 、 上 昇 す る た め に 自ら 衣 を 脱ぐ 。 


事実 、 な ぜ 、 被 造物 の 霊 達 は 肉体 を まとっ て いる の か ? 

「 被 造物 の 霊 達 が 肉体 を まとっ て いる 」 の は 、 存 在 で きる 様 に する た め に 、 自 身 を 
制限 する 必要 が 有る か ら で あ る 。 

肉体 と 星 の 体 を 脱い だ 結果 と し て 、 制 限 が 無く 成る と 、( 未 熟 な ) 被 造物 の 霊 達 は 、 
無限 の 中 で 自己 を 失い 、 自 己 の どこ に も 意識 を 集中 で き な く 成り 、 全 て の 場所 で 無 
知 、 無 能 、 無 力 に 成っ て 死に 、 神 の 広大 さ の 中 で 消失 する 。 

その た め 、 全 て の 被 造物 の 霊 達 は 、 神 が 生き る 様 に 求め て いる 環境 に 応じ て 、 あ 
る 者 は 他 者 より 霊 妙 な 肉体 を 、 あ る 者 は 他 者 より 粗野 な 肉体 を 持つ 事 に 成る 。 

その た め 、 生 き て いる 人 が 地 中 や 水中 で 生き る 事 が で き な い 、 の と 同じ くら い 、 死 
ん だ 人 の 魂 は 生き て いる 人 の 空気 の 大 気 の 中 で は 生き る 事 が で き な い 。 

空気 の 体 の 境 、 と 言う より 、 エ ー テ ル の 体 の 霊 は 、 生 き て いる 人 の 所 に 来る に は 、 
潜水 服 に 似 た 人 工 の 肉体 が 必要 で ある 。 

生き て いる 人 が 死ん だ 人 に つい て 見 る 全て の 物 は 、 死 ん だ 人 が 大 気 的 な 星 の 光 
の 中 に 残し た 鏡像 で ある 。 

生き て いる 人 は 、 星 の 光 の 中 の 死ん だ 人 の 跡 を 、 記 憶 や 思い 出 に よる 共感 に よっ 
て 、 呼 び 出す の で ある 。 

死ん だ 人 の 魂 は 、 生 き て いる 人 の 空気 の 大 気 を ( 霊 的 に ) 超 越し て 存在 し て いる 。 

生き て いる 人 が 呼吸 で きる 空気 は 、 死 ん だ 人 に と っ て は 土 の 様 な 物 と 成る 。 


ルカ に よる 福音 16 章 の 「 金 持ち と ラ ザ ロ 」 の 例え 話 の 中 で 、 救 い 主 イエ ス は 、 死 
ん だ 正しい 人 アブ ラ ハ ム の 魂 に 、「 大 き な 深 淵 が 固定 され て いて 、 こ ちら (で ある 上 ) 
か ら 、 あ な た た ちの ( 下 の ) 所 へ (下降 し て ) 渡 ろう と 思っ て も で き な い 」 と 話さ せ て 、 

「 生 き て いる 人 が 呼吸 で きる 空気 が 、 死 ん だ 人 に と っ て は 土 の 様 な 物 と 成る 」 事 を 話 
し て いる 。 

その た め 、 霊 媒 師 ホー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 は 、 霊 媒 師 ホー ム の 病 的 な 想 
像 力 が 引き 寄せ て 放射 し た 映像 が 歪め て いる 空気 で 出来 て いる 。 

ある 人 が 霊媒 師 ホ ー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 を 見 た 様 に 、 あ る 人 は 霊媒 師 
ホー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 を 触っ た 。 

寺 媒 師 ホ ー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 は 、 半 分 は 幻 で 、 残 り 半 分 は 星 の 光 と いう 
磁気 的 な 神経 的 な 力 で 出来 て いる 。 


中 略 


磁気 、 星 の 光 の 病気 は 、 狂 気 へ の 道 で ある 。 

常に 、 神 経 系 の 肥大 か 其 縮 が 、 星 の 光 の 病気 を も た ら す 。 

星 の 光 の 病気 は 、 病 的 な 興奮 に 似る 。 

病 的 な 興奮 は 、 星 の 光 の 病気 の 一 種 で ある 。 

多く の 場合 、 禁 欲 生 活 の し 過ぎ か 、 放 薄 生 活 の し 過ぎ が 、 星 の 光 の 病気 を も た ら 
す 。 

存在 の 増殖 と いう 、 自 然 の 気 高 い 務 め を 果たす 事 を 自然 が 課 し て いる 、 生 殖 器 官 
が 、 い か に 脳 と 密接 に 結び つい て いる か 、 は 知ら れ て いる で あろ う 。 

自然 の 聖 所 を 犯す と 必ず 罰 を 受け る 。 

大 いな る イシ ス の ヴェ ー ル を 持ち 上 げ る 人 は 、 命 を 危険 に 晒す 事 に 成る 。 


自然 は 貞 波 で ある 。 
自然 は 命 の 鍵 を 貞 波 な 人 に 与え る 。 
汚れ た 肉欲 に 身 を 委ね る 事 は 、 死 と 婚約 する 事 に 成る 。 
自由 は 、 魂 の 命 で ある 。 
自然 の 秩序 の 中 で の み 、 自 由 は 保持 され る 。 
全て の 自発 的 な 無秩序 は 自由 を 傷つけ 、 長 期 の 過剰 は 自由 を 殺す 。 
自発 的 に 無秩序 に 成る と 、 理 性 が 導い て 保持 する 代わ り に 、 磁 気 の 光 、 星 の 光 の 
満ち 引き の 必然 に 身 を 委ね る 事 に 成る 。 
磁気 の 光 、 星 の 光 は 、 絶 え 間 無く 、 飲 み 込む 。 
な ぜ な ら 、 星 の 光 は 、 常 に 、 創 造 し て いる 。 
また 、 星 の 光 は 、 創 造 し 続け る た め に 、 永 遠 に 、 吸 収 す る 必要 が 有る 。 
殺人 狂 や 自殺 衝動 は 、「 星 の 光 が 常 に 飲み 込 も うと する 」 事 に 由来 する 。 
エド ガー アラ ン ポー が 非常 に 印象 的 に 正確 に 描写 し た 倒錯 し た 心理 は 、「 星 の 
光 が 常 に 飲み 込 も うと する 」 事 に 由来 する 。 
Mirville が 悪魔 と 正 に 呼ん で いる 倒錯 し た 心理 は 、「 星 の 光 が 常 に 飲み 込 も うと 
する 」 事 に 由来 する 。 
如 魔 と は 、 人 の 心 の 優柔 不断 が 麻痺 させ た 、 人 の 知性 の めまい で ある 。 
悪魔 と は 、 無 意味 な も の へ の 偏執 狂 で あり 、 底 無し の 淵 へ の 誘惑 で ある 。 


中 略 


星 の 光 に よる 霊 の 出現 と いっ た 生 異 現象 は 、 常 に 、 人 々 が 何 も の か を 産む た め に 
苦し ん で いる 時 に 表れ る 。 


星 の 光 に よる 霊 の 出現 と いっ た 驚異 現象 は 、 世 界 の 人 々 が 熱 に 苦し ん で 忘 我 状 
態 で 見 る 幻覚 で ある 。 

星 の 光 に よる 霊 の 出現 と いっ た 驚異 現象 は 、 退 屈し て いる 社会 の 病 的 な 興奮 で 
ある 。 


中 略 


真 の 宗教 が 姿 を 隠す と 、 人 の 宗教 的 な 感情 は 迷信 に 変わ る 。 

な ぜ な ら 、 人 の 魂 は 、 信 じ る 事 を 必要 と する 。 

な ぜ な ら 、 人 の 魂 は 、 希 望 に 飼え て いる 。 

な ぜ 、 真 の 宗教 は 姿 を 隠す 場合 が 有り 得る の か ? 

な ぜ 、 知 は 無限 の 調和 を 疑 え る の か ? 

な ぜ な ら 、 絶 対 の 聖 所 は 、 大 衆 に は 常に 閉ざさ れ て いる 。 

し か し 、 真 理 の 王国 は 、 神 の 王国 で ある 。 
マタ イ に よる 福音 11 章 12 節 「 天 の 王国 は 激しい 力 を 受容 する 。 激 し い 力 が 天 の 王 
国 を 勝ち 取る で あろ う 」 

唯一 の 神 の 教え 、 唯 一 の 考え 、 唯 一 の 鍵 、 唯 一 の 崇高 な 口伝 が 存在 する 。 

唯一 の 神 の 教え 、 唯 一 の 考え 、 唯 一 の 鍵 、 唯 一 の 口伝 と は 、 超 越 的 な 魔術 で ある 。 

真 の 魔術 に の み 、 知 の 絶対 と 、 法 の 永遠 の 基礎 、 狂 気 や 迷信 や 過誤 か ら の 守護 
者 、 知 の 楽園 エデン 、 心 を 楽に する も の 、 魂 の 平和 は 存在 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 笑 いも の に する 人 々 を 説得 する 事 を 望ん で 話し て いる わけ で 
は な く 、 探 求 者 を 導き た い だ け で ある 。 

勇気 と 希望 を 探求 者 に 。 
マタ イ に よる 福音 7 章 8 節 「 探 す 者 は 、 必 ず 、 見 つけ る 」 


な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 見 つけ た 。 


中 略 


秘伝 伝授 者 は 、 何 も の より も 位 随 制 を 明 敬 し 、 秩 序 を 愛し て 維持 し 、 真 の 宗教 に 
敬礼 し 、 真 の 宗教 の 不死 の 象徴 と 思い や り に よる 身代わり に よる 救い の 象徴 を 全て 
愛す る 。 

思い や り が 戒律 で あり 、 思 いや り は 従順 で ある 。 


中 略 


和 狂人 ども の 中 で 理性 を 保ち 、 迷 信 家 ども の 中 で 信心 を 保ち 、 ふ ざけ て いる 人 々 の 
中 で 気 高 さ を 保ち 、 ラ ブレ ー の 「 パ ンタ グリ ュ エ ル 物 語 第 四 之 書 」 の パニ ュ ル ジュ の 
羊 の 様 に 盲 従 する 人 々 の 中 で 自立 を 保つ 事 は 、 最 も 希少 で 、 最 高 で 、 最 も 達成 が 困 
難 な 奇 跡 で ある 。 


第 3 部 第 1 巻 第 4 草 流 体 の 霊 と 流体 の 境 の 神秘 


古代 人 は 、 ラ ル ヴ ァ 、 レ ムレ ー ス (エン プー サ ) と いっ た 様々 な 名 前 を 流体 の 霊 に 与 
7ces 

流体 の 霊 は 、 流 血 の 蒸 気 を 好む 。 

流体 の 霊 は 、 剣 の 刃 か ら 逃 げ る 。 

聖職 者 が 、 流 体 の 霊 を 呼び 出し た 事 が 有 っ た 。 

カバ ラ で は 、 四 大 元素 の 霊 と いう 名 前 の 下 で 、 流 体 の 霊 を 認め て いた 。 

し か し 、 流 体 の 霊 は 霊 で は な い 。 

な ぜ な ら 、 流 体 の 霊 は 死ぬ 存在 で ある 。 

流体 の 霊 は 、 流 体 の 凝 固体 で ある 。 

人 は 、 流 体 の 霊 を 分 割 し て 破壊 する 事 が で きる 。 

流体 の 霊 は 、 一 種 の 動く 幻 で あり 、 人 の 命 に よる 不 完全 な 放射 物 で ある 。 

黒 魔術 の 口伝 で は 、「 ア ダム の 独身 と いう 禁欲 生活 の せい で 流体 の 霊 は 生ま れ 


た 」 と 言わ れ て いる 。 
パラ ケル スス は 、「 病 的 に 興奮 し た 女性 の 血 の 蒸 気 は 、 大 気 を 霊 に 満ち あふ れ さ 
せる 」 と 話し て いる 。 


流体 の 霊 に つい て の パラ ケル スス な どの 考え は 、 非 常に 古い 。 

ヘ シ オド ス の 話 に 、 流 体 の 霊 に つい て の 考え の 痕跡 が 見 つか る 。 

ヘ シ オド ス は 、 夢 精 と いっ た 種類 の 汚れ が 染み た リネ ン (、 亜 麻布 ) を 火 の 前 で 乾 
か す 事 を あか ら さ ま に 禁 じ て い る 。 

通例 、 流 体 の 霊 が と りつ く 人 々 は 、 厳 し 過ぎ る 禁欲 で 逆 に 性 的 に 興奮 し て いる か 、 
不 節制 で 衰弱 し て いる 。 


流体 の 霊 は 、 命 の 光 、 星 の 光 に よる 失敗 作 で ある 。 

流体 の 霊 は 、 肉 体 と 精神 が 無い 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で あり 、 過 剰 な 
精神 や 肉体 の 不調 か ら 生 まれ る 。 

流体 の 霊 と 必然 的 に 共感 する 、 堕 落し た 人 々 は 、 さ ま よ う 仲介 する も の で ある 流体 
の 霊 を 引き 寄せ 、 自 身 を 犠牲 に し て 多かれ 少な か れ 長 持ち する 見 せ か け の 存在 性 

流体 の 霊 に 貸し 与え る 。 

流体 の 霊 は 、 補 助 的 な 道具 と し て 、 堕 落し た 人 々 の 直感 に よる 決断 に 役立つ が 、 
堕落 し た 人 々 を 治す た めで は な く 、 常 に 、 更 に 迷わ ちせ る た めで あり 、 ま すま す 幻 覚 を 
見 せる た めで ある 。 

胎児 の 肉体 が 母 の 想像 が も た ら す 形 に 成る の で あれ ば 、( 堕 落し た 人 々 の 妄想 は 
簡単 に 変化 する の で 、) さ ま よ う 流 体 の 胎児 で ある 流体 の 吉 は 、 驚 く ほ ど 変 身 で きる 
必要 が 有る し 、 驚 く ほ ど 科 単に 変身 する 必要 が 有る 。 

人 を 引き 寄せ る た め に 星 の 体 を 形成 する 流体 の 霊 の 傾向 は 、 星 の 体 を 濃縮 し て 、 
大 気 中 に 浮遊 し て いる 星 の 体 の 分 子 で ある 霊 化し て いる 血 を 自然 と 吸収 する 。 

前 記 の 様 に し て 、 流 体 の 霊 は 、 霊 化し て いる 血 の 蒸気 を 凝固 させ て 、 再 び 、 霊 化し 
て いる 血 の 液体 に する 。 

幻覚 を 見 る 狂人 は 、 流 体 の 吉 に よる 霊 化し て いる 血 の 液体 が 、 絵 や 像 を 流れ る の 
を 見 る 時 が 有る 。 

し か し 、 幻 覚 を 見 る 狂人 だ けが 、 流 体 の 霊 に よる 血 の 液体 を 見 た 人 々 で ある わけ 
で は な い 。 

ヴァ ント ラス や ロー ズ タ ミ シ エ は 詐欺 師 で も な く 短 絡 的 な 者 で も な い 。 

物質 的 な 血 が 実際 に 絵 や 像 を 流れ た 。 

医者 が 、 絵 や 像 を 流れ た 赤い 液体 を 調査 し て 分 析 し た 所 、 血 、 本 物 の 人 の 血 で 
あっ た 。 


どこ か ら 、 物 質 的 な 血 は 来 た の か ? 

自然 発生 的 に 、 大 気 中 で 、 物 質 的 な 血 が 形成 され る 事 は 有り 得る の か ? 

自然 と 、 冷 た い 大 理 石 の 像 か ら 、 絵 が 描か れ た キャ ン バ ス か ら 、 聖 体 の パン か ら 、 
物質 的 な 血 が 流れ る 事 は 有り 得る の か ? 

疑い 無く 、 い いえ 。 

像 や 絵 を 流れ た 物質 的 な 血 は 、 か つて 、 人 の 肉体 の 血管 の 中 を 巡っ て いた 。 

人 の 肉体 の 中 の 血 が 、 外 に 流出 、 気 化 、 霊 化し て 、 乾 燥 し て 、 血 の 無形 の 液体 成 
分 で ある 血 猿 は 霊 化 し て いる 蒸気 に 変わ り 、 血 の 有形 成分 で ある 血球 は 手 で 触れ 
な い 霊 妙 な 粉 に 変わ り 、 霊 化し て いる 血 全 体 が 大 気 中 で 浮遊 し 渦巻 き 、 特 定 の 電磁 
気 の 流 れ 、 星 の 光 の 流れ に 引き 寄せ られ る 。 

星 の 光 の 流れ に より 、 霊 化し て いた 血 賑 は 、 物 質 的 な 液体 の 血 茜 に 戻り 、 星 の 光 
が 霊 化し て いた 血球 を 取り 込ん で 同化 し て 、 物 質 的 な 血 に 成っ て 絵 や 像 を 流れ た 。 

写真 は 、「 映 像 が 現実 で の 光 の 変化 で ある 」 事 を 十分 に 証明 し て いる 。 

大 気 中 に さま よう 幻 で ある 流体 の 霊 の 永続 的 な 痕跡 が 、 木 の 葉 の 上 、 木 の 中 、 石 
の 中 心 部 に 残さ れ た 、 思 い が け な い 、 写 真 に 例え られ る 物 が 存在 する 。 

「 前 代 未 聞 の 驚異 」 と いう 本 で 、 ガ ファ レル は 、「 流 体 の 霊 の 痕跡 が 残さ れ た 」 と い 
う 形 で 形成 され た 自然 の 象徴 に つい て 、 数 ペー ジ を 割り 当て て いる 。 

ガ フ ァ レ ル は 、 隠 され た 力 が 有る と 考え た 、 流 体 の 霊 の 痕跡 が 残さ れ た 石 を 、 
「gamalies」 と 呼ん だ 。 

流体 の 驚異 現象 、 星 の 光 の 父 異 現象 の 観察 者 を 大 い に 和 驚か せる 、 父 異 現象 で 浮 
か び 上 が る 文 や 象徴 は 、「 流 体 の 霊 の 痕跡 が 残さ れ た 」 と いう 形 で 描か れる 。 

流体 の 霊 ラ ル ヴ ァ の 助け が 有 っ た り 無 か っ た りす る 、 霊 媒 師 の 想像 力 が 描く 、 苔 
異 現象 で だ 浮かび 上 が る 文 や 象徴 は 、 星 の 光 に よる 星 の 写 真 で ある 。 

先手 を 打つ 形 に よる 、 非 常に 興味 深い 実験 が 、 ラ ル ヴ ァ の 存在 を 実証 し て いる 。 


アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム の 魔術 の 力 を 試す た め 、 数 人 の 人 が 、 血 縁者 を 亡くし 
た ふり を し て 、 実 際 に は 存在 し な い 血 縁者 の 霊 を 呼び 出す 様 に 霊媒 師 ホ ー ム に 頼ん 
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する と 、 ラ ル ヴ ァ が 、 霊 媒 師 ホー ム の 降 霊 術 に 応じ て 、 実 際 に は 存在 し な い 血 縁者 

嘉 と し て 出現 し た 。 

また 、 霊 媒 師 ホー ム の 降 霊 術 が 常に 伴う 父 異 現象 も 全て 起こ っ た 。 

霊媒 師 ホ ー ム が 存在 し な い 人 の 霊 を 呼び 出し て し まっ た 実験 は 、 霊 が 驚異 現象 
に 介入 し て いる と 誤っ て 思い 込ん で いる 人 々 に 自身 の 厄介 な 軽 信 性 と 型 に は め ら れ 
て し まう 誤 信 性 を 十分 に 悟ら せる で あろ う 。 

死ん だ 人 が 、 こ の 世に 戻る に は 、 こ の 世に 存在 し て いた 事 が 何より も 必要 で ある 。 

また 、 悪 人 の 霊 は 、 生 き て いる 人 に 、 だ まさ れ や すく は 無い で あろ う 。 

全て の カト リッ ク 教 徒 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 間 の 霊 、 悪 人 の 霊 の 存在 を 信じ 
て いる 。 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 神 の 力 が 闇 を 永遠 の 征 獄 と し て 悪人 の 霊 に も た らし 
て いる 」 事 も 知っ て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 13 節 「 外 の 間 」) 

また 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 ル カ に よる 福音 10 章 18 節 で 救い 主 イ エス が 「 私 イエ 
ス は 、 サ タン が 雷 の 様 に 天 か ら 聴 ち る の を 見 た 」 と 話し て いる 事 も 知っ て いる 。 

悪人 の 霊 に よる 生き て いる 人 の 誘惑 は 、 生 き て いる 人 の 肉欲 に よる 自発 的 な 共謀 
に よる 物 で ある 。 

悪人 の 霊 が 生き て いる 人 を 誘惑 する に は 、 生 き て いる 人 が 肉欲 に よっ て 自発 的 に 
悪人 の 霊 に 協力 する 必要 が 有る 。 

また 、 悪 人 の 霊 が 、 基 細 な 理由 で 、 無 益 に 、 こ の 世に 出現 し て 、 自 然 の 永遠 の 秩序 
を 乱 し て 神 の 統治 に 抵抗 する 事 を 、 神 は 許し て いな い 。 


知ら な いで 霊媒 師 が も た ら す 、 悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 
霊媒 師 と いう 堕落 し た 人 と 、 底 無し の 淵 の 知 的 存在 で ある 悪人 の 霊 の 間 で 結ば 

れ た 暗黙 の 契約 また は 形式 的 な 契約 の 証拠 で は 明らか に な い 。 

如 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 は 、 創 世 の 時 か ら 、 星 の 光 に よ 
る 星 の め まい を 表す の に 役立っ て いる 。 

悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 は 、 漏 れ た 星 の 光 の 映像 と し て 、 
幻 の 状態 で 、 残 存 し て いる 。 

また 、 自 然 に は 記憶 が 有り 、 自 然 は 、 自 然 の 記憶 と 同一 の 概念 に 対し て 、 自 然 の 
記憶 と 同一 の 象徴 を 人 に 放射 し 返す 。 

前 記 の 全て に お いて 、 超 自然 的 な も の も 地獄 の も の も 存在 し な い 。 


中 略 


星 の 光 に よる 、 星 の 文書 は 、 多 く の 場 合 、 滑 先 で ある か 、 淫 ら で あ る 。 


中 略 


「 星 の 光 に よる 、 星 の 文書 が 、 多 く の 場 合 、 滑 先 で ある か 、 淫 ら で あ る 」 事 は 、 エ リ 
ファ ス レヴ ィ の 仮定 の 更 な る 証拠 で ある 。 

「 星 の 光 に よる 、 星 の 文書 が 、 多 く の 場 合 、 滑 先 で ある か 、 淫 ら で あ る 」 事 は 、「 霊 
出現 と 呼ば れ て いる 驚異 現象 が 、 霊 な どの 知力 に よっ て 管理 され て いな い 」 と いう 
証拠 で ある 。 

また 、「 星 の 光 に よる 、 星 の 文書 が 、 多 く の 場 合 、 滑 稽 で ある か 、 淫 ら で あ る 」 事 は 、 
「 肉 体 と いっ た 物質 に よる 肉欲 と いっ た 東 縛 か ら 解 放さ れ た 霊 の 介入 を 、 霊 の 出現 


と 呼ば れ て いる 和合 異 現象 に お いて 認め る 事 は 、 何 より も 無 上 に 、 非 論理 的 で ある 」 と 
いう 証拠 で ある 。 


中 略 


の 思考 は 、 人 が 想像 し た も の を 創造 する 。 

ラル ヴァ と いう 迷信 に よる 幻 は 、 奇 形 の 姿 を 星 の 光 に 映し て 、 自 身 を 生じ させ た 恐 
怖 に よっ て 生き る 。 

ラル ヴァ は 、 世 界 の 人 々 か ら 光 を 隠す た め に 、 両 細 を 東 と 西 へ 伸ばす 、 黒 い 巨人 で 
ある 。 

ラル ヴァ は 、 人 々 の 魂 を 飲み 込む 奇形 で ある 。 

ラル ヴァ は 、 恐 れ ら れ て いる 無知 と 恐怖 に よる 偽 の 神 で ある 。 

言い 換え る と 、 ラ ル ヴ ァ は 、 悪 魔 と 呼ば れ て いる も の で ある 。 

ラル ヴァ は 、 未 だ に 、 全 て の 時 代 の 大 多数 の 無知 な 幼子 に と っ て 、 直 ろ し い 現 実 の 
存在 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 を 神 の 影 と 表現 し て 、 エ リ 
ファ ス レヴ ィ の 考え の 残り 半分 を 隠し た まま で あっ た 。 

後記 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 考え の 残り 半分 で ある 。 


神 は 、 影 が 無い 、 光 で ある 。 

書 魔 と は 、 神 の 幻 の 影 に 過ぎ な い 。 
神 の 幻 ! 

神 の 幻 は 、 地 上 の 最後 の 偶像 で ある ! 


人 が ね つ 人 造 す る 神 の 幻 は 、 悪 意 か ら 自 身 を 目 に 見 えな くす る 擬人 化 さ れ た 霊 で あ 
る 。 

神 の 幻 は 、 無 限 を 有限 に 所 人 化し た も の で ある 。 

神 の 幻 は 、 人 が 見 た ら 死ん で し まう 、 目 に 見 えな いも の で ある 。 

神 の 幻 は 、 人 が 見 た ら 、 少 な く と も 、 人 の 知性 と 理性 は 死ん で し まう 、 見 えな いも の 
で ある 。 

な ぜ な ら 、 見 えな いも の を 見 る に は 、 竹 う 必 要 が 有る 。 

物質 的 な 肉体 を 持た な い 神 の 幻 。 

神 の 幻 は 、 物 質 的 な 姿 が 無い 無限 の 神 の 混乱 し た 形 で ある 。 

神 の 幻 は 、 大 半 の 信者 が 知ら な いで 信じ て いる も の で ある 。 

本 質 的 で あり 、 純 粋 で あり 、 霊 的 で あり 、 絶 対 の 存在 で は な い 、 抽 象 的 な 存在 で も 
な い 、 存 在 の 集団 で も な い 神 、 要 約 する と 、 知 性 を 持っ た 無限 の 者 で ある 神 は 、 人 に 
は 想像 する の は 非常 に 困難 で ある ! 

さら に 、 人 が 神 を 想像 する と 、 人 に と っ て は 偽 の 神 を ね つ 造 する 事 に 成っ て し まい 、 
人 に と っ て は 偶像 崇拝 者 に 成る 事 を 意味 し て し まう 。 

人 は 、 神 を 知ら な いで 、 神 を 想像 し な いで 、 神 を ね つ 造 し な いで 、 神 を 信じ て 神 を 
敬礼 する し か な い 。 

神 の 前 で は 、 人 知 は 沈黙 する 必要 が 有る 。 

思い や り だ けが 、「 私 の 父 で ある 神 」 と いう 名 前 を 神 に も た ら す 権利 が 有る ! 


第 3 部 第 2 巻 魔術 の 神秘 


第 3 部 第 2 巻 第 1 章 意思 の 理論 


人 生 と 人 生 の 無数 の 困難 に は 、 永 遠 の 知 が 定め て いる 、 人 の 意思 を 教育 する 目 
的 が 有る 。 

真理 に つい て の 知 と 一 致す る 善 を 望ん で 行動 する 事 が 、 人 の 気 高 さと 成る 。 

真理 と 一 致す る 善 と は 、 正 義 で ある 。 

正義 と は 、 論 理 の 実践 で ある 。 

論理 と は 、 現 実 を 言葉 に し た 物 で ある 。 

現実 と は 、 真 理 に つい て の 知 で ある 。 

真理 と は 、 存 在 で ある 神 と 一 致す る 概念 で ある 。 

人 は 、 経 験 と 仮定 と いう 2 つの 道 を 経て 、 存 在 で ある 神 に つい て の 絶対 の 概念 に 
辿り 着く 。 

経験 と いう 教え が 、 あ る 仮定 を 必要 と する 時 、 あ る 仮定 は 見 込み が ある 。 

経験 と いう 教え が 、 あ る 仮定 を 否定 する 時 、 あ る 仮定 は 、 見 込み が 無い か 、 良 い 意 
味 で 不条理 で ある 。 

経験 は 知 と 成り 、 仮 定 は 信心 と 成る 。 

真 の 知 は 、 必 然 的 に 、 信 心 を 認め る 。 

真 の 信心 は 、 必 然 的 に 、 知 を 考慮 する 。 

パス カル は 、「 人 は 、 理 性 に よっ て で は 、 真 理 に つい て の 知 に 辿り 着く 事 が で き な 
い 」 と 話し て 、 知 を 冒 流し た 。 

その た め 、 事 実 と し て 、 パ スカ ル は 理性 が 狂っ て いる まま 死ん だ 。 


ヴォ ル テ ー ル は 、「 信心 に よる 全て の 仮定 は 非 論 理 的 で ある 」 と 話し 、 感 覚 に よる 
証拠 だ け を 理性 の 規則 と し て 認め て 、 パ スカ ル と 同じ くら い 知 を 冒 し た 。 

さら に 、 ヴ ォ ル テー ル の 最終 的 な 言葉 は 、「 神 と 自由 」 と いう 双 盾 し た 言葉 で あっ 
た 3 


づつ 
再 


| 
言い 換え る と 、 無 上 の 主 ! 

ヴォ ル テ ー ル 派 は 、 神 が 自由 の 全て の 概念 を 排除 する 無 上 の 主 で ある と 誤解 し て 
いた 。 

また 、 ヴ ォ ル テー ル 派 は 、 自 由 と は 全て の 主 か ら 絶 対 に 独立 し て いる 事 、 神 の 全て 
の 概念 を 排除 し て いる 事 で ある と 誤解 し て いた 。 

神 と いう 言葉 は 、 法 の 無 上 の 擬人 化 を 表す 。 

その た め 、 結 果 と し て 、 神 と いう 言葉 は 、 義 務 の 無 上 の 擬人 化 を 表す 。 

も し 、 あ な た が 、「 自 由 と は 、 自 分 の 義務 を 果たす 権利 で ある 」 と いう エリ ファ ス レ 
ヴィ の 解釈 を 受け 入れ る 事 を いと わな い の で あれ ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ と あな た は 、 
「 神 と 自由 」 と いう 言葉 を 、 標 語 と し て 理解 し て 、 ヴ ォ ル テー ル 達 と は 異な り 包 盾 無し 
に 誤り 無し に くり 返す 。 

人 に と っ て 、 自 由 は 、 真 理 と 善 が も た ら す 秩序 の 中 に し か 存在 し な い 。 

だ か ら 、「 自 由 の 獲得 は 人 の 魂 の 大 いな る 務め で ある 」 と 言え る か も し れ な い 。 

人 は 、 自 分 の 邪悪 な 肉欲 と 肉欲 の 奴隷 状態 か ら 自身 を 解放 し て 自由 に する 事 に 
よっ て 、 自 身 を 創造 する 。 

言わ ば 、 人 は 、 自 分 の 邪悪 な 肉欲 と 肉欲 の 奴隷 状態 か ら 自身 を 解放 し て 自由 に 
する 事 に よっ て 、 自 身 を 創造 し 直す 。 

自然 は 、 人 を 生か し て 苦し め る 。 

(正しい 人 の 魂 、) 人 は 、 自 身 を 幸せ に し て 不死 に 成る 。 


(正しい 人 の 魂 、) 人 は 、 不 死に 成る と 、 地 上 に お ける 神 の 代理 人 と 成っ て 、( 相 対 的 
に 、) 神 の 全能 の 力 を 発揮 する 。 


原理 1 
人 が 真理 を 知っ て 善 を 望む と 、 人 の 意思 に は 何 も の も 抵抗 で き な い 。 


原理 2 
悪 を 思 む 事 は 、 死 を 望 む 事 に 成る 。 
如 意 は 自殺 の 始ま り で ある 。 


原理 3 

暴力 に よっ て 善 を 望む 事 は 、 悪 を 望む 事 で ある 。 
な ぜ な ら 、 暴 力 は 、 無 秩序 を も た ら す 。 

そし て 、 無 秩序 は 、 悪 を も た ら す 。 


原理 4 

(他人 に よる 、) 善 の た め の 手 段 と し て の 悪 は 、 許 容 で きる し 、 許 容 す る べき で ある 。 
し か し 、( 自 ら 、) 善 の た め の 手 段 と し て の 悪 を 、 望 む な か れ 、 行 うな か れ 。 
さも な けれ ば 、 一 方 の 手 で 建て た も の を 他方 の 手 で 破壊 する 羽目 に 成る で あろ う 。 
誠実 さ は 、 悪 い 手段 を 正当 化し な い 。 

悪い 手段 を 受け た ら 、 悪 い 手段 を 直す の が 、 誠 実 さ で ある 。 

また 、 悪 い 手 段 を 取っ た ら 、 非 難 す る の が 、 誠 実 さ で ある 。 


原理 5 


所 有 権 を 常に 保持 する に は 、 忍 耐 強く 長く 望む 必要 が 有る 。 


原理 6 
常に は 所 有 で き な い も の を 望み な が ら 人 生 を 過ごす 事 は 、 人 生 を 放棄 する 事 で あ 
り 、 永 遠 の 死 を 受け 入れ る 羽目 に 成る 。 


原理 7 
意思 は 、 障 害 を 乗り 越え る ほど 、 強 く 成 る 。 
その た め 、 イ エス キリ スト は 、 貧 し さと 悲し み を ほめ た た えた 。 


原理 8 
永遠 の 論理 で ある 神 は 、 意 思 を 非 論理 的 な 物事 に ささ げ て いる 人 を 非難 する 。 


原理 9 
正しい 人 の 意思 は 、 神 の 意思 と 成り 、 自 然 の 法 と 成る 。 


原理 10 
知性 は 、 意 思 に よっ て 、 物 事 を 見 る 。 
意思 が 健全 で あれ ば 、 見 える 物事 は 正しい 。 
創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 」 
意思 が 「 世 界 は 、 見 た いと 望む 様 な も の に 成 れ !」 と 話す と 、 知 性 に は 意思 が 望ん 
だ 通り に 物事 が 見 える 様 に 成る 。 
前 記 が 、 信 心 に よる 行為 を 強め る 「 そ う 成 り ま す 様 に 」 と いう 言葉 の 意味 で ある 。 


原理 11 

人 は 、 自 分 の た め に 霊 を 創造 し て し まう と 、 吸 血 鬼 を 世に 放つ 事 に 成っ て し まう 。 

そし て 、 人 は 、 自 発 的 な 悪夢 の 子 で ある 吸血 鬼 を 、 自 分 の 血 で 、 自 分 の 命 で 、 自 分 
の 知性 で 、 自 分 の 理性 で 、 常 に 満足 ささ せら れず に 、 養 う 羽 目 に 成る 。 


原理 12 
ある べき で ある 物事 を 育 定 し て 話し て 望む 事 は 、 創 造 する 事 に 成る 。 
ある べき で は な い 物 事 を 育 定 し て 話し て 望む 事 は 、 破 壊す る 事 に 成る 。 


原理 13 
星 の 光 は 、 意 思 の 役に立た せる た め に 、 自 然 が 放出 し て いる 、 電 気 の 火 で ある 。 
星 の 光 は 、 星 の 光 の 応用 方 法 を 知る 人 を 照ら し 、 星 の 光 を 溢 用 する 人 を 焼き 殺す 。 


原理 14 
世界 を 統治 する と は 、 星 の 光 を 統治 する 事 で ある 。 


原理 15 
大 いな る 知力 を 持つ が 複数 の 望み を つり 合わ せ て いな い 人 は 、 失 敗 し た 太陽 、 失 
敗 し た 恒星 で ある 彗星 に 似 て いる 。 


原理 16 
何 も し な い 事 は 、 悪 事 を 行う 事 と 同じ くら い 破 滅 的 で ある が 、 悪 事 を 行う 事 よ り も 
忠 病 で ある 。 


七 つ の 大 罪 、 七 つの 死に 至る 大 罪 の うち 、 最 も 許さ れ な い 大 罪 は 、 怠 情 で ある 。 


原理 17 

苦し み に 耐 える 事 は 、 務 め を 果たす 事 に 成る 。 

大 いな る 悲し み に 耐え る 事 は 、 進 歩 を 果たす 事 に 成る 。 

苦し み に 耐 えら れ な い 人 より も 、 苦 し み に 耐 える 人 は 生き て いる 。 


原理 18 
献身 に よる 自発 的 な 死 は 、 自 殺 で は な い 。 
献身 に よる 自発 的 な 死 は 、 意 思 の 極致 で ある 。 


原理 19 
恐怖 は 、 意思 の 怠 怖 で し か な い 。 
その た め 、 世 論 は 、 腹 病 者 を 罰する 。 


原理 20 

あな た が ライ オン を 恐れ な く 成る と 、 ラ イオ ン が 、 あ な た を 恐れ る で あろ う 。 

圧し み に 対 し て 、「 悲 し み が 喜 びと 成る 事 を 望む 。 悲 し み が 、 喜 びより も 更に 喜ば し 
い 、 幸 せ と 成る 事 を 望む 」 と 話し な さい 。 


原理 21 
花々 の 鎖 よ り も 、 鉄 の 鎖 は 壊し 易い 。 


原理 22 


ある 人 が 、 幸 せ で ある か 、 不 幸 で ある か 、 話 す よ り も 、 あ る 人 が 、 意 思 し て いる 方 向 
に よっ て 、 何 者 に 成っ た か を 知り な さい 。 

イエ ス の 時 代 の ロー マ 和 皇帝 テ ィ ベ リウ ス は 、 カ プリ 島 で 、 毎 日 死ん だ 様 に 生き て い 
る 者 で あっ た 。 

一 方 、 イ エス は 、 ゴ ル ゴ タ の 丘 の 十字 架 の 上 で 、 不 死 性 と 神 性 を 証明 し た 。 


第 3 部 第 2 巻 弟 2 草 言 葉 の 力 


言葉 は 形 を 創造 する 。 

形 は 、 言 葉 を 変化 させ て 完成 する た め に 、 言 葉 に 反作用 する 。 

真理 に つい て の 全て の 言葉 は 、 正 義 の 行動 の 始ま り で ある 。 

人 は 悪事 を 思考 し た り 行 っ た りす る よう に 追い 込ま れる 事 を 余儀 無く され る 時 が 
有る か ? 

イエ ス 。 人 は 悪事 を 行う よう に 追い 込ま れる 事 を 余儀 無く され る 時 が 有る 。 

人 の 判断 が 誤っ て いる 時 は 、 結 果 的 に 、 言 葉 も 誤っ て いる 。 

人 は 、 悪 事 を し た ら 責 任 を 負う 事 に 成る 、 様 に 、 判 断 を 誤っ た ら 責 任 を 負う 事 に 成 
る 。 

判断 を 誤 ら せる も の は 、 利 己 心 や 、 利 己 心 に よる 誤っ た 虚栄 心 や 自惚れ で ある 。 

誤っ て いる 言葉 は 、 創 造 に よっ て 言葉 の 意味 を 実現 で きず に 、 破 壊 に よっ て 言葉 
の 意味 を 実現 する 羽目 に 成っ て し まう 。 

誤っ て いる 言葉 は 、 必 ず 、 負 すか 、 殺 され る 。 

仮に 、 誤 っ て いる 言葉 を 行動 に よっ て 実現 し な いま まで いて も 、 誤 っ て いる 言葉 は 、 
最大 の 混乱 で あり 、 真 理 に 対す る 永続 的 な 冒 済 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 12 章 36 節 で イエ ス キリ スト が 「 最 後 の 審 判 の 日 に 、 人 は 、 自 
分 が 話し た 全て の 無益 な 言葉 に つい て 責任 を 問わ れ て 、 こ た える 羽目 に 成る 」 と 話 
し て いる 「 無 益 な 言葉 」 と は 、 誤 っ て いる 言葉 で ある 。 

和 晴 らし を させ た り 笑 い を も た らし た りす る 面白 い 冗 談 は 、 マ タイ に よる 福音 12 
章 36 節 の 「 無 益 な 言葉 」 で は な い 。 


言葉 の 美 し さ は 、 真 理 の 輝き で ある 。 


真理 の 言葉 は 、 常 に 美しい 。 

真 に 美しい 言葉 は 、 常 に 正しい 。 

その た め 、 美 し い 美 術 作品 、 美 し い 芸 術 作品 は 、 常 に 神聖 で ある 。 

アナ クレ オン が 、 気 に 入っ て いた バテ ュ ル ス の 性 的 な 女々 し い 歌 を 歌っ て も 、 美 し 
い 永遠 の 聖歌 と 成る 神聖 な 調和 の 要素 が 歌詞 か ら 聞 こえ れ ば 、 何 か 問題 が 有る 
か ? 問題 無い ! 

太陽 の 様 に 、 美 し い 詩 は 清らか で ある 。 

美しい 詩 と いう 太陽 は 、 光 の ヴェ ー ル を 、 人 の 過ち の 上 に 広げ て くれ る 。 

醒 い 部 分 を つか ん で や ろう と 光 の ヴェ ー ル を 剥ぎ 取 ろ うと する 人 に は 災い が 有る ! 
トレ ント の 公会 議 は 、「 覧 明 で 思慮 の 有る 人 が 古代 人 の 書物 を 読む 事 は 、 形 式 が 
美 し け れ ば 淫ら な 書物 を 読む 事 で さえ も 、 許 され る 」 と 決定 し た 。 


中 略 


ロー マ の 詩人 カト ゥ ルス の 恋愛 詩 や 、 ア プレ イ ウ ス の キリ スト 教 を 冒 済 し て いる 巧 
妙 な 例え 話 「 黄 金 の ロバ 」 よ り も 人 遥か に 、 悪 い 考え な ど が 悪く 書か れ た 倫理 道徳 の 
本 の 中 に 、 悪 を 認め る で あろ う 。 

悪い 考え な ど が 悪く 書か れ た 書物 だ けが 、 悪 い 書物 で ある 。 

美しい 言葉 は 、 全 て 、 真 理 の 言葉 で ある 。 

美しい 言葉 は 、 話 す と 、 結 晶 化 され た 具体 化 さ れ た 光 と 成る 。 

た だ し 、 光 を 、 最 も 輝 か せ て 人 の 目 に 見 えさ せる に は 、 影 が 必要 で ある 。 

創造 する 言葉 を 、 人 に 対し て 有効 に する に は 、 反 対 が 必 要 で ある 。 

創造 する 言葉 は 、 否 定 の 試練 、 風 刺 の 試練 、 さ ら に は 、 よ り 過 酷 な 、 無 関心 と 完全 
忘却 の 試練 を 甘受 する 必要 が 有る 。 


ヨハ ネ に よる 福音 12 章 24 節 で 、 主 イエ ス 、 神 の 言葉 イエ ス は 、「 一 粒 の 麦 は 、 地 
に 落ち て 死な な けれ ば 、 一 粒 だ け の まま で ある 。 し か し 、 死 ね ば 、 多 数 の 実 を 結ぶ 」 と 
話し て いる 。 

その 時 、 育 定 と 否定 は 相互 に 結合 し て 、 実 践 的 な 真理 、 現 実 の 進歩 的 な 言葉 を も 
だ ら す 2 

労働 者 が 、 最 初 は 軽 蔵 し て 否定 し て 捨て た も の を すみ の 基礎 の 石 、 す み の 要 石 と 
し て 選ぶ 様 に 、 強 く 誘導 する も の は 必然 で ある 。 

( 
マタ イ に よる 福音 21 章 42 節 「 建 設 者 が 捨て た 石 が 、 す み の 基 礎 の 石 、 す み の 要 石 
ど 成 つた 

マタ イ に よる 福音 21 章 42 節 は イエ ス を 石 に 例え た 物 で ある 。 

) 

反対 が 、 先 導 者 を 失望 させ ませ ん 様 に ! 

耕す 鈴 の 刃 に は 地 が 必要 で あり 、 地 は 産み の 苦し み の た め に 抵抗 する 。 

処女 の 様 に 、 地 は 身 を 守っ て いる 。 

母 の 様 に 、 ゆ っ くり と 、 地 は 懐胎 し て 産む 。 

新しい 植物 の 種 を 知 の 領域 に まき た い 人 は 、 限 られ た 経験 と 、 ゆ っ くり 動く 理性 か 
ら 来 る 、 慎 み と 渋る 事 を 理解 し て 明 散 する 必要 が 有る 。 

新しい 言葉 は 、 世 界 に 生ま れ て 来る と 、 産 着 と 巻き 布 を 必要 と する 。 

天才 が 新しい 言葉 を も た ら す が 、 経 験 が 新しい 言葉 を 育て る 。 

新しい 言葉 が 忘れ られ て 死ぬ 事 を 恐れ る な か れ ! 

新しい 言葉 に と っ て 、 上 忘却 は 、 安 息 の 好機 と 成る 。 

反対 は 、 新 し い 言 葉 が 育つ の を 助長 する 。 


突然 、 宇 宙 に 、 太 陽 が あら われ る と 、 太 陽 は 、 諸 世界 を 創造 する か 、 諸 世界 を 引き 
寄せ る 。 

固定 され た 光 は 、 一 内 だ け で 、 一 世界 を 宇宙 に も た ら す 事 を 約束 する 。 

全て の 魔術 は 一 言 で 要約 で きる 。 

カバ ラ 的 に 話さ れ た 、 魔 術 を 要約 し た 一 言 は 、 天 と 地 と 地獄 の 全て の 力 より も 、 強 
い 。 

「 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー」、「 ヤ ハウ ェ 」 と いう 神 の 名 前 に よっ て 、 人 は 自然 に 命令 
で きる 。 

「 主 」 を 意味 する 「 ア ドナ イ 」 と いう 主 で ある 神 の 名 前 に よっ て 、 王 国 を 獲得 で きる 。 

ヘル メス の 統治 を 構成 する 2 つの 隠さ れ た 力 は 、 全 て 、 ア グラ と いう 名 前 の 正しい 
話し 方 を 知る 人 に 従う 。 

カバ ラ の 諸々 の 大 いな る 言葉 を 正しく 話す た め に は 、 人 は 、 完 全 な 知 に よっ て 、 何 
も の も 止め られ な い 意 思 に よっ て 、 何 も の に も ひる まな い 行 動 に に っ て 、 カ バラ の 
諸々 の 大 いな る 言葉 を 話す 必要 が 有る 。 

魔術 で は 、 話 し た 事 は 、 行 動 し た 事 に 成る 。 

言葉 は 、 文 字 に 始ま り 、 行 動 に 終わ る 。 

人 は 、 自 分 の 最愛 の 愛着 を 断ち 切る ほど 心 の 限り を 尽く し て 、 健 康 や 幸運 に よる 
富 や 命 を 賭け る ほど 力 の 限り を 尽く し て 、 望 まな けれ ば 、 あ る 物事 を 本 当 に 望ん で い 
る わけ で は な い 。 

完全 に 身 を ささ げ る 事 に よっ て 、 信 心 は 、 信 心 を 証明 し て 、 信 心 を 構成 する 。 

完全 に 身 を ささ げ る 様 な 信心 に よっ て 武装 し た 人 は 、 山 を 動か す 事 が 可能 で あろ 
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(マタ イ に よる 福音 17 章 20 節 で 、 イ エス は 、 一 欠片 の 小さ さ で も 、 真 の 信心 が 有 
れ ば 、 山 を 動か せる 、 と 話し て いる 。) 


人 の 魂 に と っ て 、 最 も 致命 的 な 敵 は 、 怠 必 で ある 。 

怠 必 は 、 人 を 本 町 さ せ て 眠ら せ て し まう 。 

怠 恒 に よる 眠り は 、 堕 落 や 腐敗 と 死 と 成る 。 

人 の 魂 の 諸 能 力 は 、 大 海 の 波 に 似 て いる 。 

人 の 魂 の 諸 能 力 を 甘美 な まま 保つ に は 、 涙 に よる 塩味 と 苦 さ が 必要 で ある 。 

人 の 魂 の 諸 能 力 を 甘美 な まま 保つ に は 、 天 か ら の 嵐 が 必要 で ある 。 

人 の 魂 の 諸 能 力 を 甘美 な まま 保つ に は 、 嵐 に よっ て 揺るが され る 必要 が 有る 。 

進歩 と いう 道 を 進む か わり に 、 運 ん で も ら う 事 を 望ん で いる 時 、 死 の 腕 の 中 で 眠っ 
て し まっ て いる の で ある 。 

マタ イ に よる 福音 9 章 6 節 の 麻痺 患者 、 中 風 患 者 に 対す る 「 ベ ッ ド を 担い で 、 歩 き 
な さい !」 と いう 言葉 は 、 全 て の 人 に 対し て 話さ れ て いる 言葉 で も ある 。 

全て の 人 は 、 死 を 担い で 、 歩 き 、 死 を 命 に 没頭 させ る べき で ある 。 

使徒 ヨハ ネ に よる 雄大 で 明 散 する べき 象徴 を 熟考 し な さい 。 

地獄 と は 、 眠 っ て いる 火 で ある 。 

地獄 と は 、 自 発 的 な 動き と 進歩 が 無い 、 命 で ある 。 

地獄 と は 停滞 し て いる 硫黄 で ある 。 


ヨハ ネ の 鷲 示 録 20 章 10 節 「 火 と 硫黄 の 池 」 


眠っ て いる 命 、 眠 っ て いる 生き 方 は 、 無 益 な 言葉 に 似 て いる 。 

眠っ て いる 命 、 眠 っ て いる 生き 方 と は 、 マ タイ に よる 福音 12 章 36 節 の 「 最 後 の 審 
判 の 日 に 、 人 は 、 自 分 が 話し た 全て の 無益 な 言葉 に つい て 責任 を 問わ れ て 、 こ た え 
る 羽目 に 成る 」 の 「 無 益 な 言葉 」 で ある 。 

知 的 存在 で ある 神 が 話し て 、 物 質 は 動く 。 


神 の 言葉 が 与え る 形 を 纏う まで 、 物 質 は 休ま な い 。 

イエ ス キリ スト の 神 の 言葉 が 、 ど れ だ け 、1900 年 間 、 世 界 を 歩か せ た か 、 見 な さ 
い ! 

何と いう 巨人 的 な 戦い で あろ うか ! 

どれ だ け 、 多 数 の 誤り が 話さ れ て 否定 され た 事 か ! 

16 世紀 か ら 18 世紀 の プロ テス タン ト の せい で 、 ど れ だ け 、 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 
惑わ され て 、 荷 立っ た 事 か ! 

人 の 利己 主義 は 、 敗 北 し て 自暴自棄 に 成っ て 、 愚 か に 立ち 騒い だ 。 

利己 主義 な 人 は 、 ば ぼろ ばろ の 衣 と 、 笑 いも の に する た め の 継 色 の 衣 を 、 世 界 の 
人 々 の 救い 主 イ エス に 、 再 び 着 せ た 。 

(マタ イ に よる 福音 27 章 で 、 イ エス は 、 王 の た め の 継 色 の 衣 を 着せ られ て 、 笑 いも 
の に され 、 嘩 を か けら れ 、 叩 か れ た 。) 

利己 主義 な 人 は 、 宗 教 裁判 官 イ エス を 考案 し た 後 で 、 サ ン キュ ロッ ト の イエ ス を 
考案 し た ! 

可能 な ら ば 、 今 まで 流さ れ た 全て の 涙 と 血 を 量り な さい 。 

直ちに 、 肉 欲 を 権力 に 、 権 力 を 正義 に 従わ せる つも り で ある 、 人 に 成っ た 神 イ エス 、 
救い 主 イ エス の 統治 が 来 臨 する 前 に 流さ れる で あろ う 涙 と 血 を 大 胆 に 計算 し な さい 。 

神 の 王国 は 来る ! 

19 世紀 の 時 点 で 、1900 年 間近 く 、 地 の 面 の 全体 中 で 、7 億 人 が 「 神 の 王国 は 来 
る !」 と 叫ん で いて 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 救い 主 を 未だ に 待っ て いる ! 

(ユダ ヤ 教 徒 は 、 イ エス を 否定 し て 、 救 い 主 は 未 降 臨 で ある と 、 か た っ て いる 。) 

マタ イ に よる 福音 24 章 で 、 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 来 臨 す る と 話し て いて 、 来 臨 す 
る で あろ う 。 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 肉 体 的 に 死ぬ た め に 降臨 され た 。 


そし て 、 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 生 きる た め の 来 臨 を 約束 し て いた 。 

天 と は 、 思 いや り の 有る 諸々 の 感情 の 調和 で ある 。 

地獄 と は 、 勝 病 と 肉欲 に よる 、 衝 突 と 争い で ある 。 

「 天 と は 、 思 いや り の 有る 諸々 の 感情 の 調和 で ある 」 事 と 「 地 獄 と は 、 勝 病 と 肉欲 
に よる 、 衝 突 と 争い で ある 」 事 と いう 二 重 の 真理 を 人 が 血 と 苦痛 に 満ち た 経験 を 経 
て 本 当 に 理解 し た 時 に 、 人 は 、 利 己 心 に よる 地獄 を 捨て て 、 献 映 と キリ スト 教 の 思い 
や り に よる 天 へ 入門 する で あろ う 。 

オル フェ ウス の 堅 琴 の 音楽 は 、 未 開 で あっ た 古代 ギリ シャ を 洗練 させ た 。 

アム ピオ ン の 翠 琴 の 音楽 は 、 石 を 神秘 の テー バイ の 壁 に 変え た 。 

な ぜ な ら 、 調 和 と は 、 真 理 で ある 。 

自然 の 全て は 、 調 和 で ある 。 

た だ し 、 福 音 書 は 、 避 琴 で は な い 。 

福音 書 は 、 普 遍 の 生き て いる 調和 と 壁 琴 を 統治 し て いる 永遠 の 原理 の 書 で ある 。 

世界 の 大 衆 が 「 真 理 、 論 理 、 正 義 」 と いう 3 つの 言葉 と 「 義 務 、 位 階 、 社 会 」 と いう 
3 つの 言葉 を 理解 し て いな い 間 は 、 フ ラン ス 革 命 の 標語 で ある 「 自 由 、 平 等 、 友 愛 」 
は 三重 の 嘘 で し か な いで あろ う 。 
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中 証 は 不可 能 で ある 。 

人 は 全て 、 正 し いか 、 悪 で ある 。 

無関心 な 人 、 生 ぬる い 人 は 、 悪 で ある 。 

無関心 な 人 、 生 ぬる い 人 は 、 結 果 的 に 悪 で あり 、 最 悪 で ある 。 

な ぜ な ら 、 無 関心 な 人 、 生 ぬる い 人 は 、 愚 鈍 で あり 、 勝 病 で ある 。 

人 生 と いう 戦い は 、 内 戦 に 似 て いる 。 

中 立 の まま の 人 は 、 双 方 の 陣営 を 等 し く 裏 切っ て 、 祖 国 の 子 に 含ま れる 権利 を 放 


棄 す る 事 に 成る 。 
全て の 人 は 、 他 者 の 命 を 吸い 込み 、 あ る 程度 、 自 分 の 存在 の 一 部 を 他 者 に 吹き か 
け て いる 。 


正しい 知 的 な 人 は 、 本 人 は 知ら な いか も し れ な い が 、 人 の 医者 で ある 。 
狂 愚 で 邪悪 な 人 は 、 大 衆 の 毒殺 者 で ある 。 
一 緒 に いる と 、 清 ら か さ を 感 じ る 人 が 存在 する 。 
あの 社交 家 の 若 い 令嬢 を 見 な さい ! 
ある 令嬢 は 、 他 の 全て の 人 と 同様 に 、 喋 り 、 笑 い 、 正 装 し て いる 。 
それ で は 、 な ぜ 、 あ る 令嬢 に お いて は 、 全 て が 、 よ り 良 く 、 よ り 完 全 で ある の か ? 
ある 令嬢 の 振る 舞い は 、 自 然 で ある 。 
ある 令嬢 の 会 話 は 、 裏 表 が 無く 、 気 高く 伸び 伸び と し て いる 。 
悪 感情 を 抱い て いる 人 を 除い て 、 あ る 令嬢 の 近く で は 、 全 て の 者 が 、 安 心して 、 気 
が 楽に 成っ て 、 く つろ げ る 。 
た だ し 、 あ る 令嬢 の 近く で は 、 悪 感情 を 抱い て いる 人 は 存在 し 得 な い 。 


ある 令嬢 は 、 求 心 力 を 得 よ うと は し て いな い に も か か わら ず 、 他 者 の 心 を 引き つけ 
て 高め る 。 
令嬢 は 、 義 町 させ ず 、 良 い 意 味 で 、 魔 法 を か けた か の 様 に 魅了 する 。 
令嬢 の 全 人 格 は 、 徳 その も の より も 思い や り 深 い 完 全 さ を 説く 。 
令嬢 は 、 優 美 そ の も の より も 優美 で ある 。 
見 事 な 音楽 や 詩 の 様 に 、 あ る 令嬢 の 所 作 は 、 安 心 さ せ て 、 気 を 楽に させ て 、 く つろ 
が せ て 、 真 似 で き な い 。 
ある 令嬢 の 好敵手 と 成る に は 仲 が 良 過ぎ る 、 あ る 魅力 的 な 婦人 は 、 舞 踏 会 の 後 
で 、 あ る 令嬢 の 舞踏 に つい て 「 私 は 聖書 が 戯れ て いる の を 見 た 様 に 思っ た 」 と 話し た 。 


中 略 


令嬢 と 別れ た 時 に 、 人 は 、 自 身 が 、 美 し く 善 く 思 いや り 深い 全て の も の へ の た 
め の 思 いや り で 満ち て いる 事 に 気づく 。 
令嬢 に よっ て 吹き 込ん で も ら え た 気 高 い 考え を ある 令嬢 へ 全て 上 手 に 話せ た 
事 と 、 気 高い 考え を ある 令嬢 に 賛成 し て も ら え た 事 を 人 は 嬉し く 思 う 。 
人 は 、「 命 は 善い 物 で ある 。 な ぜ な ら 、 神 は 命 を ある 令嬢 の 様 な 魂 に 与え て いる 」 
と 自身 に 話し か ける 。 
人 は 、 勇 気 と 希望 に 満ち る 。 


中 略 


邪悪 な 女 の 近 くに いる と 、 人 は 、 邪 悪 な 女 の 気に入る 様 な 悪口 を 話し 、 邪 悪 な 女 
の 自惚れ を 助長 する た め に 自身 を 辱め て 、 邪 悪 な 女 に つい て 、 ま た は 、 自 身 に つい 
て 不満 を 感じ た まま で いる 。 

邪悪 な 感化 力 を 鮮やか に 正確 に 感じ る 事 は 、 良 くつ り 合 わせ て いる 精神 と 、 繊 細 

な 善悪 の 判断 力 に 特有 の 事 で ある 。 

邪悪 な 感化 力 を 鮮やか に 正確 に 感じ る 事 は 、 正 に 、 古 代 の 初期 キリ スト 教 の 禁欲 
的 な 修道 士 の 作家 が 、「 霊 の 識別 」 の 能力 と 呼ん で いる 事 で ある 。 

ヨブ 記 16 章 2 節 で 、 ヨ ブ は 、「 あ な た た ち 偽 の 友人 は 、 ひ どい 慰め 方 を する 人 で 
ある 」 と 話し て いる 。 

実に 、 悪 人 は 、 慰 め る より も 、 苦 し め る 。 

悪人 に は 、 あ り ふ れ た 慰め に お いて 、 最 も 絶望 させ る 考え や 言葉 を 見 つけ て 選ぶ 
公 異 的 な 能力 が 有る 。 


中 略 


立 良 な 魂 の 徳 に よる 、 天 か ら 人 へ の 言葉 は 、「 希 望 し な さい 。 そ し て 、 善 行 し な さ 
い 」 で ある 。 

欠点 の 有る 人 や 堕落 し た 人 の 言動 、 親 切な ふり を し た 行為 、 愛 撫 に よる 、 地 獄 か 
ら 人 へ の 叫び は 、「 絶 望 し て 死ね ] で ある 。 

ある 人 に 、 ど ん な に 名 声 が 有 っ て も 、 あ る 人 が 、 ど ん な に 友情 を 告白 し て 来 て も 、 も 
し 、 あ る 人 と 別れ た 時 に 、 自 分 か ら の 好意 が 減っ て いる 様 に 感じ た り 、 自 分 の 心 な ど 
が 弱く 成っ て いる 様 に 感じ た ら 、 あ る 人 は 、 あ な た に と っ て 有害 で あり 、 あ る 人 を 避け 
な さい 。 


人 の 二 重 の 磁気 は 、 人 の 中 に 、2 種類 の 共感 を も た ら す 。 


人 は 、 順 に 、 吸 収 し た り 放 射 し た りす る 必要 が 有る 。 

人 の 心 は 、 対 照 的 な も の を 好む 。 

その た め 、 天 才 の 男性 を 2 連続 で 愛し た 女性 は 、 ほ と ん どい な い 。 

(天才 を 愛し た 後 は 、 対 照 的 な 、 愚 者 を 愛す る 物 で ある 。) 

人 は 、 崇 拝 に 疲れ て 身 を 守り 平和 を 見 つけ る 。 

「 人 が 、 崇 拝 に 疲れ て 身 を 守り 平和 を 見 つけ る 」 事 は 、 つ り 合い の 法 で ある 。 

し か し 、 高 尚 な 性 格 の 人 で すら 、 低 俗 な 気まぐれ に 驚か され る 時 が 有る 。 

Gerbert 神父 は 、「 人 は 、 獣 の 肉体 の 中 の 、 神 の 影 で ある 」 と 話し て いる 。 

( 獣 は 肉欲 の 例え で ある 。) 

人 の 中 に は 、 天 使 の 友人 達 と 、 肉 欲 に 例え られ る 獣 の 御 機嫌 取り た ち が 存 在 する 。 

天使 は 、 人 を 引き 寄せ る 。 

し か し 、 人 は 、 用 心 し な いと 、 獣 に 例え られ る 肉欲 に さら われ て し まう 。 

人 が 、 獣 に 例え られ る 肉欲 の 奴隷 に 成る と 、 言 い 換 える と 、 人 が 死 を 育て る 人 生 に 
満足 し て いる と 、 獣 に 例え られ る 肉欲 は 人 を 必然 的 に 引き ずっ て 行く 。 

獣 に 例え られ る 肉欲 の 奴隷 で ある 人 々 の 表現 で は 、「 人 が 死 を 育て る 人 生 」 は 、 
「 現 実 的 な 人 生 」 と 呼ば れ て いる 。 

宗教 で は 、 福 音 書 が 確か な 案内 人 と 成る 。 


中 略 


ロー マ の 風刺 詩人 ユウ ェ ナ リ ス は 、「 人 は 、 誠 実 さ を ほめ た た える が 、 誠 実 さ を 放 
置 し て 凍死 させ て し まう 」 と 話し て いる 。 


中 略 


18 世紀 の フラ ンス の 盗賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ は 、 あ る 日 、 施 し を 求め て き 
た 通行 人 に 、「 職 が 無い 人 で 、 名 誉 を 重んじ る 人 は 、 盗 む が 、 物 を と い は し な い 」 と 答え 
Me 

口伝 で は 、 指 揮 官 ピエ ー ル カン ブロ ン ヌ も 、 盗 賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ と 同 
じ 荒 々 し い 言葉 で 、 施 し を 求め て きた 通行 人 に 答え た 、 と 言わ れ て いる 。 

多分 、 有 名 な 盗賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ と 、 偉 大 な 指揮 官 ピ エー ル カン ブ 
ロン ヌ は 、 両 人 共 、 実 際 に 、 同 じ 言 葉 で 、 施 し を 求め て きた 通行 人 に 答え た の で あろ 


に 


う 。 

同じ 、 盗 賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ は 、 別 の 機会 に は 、 自 発 的 に 、 と われ な く て 
も 、2 万 フラ ンス ポン ド を 破産 者 に 与え た 。 

人 は 、 自 分 と 似 た 境 遇 の 同胞 に 対し て は 、 正 し く 行 動 す る に 違い な い 。 

相互 扶助 は 自然 の 法 で ある 。 

自分 と 似 た 境遇 の 人 を 助け る 事 は 、 自 分 を 助け る 事 に 成る 。 

た だ し 、 相 互 扶助 を 超越 し て いる 、 神 聖 な 大 いな る 法 と し て 、 自 分 と 似 た 境遇 の 人 
だ け で は な く 普 遍 に 相互 扶助 する 事 で ある 、 真 の 思い や り が 存在 する 。 


中 略 
パラ ケル スス が 話し て いる 様 に 、 共 通 の 肉欲 的 な 欠陥 を 通じ て 誘惑 する 悪人 は 、 
他人 の 感化 力 の 所 有 者 と 成っ て 、 望 む 所 へ 他人 を 誘導 する 。 


共通 の 肉欲 的 な 欠陥 を 通じ て 誘惑 する 悪人 は 、 誘 惑 す る 悪い 「 守 護 天 使 」 で ある 。 


中 略 


人 は 、 自 分 の 思考 を 吐き 出し 、 星 の 光 に 記さ れ た 他人 の 思考 を 吸い 込む 。 

星 の 光 は 、 思 考 の 電磁 気 の 大気 と 成っ て いる 。 

正しい 人 に と っ て 、 悪 人 と の 交流 の 有害 性 より も 、 淫 ら な 人 や 肛 病 者 や 熱意 が 無 
い 生 ぬる い 人 と の 交流 の 有害 性 は 大 きい 。 

な ぜ な ら 、 悪 人 へ の 強い 反感 は 、 人 を 、 警 戒 さ せ 易 く 、 ひ どい 悪人 と の 交流 か ら 守 
る 。 

し か し 、 淫 ら な 人 や 肛 病 者 や 熱意 が 無い 生ぬるい 人 は 、 悪 徳 を 徳 に 偽装 する た め 

宮 に 偽装 され た 悪徳 は 、 あ る 程度 まで 薄め られ て 、 ほ ぼ 愛 らし い 許 容 で きる 物 と 誤 
解 さ せる の で 、 反 感 し 難く 、 警 戒 し 難く 、 淫 ら な 人 や 肛 病 者 や 熱意 が 無い 生ぬるい 人 

の 交流 を 防ぎ 難い 。 

誠実 な 女性 は 、 妨 婦 と の 交流 に 嫌悪 し か 感じ な いで あろ う 。 

誠実 な 女性 が 最も 砲 れる べき 物 は 、 浮 気 者 で ある が 隠し て いる 女 か ら の 浮気 の 
扇動 で ある 。 

狂気 は 伝染 する 、 事 は 知ら れ て いる 。 

感じ の 良い 好ま し い 狂 人 は 、 特 に 、 よ り 危 険 で ある 。 


中 略 


愛情 は 、 自 由 で あり 、 論 理 に 基づい て いる 。 

共感 は 、 運 命 的 な 物 で あり 、 非 論理 的 な 場合 が 非常 に 多い 。 

共感 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 磁 気 の 光 、 星 の 光 の つり 合っ て いる 相互 の 引き 寄せ る 
力 に よる 物 で あり 、 動 物 に 作用 する 様 に 、 人 に 作用 する 。 

人 は 、 狂 悪 に も 、 愛 すべ き 点 が 無い 人 と の 交流 を 喜ぶ 。 


上 


山 


な ぜ な ら 、 人 は 、 愛 すべ き 点 が 無い 人 に 、 神 秘 的 に 引き 寄せ られ て 支配 され る 。 

愛す べき 点 が 無い 人 へ の 不思議 な 共感 は 、 鮮 や か な 反感 か ら 始ま る 場合 が 多い 。 

最初 は 、 流 体 、 星 の 光 は 相互 に 訂 け 合っ て いた が 、 後 に 、 星 の 光 同 士 が つり 合っ 
て し まっ た の で ある 。 

人 の 自由 な 形 に で きる 仲介 する も の 、 人 の 星 の 体 の つり 合 お うと する 特徴 を パラ 
ケル スス は 「 支 配 力 」 と 呼ん で いる 。 

各 人 の 習慣 的 な 考え に よる 、 普 遍 の 光 、 星 の 光 の 中 の 個別 の 考え の 鏡像 を パラ 
ケル スス は 「flagum」 と 呼ん で いる 。 

人 は 、「flagum」 を 鋭く 見 抜く 事 に よっ て 、 ま た 、 意 思 が 持続 する 方 向 に よっ て 、 他 
人 が 持つ 「 支 配 力 」 を 知る 事 が で きる 。 

人 は 、 他 人 を と ら え て 支配 し た い 時 は 、 自 分 の 「 支 配 力 」 の 自発 的 な 面 を 、 他 人 の 
「 支 配 力 」 の 受容 的 な 面 へ 向け て いる 。 

パラ ケル スス の 他 に 、 あ る 魔術 師 達 は 、 星 の 光 に よる 星 の 支 配 力 を 見 抜い て 「 渦 」 
と 呼ん で いる 。 

ある 魔術 師 達 に よる と 、「 渦 」 は 、 特 化し た 星 の 光 の 流れ で あり 、 常 に 同一 の 諸々 
の 映像 の 輪 を 表し て 、 結 果 的 に 、 諸 々 の 印象 が 「 渦 」 を 決定 し た り 、「 渦 」 が 諸々 の 印 
象 を 決定 し た りす る 。 

諸々 の 「 渦 」 は 、 星 々 に 存在 する 様 に 、 人 に 存在 する 。 


次 の 様 に 、 パ ラケル スス は 話し て いる 。 


「 星 々 は 星 の 光 る 魂 を 吐き 出す 。 
そし て 、 あ る 星 は 他 の 星々 が 吐き 出し た 星 の 光 る 魂 を 引き 寄せ る 。 


地 の 魂 、 星 の 光 は 、 重 力 の 必然 の 法 に と ら わ れ て いる が 、 自 身 を 特 化 させ て 自身 を 
重力 の 法 か ら 解 放 で き て 、 動 物 的 な 先天 的 な 物 に 成っ て か ら 、 人 の 知性 に 成る 。 

人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 、 意 思 の 自発 的 な 部 分 は 、 無 口 で ある 。 

し か し 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 は 、 星 の 光 の 中 に 記さ れ て いる 自然 の 秘密 を 保持 
し て いる 。 

人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 自由 な 部 分 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 意思 の 自発 
的 な 部 分 は 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 中 に 記さ れ て いる 重大 な 自然 の 秘密 を 読 
むと 、 す ぐに 自由 を 失っ て し まい 、 忘 我 状 態 に 成る 。 

人 は 、 自 分 の 周囲 の 環境 と 自分 の 器官 を 変え る 事 に よっ て の み 、 無 口 な 植物 的 な 

沈 思 甘 考 か ら 、 自 由 な 動揺 する 思考 へ 変わ る 。 

その た め 、 人 は 、 誕 生 に 伴っ て 、 完 全 忘 却 し て し まう 。 

また 、 そ の た め 、 人 の 病 的 な 直感 に お ける 曖昧 な 記憶 は 、 常 に 、 忘 我 状 態 と 夢 に お け 
る 幻視 に 似 て いる 」 


前 記 の 、 隠 され た 医学 の 大 いな る 祖師 パラ ケル スス の 啓示 は 、 催 眠 術 や 占い の 
全て の 現象 に 、 強 い 光 を 当て る 。 

また 、 前 記 の 、 パ ラケル スス の 啓示 は 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 中 の 自然 の 秘 
密 に 到達 する 方 法 を 知る 人 に と っ て は 、 降 霊 術 の 真 の 鍵 で あり 、 地 の 流体 の 魂 と 交 
流す る 真 の 鍵 で ある 。 


た っ た 一 度 の 接触 だ け で 危険 な 感化 を 感じ させ る 人 は 、 流 体 の 軍団 の 中 の 1 人 
で ある か 、 意 識 的 に か 無意識 的 に 初 律 っ て いる 星 の 光 の 流れ を 利用 し て いる 人 で あ 
る 。 


例え ば 、 羊 飼い の 様 に 、 人 と の 全て の 交流 を 奪わ れ て 孤立 し て 生き て いて 、 多 数 
の 集め られ た 動物 と の 流体 の 共感 の 中 に 日 々 いる 人 は 、 マ ルコ に よる 福音 5 章 の 
様 な 「 軍 団 」 を 名 乗る 悪人 の 霊 に と りつ か れる が 、 被 滞 依 者 の 望み に 身 を 委ね て い 
る 「 軍 団 」 の 流体 の 霊 達 を 独裁 的 に 統治 で き て 、 結 果 的 に 、 善 意 か 悪意 に よっ て 動 
物 達 を えさ せる か 死な せる 。 

動物 と の 共感 に よる 感化 力 を 、 意 思 が 弱い か 、 知 が 少な いせ いで 、 守 られ て いな 
い 人 の 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の 、 星 の 体 に 作用 させ る 事 が で きる 。 

前 記 の 様 に 、 羊 飼い に よる 習慣 的 な 呪い を 説明 で きる 。 


中 略 


肉体 の 命 の 法 は 、 避 け 難 い 。 

人 の 動物 的 な 性 質 に よっ て 、 人 は 運命 の 奴隷 と し て 生ま れる 事 に 成る 。 

人 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 と 戦う 事 に よっ て 、 人 は 倫理 道徳 的 な 自由 を 勝ち 取 
る 事 が で きる 。 

その た め 、 地 上 で 、 人 に は 、 死 に 至る 生き 方 と 、 倫 理 道徳 的 に 自由 な 生き 方 と いう 、 
2 つの 異な る 生き 方 が 可能 で ある 。 

死に 至る 人 は 、 死 に 至る 人 で は 傾け る 事 が で き な い 自然 の 力 の 玩具 か 道具 に 
成っ て し まう 。 

運命 の 道具 で ある 人 た ち が 出 会 っ て 衝突 する と 、 強 い 者 は 、 弱 い 者 を 破壊 し て し 
まう か 、 弱 い 者 の 心 を 奪っ て し まう 。 

本 当 に (肉欲 か ら ) 自 由 な 人 は 、 呪 いも 神秘 の 感化 力も 恐れ な い 。 

本 当 に (肉欲 か ら ) 自 由 な 人 は 、 呪 いも 神秘 の 感化 力も 恐れ る 必要 が 無い 。 


中 略 


書 事 は 、 心 の 傾向 に 存在 する 。 

人 の 意思 と は 、 ほ ぼ 常 に 無関係 で ある 、 状 況 が 、 人 の 行動 の 重大 さ の 唯一 の 原因 
と 成る 。 

仮に 、 運 命 が ネ ロ を 奴隷 に し て いた ら 、 ネ ロ は 役者 か 剣 奴 に 成っ て ロー マ を 燃やさ 
な か っ た で あろ う が 、 ロ ー マ を 燃やさ な か っ た ら ネ ロ に 感謝 する べき で あろ うか ? 

ネロ は 、 全 ロー マ 市 民 の 共犯 者 で ある 。 

ネロ の 乱心 を 止め な か っ た 人 た ち に 、 ネ ロ の 乱心 の 全 責 任 が 有る 。 

ネロ の 恐怖 の 支配 の 真 の 犯罪 者 は 、 ネ ロ を 止め な か っ た セネカ 、 バ ラス 、 ト ラ セ ア 、 
コル ブロ で ある 。 

セネカ と いっ た ネロ を 止め な か っ た 偉人 た ち は 、 利 己 的 で あっ た か 、 無 能 で あっ 
た ! 

セネカ た ち が 唯 一 知っ て いた 事 は 、 死 ぬ 方 法 だ け で あっ た 。 

熊 が 動物 園 を 脱出 し て 数 人 の 人 を 食い 殺し た ら 、 人 は 熊 を 非難 する で あろ うか ? 

それ と も 、 人 は 動物 園 の 熊 の 飼育 係 を 非難 する で あろ うか ? 

熊 が 動物 園 を 脱出 し て 数 人 の 人 を 食い 殺し た ら 、 人 は 動物 園 の 熊 の 飼育 係 を 非 
睦 す る ! 


中 略 


獣 に 例え られ る 肉欲 を 野放し に し て 放置 し て いる 人 は 、 肉 欲 に 飲み 込ま れる 事 を 
望ん で いる 事 に 成る 。 


運命 の 奴隷 で ある 大 衆 は 、( 肉 欲 か ら ) 自 由 で ある 人 の 意思 に 完全 に 従う 事 に よっ 
て の み 、 自 由 を 享受 で きる 。 

大 衆 は 、 大 衆 の 責任 を 背負 っ て くれ る 人 の た め に 、 働 く 必要 が 有る 。 

し か し 、 獣 の 様 に 肉欲 の 奴隷 で ある 人 が 肉欲 の 奴隷 で ある 人 を 支配 する 時 、 盲 人 
が 盲人 を 導く 時 、 運 命 の 奴隷 で ある 指導 者 が 運命 の 奴隷 で ある 大 衆 を 導く 時 、 何 を 
予想 し な く て は いけ な いか ? 

衝撃 の 大 惨事 、 以 外 の 何 を 予想 で きる か ? 衝撃 の 大 惨事 し か 予想 で き な い ! 

大 惨事 の 予想 が 外れ る 事 は 無い で あろ う 。 


中 略 


秩序 と 無秩序 の 交流 は 不可 能 で ある 。 
人 は 、 綱 し た 人 か ら 相 続 を 受け る 事 は 無い 。 
人 は 、 殺 し た 人 か ら 盗 む 事 に 成る 。 


中 略 


正しく 成る と 、 全 て の 正しく な い 人 の せい で 苦し む 事 に 成る 。 

し か し 、「 正 し い 人 が 、 全 て の 正しく な い 人 の せい で 苦し お む 事 に 成る 」 の が 、 人 生 で 
ある 。 

悪人 に 成る と 、 命 を 勝ち 取れ ず 、 自 身 の せ いで 苦し む 事 に 成る 。 

悪人 に 成る 事 は 、 自 身 を だ ます 事 に 成り 、 悪 事 を 行う 事 に 成り 、 永 遠 の 死に 至る 
事 に 成る 。 

要約 する と 、 死 に 至る 感化 力 と は 、( 魂 の ) 死 に よる 感化 力 で ある 。 


生き て いる 感化 力 と は 、( 魂 の 永遠 の ) 命 に よる 感化 力 で ある 。 

悪い 生き 方 に よっ て 人 が 弱い と 、 呪 い を 引き 寄せ て し まう 。 

善い 生き 方 に よっ て 人 が 強い と 、 呪 い を 圧 け る 。 

呪い と いう 隠さ れ た 力 は 、 実 に 、 実 在 する 。 

し か し 、 常 に 、 知 と 徳 は 、 呪 い の 拓 依 と 攻撃 を 避け る 手段 を 見 つけ る で あろ う 。 
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命 に 引き 寄せ る 力 と 、 死 に 引き 寄せ る 力 と いう 、2 つの 引き 寄せ る 力 が 、 人 の つり 
合い を 形成 し て いる 。 

死に 至る 物 、 死 に 引き 寄せ る 力 は 、 人 を 底無し の 淵 に 引き ずり 込む お 、 め まい で ある 。 

自由 と は 、 死 に 至る 、 死 に 引き 寄せ る 力 を 超越 する 、 論 理 的 な 努力 で ある 。 

大 罪 、 死 に 至る 大 罪 と は 、 何 で ある か ? 

大 罪 、 死 に 至る 大 罪 と は 、 自 由 の 放棄 で ある 。 

自由 の 放棄 と は 、 介 怖 の 法 に 身 を 委ね る 事 で ある 。 

不正 な 行為 と は 、 不 正 と 契約 する 事 で ある 。 

不正 は 、 全 て 、 知 を 放棄 する 事 に 成る 。 

知 を 放棄 し た 瞬間 か ら 、 人 は 堕落 し て 、 自 然 の 力 に 統治 され る 事 に 成る 。 

常に 、 自 然 の 力 に よる 反作用 は 、 つ り 合 い を 取れ て いな い 全 て の も の を 粉々 に す 
る 。 

悪 へ の 愛着 と 、 意 思 に よる 表立っ た 、 不 正 へ の 愛着 は 、 死 に ゆく 意思 に よる 最低 

努力 で ある 。 

人 が 何 を し て も 、 人 は 、 動 物 以上 の 知 的 存在 で ある 。 

人 は 、( 知 性 が 邪魔 を する の で 、) 動 物 の 様 に は 、 運 命 に 身 を 委ね る 事 は で き な い 。 

人 は 、 選 ぶ 必 要 が 有る 。 

人 は 、 愛 する 必要 が 有る 。 

死 を 愛し て いる と 自ら 誤っ て 思い 込ん で いる 絶望 し た 人 は 、 愛 が 無い 人 より も 、 生 
さて いる 。 


悪 へ の 行動 力 は 、 切 り 返 す 事 に よっ て 、 ま た 、 反 動 に よる 逆流 に よっ て 、 人 を 善 へ 
導い て 戻す 事 が で きる し 、 導 いて 戻す べき で ある 。 

救い よう が 無い 不 治 の 真 の 悪 と は 、 怠 必 で ある 。 

神 の 思い や り の (無限 と いう ) 底 無し の 淵 に は 、 倒 錯 の 底無し の 淵 が 対応 し て いる 。 

頻繁 に 、 神 は 、 悪 人 を 聖人 に 改心 させ て いる 。 

し か し 、 神 は 、 中 途 半端 な 生ぬるい 人 や 勝 病 者 に は 何 も し な い 。 

神 に 見 放さ れ た ら 、 人 は 行動 する 必要 が 有る 。 

さら に 、 自 然 は 理解 し て いて 、 人 が 勇気 を 持っ て 命 へ 歩 ま な いと 、 自 然 は 人 を 死 へ 
全力 で 動か す 。 

自然 は 、 歩 く 意思 が 無い 人 を 引き ずっ て 行く 。 
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神 に 逆らっ て 傷 辱 する 事 は 、 信 心 に よる 最低 の 行い で ある 。 


な ぜ な ら 、 詩 編 115 章 17 節 で 、 詩 編 の 作者 は 、「 死 ん だ 人 は 、 神 を た た える 事 が 


で き な い 、 お お っ 、 主 で ある 神 よ 」 と 話し て いる が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 大 胆 に 補足 し 


て 、「 死 ん だ 人 は 、 神 を 冒 流す る 事 が で き な い 」 と 話す 。 
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常に 、 大 いな る 罪人 は 、 多 数 の 生ぬるい 人 々 に 対し て 抗議 する 様 に 成る 。 
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教会 に は 、 不 祥 事 を 起こ し た 聖職 者 を 裁き 、 非 難し 、 罰 する 権利 が 有る 。 

し か し 、 教 会 に は 、 不 祥 事 を 起こ し た 聖職 者 を 、 絶 思 に よる 乱心 や 、 悲 惨 さ や 負え 
に よる 誘惑 に 、 引 き 渡す 権利 は 無い 。 

虚無 ほど 恐ろし い 物 は 無い 。 

仮に 、 虚 無 と いう 概念 を 表す 事 が で き て 、 虚 無 を 認め る 事 が で きる の で あれ ば 、 地 
獄 は 望む べき 物 と 成っ て し まう で あろ う 。 

その た め 、 自 然 は 、 救 済 策 と し て 、 罪 の つ で な い を 人 に 求め て 強制 する 。 

その た め 、 大 いな る カト リッ ク 教 徒 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 が 非常 に 良く 理解 し 
て いた 様 に 、 懲 罰 は 罪 を 清め る 。 

その た め 、 人 死刑 は 、 自 然 な 権利 で あり 、 人 の 法 か ら 消 えな いで あろ う 。 

も し 神 が 人 死刑 を 正しい 物 と し な けれ ば 、 殺 人 と いう 汚れ は 、 消 す 事 が で き な い で あ 
ろう 。 

死刑 と いう 神聖 な 権利 を 、 社 会 が 放棄 する と 、 ま た 、 犯 罪 者 が 奪っ て 不正 利用 す 
る と 、 議 論 の 余地 無く 、 死 刑 の 権利 は 、 犯 罪 者 の 物 に 成っ て し まう で あろ う 。 

死刑 の 権利 が 犯罪 者 の 物 に 成っ て し まっ た ら 、 激 し い 自 然 な 報復 行為 と し て 、 殺 
人 は 善行 に 成っ て し まう で あろ う 。 

死刑 の 権利 が 犯罪 者 の 物 に 成っ て し まっ た ら 、 人 は 、 私 刑 に よる 報復 に よっ て 、 公 
の 罪 の つぐ な い が 無 い 事 に 対し て 抗議 する で あろ う 。 

死刑 の 権利 が 犯罪 者 の 物 に 成っ て し まっ た ら 、 壊 れ た 正義 の 剣 の 欠片 か ら 、 無 秩 
序 は 、 短 剣 を つく る で あろ う 。 

ある 日 、 あ る 善良 な 祭司 が 「 も し 神 が 地 獄 ( と いう 状態 ) を 無く し た ら 、 人 は 、 神 に 反 
抗 し て 、 新 た な 地獄 を 創造 する で あろ う 」 と 話し た の は 、 正 し い 。 

その た め 、 悪 人 は 、 地 獄 が 無く 成る 事 を 望む の で ある 。 

全て の 悪人 は 、「 解 放 !」 と 叫ぶ 。 


悪人 は 、 死 刑 の 廃止 に よる 、 殺 人 の 解放 を 求め る 。 

悪人 は 、 結 婚 の 廃止 に よる 、 妨 婦 と 子 殺し の 解放 を 求め る 。 

悪人 は 、 所 有 権 の 廃止 に よる 、 怠 情 と 強奪 の 解放 を 求め る 。 

悪人 が 「 人 生 の 廃止 に よる 、 死 の 解放 、 自 殺 の 解放 !」 と いう 最後 の 隠さ れ た 言葉 
に 辿り 着く まで 、 倒 錯 と いう 竜巻 は 回 転 す る 。 

労苦 に よる 勝利 に よっ て 、 人 は 、 悲 し み の 運命 か ら 脱出 で きる 。 

人 が 死 と 呼ん で いる 物 は 、 自 然 の 永遠 の 出産 で し か な い 。 

絶え 間 無 く 、 自 然 は 、 霊 に よっ て 生ま れ 変 わら な か っ た 人 の 魂 を 、 再 び 、 引 き 寄 せ 
て 懐 へ 取り 込む 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 3 章 「 人 は 、 霊 に よっ て 生ま れ 変わ ら な けれ ば 、 神 の 王国 に 入 
れ な い 」) 

自力 で 動か な い 、 物 質 は 、 永 久 機関 の 力 に よっ て の み 、 存 在 で きる 。 

自然 に 気化 し 易い 、 霊 は 、 固 定 さ れる 事 に よっ て の み 、 存 続 で きる 。 

ヨハ ネ に よる 福音 3 章 に 記さ れ て いる 「 霊 に よっ て 生ま れ ( 変 わ ) る 」 と は 、 人 が 自 
由 意 思 に よっ て 精神 を 真理 と 善 と 一 致 さ せ て 運命 の 法 か ら 解 放さ れる 事 で ある 。 

自然 が 、 霊 に よっ て 生ま れ 変 わら な か っ た 人 の 魂 を 再び 引き 寄せ て 懐 へ 永遠 に 
取り 込ん で いる 状態 が 、 人 に と っ て の 、 ヨ ハネ の 黙示 録 2 章 11 節 の 「 第 2 の 死 」 で 
ある 。 

(肉欲 の ) 奴 款 で ある 人 は 、 死 に 至る 引力 に よっ て 、 ヨ ハネ の 回 示 録 2 章 11 節 の 
「 第 2 の 死 」 へ 引き ずり 込ま れる 。 

神 の 様 な 画家 ミケ ラン ジェ ロ が 「 最 後 の 審 判 」 と いう 大 いな る 絵画 で 明らか に し て 
見 せ た 様 に 、 悪 人 は 互い に 足 を 引っ 張り 合う 。 

悪人 は 、 湧 れ て いる 人 の 様 に 、 ま と わり つき 合い 、 し っ か り 掴 ん で 離さ な い 。 


(肉欲 か ら ) 自 由 に 成っ た 霊 は 、 昇 天 を 邪魔 され な い 様 に 、 地 獄 に 引き ずり 込ま れ 
な い 様 に 、 力 強く 、 悪 人 と 戦う 必要 が 有る 。 

2 つの 正反対 の も の の 戦い は 、 創 世 か ら 存 在 し て いる 。 

古代 ギリ シャ 人 は 、2 つの 正反対 の も の の 戦い を 、 エ ロス と アン テロ ス の 対立 と い 
う 象 徴 で 表し た 。 

古代 ヘブライ 人 は 、2 つの 正反対 の も の の 戦い を 、 ア ベル と カイ ン の 対立 と いう 象 
徴 で 表し た 。 

古代 ギリ シャ 人 は 、2 つの 正反対 の も の の 戦い を 、 巨 人 ティ ター ン 族 と 神々 の 戦い 
と いう 象徴 で 表し た 。 

2 つの 軍団 は 、 遍 在 し 、 目 に 見 え ず 、 練 り 上 げ ら れ 、 攻 撃 や 反撃 の 用 意 が 常に 出来 
て いる 。 
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秩序 と 無秩序 の 必然 的 な 戦い 、 先 天 的 な 物 で ある 肉欲 と 思考 の 必然 的 な 戦い だ 
けが 、 真 実 で あり 、 重 要 で ある 。 

秩序 と 無秩序 の 戦い 、 肉 欲 と 思考 の 戦い は 、 進 歩 す る 、 つ り 合い を も た ら す 。 

その た め 、 常 に 、 悪 人 の 霊 は 、 知 ら な いで 、 天 使 ミ カエ ル の 栄光 の 役に立つ 事 に 
成る 。 

肉欲 の 愛着 は 、 死 に 至る 肉欲 の うち 、 最 も 倒錯 的 で ある 。 

肉欲 の 愛着 は 、 無 政府 主義 者 の 中 の 無政府 主義 者 、 悪 魔 の 無政府 主義 者 で あ 
る 。 

肉欲 の 愛着 は 、 法 、 義 務 、 真 理 、 正 義 を 知ら な い 。 


肉欲 の 愛着 は 、 処 女 に 父 と 母 の 死体 を 踏み に じ ら せ る 事 が で き て し まう 。 


肉欲 の 愛着 は 、 抑 制 し 難い 柳町 で ある 。 

肉欲 の 愛着 は 、 激 し い 狂 気 で ある 。 

肉欲 の 愛着 は 、 新 し い 餌食 を 探し 求め る 、 死 に 至る 、 め まい で ある 。 

肉欲 の 愛着 は 、 よ り 多 く の 幼 子 を 食い 物 に する た め に 父 に 成る 事 を 望む 、 サ トゥ ル 
ヌス に よる 、 人 を 食い 物 に する 本 町 で ある 。 

性 欲 を 圧倒 する 事 は 、 自 然 の 全て を 圧倒 する 事 に 成る 。 

性 欲 を 正義 に 従わ せる 事 は 、 性 欲 を 不死 に ささ げ て 、 命 を 生ま れ 変 わら せる 事 に 
成る 。 

キリ スト 教 の 啓示 の 最大 の 功績 は 、 性 欲 を 正義 に 従わ せる 事 に よる 、 自 発 的 な 処 
女性 の 創造 と 、 結 婚 の 神聖 化 で ある 。 

愛着 が 肉欲 や 享楽 で し か な い 問 は 、 愛 着 は 死に 至る 。 

愛 を 永遠 に する た め に は 、 愛 は 、 自 己 犠 牲 と 成る 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 愛 が 自己 犠牲 と 成っ た 時 、 愛 は 、 力 や 徳 に 成る 。 

愛 は 、 世 界 の つり 合い を も た ら す 、 エ ロス と アン テロ ス の 戦い で ある 。 

感覚 を 刺激 し 過ぎ る も の は 、 全 て 、 人 を 堕落 や 悪事 や 犯罪 に 導い て し まう 。 

涙 は 、 人 を 血 に 呼び 寄せ る 。 

大 き な 感 情 は 、 強 い 酒 の 様 な 物 で ある 。 

感情 を 習慣 的 に 利用 する 事 は 、 感 情 を 溢 用 する 事 に 成る 。 

感情 の 溢 用 は 、 全 て 、 倫 理 道徳 的 な 感覚 を 倒錯 させ て し まう 。 

感情 の 沙 用 者 は 、 感 情 の た め に 感情 を 求め る 様 に 成っ て し まう 。 

感情 の 沙 用 者 は 、 感 情 を 手 に 入れ る た め に 、 全 て の も の を 犠牲 に する 様 に 成っ て 
じ ま う : 

夢見 が ちな 感情 の 溢 用 者 の 女性 は 、 中 央 刑事 裁判 所 オー ルド ベイ リー の 女 主人 
公 で ある 犯罪 者 に 容易 に 成っ て し まう で あろ う 。 


夢見 が ちな 感情 の 溢 用 者 の 女性 は 、 死 ぬ 自 分 を 見 て 自画 自賛 する た め に 、 ま た 、 
死ぬ 自分 を 見 て 自身 を あわ れ む た め に 、 自 殺 と いう 嘆かわしい 取り 返し の つか な い 
非 論理 的 な 愚行 に まで 行き 着い て し まう か も し れ な い 。 

夢見 る 習慣 、 妄 想 癖 は 、 女 性 を 病 的 興奮 に 導い て し まい 、 男 性 を 朋 鬱 に 導い て し 
まう 。 
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倫理 道徳 的 な 感覚 の 衰 失 は 、 真 の 狂気 で ある 。 

第 一 に 、 正 義 に 従わ な い 人 は 、 自 分 を 見 失っ て いる 。 

正義 に 従わ な い 人 は 、 自 分 の 存在 と いう 闘 夜 の 中 を 、 正 義 と いう 明か り 無し で 歩 
いて いる 様 な も の で ある 。 

正義 に 従わ な い 人 は 、 自 分 の 生き 方 と いう 闇夜 の 中 を 、 正 義 と いう 明か り 無 し で 
歩い て いる 様 な も の で ある 。 

人 は 、 夢 の 中 の 人 の 様 に 動揺 し て 、 自 分 の 肉欲 と いう 悪夢 に 食い 物 に され て し ま 
う 。 

先天 的 な 命 で ある 肉欲 と 、 人 の 意思 の 弱い 抵抗 と いう 、2 つの 激しい 流れ が 、 対 
照 的 な 対立 を 形成 する の で 、 カ バリ スト は 複数 の 魂 に よる 超 胎児 形成 を 仮定 し た 。 

言い 換え る と 、 カ バリ スト は 、 肉 体 を 獲得 し よう と 互い に 争い 合っ て 、 多 く の 場 合 、 
肉体 を 破壊 し て し まう 、 複 数 の 魂 が 1 つの 肉体 に 存在 する 事 を 信じ た 。 

正 に 、1816 年 の フラ ンス の 穫 破 般 メ デュ ー ズ 号 の 船員 が 、 小 さ な 後 を 獲得 し よう 
と 争い 合っ て 、 後 を 沈ま せ て し まっ た 、 様 に 。 

正義 に 従わ な い 人 は 、 先 天 的 な 物 で ある 肉欲 に よる 星 の 光 の 流れ か 、 思 考 に よる 
星 の 光 の 流れ の 下僕 に 自ら 成り 下がっ て 、 自 分 の 人 格 や 個性 を 放棄 し て し まい 、 マ 


ルコ に よる 福音 5 章 で 「 軍 団 」 を 名 乗っ て いる 多数 の 悪人 の 霊 の 奴隷 に 成り 下がっ 
て し まう の は 、 確 か で ある 。 

前 記 を 、 芸 術 家 は 、 良 く 十分 に 経験 し て いる 。 

芸術 家 は 、 習 慣 的 に 普遍 の 光 、 星 の 光 を 呼び 出し て 、 気 力 を 衰 失 し て し まう 。 

芸術 家 は 、 霊 媒 師 と 成っ て し まう 。 

言い 換え る と 、 芸 術 家 は 、 病 人 と 成っ て し まう 。 

より 多く の 成功 が 世論 に お いて 芸術 家 を 誇張 する ほど 、 芸 術 家 の 人 格 や 個性 は 
弱く 成っ て し まう 。 

芸術 家 は 、 気 まぐ れ に 成り 、 始 深く 成り 、 怒 りっぱ ぽく 成っ て し まう 。 

芸術 家 は 、 違 う 分 野 で も 、 他 人 の 功績 に 並ば れる 事 を 認め られ な く 成 っ て し まう 。 

芸術 家 は 、 不 正 な 人 に 成っ て し まい 、 思 いや り を 失っ て し まう 。 

本 当 に 大 いな る 人 は 、 俗 世 で 成功 する と 自分 を 見 失う 運命 か ら 逃 れる た め に 、 ま 
た 、 俗 世 で 成功 する と 自分 を 見 失い (肉欲 か ら の ) 自 由 が 死ん で し まう と 知っ て 、 友 人 
関係 な どか ら 独 立 する 。 

大 いな る 人 は 、 誇 りあ る 不 人 気 に よ っ て 、 下 劣 な 大 衆 に よる 汚染 か ら 和 映 を 守る 。 

も し バル ザッ ク が 存命 中 に 徒党 を 組ん で いた ら 、 死 後 、 現 代 の 偉大 な 世界 的 な 天 
才 と し て の 名 声 を 残せ な か っ た で あろ う 。 

光 は 、 無 情 な も の や 閉ざさ れ た 目 を 照ら さ な い か 、 少 な く と も 、 見 る 者 の た め に の 
み 、 無 情 な も の や 閉ざさ れ た 目 を 照ら す だ け で ある 。 

創世 記 1 章 3 節 の 神 の 言葉 「 光 あれ !」 は 、 闇 に 勝利 し た 知性 の 叫び で ある 。 

実際 、「 光 あれ !」 と いう 言葉 は 、 気 高い 。 

な ぜ な ら 、「 光 あれ !」 と いう 言葉 は 、 こ の 世 の 最 も 大 いな る も の 、 最 も 不思議 な も 
の で ある 、 知 性 に よる 知性 自身 の 創造 を 簡潔 に 表す 。 


知性 の 力 を 集結 し て 、 知 性 の 能力 を つり 合わ せ て 、 知 性 は 「 私 、 知 性 は 、 永 遠 の 
理 を 見 る 事 に よっ て 、 永 遠 に 成る 事 を 望む お 」 と 話し て いる 。 
創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 」 

光 は 、 神 の 様 に 永 速 で ある が 、 見 る た め に 開か れ た 目 に は 、 毎 日 新た に 創造 さ 
れ て いる 様 に 見 える 。 

真理 は 、 永 遠 の 創造 で あり 、 知 の 創造 で ある 。 

真理 が 「 光 あれ !」 と 叫ぶ と 、 光 が 創造 され て 、 知 も 創造 され た 。 

知 は 永遠 で ある 。 

な ぜ な ら 、 知 は 、「 光 が 永遠 で ある 」 と 理解 で きる か ら で あ る 。 

知 は 、 自 分 の 作品 で ある か の 様 に 、 真 理 を 観察 する 。 

な ぜ な ら 、 知 は 、 光 の 勝利 者 で ある 。 

永遠 性 は 、 知 に よる 光 へ の 勝利 で ある 。 

な ぜ な ら 、 永 遠 性 は 、 知 の 勝利 へ の 報い で あり 、 知 の 勝利 の 王冠 で ある 。 

し か し 、 全 て の 精神 が 真理 を 正しく 見 る わけ で は な い 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 心 が 真 理 を 正しく 望む わけ で は な い 。 

真 の 光 が 存 在 する の は 都合 が 悪い と 思う 悪人 の 魂 が 存在 する 。 

悪人 は 、 星 の 光 に よる リン の 様 な 青白 い 光 を 放つ 幻覚 、 星 の 光 に よる 失敗 作 、 思 
考 に よる 幻覚 で 満足 し て し まう 。 

悪人 は 、 幻 覚 を 好 ん で し まい 、 幻 覚 を 追い 払う 日 光 を 款 れ て し まう 。 

な ぜ な ら 、 日 光 が 悪 人 の 目 の 役 に 立た な いで 、 悪 人 を より 深い 闇 に 陥れ る 、 と 悪 
人 は 感じ て し まう 。 

その た め 、 狂 人 や 愚者 は 、 賢 者 を 最初 は 恐れ る が 、 そ れ か ら 賢 者 を 中 傷 し 、 作 辱 し 、 
困ら せ 、 非 難 する 。 

人 は 、 狂 人 や 愚者 を あわ れん で 許す 必要 が 有る 。 


な ぜ な ら 、 狂 人 や 愚者 は 、 自 分 が 行っ て いる 事 を 分 か っ て いな い 。 

真 の 光 は 、 魂 を 安息 させ て 満足 させ る 。 

幻覚 は 、 魂 を 疲れ させ て 苦し め る 。 

狂気 の 満足 は 秀 え た 人 の 美食 の 夢 に 似 て いて 、 美 食 の 夢 は 負え を 常に 満た す 事 
無く 秀 え た 人 の 負え を 活発 に させ る 。 

狂気 の 満足 が 、 昔 立ち と 心配 、 失 望 と 絶望 を も た ら す 。 

ゲー テ の 小説 若き ウェ ル テ ル の 悩み 」 の 話 の 中 の 自殺 し た 架空 の 人 物 ウェ ル テ 
ル の 感化 を 受け た 人 は 、「 常 に 命 は 嘘 を つい て いる 。 だ か ら 、 私 は 死に た い !」 と 話す 。 

貧弱 で 杜撰 な 幼子 よ 、 あ な た に 必要 な の は 死 で は な く 、 命 、 真 の 人 生 で ある 。 

な ぜ な ら 、 あ な た は 、 こ の 世に 生ま れ た 時 か ら 、 毎 日 、 死 ん で いる 様 な も の で ある 。 

あな た は 、 快 楽 が 消滅 し て し まう 事 へ の 救い を 、 消 滅する 快楽 か ら 求め る の か ? 

命 、 人 生 が 人 を だ まし た 事 は 無く 、 人 が 未だ に 本 当 に 生き た 事 が 無い だ け で ある 。 

あな た が 命 、 人 生 と 誤解 し て いる 物 は 、 死 ぬ 前 の 幻覚 や 夢 で し か な い 。 

全て の 大 いな る 罪人 は 、 故 意 に 、 自 身 に 幻覚 を 見 せ て いる 。 

故意 に 、 自 身 に 幻覚 を 見 せ て いる 人 は 、 必 然 的 に 、 大 いな る 罪人 に 成る か も し れ 
な い 。 

人 の 支配 的 な 感情 は 、 人 の 個人 的 な 星 の 光 を 特 化し 、 放 射 し 、 決 定 し 、 人 の 天国 
の 種 か 地獄 の 種 と 成る 。 

(ある 意味 、) 各 人 は 、 善 い 天 使 か 、 悪 の 使者 を 、 受 胎 し 、 産 み 、 育 て て いる 。 

真理 を 受胎 する と 、 善 い 霊 を 人 の 中 に 産み 出す 事 に 成る 。 

故意 の 虚偽 や 嘘 は 、 夢 魔 や 悪霊 を 産ん で 育て る 事 に 成る 。 

全て の 人 は 、 自 分 の 子 を 必ず 育て る 事 に 成る 。 

人 は 、 命 、 人 生 を 、 思 考 の た め に 使う 。 

自分 の 魂 を 新た に 創造 し て 魂 の 氷 遠 性 を 再発 見 し た 人 は 幸い で ある ! 


虚偽 や 嘘 と 死 を 育て る 事 に 自身 を 浪費 し た 人 に は 災い が 有る ! 

な ぜ な ら 、 全 て の 人 は 自分 が まい た 種 の 結果 を 刈り 入れ る 事 に 成る 。 

不安 や 混乱 の 感化 を 与え て し まう 、 会 話 で 有害 な 感化 を 与え て し まう 、 落 ち 着 か 
な いで 苦し ん で いる 人 が 何人 か 存在 する 。 

落ち 着 か な いで 苦し ん で いる 人 が いる と 、 人 は 荷 立ち を 感じ て し まう 。 

落ち 着 か な いで 苦し ん で いる 人 か ら 離 れ て も 、 人 は 怒り を 感じ た まま に 成っ て し ま 


し か し 、 倒 錯 を 秘め て いる 人 は 、 不 安 や 混乱 を 感じ る た め に 、 落 ち 着 か な いで 苦し 
ん で いる 人 を 探し 求め て 、 落 ち 着 か な いで 苦し ん で いる 人 が も た ら す 悪 感情 を 楽し 
む 。 

倒錯 し て いる 人 は 、 倒 錯 し た 精神 と いう 伝染 病 を 患っ て いる 。 

常に 、 倒 錯 し て いる 人 に は 、 秘 め た 動機 と し て 、 破 壊 へ の 潟 望 が 有る 。 

倒 錆 し て いる 人 の 最終 目的 は 、 自 殺 で ある 。 


中 略 


絶え 間 無 く 自 殺 を 望む 事 、 人 生 や 命 と 自然 を 中 傷 する 事 、 毎 日 、 死 ね ず に 死 を 思 
い 起こ す 事 は 、 永 遠 の 地獄 で あり 、 神 話 学 的 に 倒錯 し た 精神 の 象徴 で る る サタ ン へ 
の 罰 で ある 。 

ギリ シャ 語 で 「 悪 魔 」 を 意味 する 「Diabolos」 を 、 正 し く 翻 訳す る と 、「 倒 錯 者 」 と 成 
る 。 

「 人 は 、 命 の 肉体 の 快楽 で すら 、 倫 理 道徳 的 な 感覚 の 力 に よっ て し か 、 楽 し む 事 
が で き な い 」 事 は 、 放 少 者 が 気づい て いな い 神 秘 で ある 。 

快楽 と は 、 心 中 の 調和 に よる 音楽 で ある 。 


肉体 の 感覚 は 、 心 中 の 調和 に よる 音楽 の 、 楽 器 に 過ぎ な い 。 

堕落 し た 魂 が 触れ る と 、 肉 体 の 感覚 と いう 心中 の 調和 に よる 音楽 の 楽器 は 、 外 れ 
と 音 を 出し て し まう 。 

悪人 は 、 何 も 感じ る 事 が で き な い 。 

な ぜ な ら 、 悪 人 は 、 何 者 も 愛す る 事 が で き な い 。 

人 は 、 愛 する た め に は 、 正 し く 成 る 必要 が 有る 。 

結果 的 に 、 悪 人 に と っ て は 全て の も の が 空虚 で ある 。 

その た め 、 悪 人 に は 自然 が 不能 で ある と 誤っ て 見 えて し まう 。 

な ぜ な ら 、 悪 人 は 不能 で ある 。 

悪人 は 全て の も の を 疑う 。 

な ぜ な ら 、 悪 人 は 何 も 知 ら な い 。 

悪人 は 全て の も の を 冒 済 する 。 

な ぜ な ら 、 悪 人 は 審美 眼 が 無い 。 

悪人 は 堕落 させ る た め に 親切 に する 。 

悪人 は 本 林 する た め に 飲む 。 

悪人 は 忘れ る た め に 眠る 。 

悪人 は 死に 至る 傘 怠 を 我慢 する た め に 起き る 。 

悪人 は 、 肉 欲 の 奴隷 と 成る た め に 、 全 て の 法 と 義務 か ら 逃 避 し て 、 毎 日 、 生 き て い 
る 、 と 言う より は 、 死 ん で いる 。 

「 こ の 世 」 と 「 あ の 世 」 の 役に立た な く 成 っ た 人 に と っ て は 「 こ の 世 」 と 「 あ の 世 」 は 
役に立た な い 。 

星 の 光 は 、 仲 介する も の で ある 。 人 の 自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 人 の 星 の 
体 で ある 。 

人 の 星 の 体 は 、 言 い 換 える と 、 人 の 中 に 特 化し て いる 星 の 命 の 一 部 で ある 。 


人 の 星 の 体 、 人 の 星 の 命 の 一 部 は 、 四 大 元素 の 同化 と 形成 に 役立つ 。 

四 大 元素 は 、 人 の 存在 に 必要 で ある 。 

正しい 調和 し て いる 意思 で も 、 邪 悪 で あり 倒 錆 し て いる 意思 で も 、 人 の 意思 は 、 人 
の 星 の 体 に 直接 作用 し て 、 人 の 星 の 体 を 人 の 想像 通り に 形成 し て 、 人 を 引き つけ る 
美 し さ を 人 の 星 の 体 に 与え る 。 

人 の 心 の 奇形 、 人 の 心 の 醸 さ は 、 人 の 星 の 体 を 通じ て 、 人 の 肉体 の 本 さ を も た ら 
す 。 

な ぜ な ら 、 仲 介する も の で ある 、 人 の 星 の 体 は 、 人 の 肉体 と いう 建物 の 内 部 の 建 
設 者 で ある 。 

そし て 、 人 の 星 の 体 は 、 人 の 真 の 欲求 や 、 思 い 込 み と い っ た 人 工 的 な 欲求 に 従っ 
て 、 肉 体 を 絶え 間 無 く 変 える 。 

人 の 星 の 体 は 、 食 欲 な 人 の 腹 と 宮 を 含む 口 を 大 きく する 。 

人 の 星 の 体 は 、 け ちな 人 の 唇 を 薄く する 。 

人 の 星 の 体 は 、 淫 ら な 女性 の 目 つき を 恥知らず な 物 に する 。 

人 の 星 の 体 は 、 如 深い 人 や 意地 の 悪い 人 の 目 つ き を 陰険 な 物 に する 。 

人 の 魂 の 中 で 利己 心 が 支配 的 に 成る と 、 人 の 目 つ き は 冷た く 成り 、 人 の 顔つき は 
無慈悲 な 物 に 成り 、 形 の 調和 は 消え 、 利 己 心 の 特性 の 吸収 や 放射 に 応じ て 、 手 足 は 
乾く か 、 太 る 。 

自然 は 、 人 の 肉体 を 人 の 魂 に 似 た 形 へ 変え て 、 肉 体 と 魂 の 類推 可能 性 を 永遠 に 
保証 し て 、 絶 え 間 無く 調整 する 。 

心 は 良く な い が 肉 体 は 美しい 女性 よ 、 長 い 間 、 肉 体 が 美しい まま で は いら れ な い 
事 は 確実 で ある と 思い な さい 。 

肉体 の 美 し さ は 、 徳 を 積ん だ り 善 行 を し た りす る 事 を 条件 に 自然 か ら 前 借り し て 
いる 借金 で ある 。 


徳 や 善行 と いう 金 を 用 意 で きず に 、 期 限 を 超過 する と 、 自 然 と いう 金貸し は 、 無 慈 
悲 に 元 本 と 利子 を 奪う で あろ う 。 

倒錯 は 、 肉 体 の つり 合い を 崩し て 、 肉 体 を 改悪 し て 、 肉 体 を 自 壊 や 死に 駆り 立て る 
欲求 の 死に 至る 感化 力 を 造り 出す 。 

倒錯 し て いる 人 は 、 快 楽 が 減る ほど 、 快 楽に 飲 え る 様 に 成る 。 

楓 町 者 に は 、 赤 ワイ ン は 、 水 の 様 に 成っ て し まう 。 


中 略 


倒 錆 し た 人 は 、 逃 し た 快楽 が 、 長 期 の 共立 ちと 欲望 に 変わ っ て し まう 。 


倒 錆 し た 人 は 、 不 節制 が 殺人 的 に 酷く 成る ほど 、 至 福 が 近く に ある 様 に 誤っ て 思 


い 込 ん で し まう .…。 


以下 略 


第 4 部 大 いな る 実践 的 な 秘密 、 ま た は 、 知 の 実現 


第 4 部 序文 


カバ ラ と 魔術 の 気 高 い 知 は 、 超 常 的 な 現実 的 な 有効 な 効率 的 な 力 を 人 に 約束 す 
る 。 

も し カバ ラ と 魔術 の 知 が 力 を も た ら さ な いな ら ば 、 人 は 、 カ バラ と 魔術 の 知 を 虚偽 
ら 空 虚 な 無駄 な 物 で ある と 見 な すべ き で ある 。 

福音 書 を 意訳 する と 、 無 上 の 主 イ エス は 、 行 い に よ っ て 教師 を 判断 し な さい 、 と 話 
じい る 。 

「 行 い に よ っ て 判断 する 」 と いう 判断 の 法則 は 、 絶 対 で あり 、 誤 り が 無い 。 

も し 知 を 私 に 信じ させ た い の で あれ ば 、 行 い を 私 に 見 せな さい 。 

人 を 精神 的 な 解放 に まで 高め る た め に 、 神 は 、 人 か ら 神 を 隠し て 、 あ る 程度 、 世 界 
の 統治 を 人 に 委ね て いる 。 

人 が 、 人 の 創造 者 の 概念 を 常に 高め て 行く 事 に よっ て 、 徐 々 に 自身 を 完成 で きる 
様 に する た め に 、 神 は 、 人 が 、 自 然 の 偉大 さと 調和 に よっ て 、 神 を 推測 する に 任せ て 
いる 。 

人 は 、「 存 在 の 中 の 存在 」 と いう 神 の 名 前 に よっ て の み 、 神 を 認知 し て いる 。 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で 、 神 は 、「 存 在 の 中 の 存在 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

その た め 、 人 は 、 神 を 完全 に は 知ら ず 、 神 に つい て の 探求 を 試み て 、 神 に つい て の 
想像 に よっ て の み 、 神 を 認知 し て いる 。 

その た め 、 あ る 意味 で 、 人 は 、 人 の 創造 主 で ある 神 の 創造 主 と 成 る 。 

人 は 神 の 反映 で ある 、 と 人 は 信じ て いる 。 


人 は 神 を 反映 し て いる 、 と 人 は 信じ て いる 。 
その た め 、 人 は 、 自 身 に つい て の 幻想 を 無制限 に 拡大 し て 行く 事 に よっ て 、 こ の 世 
影 も 形 も 無い 、 こ の 世 の 空 間 に は 存在 し な い 、 神 の 影 を 無限 の 空間 に 大 ま か に 描 
く 事 が で きる か も し れ な いと 考え て いる 。 
神 を 創造 する 事 。 
自身 を 創造 する 事 。 
独立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 影響 を 受け な く 成 る 事 。 
「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら 
の 影響 を 受け な く 成る 事 」 は 、 確 か に 、 プ ロメ テウ ス の 夢想 より も 、 大 胆 な 計画 で ある 。 
「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら 
の 影響 を 受け な く 成 る 事 」 は 、 不 信心 な くら い 、 大 胆 な 表現 で ある 。 
「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら 
の 影響 を 受け な く 成 る 事 」 は 、( 神 聖 な ) 和 狂気 と 思え る ほど 、 大 胆 な 考え で ある 。 
「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら 
の 影響 を 受け な く 成 る 事 」 は 、 不 信心 な 誤解 を され 易い 表現 だ けが 逆説 的 で ある 。 
「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら 
の 影響 を 受け な く 成 る 事 」 は 、 あ る 意味 で 、 完 全 に 論理 的 で ある 。 
「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら 
の 影響 を 受け な く 成 る 事 」 は 、 達 道 者 達 の 知 が 実現 と 完全 な 成就 を 約束 し て いる 。 
実際 、 人 は 、 自 分 の 知 と 徳 か ら 類推 し て 、 神 を 創造 する 。 
人 は 、 人 の 理想 で ある 神 に つい て の 人 の 想像 を 、 人 に 許さ れ て いる 人 の 精神 的 な 
発達 段階 を 超え て 、 高 め る 事 が で き な い 。 
人 が 敬礼 し て いる 神 は 、 常 に 、 人 の 考え や 自身 の 鏡像 を 拡大 し た も の で ある 。 
徳 と 正義 の 絶対 を 想像 する 事 は 、 超 人 的 に 正しい 思い や り 深 い 人 に 成る 事 と 成る 。 


良質 な 精神 は 最大 の 富 で ある 。 

人 は 、 戦 いと 労苦 に よっ て 、 良 質 な 精神 を 獲得 する 必要 が 有る 。 

する と 、 人 は 、「 才 能 は 不平 等 で ある 」 と いう 異議 を 持ち 出す か も し れ な い 。 

ある 幼子 達 は 、 完 全 に 近い 肉体 を 持っ て 生ま れ て くる 。 

し か し 、「 進 歩 し て いる 自然 の わざ が 、 完 全 に 近い 肉体 を も た らし て いる 」 と 人 は 信 
じ る べき で ある 。 

完全 に 近い 肉体 を 与え られ た 幼子 は 、 完 全 に 近い 肉体 を 自分 の 努力 で 獲得 し た 
わけ で は な い が 、 少 な く と も 、 完 全 に 近い 肉体 を 、 幼 子 へ と 繋が っ て いる 人 達 の 功績 
の 集結 に よっ て 、 獲 得 し た の で ある 。 

ある 人 へ と 繋が っ て いる 人 達 の 功績 が 集結 する 事 は 、 自 然 の 秘密 の 1 つ で ある 。 

自然 が 根拠 無し に 何 か を 行う 事 は あり 得 な い 。 


金銭 や 土地 の 所 有 権 の 様 に 、 他 人 より も 発達 し た 知能 の 所 有 権 は 、 無 効 に で き 
な い 譲 渡 権 と 相続 権 で ある 。 
紗 皇 ズ 。 


神 は 、 創 造 主 で ある 神 の わざ の 完成 を 、 人 に 求め て いる 。 

人 が 、 自 身 を 損 う た め に 、 ま た は 、 自 身 を 向上 させ る た め に 利用 し た 全て の 瞬間 
は 、 来 世 の 全 て を 決定 する 。 

(正しい ) 人 は 永遠 の 命 を 生き る の で 、 永 遠 に 明 思 な 知性 の 獲得 に よっ て 、 ま た 、 永 
遠 に 正しい 意思 の 獲得 に よっ て 、 人 は 自身 を 形成 する 。 

な ぜ な ら 、 不 正 と 過誤 の 後に 残る 物 は 、 無 秩序 へ の 報い で ある 罰 し か な い 。 

善 を 理解 する 事 は 、 善 を 望む 事 に 成る 。 

正義 の 面 に お いて 、 望 ん で いる 事 は 、 行 う 事 に 成る 。 

その た め 、 福 音 書 を 意訳 する と 、 人 は 行い に よっ て 裁 か れる 、 と 記さ れ て いる 。 

人 の 行い は 、 人 を 、 人 が 存在 する 通り の 者 に する 。 


その た め 、 す で に 話し た 様 に 、 人 の 習慣 は 、 人 の 肉体 を 、 部 分 的 に 変化 させ る し 、 
時 に は 、 完 全 に 変化 させ る 。 

人 が 獲得 し た 肉体 の 形 、 ま た は 、 神 が 人 に 獲得 させ た 肉体 の 形 は 、 人 と いう 存在 
の 全て に と っ て 、 神 意 か 、 運 命 と 成る 。 

古代 エジプト 人 が 、 人 型 の 神 の 象徴 に 与え た 、 動 物 の 頭 と いっ た 不思議 な 象徴 
は 、 運 命 の 形 を 表す 。 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 ワ ニ の 頭 ( と カバ の 腹 ) を 持っ て いる 。 

ティ フォ ン は 、 カ バ の 腹 を 満足 させ る た め に 、 絶 え 間 無く ワニ の 頭 で 食 べ る 、 運 命 を 
定め られ て いる 。 

その た め 、 テ ィ フ ォ ン は 、 偵 欲 と 醒 悪 さ で 、 永 遠 の 破壊 の 運命 を 定め られ て いる 。 

人 は 、 過 和 失 か 溢 用 に よっ て 、 能 力 を 殺し て し まっ た り 高 め た り で きる 。 

人 は 、 自 然 が 与え て くれ た も の を 善 用 し て 、 新 し い 能 力 を 創造 で きる 。 

大 衆 は 、 よ く 、「 愛 情 は 制御 で きず 、 全 て の 人 が 神 を 信じ られ る わけ で は な く 、 自 分 
の 性 格 は 改善 で き な い 」 と 話す 。 

し か し 、 意 必 な 人 と 、 倒 錯 し た 人 だ けが 、「 愛 情 を 制御 で きず 、 神 を 信じ られ ず 、 自 
分 の 性 格 を 改善 で き な い 」 の で ある 。 

人 は 、 心 か ら 望 め ば 、 誠 実 な 人 、 信 心 深 い 人 、 思 いや り が ある 人 、 献 身 的 な 人 に 成 
れる 。 

人 は 、 正 し さ に よっ て 、 落 ち 着 き を 、 自 分 の 精神 に も た ら す 事 が で きる 。 

人 は 、 正 義 に よっ て 、 全 能 の 力 を 、 自 分 の 意思 に も た ら す 事 が で きる 、 様 に 。 

天 に お いて 信心 の 力 で 統治 で きれ ば 、 地 に お いて 知 の 力 で 統治 で きる 。 

自制 する 方 法 を 知る 人 は 、 自 然 の 王者 に 成 れ る 。 

後記 を 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 話 す つも り で ある 。 

どん な 手段 に よっ て 、 真 の 秘伝 伝授 者 は 、 命 の 主 に 成っ て いる の か ? 


どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 悲 し み と 死 を 超越 し て いる の か ? 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 予 言 と 変身 の 能力 を 持つ 古代 ギリ シャ の 海神 プロ 
テウ ス の 様 に 、 自 身 と 他 者 を 変身 させ る の か ? 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 様 に 、 予 見 の 力 を 発揮 す 
る の か ? 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス と ニコ ラ フラ メル の 様 に 、 黄 
金 を 錬 金 す る の か ? 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 若 返る た め に 、 復 活 者 ギヨーム ポス テル と カリ オス 
トロ の 秘密 を 得る の か ? 

要約 する と 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 魔 術 の 究極 の 
言葉 を 話す つも り で ある 。 


第 4 部 第 1 章 変身 に つい て 。 キ ルケ の 杖 。 メ ディ ア の 釜 。 魔 術 の 
武器 で 勝ち 取ら れ た 魔術 。 イ エズ ス 会 の 大 いな る 秘密 と 、 イ エズ 
ス 会 の 力 の 秘密 。 


ダニ エル 書 4 章 33 節 に は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 は 権力 と 信 慢 が 絶頂 の 時 に 突 
然 に 獣 に 変身 し た 、 と 記さ れ て いる 。 

ダニ エル 書 4 章 33 節 に は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 が 未開 の 場所 に 逃げ て 草 を 食べ 
て 影 と 髪 と 爪 が 伸び た 状態 の まま 7 年 間 を 経た 、 と 記さ れ て いる 。 

「 高 等 魔術 の 教理 14 章 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 狼 男 の 神 秘 に つい て の 考え を 
HI 

キル ケ の 例え 話 は 、 知 られ て いる し 、 理 解 さ れ て いる 。 

ある 人 か ら 他 人 へ の 、 決 定 的 な 「 支 配 力 」 は 、 真 の キル ケ の 杖 で ある 。 

ほぼ 全て の 人 の 人 相 に は 、1 体 以上 の 動物 と の 類似 が 有る 。 

言い 換え る と 、 ほ ぼ 全 て の 人 の 人 相 に は 、 特 化し た 先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 特徴 
が 有る 。 

肉欲 は 、 正 反対 の 肉欲 と 、 つ り 合っ て いる 。 

また 、 強 い 肉欲 が 、 弱 い 肉欲 を 支配 し て いる 。 

羊 を 圧倒 する た め に 、 牧 羊 大 は 、 狼 へ の 恐怖 を 利用 する 。 

も し 、 あ な た が 、 か わい い 子 猫 に 愛さ れ た い 犬 で ある な ら ば 、 猫 に 変身 する と いう 
手段 を 取る し か な い 。 

し か し 、 ど の 様 に し て 、 変 映す る の か !? 

観察 、 模 條 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 。 


観察 、 模 條 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 」 と いう 象徴 的 な 言葉 で 読者 は 理解 で きた 、 
と 思う 。 

観察 、 模 條 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 」 と いう 啓示 を 催眠 術 を か けた いと 望む 全て 
の 人 に 勧め る 。 

観察 、 模 條 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 」 と いう 啓示 は 、 催 眠 術 師 の わざ の 全て の 秘 
密 の うち 、 最 も 深い 秘密 で ある 。 

「 対 極 と の 対立 を つり 合わ せ て 、 自 分 の 動物 磁気 、 星 の 光 に 両極 性 を 与え る 事 」 
は 、 専 門 用 語 に よる 表現 で ある 。 

また は 、「 吸 収 の 中 心 へ 光線 を 傾け る た め に 、 吸 収 の 特性 を 自身 に 集中 させ る 
事 」。 

逆 も 同様 で ある 。 

すでに 話し た 、 諸 々 の 動物 の 形 の 助け に よっ て 、 人 の 磁気 の 両極 性 を 統治 で きる 。 

諸々 の 動物 の 形 は 、 想 像 力 を 固定 する の に 役立つ 。 

例え ば 、 あ な た は 、 あ な た の 様 に 両極 性 を 持つ 相手 に 、 磁 気 的 に 作用 し た いと 望 


ん で いる 、 と する 。 
も し 、 あ な た が 磁気 の 催眠 術 師 で あれ ば 、 あ な た は 最初 の 接触 で 相手 を 見 抜け る 
で あろ う 。 


あな た より も 、 相 手 は 、 ほ ん の 少し だ け 絞 い 、 と する 。 

例え る な ら 、 相 手 は 小さ い ネ ズミ で ある ハツ カネ ズミ で あり 、 あ な た は ハツ カネ ズ 
ミ よ り 大 きい ネズ ミ で ある 。 

自身 を 猫 に し な さい 。 

そう すれ ば 、 あ な た は 相手 を と ら え る で あろ う 。 


シャ ルル ペロ ー が 考案 し た 話 で は な い が 、 シ ャ ルル ペロ ー が 誰 よ り も 上 手 に 話し 
て いる 、 見 事 な 「 ペ ロー 童話 集 」 の 中 の 「 長 靴 を は いた 猫 」 と いう 話 で 、 不 思 議 な 猫 
は 、 機 転 を 利 か せ て 、 オ ー ガ を ネズ ミ に 変身 させ て 、 す ぐに 食べ た 。 

アプ レイ ウス の 「 黄 金 の ロバ 」 の 様 に 、 多 分 、「 マ ザー グー ス 」 は 、 真 の 魔術 の 口伝 
で あり 、 幼 子 の た め の 御伽 話 を 口実 に 、 知 の 虹 散 する べき 秘密 を 隠し て いる 。 

手 を か ざす だ け で 、 言 い 換 える と 、 手 振り 等 の 象徴 で 意思 を 表す だ け で 、 催 眠 術 
師 が 純 水 に 赤ワイン 、 リ キュ ー ル 、 考 えら れる 全て の 薬 の 味 や 特性 を 与え る 事 が で き 
る の は 知ら れ て いる 。 

猛獣 使い が 精神 的 に 催眠 的 に ライ オン より も 強く 姓 猛 に 変貌 し て ライ オン を 圧倒 
する 事 も 知ら れ て いる 。 

勇敢 な アフ リカ の ライ オン 狩り ules Gerard が 、 仮 に に ライ オン を 恐れ た ら 、 ラ イ 
オン に 食い 殺さ れ て し まう で あろ う 。 

ライ オン を 競 れ な いた め に は 、 人 は 、 想 像 力 と 意思 に よる 努力 に よっ て 、 ラ イオ ン よ 
り も 強く 衝 猛 に 変身 する 必要 が 有る 。 

ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、「 私 は ライ オン で あり 、 私 の 目 の 前 に いる 動物 
は ライ オン で ある 私 を 恐れ る 犬 に 過ぎ な い 」 と 自分 に 言い 聞か せる 必要 が 有る 。 

シャ ルル フー リエ は 、 反 ライ オン を 妄 想 し た 。 

ファ ラン ステ ー ル を 妄想 し た シャ ルル フー リエ の 反 ラ イオ ン と いう 妄 想 を 、 ラ イオ ン 
狩り Tules Gerard は 実現 し た 。 

し か し 、 大 衆 は 、「 ラ イオ ン を 恐れ な いた め に は 、 勇 敢 な 人 に 成っ て 十分 に 武装 す 
る だ け で 十分 で ある 」 と 言う で あろ う 。 

いい え 。 十 分 で は な い 。 

ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 自 身 を 心 で 知る 必要 が 有る 。 


言っ て みれ ば 、 ラ イオ ン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 跳躍 を 計算 で きる 
必要 が 有る 。 

ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 戦略 を 見 抜く 事 が で きる 必要 が 有 
る 。 

ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 爪 を 避け る 事 が で きる 必要 が 有る 。 

ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 動き を 予見 で きる 必要 が 有る 。 

要約 する と 、 優 れ た ラ フォ ン テ ー ヌ が 話し て いる 様 に 、 ラ イオ ン を 恐れ な いた め に 
は 、 人 は 、 ラ イオ ン 学 、 ラ イオ ン 術 の 達人 に 成る 必要 が 有る 。 

獣 、 動 物 は 、 人 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 生き て いる 象徴 で ある 。 

も し 、 あ な た が 、 あ る 人 を 騰 病 に し た の で あれ ば 、 あ な た は 、 あ る 人 を ウサ ギ に 変え 
た の で ある 。 

逆 に 、 も し 、 あ な た が 、 あ る 人 が 狂 猛 に 成る 様 に 追い に 込ん で し まっ た の で あれ ば 、 
あな た は 、 あ る 人 を 虎 に 変え た の で ある 。 

キル ケ の 杖 と は 、 女 性 が 持つ 魅了 する 力 で ある 。 

キル ケ の 杖 が オデ ュ ッ セ ウ ス の 戦友 を 豚 に 変え た の は 、 当 時 だ け の 話 で は な い 。 

破壊 し な い 変身 は 存在 し な い 。 

人 は 、 タ カ を ハト に 変え る に は 、 第 一 に 綱 す 必要 が 有り 、 そ れ か ら 、 最 初 の 形跡 を 
完全 に 破壊 する た め に 、 死 体 を 破片 に まで 切っ て 分 解 し 、 そ し て 、 メ ディ ア の 魔術 の 
釜 の 中 で 死体 の 破片 を 煮る 必要 が 有る 。 

(「 殺 す 」 等 は 、 例 え で ある 。) 

人 の 改心 を 達成 する た め に 、 近 代 の 秘 儀 祭司 達 で ある イエ ズ ス 会 が 、 ど の よう な 
手段 で 進め る の か 、 見 な さい 。 


例え ば 、 カ トリ ッ ク に お いて 、 多 か れ 少 な か れ 弱 く て 肉欲 に 夢中 な 人 を イエ ズ ス 会 
の 禁欲 的 な 宣教 師 に 変え る た め に 、 イ エズ ス 会 が 、 ど の よう に 取り 組む の か 、 見 な さ 
い 。 

イエ ズ ス 会 の 改心 の させ 方 に は 、 明 散 する べき イエ ズ ス 会 の 大 いな る 秘密 が 存在 
する 。 

イエ ズ ス 会 は 、 常 に 誤解 され 、 た いて い 中 傷 さ れる が 、 常 に 王者 で ある 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 と いう 名 前 の 本 を 注意 深く 読み な さい 。 

そし て 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ と いう 知 者 が 、 ど ん な 魔術 的 な 力 に よっ て 、 信 心 を 実 
現す る の か 、 気 づき な さい 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ は 、 弟 子 達 に 、 目 に 見 えな いも の を 見 、 触 り 、 史 ぎ 、 味 わ う 様 に 
命令 し て いる 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ は 、 祈 り を 通じ て 、 自 発 的 に 幻覚 を 見 る まで に 、 五 感 が 高まる 
事 を 望ん で いる の で ある 。 

弟子 達 が 宗教 の 神秘 に つい て 熟考 する 時 に 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ は 、 第 一 に 、 弟 
子 達 が 、 あ る 場所 を 想像 力 で 創造 し て 、 夢 見 、 見 、 触 る 事 を 望ん で いる 。 

も し 弟子 達 が 地獄 に つい て 熟考 する の で あれ ば 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ は 、 第 子 達 
に 、 燃 えて いる 岩 を 触ら せ 、 涯 青 の 様 に 深い 痢 の 中 で 泳がせ 、 液 体 の 硫黄 を 舌 の 上 
に 載せ 、 不 快 な 悪臭 で 鼻 の 穴 を 満た し 、 恐 ろ し い 摘 問 を 見 せ 、 人 の 声 と は 思え な い 
苦し ん で いる 人 の 中 き 声 を 聞か せる 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ は 、 弟 子 達 に 、 執 拓 な 鍛錬 に よっ て 忍耐 させ た 全て の も の を 

意思 で 創造 する 様 に 命令 し て いる 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 弟子 達 は 皆 、 自 己 流 で 自発 的 に 幻覚 を 見 る 事 を 達成 する 
が 、 常 に 、 最 も 感銘 を 受け た 方 法 で 自発 的 に 幻覚 を 見 る 事 を 達成 する 。 


イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 は 、「 暗 殺 教 団 」 の 指導 者 「 山 の 老人 」 が 書 事 に 役 
立て た 大 麻 に よる 幻覚 で は な い 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 は 、 眠 ら な いで 見 る 夢 で あり 、 狂 わな い 幻 覚 で あり 、 
論理 的 に 熟考 され た 望ま れ た 幻視 で あり 、 知 と 信心 に よる 現実 の 想像 に よる 創造 で 
ある 。 

その た め 、 イ エズ ス 会 士 は 、 教 え を 説く 時 に 、「 私 が 話す 事 は 、 私 が 、 目 で 見 た 事 、 
耳 で 聞い た 事 、 手 で 触れ た 事 で ある 」 と 話す 事 が で きる 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 で 鍛え られ た イエ ズ ス 会 士 は 、 自 分 の 様 に イグ ナチ 
オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 で 鍛え られ た イエ ズ ス 会 士 達 の 意思 の 輪 と 一 体 に 成る 。 

結果 的 に 、 各 イエ ズ ス 会 士 の 神父 は 、 イ エズ ス 会 と 同じ くら い 、 強 い 。 

また 、 イ エズ ス 会 は 、 俗 世 の 大 軍 よ り も 、 強 い 。 


第 4 部 第 2 章 若 さ を 保つ 方 法 と 、 若 返り の 方 法 。 カ リオ スト ロ の 
秘密 。 復 活 の 可能 性 。 復 活 者 ギヨーム ポス テル の 例 。 あ る 奇跡 を 
起こ す 労 働 者 の 話 な ど 。 


楓 町 し な いで 、 適 度 に 仕事 を する 、 完 全 に 規則 正しい 生活 の 人 は 、 た いて い 長 生 
さき で きる 、 事 は 知ら れ て いる 。 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 考え で は 、 長 生き は 、 老 年 の 延長 に 過ぎ な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 話し て いる 魔術 の 知 か ら 、 老 年 の 延長 、 以 外 の 特権 や 秘密 に 
つい て 尋ね る 権利 が 読者 に は 有る 。 

長く 若く いる 事 、 ま た は 、 若 返る 事 は 、 多 数 の 人 に は 、 望 まし い 大 事 な 事 に 思わ れ 
る で あろ う 。 

長く 若く いる 事 、 ま た は 、 若 返る 事 は 、 可 能 な の か ? 

長く 若く いる 事 、 ま た は 、 若 返る 事 は 、 可 能 な の か ? 調べ よう 。 

高 名 な サン ジェ ルマン 伯爵 は 死ん だ 、 事 は 疑わ な い 。 

し か し 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 曽 が 老い て 行く 姿 を 見 た 人 は いな い 。 

サン ジェ ルマン 伯 有 は 、 常 に 40 歳 に 見 えた 。 

名 声 が 絶頂 の 時 に 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、80 歳 を 超え て いる 、 と 話し て いる 。 

ニノ ンド ラン クロ は 、 考 年 の 時 で も 、 未 だ に 若く 美しく 魅力 的 な 女性 で あっ た 。 

ニノ ンド ラン クロ は 、 老 い ず に 、 死 ん だ 。 

高 名 な 手相 占い 師 Desbarrolles は 、 長 い 間 、35 歳 に 見 えて いる 。 

も し Desbarrolles が 自分 の 出生 証明 書 を 大 胆 に も 見 せ た ら 外見 年 齢 と は 全く 
異な る 実 年 齢 が 記さ れ て いる で あろ う が 、 誰 も 信じ な いで あろ う 。 

カリ オス トロ は 、 常 に 同じ 年 齢 の まま に 見 えた 。 


カリ オス トロ は 、 少 し の 間 だ け 若 返る 、 若 返り 楽 エ リク サー を 持っ て いる と 話し て い 
だ だ け で は な か っ た 。 

「 魔 術 の 歴史 第 6 巻 第 2 章 」 で エリ ファ ス レヴ ィ が 詳し く 説 明 し て 解析 し た カリ 
オス トロ の 方 法 で 、 カ リオ スト ロ は 、 肉 体 の 復活 が 可能 で ある と 自ら 誇っ て いた 。 

カリ オス トロ と サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 若 さ を 保 て た 原因 が 、 万 能 薬 の 存在 と 利用 

で ある と し て いた 。 

非常 に 多数 の ヘル メス の 錬金術 師 達 は 、 空 し くも 、 万 能 薬 を 探求 し た 。 

16 世紀 の 秘伝 伝授 者 で ある 、 善 恨 な 学 の 有る ギヨーム ポス テル は 、 ヘ ル メ ス の 
錬金術 の 大 いな る 秘密 を 所 有 し て いる と は 話さ な か っ た 。 

それ に も か か わら ず 、 老 いた 衰弱 2 ギヨーム ポス テル は 、 し 
わ の 無い 、 輝 く 色 江 の 顔 と 肌 、 黒々 と し た 式 と 髪 、 生 き 生 き と し た 力強い 肉体 と いう 
姿 で 再び あら われ た 。 

ギヨーム ポス テル へ の 敵対 者 は 、 ギ ヨー ム ポス テル が 化粧 を し て 髪 も 黒く 染め た 、 
と 誤っ て 主 虹 し た 。 

な ぜ な ら 、 他 人 を 笑い も の に する 人 や 似非 学者 は 、 自 分 が 理解 で き な い 現象 に 対 
し て 、 何 ら か の 説明 を 見 つけ る 必要 が 有る 。 

大 いな る 魔術 の 、 肉 体 の 若 さ を 保つ 方 法 と は 、「 最 初 」 の 生き 生き と し た 感情 と 思 
考 を 大 事 に 保っ て 、 魂 を 老化 か ら 守 る 事 で ある 。 

堕落 し た 大 衆 は 、「 生 き 生 き と し た 感情 と 思考 」 を 妄想 と 呼ん で いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「『 最 初 』 の 生き 生き と し た 感情 と 思考 」 を 「 永 遠 の 真理 の 
『 最 初 』 の 幻想 」 と 呼ぶ つも り で ある 。 

地上 で 、 幸 福 、 友 愛 、 思 いや り 、 人 の 歩み を 全て 数 えて いて くれ て 人 の 涙 に 報い て 
くれ る 母性 的 な 神意 を 信じ て いる 人 を 、 堕 落し た 大 衆 は 、 完 全 に だ まさ れ て いる 人 で 
ある 、 と 誤っ て 話す で あろ う 。 


堕落 し た 大 衆 は 、 魂 の 全て の 喜び を 失 く し て いる 自分 は 強い 者 で ある 、 と 誤っ て 思 
い 込 ん で いる 自分 こそ 、 だ まさ れ て いる 人 で ある と 理解 し て いな い 。 

心 の 善良 さ を 信 じ る 事 は 、 心 の 善良 さ を 所 有する 事 に 成る 。 

その た め 、 マ タイ に よる 福音 18 章 で 、 世 界 の 人 々 の 救い 主 イ エス は 、 神 の 王国 を 
幼子 の 様 な 者 に 成っ た 人 に 約束 し た 。 

幼子 の 様 な 者 と は 、 何 者 な の か ? 

幼子 の 様 な 者 と は 、 信 じ る 時 期 の 者 で ある 。 

幼子 は 、 人 生 に つい て 未だ 何 も 知ら な い 。 

その た め 、 幼 子 は 、 不 滅 の 確信 と いう 光 を 放っ て 輝い て いる 。 

幼子 は 、 母 の 腕 の 中 で 、 献 身 、 思 いや り 、 友 愛 、 神 意 の 愛 を 疑 え る か ? いい え ! 
幼子 は 、 母 の 腕 の 中 で 、 献 身 、 思 いや り 、 友 愛 、 神 意 の 愛 を 疑 え な い ! 

心 で 幼子 の 様 な 者 に 成り な さい 。 

心 で 思い や りや 神意 を 信じ な さい 。 

そう すれ ば 、 肉 体 を 若い まま 保てる で あろ う 。 

美 し さ と 善良 さ に お いて 、 神 の 実体 や 、 自 然 の 実体 は 、 全 て の 人 の 想像 を 、 無 限 に 
超越 し て いる 。 

その た め 、 こ の 世 が 嫌 に 成っ て いる 人 は 、 幸 福 に 成る 方 法 を 知ら な い 人 で ある 。 

この 世に 幻滅 し て いる 人 の 嫌悪 は 、 こ の 世に 幻滅 し て いる 人 が 、 濁 っ た 流れ の 水 
で 本 本 し て いる だ け で ある 事 を 証明 し て いる 。 

肉欲 の 快楽 を 楽し む ひ た め に すら 、 人 は 倫理 道徳 的 な 感覚 を 持つ 必要 が 有る 。 

人 生 を 中 傷 す る 人 が 、 人 生 を 溢 用 し か し て いな い の は 確か で ある 。 

すでに 証明 し た 様 に 、 高 等 魔術 は 、 人 を 、 最 も 清らか な 倫理 道徳 の 法 へ 導い て 戻 
す 。 


ある 達 道 者 は 、「 神 聖 な も の を 見 つけ る か 、 神 聖 な 者 に 成る か 、 で ある 」、「 神 聖 な 
も の を 見 つけ る か 、 神 聖 な 事 を 為す か 、 で ある 」 と 話し て いる 。 

な ぜ な ら 、「 幸 福 に 成る た め に は 、 こ の 世 で すら 、 人 は 、 神 聖 な 者 に 成る 必要 が 有 
る 」 と 高等 魔術 は 理解 させ る 。 

神聖 な 者 に 成る ! 

言う の は 簡単 で ある 。 

し か し 、 ど の 様 に し て 、 も う 信 じ て い な い 人 に 、 信 心 を 与え る の か ? 

どの 様 に し て 、 悪 徳 に よっ て 「 塩 味 」 を 失 く し た 心 に 、 徳 と いう 「 塩 味 」 を 取り 戻す の 
か ? 

(マタ イ に よる 福音 5 章 13 節 「 塩 気 」、「 塩 味 」) 

「 知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 」、「 知 る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 」、「 知 る た め に 考 
える 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 」 と いう 知 の 4 つの 言葉 を 、 人 は 頼る 必要 が 有る 。 

人 は 、 嫌 悪 を 抑え て 、 義 務 を 学び 、 好 ん で いる か の 様 に 義務 を 実践 する 必要 が 有 
る 。 

あな た は 不信 心 者 で ある が 、 キ リス ト 教 徒 に 成る 事 を 望ん で いる の か ? 

それ な ら ば 、 キ リス ト 教 の 儀式 を 行い な さい 。 

キリ スト 教 の 言葉 を 用 いて 、 規 則 正 し く 定 期 的 に 祈り な さい 。 

秘跡 信じ て いる か の 様 に 、 秘 跡 に 近づき な さい 。 

そう すれ ば 、 い つの 間 に か 、 あ な た は 、 キ リス ト 教 を 信じ て いる で あろ う 。 

「 行 動 す る 事 に よっ て 、 行 動 に 対応 し て いる 概念 を 得る 」 事 が 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ 
ラ の 「 霊 操 」 が 含ん で いる 、 イ エズ ス 会 の 秘密 で ある 。 

同様 に し て 、 愚 者 は 、 知 を 忍耐 強く 望め ば 、 賢 者 に 成 れ る で あろ う 。 

魂 の 習慣 を 変え る 事 に よっ て 、 人 は 、 肉 体 の 習慣 を 変え る 事 が で きる 、 の は 確か で 
ある 。 


すでに 話し た 様 に 。 す で に 方 法 を 説明 し た 様 に 。 

特に 、 人 を 醐 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 何 で ある か ? 

人 を 醒 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 憎 悪 と 恨み で ある 。 

人 を 醒 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 他 人 に つい て 行う 好意 的 で は な い 判 断 、 
裁き で ある 。 

人 を 醒 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 虚 栄 心 を 傷 つけ られ て 怒る 事 、 虚 栄 心 を 傷 
つけ られ て 逆恨み する 事 で ある 。 

人 を 醒 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 満 た され な い 肉 欲 で ある 。 

思い や り 深 い 哲 学 は 、 人 を 柄 悪 に し て 人 を 老化 させ る 全て の 悪 を 予防 し て くれ る 。 

も し 人 が 隣人 の 欠点 に 目 を つぶ り 、 隣 人 の 美 点 だ け を 考え た ら 、 人 は 普遍 に 善 や 
立 良 さと 思い や りや 善行 を 見 つけ られ る で あろ う 。 

最悪 な 人 に も 良い 面 は 有る 。 

その た め 、 人 が 、 最 悪 な 人 の 良い 面 を 理解 する 方 法 を 知る と 、 最 悪 な 人 は 悪 を 和 
ら げ る で あろ う 。 

も し 、 あ な た に 悪人 と 共通 点 が 無けれ ば 、 悪 人 の 悪い 所 に 気づく 事 す ら な い は ず 
で ある 。 

あな た に も 悪い 所 が 有る の で 、 悪 人 の 悪い 所 に 気づく の で ある 。 

友愛 と 、 友 愛 が 鼓舞 する 献身 は 、 持 獄 で すら 見 つか る 。 

フラ ンス の 恐怖 の 犯罪 者 ラス ネー ル は 、 借 り た 金 を 誠実 に 返し 、 頻 繁 に 寛大 な 優 
し い 行 い を し た 。 

盗 虚 ル イド ミニ ク カル トゥ ーシュ と 盗賊 ルイ マン ドラ ン の 犯罪 者 人 人生 の 中 に も 涙 
を 誘う 善行 が 存在 し た 事 を 疑わ な い 。 

完全 な 悪人 も 、 完 全 な 立 人 も 、 存 在 し な い 。 


マタ イ に よる 福音 19 草 17 節 で 、 最 も 将 人 で ある 主 イ エス は 、「 善 い 者 は 、 神 だ け 
で ある 」 と 話し て いる 。 

多く の 場合 、 人 が 徳 へ の 熱意 と 呼ん で いる 自分 の 美 点 は 、 高 飛車 な 隠れ た 自 惚 
れ 、 隠 れ た 始 、 矛 盾 に 満ち た 人 徴 慢 で し か な い 。 

次 の 様 に 、 神 秘 的 な 神学 者 は 話し て いる 。 


「 明 ら か に 無秩序 な 者 や 恥ず べき 罪人 を 見 た 時 は 、 神 が 、 私 達 よ り も 、 大 き な 試 練 を 
罪人 た ち に 受け させ て いる 、 と 信じ よう 。 

また 、 確 実に 、 ま た は 、 少 な く と も 十 中 八 九 、 私 達 は 、 罪 人 た ちよ り も 、 劣 悪 で ある 、 と 
信じ よう 。 

また 、 私 達 が 罪人 た ちの 立場 に 立っ て いた ら 、 私 達 は 、 罪 人 た ちよ り も 、 悪 い 事 を 多 
数 し て いる は ず で ある 、 と 信じ よう 」 


平和 ! 平和 |! 

平和 は 、 魂 の 無 上 の 幸福 で ある 。 

平和 を 人 に 与え る た め に 、 イ エス キリ スト は 、 こ の 世に 降臨 し た 。 

ルカ に よる 福音 2 章 14 節 で 、 救 い 主 イエ ス が 生ま れ た 時 に 、 天 使 達 は 、「 無 上 の 
高み で は 、 神 に 栄光 あれ ! 地上 で は 、 神 の 御 心 に 適う 人 に 平和 あれ !」 と 叫ん で い 
る 。 

初期 の キリ スト 教 の 古代 の 教父 達 は 、 悲 し み を 、8 番目 の 大 罪 、8 番目 の 死に 至る 
大 罪 に 数 えて いた 。 

実際 、 真 の キリ スト 教徒 に と っ て は 、 後 悔 や 良心 の 町 責 で すら 、 悲 し み で は な い 。 

後悔 や 良心 の 町 責 は 、 慰 めで あり 、 喜 び で あり 、 勝 利 で ある 。 


「 私 は 、 悪 を 望ん で いた が 、 も う 悪 は 望ま な い 。 
私 は 、 か つて 死ん で いた が 、 こ れ か ら は 生き て いる 」 


ルカ に よる 福音 15 章 で 、 放 薄 息 子 の 父 は 、 放 薄 息 子 が ( 父 の 所 に 、 神 の 所 に 、 善 
に ) 戻 っ た の で 、 肥 えた 子 牛 を 層 っ て 祝っ た 。 

放 湯 息 子 の 悔い 改め を 父 が 受け 入れ て くれ た 時 、 放 薄 息 子 に 何 が で きる で あろ う 
か ? 

放 湯 息 子 の 悔い 改め を 父 が 受け 入れ て くれ た 時 、 放 消息 子 が 困惑 し て 涙 を 流す 
の は 、 疑 い 無い ! 

た だ し 、 放 湯 息 子 の 悔い 改め を 父 が 受け 入れ て くれ た 時 、 放 消息 子 は 、 何 より も 、 
喜ぶ で あろ う ! 

この 世に は 、 罪 と 狂 愚 と いう 、 唯 一 の 悲し い 物 が 存在 する 。 

私 達 は 、 罪 と 狂 愚 か ら 解放 され た の だ か ら 、 微 笑み 、 喜 び の 声 を あげ よう 。 

私 達 が 神 と イエ ス に 救 わ れ た の で 、 天 で 私 達 を 愛し て いる 者 達 は 全て 喜ぶ ! 

人 は 、 全 て 、 死 の 原理 と 、 不 死 の 原理 を 心 の 中 に 抱い て いる 。 

死 は 、 獣 で ある 。 

( 獣 は 、 肉 欲 の 例え で ある 。) 

常に 、 死 と いう 獣 は 、 非 人 間 的 な 狂 愚 を も た ら す 。 

神 は 、 和 狂人 、 愚 者 を 愛さ な い 。 

な ぜ な ら 、 神 の 精神 は 、 知 の 精神 と 呼ば れ て いる 物 で ある 。 

狂 患 は 、 受 難 と 奴隷 と し て の 労苦 に よっ て 、 狂 患 の 罪 を つぐ な う 。 

棒 は 、 獣 の た め に 創造 され た 。 

棒 は 、 動 物 的 人 間 の た め に 創造 され た 。 

常に 、 苦 し み は 、 警 告 で ある 。 


「 苦 し み は 、 警告 で ある 」 と 理解 し て いな い 人 に は 、 苦 し み は 、 よ り 一 層 、 悪 く 成 っ て 
し まう 。 

自然 が 手綱 を 痛い くら い に 引 く 時 、 人 は 正道 か ら 外 れ て いる 。 

人 は 道 を 踏み 外し て いる 。 

自然 が 鞭 打 つ 時 は 、 人 に 危険 が 迫っ て いる 。 

苦し み に つ いて 熟考 し な い 人 に は 災い が 有る ! 

人 は 、 死 ぬ 用 意 が 出来 た ら 、 悔 い 無く 命 を 離れ 、 人 に 命 を 取り 戻さ せよ うと させ る 
事 は 何 も の に も で き な い で あろ う 。 

た だ し 、 死 が 早 過 ぎる 時 は 、 魂 は 命 を 惜しみ 、 巧 み に 奇 跡 を 起こ せる 人 は 、 魂 を 肉 
体 に 呼び 戻す 事 が で きる で あろ う 。 

聖書 に は 、 復 活 に 用 いる 必要 が 有る 手順 が 記さ れ て いる 。 

預言 者 エリ シャ と 使徒 パウ ロ は 復活 に 成功 し て いる 。 

死ん で いる 人 を 復活 させ た い 人 は 、 自 分 の 両足 を 死ん で いる 人 の 両足 の 上 に 重 
ね て 、 自 分 の 両手 を 死ん で いる 人 の 両手 の 上 に 重ね て 、 自 分 の 口 を 死ん で いる 人 の 
口 に 重ね て 、 死 ん で いる 人 を 磁化 する 必要 が 有る 。 

それ か ら 、 長 時 間 、 意 思 を 全て 集中 し て 、 で きる 限り の 思い や り の 思い を 込め て 、 
思い や り の 有る 全て の 事 を 考え て 、 肉 体 か ら 離脱 し た 魂 を 意思 に 呼び 寄せ る 。 

も し 、 術 者 が 、 魂 に 、 多 数 の 愛情 か 、 大 いな る 明 敬 を 吹き 込め た ら 、 も し 、 術 者 が 魂 
と 磁気 的 に 交流 し て いる 思考 の 中 で 、 術 者 が 「 魂 に は 未だ 命 が 必 要 で ある 」 事 と 
「 魂 に は 、 下 の 『 こ の 世 』 で 、 幸 福 な 日 々 が 未だ 用 意 さ れ て いる 」 事 を 魂 に 説得 で きた 
ら 、 魂 が 肉体 に 戻る の は 確か で あろ う 。 

そし て 、 あ り ふ れ た 科学 者 に と っ て 、 外 見 の 死 は 、 皆 睡 状態 に 過ぎ な く 成 る で あろ 


に 


フ 。 


女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 、 皆 睡 状態 の 後に 、 復 活 さ せ て 、 若 
返ら せ た 。 
その た め 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、「 復 活 者 ポス テル 」 と 名 乗る 様 に 成っ た 。 


以下 略 


第 4 部 第 3 章 死 の 大 いな る 秘密 


人 は 、 よ く 、 最 も 美しい 命 で も 必ず 終わ る 事 を 考え て 悲し く 成る 。 

人 が 死 と 呼ん で いる 明 散 する べき 未知 の 物 が 近づく 事 は 、 人 に 、 命 の 全て の 喜び 
を 考え させ る 事 に よっ て 、 嫌 悪 の 感情 を 引き 起こ す 。 

も し 人 の 命 が 必 ず 少 し し か 無い の で あれ ば 、 な ぜ 、 人 は 生ま れる の か ? 

幼子 は 必ず 死ぬ の に 、 な ぜ 、 思 いや り 深 く 幼 子 を 育て る の か ? 

「 な ぜ 、 人 は 生ま れる の か ?」 と いっ た 常に ある 悲し い 疑問 は 、 人 の 無知 に よる 物 
で ある 。 

「 な ぜ 、 人 は 生ま れる の か ?」 と いっ た 疑問 を 、 保 護 膜 で ある 羊 膜 を 破っ て 脱い で 、 
未知 の 「 こ の 世 」 に 投げ 出さ れる 、 誕 生 が 近づい て いる 、 人 の 胎児 は 、 漢 然 と 自身 に 
間 い か け て いる か も し れ な い 、。 

誕生 の 神秘 を 学ば う ! 

そう すれ ば 、 死 の 大 いな る 秘密 の 鍵 を つか め る で あろ う ! 

自然 の 法 が 女性 の 胎内 に 投じ た 、 肉 体 を まとっ た 霊 は 、 ゆ っ くり と 目覚 め る 。 

霊 は 、 後 で 絶対 に 必要 と 成る 諸 器 官 の 創造 に 取り 組む 事 に 成る 。 

し か し 、 胎 児 の 状態 で は 、 諸 器官 が 育つ に つれ て 、 諸 器官 が 霊 に も た ら す 不快 感 
は 増大 し て 行く 。 

胎児 と いう 命 の 最高 に 幸福 な 時 期 は 、 蝶 の さなぎ の 時 期 に 似 て いる 。 

胎児 は 、 胎 児 の 保護 に 役立つ 羊 膜 を 周囲 に 張る 。 

人 児 は 、 糧 を 与え て くれ る 、 衝 撃 か ら 保 護 し て くれ る 羊水 と いう 流体 の 中 を 泳ぐ 事 
に 成る 。 

胎児 の 時 期 、 胎 児 は 、 自 由 で あり 、 苦 し み を 感じ な い 。 


胎児 は 、 普 遍 の 命 の 中 に いる 。 
児 は 、 自 然 が 記憶 し て いる 印象 を 受け 取る 。 

胎児 が 自然 か ら 受 け 取 る 印象 は 、 後 に 、 胎 児 の 肉体 の 形成 や 、 胎 児 の 顔 の 造形 
を 決定 する 。 

胎児 の 時 期 と いう 幸福 な 時 期 は 、 胎 児 の 幼子 の 時 期 で ある 、 と 言え る か も し れ な 


王 


い 。 

胎児 の 幼子 の 時 期 の 後に 、 胎 児 の 青春 期 が 続く 。 

人 の 形 は 、 明 確 に 成り 、 性 別 が 決定 され る 。 

母 の 羊 膜 と いう 卵 の 中 で 、 幼 子 の 時 期 の 後に 続く 青春 期 の 漠然 と し た 夢想 に 似 
て いる 、 心 の 動き が 起こ る 。 

胎盤 は 、 胎 児 の 外形 で あり 、 胎 児 の 実質 的 な 肉体 で ある 。 

胎盤 は 、 胎 盤 内 に 、 す で に 胎 毅 を 断ち 切っ て 胎 毅 を 脱 け 出 そ う と する 傾向 が 有る 
未知 の 者 で ある 胎児 を 感じ る 。 

その 時 、 胎 児 は 、 よ り 明確 に 、 夢 の 命 へ 入る 。 

胎児 の 脳 は 、 母 の 脳 の 鏡 と し て 働い て 、 母 の 想像 力 を 、 多 大 な 力 で 再現 する た め 
胎児 の 脳 は 母 が 想像 し て いる 形 を 胎児 の 手足 に 伝え る 。 

その 時 、 胎 児 に に っ て の 母 は 、 人 に と っ て の 神 と 成り 、 未 知 の 目 に 見 えな い 神 意 と 
成る 。 

胎児 は 、 母 が 敬礼 する 全て の も の と 、 自 身 を 同一 に する くら い 、 神 の 様 な 母 を 望む 。 

胎児 は 、 母 に 固執 する 。 

胎児 は 、 母 に よっ て 生き る 。 

胎児 は 、 母 を 見 た 事 は 無い が 。 

また 、 胎 児 は 、 母 を 理解 する 方 法 す ら 知 ら な い が 。 


も し 胎児 が 哲学 的 に 思索 で きた ら 、 多 分 、 胎 児 は 、 母 の 個人 的 な 存在 性 と 知性 を 
否定 する で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 胎 児 に と っ て 、 母 は 、 未 だ 、 運 命 的 な 呈 獄 で あり 、 胎 児 の 生命 を 保護 し 
保持 する 器官 に 過ぎ な い 。 

し か し 、 少 し ずつ 、 母 に よる 奴隷 状態 は 、 胎 児 を 苦し め る 。 

胎児 は 、 身 を よじ ら せ て 、 苦 し み 、 胎 児 と し て の 人 生 が 終わ ろう と し て いる の を 感じ 
る 。 

それ か ら 、 け いれ ん と 苦し み の 時 が 来る 。 

胎児 を 束縛 し て いた 物 が 断ち 切ら れる 。 


胎児 は 、 未 知 と いう 底無し の 淵 に 堕ち よう と し て いる の を 感じ る 。 
成 惹 され た 。 


胎児 は 、 堕 ち て 、 痛 み で 精神 的 に 粉々 に 成り 、 不 思 議 な 冷た さ に と ら わ れる 。 

胎児 が 吐き 出し た 、 最 後 の 溜 め 息 は 、 最 初 の 泣き 声 に 変わ る 。 

胎児 と し て の 命 は 死ん だ ! 

胎児 は 、 人 の 命 へ と 生ま れ た ! 

胎児 と し て の 人 生 の 間 、 胎 児 は 、 胎 盤 が 肉体 で ある と 思っ て いた が 、 実 際 は 、 胎 盤 
は 胎児 の た め の 特 別 な 肉体 で あっ た 。 

胎児 の 肉体 と し て の 胎盤 は 、 胎 児 に と っ て の 来世 で ある 誕生 後 は 無用 で ある 。 

誕生 し た 時 に 、 胎 児 の 肉体 と し て の 胎盤 を 、 汚 れ た 物 と し て 脱ぎ 捨て る 必要 が 有 
る 。 

人 と し て の 人 生 の た め の 了 肉体 は 、 第 2 の 人 生 の 外皮 の 様 な 物 で あり 、 肉 体 の 死 
後 の 来 世 の 第 3 の 人 生 で は 無用 で ある 。 

その た め 、 肉 体 の 死後 の 第 2 の 誕生 の 時 に 、 人 は 、 肉 体 を 脱ぎ 捨て る 。 


天 で の 人 生 と 比較 し た 、 こ の 世 で の 人 生 は 、 正 に 、 こ の 世 で の 人 生 と 比較 し た 胎 
児 と し て の 人 生 で ある 。 

人 の 邪悪 な 肉欲 が 人 を 精神 的 に 殺す と 、 自 然 は 人 を 流産 し て 、 人 は 早産 で 魂 の 
永遠 の 人 生 に 生ま れ て し まい 、 ヨ ハネ の 回 示 録 2 章 11 節 で 使徒 ヨハ ネ が 「 第 2 の 
死 」 と 呼ん で いる 景 散 す る べき 分 解 に 人 は さら され て し まう 。 

忘 我 状 態 の 者 達 の 不断 の 口伝 に よる と 、 人 生 の 失敗 作 で ある 悪人 は 、 地 上 の 大 
気 中 を 超越 で きず に 泳ぎ 続け て 、 少 し ずつ 地上 の 大 気 に 吸収 され て 消 減 し て し まう 。 

死ん だ 悪 人 は 、 人 の 形 を 有 し て は いる が 、 常 に 、 切 り 取 られ て いた り 、 不 完全 で あ 
る 。 

ある 死ん だ 悪人 に は 片手 が 無く 、 あ る 死ん だ 悪人 に は 片腕 が 無く 、 あ る 死ん だ 悪 
人 に は 胴体 し か 無く 、 あ る 死ん だ 悪人 に は 青白 い 転がる 頭 部 し か 無い 。 

生前 に 負っ た 精神 的 な 損傷 が 、 死 ん だ 悪人 の 昇天 を 妨げ て いる 。 

精神 的 な 損傷 が 、 奇 形 を 、 死 ん だ 悪人 の 星 の 体 に も た らし て いる 。 

精神 的 な 損傷 に よっ て 、 少 し ずつ 、 死 ん だ 悪人 の 存在 性 が 全て 漏れ 出 て 行く 。 

や が て 、 死 ん だ 悪人 の 魂 は 裸 に 成っ て し まう 。 

死ん だ 悪人 は 、 ど ん な 犠牲 を 払っ て で も 、 魂 の 新しい ヴェ ー ル を 作っ て 、 精 神 的 な 
恥部 を 隠す た め に 、 マ タイ に よる 福音 22 章 13 節 の 「 外 の 痢 」 に 自ら 引き ずり 込ま れ 
る 事 を 余儀 無く され 、 古 代 の 混 沖の 眠れ る 海 、 死 ん だ 悪人 達 の 海 の 中 を ゆっ くり と 
通過 する 。 

精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 は 、 胎 児 の 第 2 の 形 で ある 、 ラ ル ヴ ァ に 成る 。 

精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 気 体 の 様 な 星 の 体 を 、 生 き て いる 他 
人 の 肉体 か ら の 流血 の 蒸気 で ( 霊 化 し た り 物 質 化 し た り し て ) 養 う 。 

その た め 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラル ヴァ は 、 剣 先 を 恐れ 


度々 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 不 道徳 な 人 に と りつ いて 、 不 道 
恵 な 人 の 命 に よっ て 生き る 。 

胎児 が 母 の 胎内 で 生き る 、 様 に 。 

その 状況 に お いて 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラル ヴァ は 、 不 道徳 な 人 の 
狂っ た 欲望 を 表す 、 恐 る べき 奇形 を 取る 事 が で きる 。 

黒 魔術 の 言語 道断 の 儀式 で 、 劣 悪 な 魔術 師 の 前 に 悪魔 の 姿 で 現れ る 者 は 、 精 神 
的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ で ある 。 

精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 光 を 恐れ 

特に 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 知 の 光 を 恐れ 

知 の 光 は 、 雷 の 様 に 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ の 星 の 体 を 十分 に 
破壊 で き て 、 死 ん だ 悪人 達 の 海 に 投げ 入れ る 。 

(「 死 ん だ 悪人 達 の 海 」、「Dead Sea」 を パレ スチ ナ の 塩 湖 「 死 海 」、「Dead Sea」 
と 混同 し な い 様 に 。) 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 第 3 章 」 で エリ ファ ス レヴ ィ が 啓示 し た 物 は 全て 、 予 
見 者 の 口伝 に よる 物 で あり 、「 大 天文 学 ま た は 直感 哲学 」 で パラ ケル スス が 「 直 
哲学 」 と 呼ん で いる 超常 的 な 哲学 の 名 前 に お いて の み 学 問 の 前 に 立て る 事 が で き 
る 。 


第 4 部 第 4 章 秘 密 の 中 の 秘密 、 神 の 秘密 。 


大 いな る 秘密 、 言 い 換 える と 、 言 い 表 せな い 説 明 で き な い 秘密 と は 、 善 悪 の 絶対 
の 知 で ある 。 

創世 記 3 章 5 節 で 、 蛇 は 、「 善 悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ た 時 、 あ な た は 神々 の 様 
に 成る で あろ う 」 と 話し て いる 。 

創世 記 2 章 17 節 で 、 神 で ある 知 は 、「 も し 人 が 善悪 の 知 の 木 の 果実 を 食べ た ら 
人 は 、 い つか 死ぬ 事 に 成る 」 と 答え て いる 。 

その た め 、 療 と 、 悪 は 、 同 一 の 木の根 か ら の 、 同 一 の 木 の 上 に 、 果 実 を も た らし て 
いる 。 

立 の 体現 者 は 神 で ある 。 

悪 の 体現 者 は 悪魔 で ある 。 

神 の 秘密 や 神 の 知 を 知る 事 は 、 神 に 成る 事 に 成る 。 

悪魔 の 秘密 や 悪魔 の 知 を 知る 事 は 、 悪 魔 に 成る 事 と 成る 。 

神 と 悪魔 に 同時 に 成る 事 を 望む の は 、 最 も 完全 な 二 律 育 反 を 自身 に 取り 込む 事 
に 成る 。 

最も 不 自然 な 2 つの 正反対 の 力 を 自身 に 取り 込む 事 に 成る 。 

無限 の 対立 を 自身 に 閉じ 込め よう と 望む 事 に 成る 。 

太陽 と いっ た 諸々 の 恒星 と 諸 世界 を 消滅 させ る 毒 を 飲む 事 に 成る 。 
"イア ネイ ラ の 肉体 を 焦がす 毒 の 外 衣 を まとう 事 に 成る 。 
最速 の 最も 明 散 する べき 死に 身 を 委ね る 事 に 成る 。 
知り 過ぎ る 事 を 望む 人 に は 災い が 有る ! 
な ぜ な ら 、 過 剰 な 抽 速 な 知 は 、 人 を 殺さ な く て も 、 人 を 狂わ せる で あろ う 。 


l 


立 悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ る 事 は 、 悪 を 善 と 結び つけ て 、 善 が 悪 を 吸収 する 事 に 
成る 。 

オシ リス の 光 を 放つ 顔色 を 、 テ ィ フ ォ ン の 仮面 で 覆う 事 に 成っ て し まう 。 

イシ ス の 神 の ヴェ ー ル を 持ち 上 げ て し まい 、 聖 所 を 冒 済 し て し まう 事 に 成っ て し ま 
9。 

ヴェ ー ル 無し で 太陽 を 見 る 事 を 試み た 軽率 な 人 は 、 盲 目 に 成っ て し まう 。 

ヴェ ー ル 無し で 太陽 を 見 る 事 を 試み た 時 か ら 、 盲 目 に 成っ て し まっ た 人 に と っ て 、 
太陽 は 黒く 成っ て し まう 。 

これ 以上 、 善 と 悪 に つい て 話す 事 は 禁じ られ て いる 。 

その た め 、3 つの 五 蘭 星 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 啓 示 を 終わ ら せ る つも り で ある 。 

3 つの 五 普 星 は 、 善 と 悪 に つい て 、 十 分 に 説明 する で あろ う 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 第 4 章 」 の 3 つの 五 蘭 星 を 、「 魔 術 の 歴史 」 の 最初 
の 五 荘 星 と 比較 し な さい 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 第 4 章 」 の 3 つの 五 芋 星 と 「 魔 術 の 歴史 」 の 五 蘭 星 
を まとめ る 事 に よっ て 、 大 いな る 秘密 の 中 の 秘密 、 大 いな る 神 の 秘密 の 理解 に 到達 
で きる 。 


それ で は 、 後 は 、 ギ ヨー ム ポス テル の 大 いな る 鍵 を も た らし て 、「 大 いな る 神秘 の 
鍵 」 を 完成 する 。 

ギヨーム ポス テル の 鍵 は 、 タ ロッ ト の 鍵 と 成る 。 

タロ ッ ト に は 、 天 の 東西 南北 に 対応 し て いる 、4 つの 生き て いる 獣 の 象徴 に 対応 し 
て いる 、4 種類 の タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ で ある 棒 、 杯 、 剣 、 コ イン また は 五 星 と 、 数 と 、 
輪 の 形 に 形成 され た 文字 が 存在 する 。 

それ か ら 、 タ ロッ ト に は 、7 惑星 の 象徴 が 存在 する 。 

タロ ッ ト の 、3 つの 色 で 表 さ れ て 、3 回 くり 返さ れ た 7 惑星 の 象徴 は 、 自 然 の 領域 、 
人 の 領域 、 神 の 領域 と いう 3 つの 領域 を 象徴 し て いる 。 

タロ ッ ト の 、3 回 くり 返さ れ た 7 惑星 の 象徴 は 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ の うち 21 枚 
と 成る 。 

輪 の 中 心 に は 、 ソ ロモ ン の 封印 で ある 六 攻 星 を 形成 する 二 重 の 三角 形 が 存在 す 
る 事 に 気づく 。 

六 苦 星 は 、 宗 教 の 3 つ 1 組 と 哲学 の 3 つ 1 組 で あり 、 つ り 合わ せ た 本 質 に よる 普 
遍 の 生成 に よる 、 自 然 の 3 つ 1 組 と 対応 し て いる 。 


三角 形 の 内 側 に は 、 十 字 が 存在 する 。 

十字 は 、 輪 を 四 等 分 に 分 け て いる 。 

その た め 、 宗 教 の 象徴 は 、 幾 何 学 の 象徴 と 結び つい て いる 。 

信心 は 、 知 を 補完 する 。 

知 は 、 信 心 を 認知 する 。 

タロ ッ ト と いう 鍵 の 助け に よっ て 、 人 は 、 古 代 の 世界 の 普遍 の 象徴 を 理解 で きる 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、 古 代 の 世界 の 普通 の 象徴 と 、 現 代 の 考え の 、 類 推 可 能 性 
に 明確 に 気づく 事 が で きる 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、「 自 然 と 人 に お いて 、 神 の 啓示 は 、 永 遠 で ある 」 と 認め られ 
る で あろ う 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、「 キ リス ト 教 だ けが 、 思 いや り の 精神 を 普遍 の 神殿 に 降臨 
させ て 、 光 と 熱 を 普遍 の 神殿 に も た らし た 」 と 感じ られ る で あろ う 。 

思い や り の 精神 と は 、 正 に 、 神 の 命 で ある 。 
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マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ の 星 
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神 の 弁護 者 パラ クレ ー ト ス 、 真 理 の 霊 、 神 の 聖霊 の 五葉 星 


( 
ヨハ ネ に よる 福音 14 章 16 節 か ら 17 節 「 私 イエ ス が 父 で ある 神 に 求め る の で 、 父 で 
ある 神 は 、 も う 1 人 の 弁護 者 パラ クレ ー ト ス を も た ら す で あろ う 。 も う 1 人 の 弁護 者 
パラ クレ ー ト ス と は 、 真 理 の 霊 で ある 」 
ヨハ ネ に よる 福音 14 章 26 節 「 弁 護 者 パラ クレ ー ト ス で ある 神 の 聖 寺 」 

ギリ シャ 語 で 、「 パ ラ クレ ー ト ス 」 の 「 パ ラ 」 は 「 傍 らち に 」、「 か た わら に 」 を 意味 し 「 ク 
レー トス 」 は 「 呼 ば れ た 者 」 を 意味 する の で 、「 パ ラ クレ ー ト ス 」 は 「 か た わら に 呼ば れ 
た 者 」、「 弁 護 者 」 を 意味 する 。 

) 


エエ 芋 表 PENTAGRAM OF THE ABSOLUTE 


「 魔 術 の 歴史 」 の 「 絶 対 の 五 苦 星 」 


終章 


神 に 感謝 し ます ! お お っ ! 私 の 神 よ ! 神 は 私 を 見 事 な 光 へ 呼び 寄せ て くれ 
た ! 

神 は 、 無 上 の 知 で ある ! 

神 は 、 無 限 を 無尽 蔵 の 創造 で 満ち あふ れ さ せる た め に 、 諸 々 の 数 と 2 つの 力 が 従 
う 、 絶 対 の 命 で ある ! 

数 学 は 、 神 を 証明 し て いる 。 

自然 の 調和 は 、 神 を 明か し て いる 。 

諸 形態 は 、 神 を 敬礼 し て 過ごす 。 

アブ ラ ハ ム は 、 神 に つい て 知っ て いた 。 

ヘル メス は 、 神 を 予見 し て いた 。 

ピタ ゴラス は 、 神 を 計算 し て みた 。 

プラ トン は 、 知 に よる 全て の 夢 起 に よっ て 、 神 を 望ん だ 。 

し か し 、 唯 一 の 秘伝 伝授 者 イエ ス 、 唯 一 の 賢者 イエ ス だ けが 、 神 を 地 の 子 達 に 啓 
示し た 。 

ヨハ ネ に よる 福音 10 章 30 節 で 、 唯 一 イエ ス だ けが 、 神 に つい て 、「 私 イエ ス と 父 
で ある 神 は 1 つ で ある 」 と 話す 事 が で きた 。 

その た め 、 栄 光 は イエ ス の 物 で ある ! 

な ぜ な ら 、 イ エス の 栄光 の 全て は 、 父 で ある 神 の 物 で ある ! 

お お っ 、 私 の 父 で ある 神 よ 、 神 は 、 本 書 「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 記し た 者 エリ ファ ス 
レヴ ィ が 大 い に 戦っ て 苦し ん だ 事 を 知っ て いる 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 貧 し さ 、 中 傷 、 迫 害 、 中 獄 、 愛 し た 人 に 見 捨て られ る 事 に 耐え 
し 

それ に も か か わら ず 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 自 分 を 不幸 で ある と 思わ な か っ た ! 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ イィ に は 、 真 理 と 正義 が 慰め と し て 残っ て いた ! 

神 だ けが 神聖 で ある ! 

お お っ ! 真心 の 持ち 主 達 と 正直 な 魂 達 の 、 神 よ ! 

た と え 私 が 自分 を 神 の 目 か ら 見 て 清らか だ と 誤っ て 考え た と し て も 、 神 は 真実 を 
知っ て いる ! 

全て の 人 の 様 に 、 私 は 、 人 の 肉欲 に 玩具 に され て いた 。 

よう や く 私 は 肉欲 を 克服 し た 、 と 言う より は 、 私 の 中 で 神 が 肉 欲 を 圧倒 し た 。 

神 は 、 神 だ け を 目指 し 望む 者 達 の た め の 、 深 い 平 和 を 休息 と し て 私 に も た らし て く 
れ た 。 

私 は 、 人 を 愛す る 。 

な ぜ な ら 、 人 は 、 思 いや り が 有る 限り 、 過 誤 と 弱 さ に よっ て し か 悪人 に 成ら な い 。 

人 の 自然 な 傾向 は 、 善 を 愛す る 。 

全て の 試練 に お ける 支え と し て 神 が 人 に 与え て いる 善 へ の 愛 に よっ て 、 真 理 へ の 
愛 に よっ て 、 遅 か れ 早 か れ 、 人 は 、 正 義 の 宗教 、 正 し い 宗 教 (、 カ トリ ッ ク ) へ 必ず 導 か 
れ て 戻る 。 

それ で は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 が 、 神 意 が 送る つも り で ある 場所 へ 赴き ます 様 に ! 

エリ ファ ス レヴ ィ の 本 が 、 も し 神 の 知 、 神 の 言葉 を 含ん で いれ ば 、 忘 却 よ り 強 い の 
で 勝利 する で あろ う 。 

逆 に 、 も し エリ ファ ス レヴ ィ の 本 が 誤り し か 含ん で いな く て も 、 少 な く と も 、 エ リフ ァ 
ス レヴ ィ の 本 の 死後 も 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 正義 と 真理 へ の 愛 は 生き 残り 続け る 、 と 
エリ ファ ス レヴ ィ は 知っ て いる ! 


不滅 で ある 神 は 、 不 滅 の も の と し て 創造 し て いる エリ ファ ス レヴ ィ の 魂 の 、 望 み と 
願い を 記憶 し て くれ る 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 知っ て いる ! 
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大 いな る 秘密 の 鍵 


